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ダール編　第一〇話






　地底の古代遺跡調査という名のハードなアトラクションを終え、（半ば自業自得だが）神殿で少しばかり絞られ、やっとダールの貸し工房へと戻った宏ひろし達一行。

　ようやく一息つけるはず……だったのだが、その安息を来客の少女が破る。

　その正体は彼らにとって思いもよらないものであった。

「どうしたの？」

　突然大声を出した宏と達たつ也やに、何事かと春はる菜なが駆け寄ってくる。

　奥からは真ま琴ことと澪みおも出てきた。全員、まだ鎧よろいは外し終わっていない。

　なお、ノートン姉妹は真琴から風呂掃除を引き継ぎ、現在作業中である。

「……その娘、誰？」

　呼び鈴を鳴らしたらしい少女を見て、完全に硬直している二人に問いかける春菜。

　少女の表情が発情していると表現したくなる種類のものだからか、好き好き光線を放っている視線が完全に宏をロックオンしているからか、その言葉には微妙に棘とげのようなものがある。

「……暗殺者や……」

　春菜のちょっと棘のある口調に再起動した宏が、震えながら絞り出すような声で回答する。

「えっ？」

「ファーレーンで春菜さんとエルを暗殺しようとした実行犯、そいつや……」

「えっ？　えっ？」

「そいつが、よりにもよってヒロの事をハニーとか言いやがってな」

「……どういうこと？」

「そんなん、僕が聞きたいわ……」

「というか、この娘が暗殺者だっていうのは、確かなの？」

「顔は見てへんけど、声と気配が一致しとるから多分間違いあらへん」

　宏の本気で怯おびえている乾いた声に、予想外の回答に戸惑っていた春菜の中で何かのスイッチが切り替わる。

　宏を守るように前に出て、いつでも剣を抜き放てる体勢で少女を見据え、言うべき事をきっぱりと言う。

「どのようなご用件かは知りませんが、お引き取り願えますか？」

「……えっ……？」

　完全に敵認定したらしい春菜の、冷気すら漂う視線と取り付く島もない言葉に、かなり戸惑った声を漏らす少女。同じように前に出てきた真琴と、後ろで牽けん制せいする準備を整えた澪の視線も似たようなものである。

「待って、待って。敵対する意志はない」

「残念ね。今回ばかりは、そっちの意志の問題じゃないのよ」

「どういうつもりかは知らないけど、私達にとって、あなたがした事を許す理由がない」

「今なら殺しはしないから、さっさと立ち去る」

　外敵相手に一気に結束した女達の様子に、それはそれで引く宏。言ってしまえば、女性のこういう面に苦しめられた部分もあるのだから、当然といえば当然の反応であろう。

「待って、待って。レイオット殿下からの手紙が」

「レイっちから？」

「どういうことだよ？」

　いろんな意味で引きまくっていた宏と達也が、意外な名前を聞いて反応する。

　とはいえ、よくよく考えてみれば、この暗殺者の処分はレイオットに一任されていたわけで、別段生きていてもおかしくはない。

　表向きは関係者が全員処刑されたことになっているのに加え、その後、欠片かけらも話題が出なかったために勘違いしていたが、レイオットからは処分したとも生かしているとも聞いていないのだ。

「ハニー達、裏の世界に顔が利かない。殿下がそこをフォローしろって。あと、これ伝言」

「……よりによって、何でこいつを使うのか……」

「……でも、レイっちやったらやりそうや……」

　レイオットが言ったであろう言葉に妙に納得しながらも、どうしても文句を言わずにはいられない男二人。

　一方、いまだに一切気を緩めない女性陣。少女が差し出した手紙を、ブリザードのごとき視線を向けた真琴が慎重に受け取る。

　女性陣に比べ男二人の態度は幾分ましだが、それでも警戒そのものは続けている。

「達也」

「了解」

　真琴から渡されたレイオットの手紙を開き、ざっと中身に視線を走らせる達也。内容は大体少女が言ったとおりの事ではあるが、いくつか判断に困ることも記載されていた。そのあたりについて確認を取るため、とりあえず少女に声をかける。

「なあ。いくつか確認したいから、正直に答えてくれ」

「心配しなくても、嘘はつかない」

「それはこっちが判断する」

　遺跡からの帰りの車中でたまたま身につけた嘘発見の魔法をひそかに発動し、他のメンバーに視線を走らせて同意を取った上で、最初の質問のために口を開く。

　因ちなみにこの魔法、ゲームの時には存在しなかったもので、モグラから貰もらった魔法関係の資料の中にあったものである。他にもいろいろあったが、一番覚えやすかったのでとりあえず最初にこれを覚えたのだ。

「お前、こいつを襲ったことを覚えていないっていうのは、本当か？」

「……やっぱり、私がそれやったの……？」

「本気で覚えてねえよ、この女……」

　少女の悄しょう然ぜんとした様子での回答に、見事なくらい何一つ嘘が含まれていないことを確認し、思わず頭を抱える達也。一体何がどうなってこの状況なのか、はっきり言ってまったく理解できないし理解したくもない。

「まあいい、次だ」

「どんと来て」

「何でこいつをハニーって呼ぶんだ？」

「私の一番古い記憶が、ハニーに触れられてものすごく気持ちよかったことだから」

　少女がうっとりした様子で言い放った質問の答えになっていない言葉に、今度は宏に冷たい視線が集中する。その様子にガクガク震えながら達也の後ろに隠れようとした宏を捕まえ、とりあえず確認すべき内容を聞くことに。

「ヒロ、正直に答えろ」

「聞きたい事は大体分かるから言うけど、首絞められそうになったから暴れたら、ワイヤーが変な感じで絡まってもうただけや。どうにか離れられへんかってもがいとったら、勝手にこいつがあへあへ言い出したんやけど、正直どこにどんな風に当たっとったとか全然覚えてへんし、そんなこと気にする余裕もあらへんかった」

「だとよ。因みに、全部本当の事だ」

「そもそも普通の女の人でも怖あてよう触らんのに、暗殺者みたいな物騒な生きもんを組み敷いてとか、何でそんな怖い真似せなあかんねん」

「男としてはどうかと思うけど、ものすごい説得力ね」

「まあ、宏君だったら、普通はそうだよね……」

　宏の弁明を聞き、妙に納得してしまう女性陣。

　宏にとって、触れること自体が怖いという意味では、春菜も暗殺者もまったく同じラインだ。違いがあるとすればせいぜい、春菜ならどれぐらい触っても大丈夫か、という見切りがある程度できていることぐらいだろう。

　無論、宏の認識と実際の春菜の許容量とは天と地ほどの差があるどころか、普通ならセクハラとか痴漢扱いされるラインでも春菜にとっては許容の範囲内なのだが、恋人同士でもない間柄の相手に対してそういう認識があるというのは、たとえ相手が宏でなくてもいろいろまずい。

　もっとも、そもそも敵対している暗殺者を抱くなど、薬か何かでまったく身動きが取れない状態にでもしていない限りは自殺行為でしかないのだから、余程頭の悪い人間でもない限りは普通、春菜達が危き惧ぐしているような事にはならない。

「それで、話を戻すとして、お前は何で覚えてねえんだ？」

「殿下は、薬が抜けた時の副作用と暗殺ギルドの仕掛けの影響だって言ってた。暗殺ギルドに襲撃をかけた時までは、ちゃんとした記憶があったって聞いてるけど、正直覚えてない」

「薬？」

「そういえば、レイっちが言うとったなあ。こいつら元々使い捨ての人形みたいなもんで、人格とかあったら面倒やからって、薬でその辺殺されとったんやって」

「なるほどなあ。仕掛けってのは、暗示か何かの事か。察するに、こいつらが捕まった時に余計な情報を漏らさないように記憶を消すか何かするための仕掛けが、何らかの理由で誤動作したってところだろうな」

　出てきた情報から、レイオットが推測したのと大方同じ結論を出す達也。

　嘘発見の魔法のおかげで、いちいち相手を疑わなくていいのがありがたい。もちろん、嘘は何一つ言っていないが真実でもないケースなどこの魔法では見抜けないものも多いが、今回の場合はそれほど問題にならない。

「で、今日は何の用でこっちに来た？」

「殿下から許可を貰って、顔つなぎと今まで集めた情報の提供に」

「だ、そうだ。嘘は言ってない」

　とりあえず、がっちり結託している女性陣に判断を仰ぐ。

　達也の考えとしては、正直信用はできないが利用はできそうだという感じだが、宏の事を考えると排除したほうがいいかも、と思わなくもないところである。

「信用できない」

「こいつ嫌」

「こいつに頼るんだったら、他の方法考えたほうがいいわね」

　見事なまでの敵認定にかなりショックを受けた様子の少女と、あまりに見事な連携に過去のトラウマがうずいてガクガク震えている宏。さすがに宏がひどい目にあったところを見ているだけに、春菜達の間での認識は恐ろしいまでに一致しているようだ。

「そ、そんな……」

「被害者ぶってるけど、前例あるし、問題外」

「そっちが先に師匠に危害加えた」

「それに、あんた何か隠してる目的があるでしょう？」

　共通の敵に対して、結束して当たる春菜達。明らかに、意識が完全に戦闘モードに切り替わっている。これから味方になるはずの相手からの厳しい追及に、涙目になりながら小動物のように小さくなる少女。これではどちらが悪者か分かったものではない。

「わ、私は危害なんか加えない……。ただ、頑張って役に立って、ハニーからご褒美を貰いたいだけなのに……」

「ギルティ」

「ギルティ」

「ギルティ」

　少女が漏らした本音に、三連続で有罪判決をぶつける女性陣。もはやいじめそのもののような状況に、少女よりも宏の方が部屋の隅でガタガタ震えながら命乞いをしそうになる。

「おーい、ちょっと落ち着け」

　そんな宏の様子を見かねた達也が、春菜達をなだめに回る。

　正直なところ、真琴と澪はともかく、春菜がここまで過剰に攻撃的な反応を示すとは思わなかったのだが、もてあまし気味の恋愛感情に振り回されて空回りしてる女に冷静さを求めるのは酷なのかもしれない。しかも、事は下手をすればその惚ほれた相手の命に直結しかねないのだ。いかに理性的な春菜といえども、攻撃性を抑えきれないのはしょうがないだろう。

「とりあえず、傍はたから見てるとどっちが悪者か分からなくなってるぞ」

「達也、あんたこいつが信用できるっていうの？」

「いんや。ただな、そいつが信用できるかどうかじゃなくて、ヒロがご覧のありさまだからな」

　本当に部屋の隅でガタガタ震えて命乞いのような言葉を言い始めた宏を見て、頭が冷えるを通り越して青ざめる三人。同じやるにしても、宏の目の前ではなくもっと別の場所でやらなければいけなかったのだ。

「それに、こいつは信用できねえが、お前さん達のやり方も人としてどうか、って感じだったからな。こいつが過去にやったことは簡単に許しちゃいけないことだが、だからといって何やってもいいってわけじゃねえぞ」

「あ～、ごめん……」

「……すごく反省……」

「……そうだよね。今のはさすがに、人として駄目だよね……」

　宏の様子に加えて達也に諭され、自分達が相当やらかしたことを自覚する三人。これでは、宏の中学時代のクラスメイトを悪くは言えない。

「さて、頭も冷えたことだし、どうする？　俺としては、こいつは信用できないが、利用はできなくもないと思ってる。ただ、ヒロの事を考えるなら、できるだけこっちに近寄ってほしくはないところだ」

「あたしは、利用すること自体も反対ね。宏の心の安全とあたし達の精神衛生のために、できれば一切の接触を断ちたいところよ」

「真琴姉に一票」

「ヒロは使い物にならないから、あとは春菜の意見だけだな。どうする？」

　達也の問いかけに即座に応えた真琴と澪の意見を聞いたところで、なるべく冷静に自身の考えをまとめようとしている春菜に対して結論を促す。冷静になった状態で同じ意見であれば、達也としては異を唱えるつもりはない。

「私は、心情的には真琴さんや澪ちゃんと同じ。ただ、話を聞く限り、宏君を襲った時は自我とか人格とか、ほとんどなかったんだよね？」

「殿下の手紙から察するに、恐らくはそうだろうな」

「だったら、贖しょく罪ざいと更生のチャンスを一回もあげないっていうのは、さすがにフェアじゃないと思う。だって、その頃は単なる道具だったんだし」

「ってことは？」

「いくつか条件はあるけど、しばらくは様子見したい。私達が、裏側の情報収集ができないのは事実だし、ね」

　メンバーの中では、現時点では一番甘い意見を出す春菜。先ほどまでの妙な過激さが嘘のようだが、元々彼女は攻撃的な感情を持続させるのがあまり得意ではない。

　先ほどは宏の事で頭に血が上り、さらに真琴達と意気投合したためにどんどん言動が過激になってしまったが、恐らく春菜一人だけだったら、無抵抗の相手を吊つるしあげるところまではいかなかったであろう。

「駄目かな？」

「いんや。見極める時間が必要、ってのは理にかなってるしな」

「心情的には納得いかないけど、宏の反応を考えるとそこが落としどころじゃないか、って気はするわね」

「何かあった時の排除方法だけきっちりしてれば、ボクも特に文句なし」

　冷静になれば、それなりに倫理だの人道だの道徳だのの持ち合わせはある一同。現状無抵抗の相手をどうこうするにはちょっとばかり善良すぎることもあり、春菜の案に誰も異を唱えない。

　ただし、現状では情を持つような相手ではない以上、敵対したり問題を起こしたりすれば、命を奪うことも視野に入れた上で容赦なく排除するつもりではあるが。

「ってことに決まったんだが、ヒロ？」

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

「おーい、戻ってこい」

　部屋の隅でガタガタ震えながら命乞いを続ける宏の頬ほおを軽く叩たたき、現実に引き戻そうとする達也。あまりに過敏な反応に呆あきれそうになるが、よくよく考えれば達也ですら引くほどの状況だったのだから、宏ならばこの反応もおかしくはないだろう。

「女怖い女怖い女怖い女怖い」

「今回ばかりは同意したくなるが、とりあえずいい加減戻ってこいって」

　ちょっとやそっとのショックでは復帰しないと踏んで、とりあえず宏の鞄かばんから鍛か冶じ用ハンマーを取り出して軽く頭をかち割る達也。

　普通なら命にかかわるやり方だが、刃を殺してあるとはいえポールアームが直撃してもダメージにならない男だ。達也の腕力で振られたまったくスキルの補正がない小型ハンマーの衝撃など、そもそも痛みを感じさせられるかどうか自体が怪しい。

「あいたあ！」

　これ以上はさすがにやばいよなあ、などと思いながら叩き込んだハンマーの衝撃で、とりあえず宏の目の焦点があう。どうやらちょうどいいぐらいのダメージだったようだ。

「なんやなんや？」

「やっと戻ってきたか」

「何があったん？」

「お前、春菜達とあの暗殺者のやり取りにビビって、ガタガタ震えながら命乞いしてたんだよ。で、とりあえずこっちの話がまとまったから、いい加減戻ってきてもらうために、これで一発殴ったんだ」

「……兄貴、地味に過激やな……」

「お前、普通のやり方じゃ、戻ってこなかったんだよ」

　どうやら命乞いをしている間の事は完全に記憶から飛んでいるらしく、達也の言葉に不思議そうに首をひねり続ける宏。その視線が元暗殺者の少女をとらえたところでいろいろ思い出したらしく、またしても顔が青ざめる。

「とりあえず、あいつの処遇については、こっちの意見はまとまってる」

「どないするん？」

「いくつか条件を付けた上で、本当にこっちに敵対する気がないのかどうかを見極めるためにいろいろ働いてもらうことにした」

「……まあ、レイっちがこっちに送り込んできた、っちゅうことは、それなりに安全やっちゅうことやろうから、別にそれはかまへんねんけど……」

「まあ、不安なのは分かる。だから、条件次第だな」

　そう言って、春菜に視線を向ける。

　達也の視線に一つ頷うなずくと、頭の中でまとめていた条件を口にする春菜。

「まず一つ目。私達の許可なく宏君と接触を持とうとしないこと」

「えっ!?」

「二つ目。宏君と二人だけで話をするのも禁止」

「そ、そんな!?」

「三つ目。こちらから呼び出した場合を除き、私達と接触する時は、事前にレイオット殿下の許可を取ること」

「それは今までどおり」

　必要な条件を淡々と並べていく春菜と、その言葉に一喜一憂する暗殺者。そのやり取りのおかげで、無表情のように見えて意外と表情が豊かであることが分かる。

　他にもあれこれ細かい条件を付けた後、ダールの現状に絡む情報を受け取って話を終えようとする春菜。

「とりあえず、せっかくの殿下の心遣いだし、情報はありがたく有効活用させてもらうね」

「できたら、ご褒美が欲しい」

「それを要求できる立場だと思ってるんだ」

「うっ……」

　春菜の厳しい一言に、しおしおとしおれる暗殺者。

「それはそれとして、あなた、名前は？」

「……レイニー。レイニー・ムーン」

「了解」

　あれこれ長い戦いの後、ようやく自身の名前を告げることに成功する元暗殺者・レイニー。名前を教えたことで、多少空気が軟なん化かした感じがして、少しだけ嬉うれしくなってくる。

「で、ご褒美って、具体的に何が欲しかったんだ？」

　もっとも、その空気を読みながらわざと意地の悪い発言をした達也のせいで、いろいろと台無しになるのだが。

「頑張ったから、ハニーにおっぱい揉もんでほしい」

「ちょっ!?　何やそれ!?」

「有罪！　やっぱり有罪！」

　なかなかとんでもない発言をやらかしたレイニーに、若干緩くなっていた空気があっという間に凍りつく。予想の斜め上の方向にかっ跳んだ変態ぶりを見せつけられ、全力でどん引きどころか怯えすら見せる宏と、いろんなものをかなぐり捨てて獰どう猛もうな表情で有罪判決を下す春菜。

　あまりにあまりの事に、他の三人は反応を決めることができずに凍りつく。

「やっぱり様子見とかやめる！」

「いや、確かに予想外だが、正直に願望を答えただけで反ほ故ごにするのはさすがにどうかと思うぞ」

「放置してたら宏君が危ないにもほどがあるもん！」

「そんな羨うらやましいこと、絶対に認められない、ってか？」

「違うよ！」

　再びヒートアップした春菜を抑えるために、あえていじる方向で状況をかき回す達也。春菜の意識が達也にそれた次の瞬間、澪ですら捕捉しきれないほど見事に撤収してのけるレイニー。

　その様子を唖あ然ぜんとした態度で見ていた真琴と澪が、我に返ってひそひそと話し合う。

「ねえ、澪」

「ん？」

「あれ、どう思う？」

「師匠のリハビリには、ある意味うってつけかもしれない」

「いいの、それで？」

「少なくとも、本気で師匠とキャッキャウフフしたいのは間違いないみたいだし、ボクとか春はる姉ねえには、ああいう方向性で女体の恐怖を取り払うのは無理っぽいし」

　どうやら、澪的にはレイニーのあの言動は別に問題ないらしい。

「宏君！」

「な、なんや？」

「私が絶対守ってあげるからね！」

　真琴と澪の言葉を聞きつけた春菜が、決意を新たにしたという感じの表情でそんな事を叫ぶ。

　そのやたら真剣な表情と決意に満ちた言葉に、全力でどん引きする宏。

　いろんな意味でペースが乱れているこの時の春菜に関しては、この日の入浴中をはじめとした要所要所で、後々まで宏を除くメンバー全員からいじられる羽目になるのであった。
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「エル、アルチェム、そろそろダールに着くぞい」

　南部大街道からダールへつながる街道。そのラストといえる位置で同行者に声をかけるドーガ。

　彼らには今、商人である祖父とその孫、そしてその二人に仕える使用人という設定があるため、ドーガは本来は主あるじであるエアリスに向けて孫に対するような口調で声をかけている。

　他に誰かが聞いているわけではないとはいえ、すでにダールの一般道なのだから、とっさの時にそれらしい反応ができるよう、今の段階から馴ならしておく必要があるのだ。

　もっとも、お忍び（といっても、縁がない人間が見ても分からないというだけで、関係者から見ると全然忍んでいないのだが）でウルスをうろうろする時も、大体の場合は祖父と孫という設定で行動しているため、もはや本人達もこの偽装にまったく違和感がないのだが。

「一カ月以上かかるって聞いていたんですが、何かものすごく早く着きましたねえ……」

「そりゃあ、まがりなりにもゴーレム馬車じゃからのう。それに、一般人には使えん裏ワザを使い倒しておるんじゃ。これぐらい早くなければそのほうが問題じゃて」

「そういうものですか？」

「そういうものじゃ。それに、連中も本気を出せば、十日程度で十分ダールに到着するしのう。もっとも、裏ワザを使えんはずのやつらが、街道を通ってもその気になれば十日でダールに着く、というのは異常なんじゃが」

「あ～、それはなんとなく分かります」

　地味に一般常識が備わってきているアルチェムが、ウルスでの経験を元にしみじみと頷く。

　案内兼護衛のテレスや女性冒険者達と一緒に、乗合馬車で近隣の村に行った時の移動速度と比較すると、ゴーレム馬車がとんでもないスピードなのがよく分かる。

　宏達が使っているという、これよりもっと速い移動手段というのは、正直想像もできない。馬車というのは乗っている人間としては意外と遅く感じるものだが、それでも時速六十キロを超えるゴーレム馬車は、アルチェムの経験した最高速度を大きく超える。いくら速度が分かりにくいといっても、さすがに時速何十キロの世界で約三倍違えば速度の差は十分感じられるわけで、アルチェムが速い速いというのも当然といえば当然である。

「それでお爺じい様、あとどれぐらいでダールに到着するのでしょうか？」

「そうじゃなあ。まあ、一時間も見ておけば十分じゃろう」

　窓の外を興味深そうに観察しながらのエアリスの質問に、おおよそのところを答えるドーガ。現時点でほぼ予定どおりの日程で走っているため、何か大きなトラブルでもない限りは、今日中に十分ダールに入れるだろう。

　窓の外にはこの地域の特産である砂麦畑が広がっており、農民達がせっせと雑草の処理をしているところが目に入る。もっとも、視線の向け方を変えると、時折畑の切れ間から地平線まで見渡せるほど広大な草原が見え、この地域が起伏の少ない土地であることを嫌が応にも思い知らせてくれるのだが。

「しかし、よくもまあこれだけの数のカレー粉や醤しょう油ゆが間に合ったものじゃ」

「工房の皆さんも村の皆も頑張ってましたから」

「ですが、ダールの気候で、こういったものが売れるのでしょうか？」

　一応商人の孫という設定になっているため、商売人として重要な事を確認しにかかるエアリス。カレー粉はともかく、醤油やポン酢は微妙なのではないか、と思わなくもない。ウスターソースやとんかつソースはいけそうな気がしないでもないが。

「まあ、ダールで売れなんだら、フォーレかローレンで売ればよかろう。もっとも、連中がこの街に来て結構経つんじゃから、いい加減このあたりの調味料を使った料理の一つや二つはできておるとは思うが」

「そういえば、ダールのお料理って、どんなものが多いんですか？」

「スパイスを効かせた、かなり辛い味付けのものが主体じゃな。スパイス類は毒消しの作用があるものが多いからの。あと、このあたりは砂漠に近いから水が高くての。煮込み料理も水を使うものではなく、羊乳やヤシの実の果汁なんかにスパイスをたっぷり混ぜたつゆで煮込むものが多い」

「辛い味付け、ですか……」

「うむ。大抵火を噴きそうなほど辛いか、酸味がきついかのどちらかになるのう」

　ドーガの解説に、『うええ』という感じの表情を浮かべるアルチェム。オルテム村でもウルスでも、刺激の強い味の料理はカレーぐらいしか食べていなかったため、極端に辛かったり酸っぱかったりという味付けのものは苦手なのだ。むしろそういう料理は、エアリスの方が強い。

　ここに来るまでに食べた料理はスパイスの量こそ多めなれど、それほど極端に辛いものは少ない。むしろ牛やヤギの乳をベースに果物で味を調えた、どちらかというとフルーティな甘さがベースとなった料理の方が多かった。とは言っても、最後に食事をした場所から、すでに普通の馬車で一日以上かかる距離を進んでいるのだが。

「お主は、辛いものは苦手かの？」

「カレーとか、ウルスでの普通のスパイス焼きぐらいは平気なんですけど、火を噴くほどというのはちょっと……」

「ふむ。まあ、テレスも似たような感じじゃったし、オルテムのエルフは全体的に極端な味付けは苦手じゃということかの？」

「多分、そうだと思います」

　村で一般的に食べられている料理を思い出し、確信を持って頷くアルチェム。

　そもそも、ベースとなる味付けが鳥のガラとシイタケで取ったダシなのだ。香辛料の類たぐいもそれほど作っていないことを考えると、余程の量の砂糖か塩をぶちこまない限りは、極端な味付けになどなりようがない。

「まあ、エルの事もあるし、できるだけ穏やかな味の料理を探しはするがの。こればかりは地域性が絡む問題じゃからのう」

「お爺様、アルチェムさんの事はともかく、私の事はあまりお気になさらずに」

「いやいや。エルは料理もするんじゃから、あまり極端な味付けに慣れるのはよろしくなかろう？」

「その地域では、その地域の味付けのものを食べてこそ、ですわ」

　味覚に対する悪影響を心配するドーガに対し、チャレンジ精神旺盛なエアリスは一歩も引かない。そのまましばらく押し問答を続けた結果、お金に余裕があるんだったら多種少量の盛り合わせのようなものを用意してもらえばいいんじゃないか、というアルチェムの提案により結論が決まる。

「……ダールの門が見えてきたのう」

「あれですか？」

「うむ、あれじゃ」

　押し問答も終わってしばらくしたところで、ようやく最後の目的地であるダール王国の首都・ダールが目視できる範囲に近づいてきた。

　門の状況、というより、やけにたくさん集まっている警備兵と、時間的に違和感を覚えるほどの入門審査待ちの行列を見て、不審なものを感じる一行。

　その印象を、エアリスが正直に口にした。

「何やら、物々しい事になっていますわね」

「そうじゃのう。トラブルでもあったのじゃろうか」

「そういえば、妙に空が霞かすみがかっているような……」

　アルチェムの言葉に空を見上げる。確かに、砂漠へとつながる方面が妙に霞みがかって見える。大規模な砂嵐の後はこういう天候になると聞いたことがあるが、道中の休憩時には、そういう話は聞いた覚えがない。

「これは、街に入るには少々手間がかかりそうじゃのう」

「こればかりは、仕方がありませんわ」

「アルチェム、すまんが念のために、連中が出てこんようになだめておいてくれんか？」

「そういえば、あの子達大人しいですよね」

　ここ三日ほどの道中、ずいぶんと大人しかったオクトガルの事を思い出し、そんな疑問とともに居場所として用意してあったタコ壺つぼを覗のぞきこむ。それほど大きな壺ではないため、首から下げたり鞄か何かのようにぶら下げることもできる。そんな小さな壺の中を確認すると……。

「あれ？」

「どうなさいました？」

「いえ。中にいないなあ、と思って」

「呼んだ～？」

　アルチェムの言葉に反応して、唐突にオクトガルが壺の中に現れる。

「どこ行ってたの？」

「退屈だったから、ウルスのお城で遊んでた～」

「出番～？　出番～？」

「あ～、そうじゃなくて、これから検問だから、ちょっと大人しく隠れててね、って言おうと思ってたの」

「りょうか～い」

「お城で遊んでくる～」

　アルチェムの説明を聞いて、あっさり転移で中から消えるオクトガル達。

　どうやら、この壺を持ち歩けば、どこにでも自由に行き来できるようである。恐らくこの壺に限らずマーキングしてある物体があれば、そこを移動先のポイントに指定できるのだろう。

　因みに、オクトガルを連れ歩いている理由はそれほど大したものではない。アルチェムとエアリスの荷物にこっそり紛れ込んでいたやつがいたため、知らないところで余計な事をされるぐらいならと、普通に同行させることにしたのだ。

「お城の皆様には、ご迷惑をおかけします……」

「まあ、しょうがあるまい。排除しようとして排除できる連中でもないからのう」

「本当に、ごめんなさい……」

　アルチェムの責任でもないのに非常に申しわけなさそうにしているのを見て、思わず苦笑してしまうエアリスとドーガ。すでにオクトガルが日常の風景に組み込まれているのだから、今更来なくなったとしたら、むしろ寂しがる人間の方が多いということは分からないらしい。

「さて、そろそろ儂わしらの番じゃな」

　ピークの時間からややはずれているからか、案外待たされずに街に入る手続きが始まる。

「証明書、確かに確認しました。ドル・オーラ殿で間違いございませんね？」

「うむ。間違いなく、ファーレーンで御用商人をさせてもらっておる、ドル・オーラじゃ」

「女王陛下と神官長様から手紙を預かっております」

「ふむ？」

「特に荷物に不審な点もありませんので、このままお通りいただいて結構です」

「手間をかけたな」

　門番に入国審査の手数料に多少の心付けを上乗せした金額を支払い、そのまま門をくぐる。門番の注目が外れたところで、エアリスが双方の手紙を確認する。

「……お爺様」

「なんじゃ？」

「このままこの街のイグレオス神殿にご挨拶に伺ったあと、まっすぐ王城へ向かいましょう」

「……ややこしい話か？」

「そこまでは分かりませんが、どうやらこのまま私達がこの街で普通に宿をとるのは、少々問題があるようですわ」

「ふむ、分かった。ならば、このまま神殿に向かうかの。幸い、道は以前来た時とそう変わっとりゃせんようじゃし」

　エアリスの申し出を聞き入れ、そのまままっすぐイグレオス神殿のダール分殿に向かうドーガ。あと一時間早ければ神殿で宏達と会えたのだが、どうやら運命はこの段階での遭遇を望んでいなかったようだ。

　結局、この日は宏達の拠点を調べる暇もなく、王宮で一夜を過ごすことになる姫ひめ巫み女こ一行であった。
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「ファーレーンの姫巫女殿は、実にすばらしい娘じゃのう」

「……国際問題になりますので、絶対に手を出さないでくださいよ？」

「お主は妾わらわを何じゃと思っておる？　さすがにあの歳の娘に手を出すほど落ちぶれてはおらぬ」

「それを信用できないから申し上げているのです」

　姫巫女一行を受け入れた王宮では、女王とその腹心が、例によって例の如ごとく、漫才のような会話を繰り広げていた。

「ついでに言うならば、あのエルフの巫女殿にも手を出さないでくださいよ？」

「あれはおそらく、胸を揉まれる程度なら慣れておる感じじゃし、本番でなければ問題なかろう？」

「大ありですよ……」

　ここのところ少々禁欲生活が続いたからか、どうにもタガが緩んでいる感じの女王の言動を、とにかくひたすら諌いさめるしかないセルジオ。正直、神のお気に入りである巫女達に遊びで手を出すなど、後々の怖さを考えれば勘弁してほしいところである。

　放任主義でおおらかなアランウェンはともかく、アルフェミナは今の姫巫女に対して非常に過保護だと聞く。しかも、アルフェミナの姫巫女は普通に未婚のファーレーン王族で、その上まだ月のものすら来ていない年頃だ。彼女に手を出すのは、何重もの意味で問題がありすぎる。

「それにしても、タイミングがよかったのやら悪かったのやら」

「微妙に判断に困るところですね」

「一応確認しておくが、姫巫女殿はどういう扱いになっておる？」

「表向きは、ファーレーンに駐在しているダール大使の紹介を得たファーレーンの御用商人の一行、ということになっております。魔道具で外見も変えていますので、ドーガ卿が武人であることに気がつく者はいても、あの方が姫巫女であることに気がつく人間はいないでしょう」

「もっとも、姫巫女殿の物腰や雰囲気を考えると、単なる商人の娘だと思う人間も少なかろうがな」

「そこまではどうにもなりません」

　エアリスのまだ十一歳とは思えぬ物腰や立ち居振る舞いを思い出し、その記憶の中の所作に思わず小さく感嘆のため息を漏らす。何度思い出しても見事の一言で、あそこまで綺き麗れいで周囲に対する配慮に満ちた所作を日常的に行える人間はそうはいない。自分達も含めて、ダールの貴族には彼女に太刀打ちできるほど品のよい人間はいないだろう。

「まったくもって、一体どのように育てれば、あの年であれほどの女に育つのか、その秘ひ訣けつを教えてほしいぞ」

「教わったからといって、恐らく実践は難しいでしょうが……」

「そうじゃろうな。それに、バルドとカタリナ一派が排除されるまでの境遇が決め手だというのであれば、リスクの方が大きすぎてとても参考にもならん」

「あの状況で国がもったのは、ファーレーンだからでしょう。ダールで同じ状況になれば、あっという間に泥沼の内戦に突入です」

「当然じゃ。あれだけ自身の手足を縛っておったというのに、あそこまで王室の影響力が維持できている国など、そうあってたまるか」

　王家にそこまでの力がないダールの場合、自国の王女がかつてのエアリスのように無能でわがままで残酷だという風評が立ってしまえば、一気に現王室の解体にまで話が進みかねない。その上ファーレーンと違って、ある程度王家の血が混ざっている人間さえ確保しておけば血統魔法の維持は問題なくできるとくれば、強硬策で問題を起こした現王室を排除しても、トップが代わることによる混乱の発生以外に困ることがないのだ。

　その上、ダールには王室が直接関わっている権威はあるが、アルフェミナの姫巫女のように、本人の人格や能力に一切関係なく、特定の先天的な資質の有無とその強さだけで誰が就任するかが決まる類たぐいのポストは存在しない。つまり、問題児扱いされてしまえば、その命や身分を維持できるような制度にはなっていない、ということである。

　ファーレーンの場合、王族男子の子供か姫巫女およびその候補の子供にしか血統魔法が受け継がれないという理由もあり、そう簡単に現王室を解体して、というわけにはいかなかったのが、先の騒動で泥沼の内戦に突入せずに済んだ最大の理由だ。

　法や国内の感情の問題で強硬に出ることができず、貴族達になめられていた部分は確かにあったが、大貴族の支持や忠誠までは失われていなかったために、間一髪とはいえそれほど大きな問題にならなかった。他の国では、おそらくカタリナの反乱を待つまでもなく国が崩壊していたであろう。

「何にせよ、ファーレーンはますます強きょう靭じんな国になるじゃろうなあ」

「次代を担になうものが皆、国外に対しては穏おん健けん派はであることが救い、というところでしょう」

「そもそも、外征などあの姫巫女殿が許しはしまいよ」

　ここ半年ほどで国民からの人気をこれでもかというぐらい集めたエアリス。いかに権力のない姫巫女とはいえ、彼女が反対するような事を強行できるほど、貴族達の支持基盤は厚くない。

　それに、外征を行ったところで得るものが少ないのは、ダールやフォーレの側だけでなく、ファーレーンの方でも同じ事なのだ。それならまだモンスターの駆除回数を増やしたほうが、素材的にも治安的にも余程プラスが大きい。

　少なくとも、西方地域で国と国との大規模な争いが起こる心配は、当面はなさそうである。

「さて、とりあえず明日の事じゃ」

「はい」

「連中と姫巫女殿一行は縁浅からぬ関係じゃし、一緒の席で歓待するのがよさそうじゃのう。そういう意味では、今日到着してくれたのはいいタイミングじゃった。急な変更が重なってすまんが、調整を頼む」

「御意」

　女王の言葉に一つ頭を下げ、明日の調整のために部屋を出ていくセルジオ。

　変更が重なるとはいえ、女王の言葉のとおり渡りに船ではある。これで、どの程度の歓待をすべきかという点に頭を悩ませずに済むのだから。

「さて、明日がどうなるか、楽しみじゃ」

　あれこれ波乱の予感がする状況に、心の底から楽しそうに笑う女王。

　ダールでの物語も、そろそろ転換点を迎えようとするのであった。




　　　　☆




「あら、ヒロシ様？」

「……エルか？」

「はい。このようなところでお会いするなんて、奇遇です」

「なんか、仕組まれとる気がひしひしとするけどなあ」

　翌日の十時頃。工房での朝食を終え、迎えの馬車に乗って城に入り、女王の体が空くまでの間、城を見学していると、同じように城を見学していたらしいエアリス一行と遭遇する。

　ノートン姉妹は何やら重要な話があると城に詰めている神官に呼び出され、この場にはいない。

「で、お前さん達は、どういう設定でここに？」

　周囲に誰もいないことを確認し、エアリス達にどういう立場でこの場にいるのか質問する達也。

「儂はファーレーンの御用商人、ドル・オーラじゃ」

「孫娘のエル・オーラです」

「お二人の側そば仕づかえをしております、アルチェムです」

「なるほど」

　エアリス達の設定を聞き、妙に納得する。恐らく、部外秘の重要な商談という名目で滞在しているのだろう。

「エルちゃん、ドルおじさん」

「なんじゃ？」

「その設定、必要だったの？」

　春菜の素朴な疑問に、思わず苦笑を浮かべるエアリスとドーガ。

　実際、エアリスがよその国に行くのであれば、本来は姫巫女という立場を前面に出して国こく賓ひん待遇で出向くべきであり、わざわざ妙な設定をこねくり回してお忍びのような形で他国の王家と接触する理由はないはずである。少なくとも、現在のファーレーンの状況から考えれば、わざわざエアリスが正体を隠さなければいけない理由は思いつかない。

「普通ならば必要はないのですが、今回は私が本来の立場で外遊するには少々時期尚早だという意見が多かったことに加え、自由に動きづらい国賓待遇だと困るという事情もありまして」

「物見遊山のためにその設定、って言うんだったら、あたし的には年長者としてちょっと思うところがあるけど？」

「そういうわけではありません。ただ、各地の巫女様といろいろとお話をするのに、内容的に衆人環視の前でというのは、少々問題がありまして。それに、私が接触を持ったということが知られると具合が悪い事情もありますので、今の時期に国賓待遇で、というのは巫女としてもちょっと」

「何だかややこしい事情がありそうねえ」

「ええ。少々ややこしい事情があります。ねえ、アルチェムさん？」

「本当に、ややこしい事情があるんですよ……」

　エアリスに話を振られ、いろいろ先行きが不安そうな表情で力なくこぼすアルチェム。

　エルフということもあり、年齢だけならドーガとそれほど変わらない彼女だが、人生経験の濃度という面では、この場で最年少のエアリスにすらはるかに及ばない。今回のように、ある種の場数を踏んだ経験が必要な場面では、いろいろと不安の方が先立つ。

「というか、アルチェムをウルスから連れ出して、大丈夫なのか？」

「そもそも、エルフをメイドにするっていう設定、微妙に無理を感じる」

　達也と澪に疑問点……というか不安なポイントを指摘され、苦笑を浮かべるしかない姫巫女一行。家事能力に関してはともかく、それ以外の部分で非常に無理があることぐらい、言われなくとも本人達も理解しているのだ。そこらへんをどう伝えようかと少し迷っているうちに、ドーガの腰にぶら下がっていた小さな壺から、唐突に数匹のオクトガルが飛び出してくる。

「エルフ～」

「巨乳～」

「メイド～」

「巫女～」

「それなんてエロゲ～？」

「やかましい！」

　微妙に思っていたことを言われ、思わず全力で突っ込みを入れる達也。本人のせいではないとはいえ、アルチェムの属性は並べてみると妙にいかがわしくなるものが多い。

「つうか、こいつらといつの間に知り合いになってたんだ？」

「四月頭ぐらい～」

「チェムちゃんの荷物に潜もぐり込んでこっそり来たの～」

「お城でエルちゃんと遭遇～」

「遺体遺棄～」

「何の遺体を遺棄したんだよ……」

　相変わらず唐突に遺体遺棄という謎単語を持ち出すオクトガルに、どっと脱力しながらも律りち儀ぎに突っ込みを入れる達也。いちいち突っ込んでいては話が進まないと分かっていても、突っ込まなければそれはそれで話が進まないのが悩ましいところだ。

「まあ、心配せんでも、仕事が止まるほどの悪戯いたずらはしておらんよ」

「全然安心できへんのは何でやろうなあ？」

「あははははは……」

　流れるような台詞の応酬に、何とも言えない表情で乾いた笑い声を上げるアルチェム。彼女自身も基本的には被害者なのに、オクトガルがアランウェンの眷けん族ぞくだというだけでどうしても責任を感じざるを得ない。地味に損な性格をしているエルフである。

「っと、誰か来とる」

「はいはい、隠れて隠れて」

「は～い」

「ちょっと戻ってる～」

　どうやら彼らに用があるらしい誰かの足音を聞きわけ、大慌てでオクトガル達に退散を指示する。

　指示に従いオクトガル達がどこかに転移をし終えたところで、堅苦しい印象の中年くらいの男が声をかけてくる。女王の腹心であるセルジオという人物だ。

「お話し中、申しわけありません。陛下の準備が整いました。お茶を用意しましたので、こちらへいらしてください」

「分かりました、お迎えありがとうございます」

「了解です」

　多分オクトガルを見られただろうなあ、などと思いながら、一度ここに出てきた以上、連中なら好き勝手出入りするから一緒だという結論に思い至って、細かい事は考えないことにする一行。

　とりあえず問答無用で成敗されないように、状況を見計らって女王とその腹心には話を通しておいたほうがいいだろうと、別に気にしなければよさそうな事を考えてしまうあたり、なんだかんだで全員オクトガル達を嫌いではないらしい。

　そのまま、よく分からない道を五分ほど連れまわされ、微妙に辺へん鄙ぴな位置にあるやや寂びれた感じの小屋に案内される。

「よく来られた。妾が女王のミシェイラじゃ。このような場所で申しわけないが、少々公の場では話しづらい事柄も話したいのでな。不便をかけるが、了承してほしい」

「こちらとしても願ったりの事ですので、お気になさらず」

　女王の言葉に対し、視線で案内の男に確認を取った上で、この場のメンバーを代表してドーガが答える。エアリスではなくドーガなのは、念のために表向きの立場にのっとってである。

　毎日屋台に来ては売り物を全種類制覇して、歌まで堪能して帰っていく例の女性が女王だったことに戸惑っている宏以外の日本人一行。

『なあ、ちょっとええか？』

　そんな中、宏がパーティチャットで話しかけてくる。

『どうしたの？』

『あれ、ほんまに女王様か？』

『ドルおじさんの態度を考えれば、間違いなく本物だと思うんだけど』

『何か問題があるのか？』

　宏が唐突にパーティチャットで言い出した疑問に、必死に表情を取り繕いながらもさらに大きくなった戸惑いを隠しきれない日本人一行。そんな彼らに、かなり大きな爆弾を投下する宏。

『恐らくやけど、この人アルヴァンやで』

『……え？』

　宏が投下した爆弾に、辛うじて反応を示せたのは春菜のみ。他の三人はそもそも何を言われたのかが理解できず、完全に動きが止まっている。

「お主ら、何か言いたそうじゃのう？」

「あ～、ちょっと口に出すんははばかられる話ですねんけど……」

「なに、この場で何を言ったところで、口外するような者はおらぬ」

「それでもやっぱり怖いんで、質問事項は紙に書いた上で、陛下が確認したらすぐに燃え尽きるようにしますわ」

　何とも迂う遠えんな事を言って、ポシェットからメモ用紙とボールペンを取り出して、何やら簡易エンチャントを施しながら質問事項を書きつづる宏。そのメモ用紙を二つ折りにして女王以外に中を確認できないようにした上で、念のために腹心に許可を取って直接手渡しする。

　メモ用紙に記載された内容を見た女王は一瞬驚きの表情を浮かべ、すぐさま苦笑をもってその驚きを誤魔化す。中身を知らない腹心と姫巫女一行がその様子を見て、余程大きな爆弾を投下したのだろうと判断する。もっとも、すでにメモ用紙は完全に燃え尽きており、何が書かれていたかは余人にはもはや確認することすらできないのだが。

「まったく、よもや見破られるとは思わなんだ。さすがは知られざる大陸からの客人、ということかの？」

「っちゅうことは、やっぱり？」

「うむ。質問の内容については、肯定しておこう。じゃが、心配せずとも、妾は間違いなく本物の女王じゃ。ドル殿とエル殿ならば、その事を証明してくれよう？」

「うむ。この方はまぎれもなく女王陛下ですじゃ」

「どのような質問があったかは存じ上げませんが、まぎれもなくミシェイラ陛下はこの国で最も尊いお方です」

　ドーガとエアリスの力強い断言に、かえって混乱の色を大きくする日本人一行。その様子に苦笑し、まどろっこしい状況を変えようと話を進めることにする女王。

「少々ややこしいことになったようじゃ。茶を運ばせたら完全に人払いをするから、少々待つがよい」

「あ～、すんません、ややこしいこと言うてしもうて」

「なに、ばれてしまったのは妾の未熟じゃ。妾とて、汝なんじの立場であれば何とか確認しようとするしのう」

　などと笑って言い切って、控えていた侍女に茶と茶菓子を運ぶように命じる。

「さて、とりあえず座ったらどうじゃ？」

「それでは失礼しまして」

　女王の言葉に従い、特に席順を気にせず大雑把に着席する一行。どういう順番が正しいのか、と確認しようとしたところ、まどろっこしいからとっとと座れと言われてしまう一幕もあったが、女王のおおらかさゆえにこれといって揉めることなく話が進んでいく。

「折角来てもらったからのう。茶菓子は我が国が誇る名産品を用意させた。もっとも、まだまだ生産量が少なくて、原料はともかく加工品の方はあまりたくさんは用意できんがのう」

「名産品、ですか？」

「うむ。なに、すぐに分かる」

　そう言って、客人達の反応を楽しみにしているといった様子で茶菓子が運ばれるのを待つ女王。

　それからほどなく、音を立てずにカートを押してきた侍女が、一口サイズの小さな黒い欠片がいくつか載った皿を、客人達の前に一つずつ並べていく。

「……えっ？」

「……もしかして、これって……」

「ちょっと待て！　こいつはヤバいんじゃねえか!?」

　女王とエアリスの前に置かれた皿を見て、顔色を変える達也達。本人から具体的な話を聞いているわけではないが、これまでの反応やたまに口走る言葉から、実は宏にとってこの茶菓子は相当な地雷なのではないか、と感じたのだ。

　残念ながらその配慮は少々遅く、宏はある意味予想どおりの、だが予想していたよりはるかに大きな反応を見せていた。

「……」

「ひ、宏君……、だ、大丈夫……？」

　予想、というより覚悟していたよりも激しい反応に、春菜が恐る恐る声をかける。だが、宏は目の前のものに対する恐怖で、春菜の言葉に何一つ反応しない。正確に言うなら、彼の反応は侍女がカートを持ちこんだ時点で始まっていた。女王は立ち上がり様子を確認するべく質問する。

「……何か、まずかったかの？」

「女王陛下が厚意でこの貴重なお菓子を出してくださったことは分かります。私達も故郷に居た時はよく食べていましたし、基本的には大好きなお菓子ですから」
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「……お主らの故郷にも、これがあるのか」

「ええ。ですので、人によってこれのせいでひどい目にあうこともありまして……」

　春菜の言葉に、それと知らずに地雷を踏んだことを悟る女王。

　この場にいる人間の視線は、チョコレートの載った皿を前に完全に凍りつき、瞳孔が開いて顔色が土気色になった宏の姿をとらえていた。
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「……どこや、ここ？」

　必死になって呼び掛けてくる声。それに引き寄せられるように、内にこもっていた宏ひろしの意識が浮上する。

「宏君！」

「正気に戻ったか……」

　外に意識を向けて真っ先に視界に入ってきたのは、まったく見覚えのない部屋の内装と泣きそうな顔をしている春はる菜な、そして心底ほっとしている様子の達たつ也やの顔であった。

「兄貴……？　春菜さん……？」

「状況を説明する前に確認だが、ヒロ、どこまで覚えてる？」

「……ちょう待って……」

　達也に聞かれ、覚えてる最後の光景を必死になって手繰る。

「えっと、確か、王宮に来て、エルとかと会うて、女王陛下のお茶会に参加するって話になって……」

　そこまで思い出したところで、急激に体が震え始める。

　お茶会の時に何かあった。それは覚えているのだが、内容が思い出せない。ただ、凄すさまじい恐怖に耐えきれなかったことは思い出せるので、女性恐怖症関連の何からしい、という推測はできる。

「分かった。大体分かった。だから、無理に思い出さなくていい」

「宏君、大丈夫、大丈夫だから……」

　思い出そうとするだけで過剰な反応を示す宏に、無理に思い出させようとしないほうがいいと判断し、そこで話を終わらせようとする二人。この分では、チョコレートが出てきたことについて今話をすると、いろんなことが振り出しに戻りそうだ。

「……なんか、申しわけない感じや……」

「気にすんな」

　この場にいる二人の対応からいろいろな事を察し、何とも申しわけない気分になる宏。本能が拒絶するため何があったかは思い出せないが、少なくともかなり大変な事になったのは分かる。しかも、非公式とはいえ女王の前での粗相だ。問答無用で無礼討ちされても文句は言えない。

　わざわざこんな部屋を用意してくれているあたり、女王サイドも今回の件を大おお事ごとにする気はないようだが、それでも粗相をしたという事実は消えない。そんな状況での後始末を仲間達に押しつけてしまったのは、本当に申しわけないとしか言えない。

「それで、今どういう状況なん？」

「細かい話は後回し、まずは完全に立ち直ってからだ。状況を説明するとなると何があったってところからスタートになるから、今の状態だとまた同じ事になりかねん」

「今は無理しちゃ駄目だよ」

「ほんま、重ね重ね申しわけないなあ……」

　どうにも仲間にいろいろと洒落しゃれにならないレベルで心配と迷惑をかけてしまったことに、今までにないぐらい恐縮する宏。周りから見れば避けようがなかったトラブルだとはいえ、かなり後処理が面倒な問題を起こしたことは事実な上、関わっている相手はレイオットのようにある程度気心が知れた王族というわけではない。

　自分自身でもどうにもならない部分があるとはいえど、毎回毎回同じ事で仲間に迷惑をかけるというのは、宏本人にとっても不本意な話ではある。

　だが、いくら意気込みがあろうと気合いを入れようと、そう簡単に克服できないのが恐怖症の類たぐいである。レイニーとのやり取りの時にあれだけ怯おびえていたというのに、原因の一人である春菜と一緒の部屋にいて大丈夫であるだけでも、元々の症状からすればかなり改善しているのだ。後はもう、積み重ねしかない。

「そういえば、真ま琴ことさんと澪みおは？」

「エルちゃん達と情報のすり合わせ中。これからどうするかは女王様も含めて話し合う必要があるから、いろいろな事が落ち着いてから、もう一度話し合いの場を用意するって」

「なるほど、了解や」

「でもまあ、女王様も忙しいみたいだし、今日はさすがにそんな時間は作れそうもないって」

「なんかもう、本気で申しわけない事してしもうたなあ」

「それはもういいから」

　どこまでも申しわけなさそうにしている宏に優しく微笑ほほえみかけ、なだめるように声をかける春菜。

　そのまるで聖母のような微笑みを見て、昨日のレイニー相手の剣けん幕まくとは大違いだと、女の表情の多彩さに、感心ともあきれともつかない感想を抱く達也。

「それで、お腹すいてない？」

「あんまり食欲はあらへんなあ……」

「そっか」

「っちゅうか、どんぐらい逝いっとった？」

「三時間ぐらいってところか。昼はとっくに過ぎてるな」

「じゃあ、皆飯は食うたん？」

「一応は、な。アルコールがきつい料理と辛い料理が結構多かったから、春菜と澪とエルはそこらへんちょっとメニューを変えてもらうことになっちまったが」

　水が貴重なダールでは、水の代わりに酒を使う料理もかなり多い。昼間から屋台で買えるようなものにはアルコールが入っているものは少ないが、ほとんどの煮込み料理は酒かヤシの果汁か動物の乳にスパイスを混ぜ込んだもので煮込む。その時に殺菌作用を少しでも強くするためか、あまりアルコールが飛ばないように工夫して煮込むものも少なくないため、ものすごく辛い上に酒の味がするスープやシチューも結構多いのである。

「なるほど。兄貴の感想は？」

「ああいう味が基本だと、関西風のうどんとかはあんまり受けねえだろうなあ」

「……屋台について文句言うとるくせに、屋台前提の感想が出てくるんってどうなん？」

「癖みたいになっちまってるからなあ……」

　宏達と行動するようになって七カ月ほど。地味に達也も屋台思考が染みついているらしい。

「まあ、そういうわけだから、エルもアルチェムも、さすがにちっと苦戦してたな」

「さよか。それやったら、晩飯の時には気合い入れとかんとあかんか」

「そのほうがいいかもな。ま、それほど辛くねえのもあったから、そこまで心配しなくてもいいとは思うがな」

　出てきた料理についての情報を述べて、片時も離れる気はないと全身で意思表示を示す春菜を残し、宏が正気に戻ったことを真琴達に告げに出る達也。

「ご飯が要らないんだったら、何か飲む？」

「せやなあ。なんか頼んでええ？」

「うん。何がいい？」

「任せるわ」

　喉は乾いているようだが、これといって飲みたいものも思いつかず、春菜に丸投げする宏。

　その意を受けて、すきっ腹にダメージを与えないように、刺激の少ない穏やかなタイプのハーブティーを用意する春菜。

　こちらの世界固有のハーブを使うもので、牛乳などを入れると空腹をある程度満たしながら胃もたれなどを抑えてくれる、乳製品特有のマイルドな味の飲みやすいお茶である。

「はい」

「ありがとう」

「他に何か、欲しいものとかあったら言ってね」

「今は大丈夫や」

　飲みやすい温度に調整されたハーブティーを一口飲み、どことなくほっとした表情を見せる宏。どうやら、無意識のままにかなりいろいろな事に対して気を張っていたらしい。

　なんとなく警戒を続けていた宏がようやく肩の力を抜いたのを見て、心の底からの安あん堵どと喜びの感情を浮かべる春菜。

　自分がとことんまで宏に惚ほれこんでしまったらしいとまたしても自覚しながら、この穏やかな時間がもっと続いてほしいと切に願ってしまうのであった。




　　　　☆




「で、大体予想はついとるんやけど、そろそろ僕が何やらかしたか教えてくれへん？」

　夕食が終わり、あてがわれた部屋に引き上げたところで、こっそり隔離結界を張りながら仲間達に問いかける宏。さすがにもう夜も十時を過ぎているのだ。いい加減精神的にも落ち着いているし、覚悟を決めればかなりショックな内容でも取り乱せずに聞くことができるはずである。

　なお、関係者だということで、エアリス達も同席している。ノートン姉妹は何やら城に来たくなかった理由に関するあれこれで、どうにも今日明日ぐらいは体が空かないらしい。城に来てからは晩ばん餐さんの席以外では顔を見ていない。

　因ちなみにこの隔離結界、念のために女王だけは除外設定してある。

「話すのは問題ないけど、あんた本当に大丈夫なの？」

「不意打ちやなかったら、根性入れればさっきみたいな事にはならへん、はずや」

「感じ悪い事をあえて言わせてもらうけど、あたしとしては正直、今回に関しては何回もフォローするのは嫌よ？」

「分かっとる。僕も正直なところ、聞かんでええんやったら聞かんと済ませたいとこやけど、それはいろいろまずそうやん」

　きつめの言葉とは裏腹に、なんだかんだいってそれなりに心配している様子を見せる真琴。

　そんな彼女に対して、どうにもならないであろう現実を突きつける宏。

　分かっていた現実に小さくため息をつくと、余計な事を思い出させないようにできるだけ簡単に何があったかを説明することにする。

「何があったかは簡単よ。お茶請けにチョコレート、こっちではカコラって言うらしいんだけど、それが出たのよ」

「……やっぱりか。それで、大体の事は思い出したわ」

　真琴の説明を聞き、微かすかに震えながらどうにか冷静さを保って静かに呟つぶやく宏。その様子に、どうにも心配が止まらない一同。

「ヒロシ様、あまりご無理をなさらないように……」

「状況的に、多少は無理せんとあかんからなあ。悪いんやけど、これぐらいはちょっと見逃して」

「……これ以上は、という状況になりましたら、私とハルナ様が力ずくでも話を終わらせます。それでよろしいですね？」

「了解や」

　どう言ったところで宏が引くような状況ではないと判断し、ため息交じりに妥協するエアリス。下手に精神力が強いからか、時折とことんまで我慢してしまうのが怖いところだ。

　そのまま、宏が思い出したであろう内容と実際に起こったこと、それらについて確認を終え、その後どうなったかについて詳しい話を終えたところで、達也が思わずといった感じでため息とともに思ったことを口にする。

「しかし、ヒロ」

「何や？」

「それだけチョコレートが怖いのに、向こうでよく普通に生活できたな。買い物の時とか、どうしてたんだ？」

「ある、っちゅうんが分かってる場所やったら、どうとでもできるで。スーパーとか、チョコレート製品が置いてある場所はしれとるから、お菓子コーナーと新製品コーナーに近寄らんかったらそんなに問題あらへん。どうしても近寄らなあかん時は、根性入れてできるだけ早く通り過ぎるようにしとったし。まあそもそも、僕の個人的な買い物はほとんどネット通販でどうにかしとったから、普通の店で買い物するんも月に一回あらへんぐらいやったし。それに、チョコレートは怖いけど、嫌いなわけやないんよ。せやから、写真とか絵で見る分には恐怖症も出えへんし」

　宏の言葉に、妙に納得する。

　そもそも宏の場合、チョコレートの問題がなくてもスーパーマーケットなどでの買い物はハードルが高い。曜日や時間帯にもよるが、スーパーマーケット内はウルスの平均より大幅に人口密度が高い。しかもスーパーマーケット、特に食品スーパーの場合、全体的に男女比が女性に偏っていることが多いため、女性恐怖症の宏には中に入ること自体が非常に覚悟がいる行動となる。

　これがコンビニになると人口密度によるハードルは下がるが、今度はチョコレートと距離を取るのが面倒なことになる。そのため、これまた余程の理由がない限りはコンビニに入って買い物、などということは考えない。

　そんな状況でよく普通に高校に通えるものだ、と思わなくもないが、宏達が住んでいる地域が都会的な田舎、という感じで、通っている高校もそんなに人口が多い地域にはないため、登下校および校内にいる時の人口密度はウルスを大幅に下回っている。

　もっとも、宏と春菜が住んでいる市自体は、とある財閥の本拠があったりＶＲシステムをはじめとした様々なオーバーテクノロジーを開発した天才が住んでいたりと知名度そのものは高く、多様な産業も発達しているため人口そのものは多い。

　そのため、駅前や繁華街などは大都市圏にも負けない賑にぎわいを見せていたりするのだが。

「っちゅうか、自分らがほんまに聞きたいんって、何でそこまでチョコレートが怖なったか、やろ？」

「そりゃ、ここまでの事だから、な。後々フォローするためにもある程度の事は聞いておきたいが、お前さんの古傷えぐってまで聞く気はねえよ」

「ヒロシさん、無理はいけません」

「そもそもヒロシよ。お前のその恐怖症、儂わしらが経緯を知っておったからといって、問題の解決に役に立つものなのか？」

「まあ、解決にはならんやろうなあ」

　ドーガの疑問に、苦笑しながら同意する宏。

　実際、知ったところでどうなるわけでもない。話をすることで信頼していることを示す、などというのも今更すぎる。まったく無意味ではなかろうが、有意義な行動でもない。そんな事はこの場にいる人間全員が分かっているため、知りたいとは思っても誰も口に出さなかったのだ。だが、

「師匠が話してもいいなら、ボクは聞きたい」

「澪？」

「ボク達が話を聞くことで師匠が前向きになれるんだったら、どんな内容でもボクは聞く」

　微妙に牽けん制せいしあって動きが取れなかった一同の膠こう着ちゃく状態を潰つぶすために、澪があえて地雷を踏みにいく。この部分では終始態度が一貫していた澪だからこその態度であろう。

「……私も、知りたい」

「春菜？」

「春はる姉ねえ？」

「知ったところで解決できないとしても、何があってそんなに苦しんでるのかは知りたいよ。知らなきゃ、どう支えていいかも分からない。見当違いな事をして余計に傷つけちゃうかもしれないし。それに、何があったかを知れば、少なくともその痛みを少しは分かち合えると思う。だから」

　そこで言葉を切り、宏の瞳ひとみを正面から見つめる。ひと呼吸かふた呼吸かの沈黙の後、春菜は己の覚悟を口にする。

「今の状態で話せる範囲でいい。宏君、何があったのか、教えて」

　この言葉を発したことで、もしかしたら嫌われてしまうかもしれない。そんな恐怖すらねじふせて、春菜は宏の身に起こったことを尋ねる。

　恐らく、今を逃せば、二度とこの話をする機会はない。それに、この男を愛するのであれば、自分はこの事について知っておかねばならない。この話を聞いて、その結果生じた人間関係の不都合を乗り越えて、初めて勝負の場に立てる。

　根拠など何もないが、春菜は今、その考えを欠片かけらたりとも疑っていない。

　澪に乗っかる形になってしまったが、恐らく誰も言い出さなければ春菜が先に言っていただろう。後れを取ったのは単に、それらの覚悟を決めるのにかかった時間の差である。

　エアリスはこういう時は宏の判断に従うため、彼が話すと言えば、春菜達のような仰々しい態度を取らずに、ただ静かに何が起こったかを聞いただろう。こういう話を聞くことに関しては、春菜達といえど姫ひめ巫み女ことして常日頃から鍛えられている彼女にはかなわない。

「まあ、おそらくは大した話やないんやけど、な」

　そう逃げ腰の前置きをして、覚悟を決めるように深呼吸をひとつ。そして、微妙に震える体を抑え込みながら、まずは結論を簡単に告げることにした。

「何があったかっちゅうのを簡単に言うと、や。バレンタインに生のひき肉入った義理チョコ無理やり食わされて、食中毒起こして死にかけてん」

　あっさり言うような内容ではないことを、努めて軽く言ってのける宏。

　ある意味予想していたことの、少々予想を超えた内容に誰も何も言えず、その場を沈黙が覆った。




　　　　☆




　宏が話した内容は、予想よりひどかった。

「……また、えぐいな……」

「……そりゃあ、女性恐怖症にもなるわね……」

　その後、宏がぽつぽつと話した事件の一部始終を聞き、うめき声のようなコメントを絞り出す達也と真琴。他の人間は、現実に起こったとは思えないその話の内容に絶句し、とても言葉を発することができなかった。

　宏の話を要約すると、次のようになる。

　中学二年のバレンタインデー。一時間目の最中に、机の中に仕込まれていた義理チョコを装ったその危険物に気がついてしまったことが、事件の発端だった。

　差出人不明のそれに気がつき、非常に嫌な予感がしたためこの時点では見なかったことにしようとした宏の目もく論ろ見みは失敗し、隣の席の女子生徒の告発でその存在がクラス中に明らかにされてしまったことが、宏にとってもこの中学にとっても不幸だった。

　半年ほど前から徐々に激しくなっていた女子生徒達の宏に対するいじめは、この時も当たり前のように速やかに行われた。とはいえ、最初の段階では、いじめとまでは言えなかっただろう。単にその場で食べて感想を言え、というだけのものだったのだから。

　これが真っ当なちょっと不ま味ずい程度のチョコレートであれば、我慢して普通に食べて無理やり美お味いしかったと言わされて終わり、だったはずだ。

　だが、そのチョコレートは中にほぼ腐ったと言っていいほど傷んだ生の牛と豚の合いびき肉が仕込まれ、味付けもかなりめちゃくちゃだった。はっきり言って、とても食えた味ではないそれを吐き出そうとした宏は、運動部の女子数人に押さえつけられて無理やり飲みこまされた後、数発殴られて残りも全て食べさせられる羽目になった。

　さすがにあまりにも宏の様子がおかしかったために、男子生徒のほとんどは最初に吐き出そうとした時点で女子を止めに入っていた。いたのだが、バレンタインデーに貰もらったチョコを無む碍げに扱うという行為に、日頃は目立って宏に攻撃的な態度を取っていなかった女子まで結託したために、阻止するには至らなかった。

　もしこの時、男子まで敵に回っていたら、宏は女性恐怖症どころか重度の対人恐怖症を患わずらうことになり、二度と病院から出てくることはなかったに違いない。

　そんなものを食べさせられて無事で済むわけもなく、昼休み前に見事に食中毒を起こした宏は、ある意味幸運で、ある意味不幸なことに保健室で胃袋の中身を全てぶちまけることになった。この時吐いたのが保健室でなければ、食中毒の原因がこの生肉入りのチョコレートであったことが特定されず、事件として扱われることもなかっただろう。

　幸いにして、この日の宏は寝坊して朝食をとっておらず、前日は普段より早い時間に夕食を終えていた。つまり、結果的に十二時間以上の絶食をしており、胃袋の中がほとんど空であったために、食中毒の原因が他にあり得なかったのだ。

　発症した食中毒がかなり性た質ちが悪いものだったこともあり、宏は三日三晩生死の境をさまよった上、他の症状で二週間入院することになった。その入院中に、無理やりチョコを食わせた女子生徒が身内がいない時間に謝罪を口実に見舞いに来て、とことんまで罵ば詈り雑ぞう言ごんをまき散らして人格どころか生存権まで全否定して帰っていくという出来事があり、その事を予想していた宏の数少ない男の友人によってこっそり録画されていたその事件が、無編集でいくつかの動画サイトに前後の経緯も含めてアップされたため、瞬く間に大騒ぎになってしまったのだ。

　かなり度を越したその光景が日本中に広まった結果、宏達の中学では次々にカップルが破局、その原因として恨みを集めた発端の女子生徒達は宏を逆恨みして殺人未遂を犯し、現行犯逮捕。

　それまでに何人かの女子がその事について恨み節をぶつけに来ていたこともあり（最初の見舞いの翌日には病院側が面会謝絶を行っているが、他人の見舞いのふりをして無理やり侵入した生徒が何人かいた）、宏は重度の女性恐怖症となって二カ月ほど集中治療室で二十四時間ＶＲシステムによる特別治療を受けることになる。

　さらに半年ほど特別なカウンセリングを受け続けることとなり、保健室登校できるようになったのも夏休みが終わってかなり経ってから。しかも週に一日か二日、という程度だった。

　結局そのまま冬休みに今の地域に引っ越し、引っ越し先では卒業式以外には中学に登校しなかったため、中学三年の時は学校には合計でも二週間程度の日数しか登校していない。

「ところで、犯人が見つかってないって、どういうことだ？」

「そら簡単や。あのチョコを誰が入れたか、はっきりせえへんねん」

「はあ？」

「残念ながら、監視カメラどんだけ解析しても、クラスメイトにゃチョコ仕込める人間が居おらんかってん」

　発端となった義理チョコに関してだけ言うならば、クラスメイトは間違いなく全員白だった。クラスメイト以外なら候補は三人ほどいるのだが、うち二人はそもそもチョコレートを作っていないことや、その家がひき肉を最後に購入したのが一カ月以上前で、傷み方などからどうやっても時期が合わないことなどから可能性は低いと判断せざるを得ず、残りの一人は調査しようにも事件の翌日に一家揃そろって日本を出ており、現在も帰ってきていないため捜査が中断。出国理由が父親の左さ遷せんに伴う急な海外転勤で、その背景に特に不自然な点もなく、さらに容疑者が事件当時少年法の範はん疇ちゅうであったために証拠不十分な容疑では呼び戻すことも難しかったため、現在も捜査は中断したままである。

「まあ、そういうわけで、チョコレートがものすごい怖いねん。元々チョコは普通に好きやったんやけど、あの日以来匂においだけでもあかんなってなあ……」

「そら、無理もないだろうよ……」

「もしかして、豚とか牛のひき肉料理で忘れたぐらいの頃にほんの少し身構えるのも……」

「まあ、そういうこっちゃ。ただ、幸か不幸かチョコのおかげであんまり肉っちゅう感じもせえへんかったから、チョコみたいに拒否反応が出るほどやないし、たまに思い出したように出る程度なんやけどな」

　力なく笑いながらそう告げてくる宏だが、春菜としてはまったく笑えない。

「というか、さ」

「ん？」

「あんた、そこまで女子に嫌われるようなタイプには見えないんだけど……」

「聞いてるだけで、女の子達の悪意と行動力が恐ろしく感じるよ」

「師匠、変な部分あるけどそこまで嫌われる理由が分からない」

「確かにな。ヒロ、なんか恨みでも買ってたんじゃないのか？」

「あ～。中学生女子のダサい男子に対する容赦なさっちゅうやつを、甘く見たらあかんで」

　宏の言葉に思うところがあるのか、苦い顔で同意するように頷うなずく春菜。澪も何か心当たりがあるのか、師匠に一票とぼそっと呟いている。

　中学ぐらいだと男女関係なく、他人に対する評価項目は大抵見た目や雰囲気が一番上に来て、人間性などはかなり下の方にくる。もっと言うならば、中学の時ほどひどくないというだけで、高校でも宏の女子からの評価はかなり低い。

　さらに言うならば、中学生当時の宏はダサいという欠点を克服できるほど人格的にも魅力的なわけではなかった。ヘタレという点は変わらない上、ちょっとした事ですぐ泣く泣き虫だったこともあって、どうにも周りがイライラして殴りたくなるタイプだったのだ。

　無論、だからといって殴っていいわけでもなく、またそういうことをするから余計に泣き虫になるという悪循環に陥っていた部分もあるが。

「それに、当時はひどい鼻炎でなあ。始終鼻ぐずぐず言わせとったから不ふ潔けつやいうんで、小学校の頃からそらまあいじめられたわ。性格的にも明るいわけでもなかったし、運動神経も体力もなかったから余計やで」

「そういうことか」

「そういうことや。スクールカーストと監獄実験、っちゅうやつやな」

　大抵の場合、公立中学はその地区の小学校がそのまま持ちあがる。小学校の頃のいじめられっ子というのは、中学に入ってもほぼ確定でいじめられっ子である。

　そして、スクールカーストで最下位扱いされるということは、その学校に在籍している間はほぼ人権など認められない、ということでもある。

　宏にとって幸いだったのは、『フェアリーテイル・クロニクル』で職人をやっていたため、同じ中学にもそれなりの人数、男子の友達がいたことだろう。女子の友達もゼロではなかったが、ゲーム内ではともかくリアルでは一切接触がなかったので、この場合はカウントしない。

　逆に不幸だったのは、スクールカーストを積極的に強化するタイプの先生が多かったことで、特に女の先生にその傾向が強かったことが宏の女性恐怖症と女性不信に拍車をかけている。

　人間というのは慣れて忘れる存在だ。そういう状況が日常的に続くと、どんなにエスカレートしてもそれが普通の事だと認識してしまうのである。

　結果として、自分達がやっていることが悪い事だという認識が完全に失われ、相手が本来自分達と同じ立場ということを忘れてしまうのだ。

　実は、この手の心理分析は心理学の実験である『監獄実験』でも証明されていたりする。

「なんかこう、いろいろ思い出してちょっと腹立ってきたよ」

「思い出したって、何を？」

「当時の新聞記事とか。ああいうのって、大抵いじめられるほうに原因があるんだから、って言う人がいるよね？」

「あ～、いるよなあ」

「いじめられるほうに原因があったとしても、集団で一人を攻撃した挙句のはてに再起不能に追い込むのは擁護できるような事じゃないのに、割と低くない確率でいじめられるほうが悪くていじめる側には非がないんだから、いじめられる側の指導を徹底しろ、って言ってくる人が一人二人出てくるよね？」

「時期によるって感じだが、場合によっちゃあ、いじめがエスカレートした挙句リンチして殺したケースにまで、そういうコメント言うやついるよなあ。さすがにその手のケースだと、賛同者は少ないが」

　いじめに限った話ではないが、何か事件が起こった時、当事者の一方だけに原因や問題があるケースなど一握りにすぎない。割合の問題はあれど、当事者双方に何かの問題があることがほとんどで、大抵は一方がどれほど改善しても問題が解決しないのだ。

　そもそも、片側だけに原因や問題があるのであれば、その原因や問題が解決すれば感情的なしこりは残れど、それほどこじれずに事件が終息するものである。

「とりあえずそんな感じやから、カウンセリングの先生と『フェアクロ』でのリハビリのおかげで、何とか最低限共学の学校で勉強できるとこまでは回復したんやけど、女の人に関しては触るんも触られんのもはっきり言うて怖い」

　自身の首を撫なでながら、そんな事を言う。

　女子とは思えない怪力で首を絞められ、窒息させられかけたことが原因で、余程覚悟を決めていないと、手が届く範囲に女性がいると落ち着かない。自分から触るのも、触った瞬間に相手が切れて自分を殺そうとするんじゃないかという被害妄想が抑えられず、近寄ること自体が非常にきつい。

　ゲームの時の人間をやめた廃人的な精神力が適用されているからか、こちらの世界に飛ばされてからは女性に近寄ることによる心理的なプレッシャーはずいぶんマシになっている。

　だが、精神力で抑えるのも限界があるらしく、長時間接触したり接触した状態で殺気をぶつけられたりすると、容易たやすく取り乱してしまう。チョコレートに至っては、包装も何もしていないものがあると、それが手が届く範囲でなくてもアウトだ。

「だったら、無理して共学に通わなくてもよかったんじゃねえか？」

「うちの場合、家と工場、両方の引っ越しが噛かんどってな。話持ちかけてきた得意先の親会社が安く用意してくれた土地っちゅうやつが工業地域の区分やから、二階に家とかやるとものすごい不便な上に、歩いてとか自転車で通える範囲に高校とかあらへんかってな。で、うちらの地元にある男子校って、全寮制か無茶苦茶ガラ悪いかものすごい遠いかで、どこも微妙っちゅう感じやってん」

「あ～、うん。確かにそうだよね」

「春菜さんも分かるか」

「うん。宏君の家がうちの高校から歩いて通える範囲にあるんなら、男子校って微妙なところしかないよね。工場が中央工業団地にあるんだったら、一番まともな男子校がある場所まで車で一時間ぐらいかかるし、あの近辺は町工場とか無理だったと思うし」

　地元民にしか分からない話題で盛り上がる宏と春菜に、何とも言えない視線を向ける一同。

　話についてはいけないが、男子校という選択肢がなかったらしいことは、なんとなく伝わっている。少なくとも、全寮制というのは逃げ場がないという点で、三年前の時点では選択肢として成立しなかったのだろう。

「まあ、そういうわけで、先方がいろいろ段取りしてくれた中に学校の事もあって、向こうさんが勧めてきたんが今の高校やってん。僕みたいなケースが一番安心して通える、っちゅう話で、聞くにたがわずものすごいいろいろフォローしてもらってんで。多分、違う高校やとまたすぐに不登校やったと思うわ」

「……なるほどね」

　一連の話を聞いて、いろいろな事が腑ふに落ちた真琴。

　ヘルインフェルノをあそこまで減衰させられる精神力を持っている割に、女性関係では呆あっ気けないほど壊れてしまう不自然さ。戦闘廃人で春菜以上にデータに精通している真琴にとって、上級魔法を普通にキャンセルできるような抵抗値を持つ人間が、そこまで簡単にパニックになるのは単におかしいでは納得できない話だった。

　明らかに演技ではない以上、実際に宏が壊れそうなほど恐怖心を感じているのは間違いなかったが、そこまで怖いのなら、逆に春菜と一緒に行動できるほうがおかしい。そう思っていたのだが、実に簡単な話だった。

　要するに、それだけの精神力がなければ女性と一緒に行動できないほど、彼の女性恐怖症がひどかっただけである。そして、良くも悪くも春菜が上う手まくトリガーを避けて宏の負担を減らしていたから、真琴や澪、さらにはエアリスが一緒に居てもどうにか問題なく行動できていただけなのだ。

　恐らく、日本にいた時は、宏にとって安全な距離はもっと遠かったに違いない。共学で大丈夫だったのは、学校側の手厚いフォローにくわえて、本人が女性と一緒に行動する機会をできるだけ潰すように立ち回っていたのだろう。

「やっぱり、学校なんて行くもんじゃないわねえ……」

「いや、そりゃさすがに極端じゃねえか？」

「あたし達みたいな人種は、場合によっては学校は地獄なのよ」

「せやなあ。今の学校はまだましやけど、中学は本気で地獄やった」

「入院してから、毎日が快適」

　いろんな意味で日本の社会に適合できていない三人。ひところに比べればずいぶんマシになったといっても、日本の教育や社会のゆがみはまだまだ根深いらしい。

「なんか、ごめんね？」

「いや、春菜さんは関係あらへんやん」

「中学の時の事はともかく、うちの学校で宏君の居心地が悪いのって、確実に私も関わってそうだから……」

「春菜さんは別に陰口とか叩たたかへんし、ダサいからっちゅうだけで生存権認めへんような事あらへんやん」

「それは当たり前の事っていうか、単に男の子のファッションセンスとかに興味なかっただけっていうか……。それに、そういうこと言ってる女の子をたしなめたりとかしてないし……」

「そんなん、春菜さんが言うたぐらいで価値観変わるかいな」

　宏が、ありとあらゆる可能性をバッサリ切り捨てる。

　顔がいいだけの変な男に捕まって痛い目を見る、などという経験でもしない限り、今の年齢ではそういう価値観は簡単には変わらない。生きていくのに外見はそこまで役に立たないことを理解するには、社会に出てそれなり以上に揉もまれないと難しいだろう。

「ヒロシ様。私達が、怖いですか？」

　宏と春菜が押し問答に入りそうになったところで、エアリスが唐突にそんな事を問いかけてくる。

「正直に言うと、そっちから普通に手が届く距離に居おる時は、怖い」

「では、今の距離では？」

「今は怖くない」

「それは、私達だからですか？　それとも、単に逃げられるだけの距離があるからですか？」

「……春菜さんとかエルとかでなかったら、こんな長い時間同じ部屋にゃ居れんで……」

　宏が春菜やエアリス、澪相手に緊張せずに済む距離は、現在半径九十センチ。お互いもうちょっと手を伸ばすか、もう一歩踏みこまなければ手が届かない距離。

　アルチェムはエロトラブルの関係からその距離はつらいが、単に椅子に座って話をしているだけならば、オクトガルさえいなければ同じぐらいの距離でも平気である。

「私やハルナ様が怖い、というわけではないのですね？」

「春菜さんは最近、たまにものすごい怖い時があるけど、基本的にはそうやな」

「あ～、ごめんね。つい過剰に反応しちゃって……」

「できたら澪らと結託すんのやめてほしい。あれ、本気で死ぬほど怖いから」

「本当にごめんね……」

　春菜の謝罪に、苦笑するしかない日本人一行。

　春菜が過剰に反応したり澪達と結託したりするのは、大抵宏に関わる問題がある時だ。宏を守ろうとして過剰反応を示した結果、当の宏を怖がらせるという本末転倒ぶりは、恋する乙女の面目躍如といったところか。

　因みに、レイニーの時に妙に真琴が彼女を嫌っている様子だったのは、結託した際に春菜達に引きずられたからである。春菜が妙に過激だったのも同じような理屈だ。

「とりあえず話を戻しますね」

「あ～、ごめん。思いっきり話の腰折ってしもたなあ」

「いえいえ。お気になさらずに」

　春菜が過剰反応する原因を察して微笑んでいたエアリスが、とりあえず話を戻す。

「異性と触れ合うのが怖い、というのであれば、私達で練習してはいかがですか？」

「練習？」

「はい。とりあえず、軽く手を握ることからスタートでどうでしょう？」

「それって、普通でもハードル高ない？」

　宏の言葉に、顔を真っ赤にしながら首を縦に振る春菜。軽くとはいえ手を握るとか、恐らく幸せのあまり緊張しすぎて、まともではいられないだろう。

「手を握る、というのが難しいのであれば、手や肩など、日常生活で接触する可能性がある場所に軽く触れる、というのでも結構です。いかがですか？」

「えらく過剰に押してくるやん……」

「私は、人とは究極的には触れ合うことを求める生き物だと思っています。触れ合うことで救いを得る生き物だと思っています。なのに、ヒロシ様が触れ合うことが怖くて、触れ合うことで得られる救いに手が届かないのはとても悲しいのです」

　真剣にスキンシップの重要性を語るエアリスに、同意するように頷くドーガと達也。既婚者である二人は、心を通わせた相手と触れ合うことで得られるもの、その大きさをよく理解しているのだ。

　ついでに言えば、あまりに過酷な宏の話を聞き、どうにかしたいと切実に思ってアルフェミナとこっそり相談した結果、今の宏にはこれが一番効果的な手段だと太鼓判を押されたのも、エアリスが常にないぐらい強気に押している理由である。

　もっとも、アルフェミナに太鼓判を押されたとはいえ、態度ほど確信を持っているわけでもなければ失敗に対する怯えがないわけでもないのだが。

「私達なら、大丈夫です。ヒロシ様を傷つけるような事は決してしません。ですから、女性と触れ合うことを怖がらないでください」

　そう言って春菜に目配せをし、宏のそばに歩み寄って右手にそっと触れるエアリス。

　エアリスの真意を察し、勇気を出して宏の左手に手を添える春菜。

　まさしく両手に花、という体ていでありながら、何かに耐えるような宏の表情をじっと見つめ、これが限界だろうと悟ったところで手を離す。解放感とともに、ほんのわずかながら感じる寂しさに、少しばかり戸惑いを覚える宏。

「こういう感じで、少しずつ私達が近くにいることに慣れていってはいかがでしょうか？」

「ハードル高いなあ……」

「そうかもしれませんわね」

　予想より穏やかな声でぼやく宏に、くすりと笑いながらすっと離れるエアリス。春菜ほど近くなく、アルチェムほど遠くなく、澪ほど棘とげのある対応をしてこなかったという絶妙の距離感を利用した、ある意味見事な戦法である。

「宏君……」

「ん？」

「あのね……」

　もう一度、今度はもう少しだけ強く宏の手を取り、ありったけの想いを込めて宏の目を正面から見つめる。春菜の青い瞳に自分が映っていることに対して妙な違和感を覚えながら、触れられていることに対する恐怖心を必死になって抑えて次の言葉を待つ宏。

「今回みたいな事で何かあっても、私が全力で宏君を守るから、ね」

　昨日レイニーが去った直後に口に出し、その後風呂場で散々からかわれたその決意を、今度は昨日よりはるかに冷静な状態で口にする。

　恋心の熱に浮かされていることは否定しないが、それはエルフの森で自覚してからこっち、いつもの事である。少なくとも昨日のようにまともな判断ができなくなっているわけではないのだから、十分冷静であろう。

「だから、ほんの少しでいいから、私達の事を信じてくれると、嬉うれしい」

　そこまで告げて、名残を惜しむように手を離し、元の位置に戻る春菜。

　春菜が手を離したことで恐怖から解放され、心の中で安堵のため息をつく宏。

　意識の大半を占めるのは、話題も接触も終わって助かったという思い──だというのに何故か、意識できるかできないか程度のほんのかすかな寂しさを感じ、内心での戸惑いが大きくなっていくのであった。




　　　　☆




「さて、ラブシーンはもう終わりかのう？」

　春菜とエアリスの、無む暗やみに愛情がたっぷり詰まった行動の余韻。それをぶち壊すようにそんな言葉が王女からかけられる。

「……いつの間に？」

「そうよのう。姫巫女殿がそちらの工房主に、自分達で女体に触る練習をしてはどうか、と提案したあたりからか？」

「結構前から居おったんやなあ……」

「全然、気がつかなかった……」

　どうやら、一国のトップの目の前で、ずいぶんと大胆で恥ずかしい真似をしてしまったようだ。仲間内だけでも後で思い出したらのたうちまわりそうになること請け合いの出来事だというのに、女王様の前でとは致命的に恥ずかしい。

「知らぬこととはいえ工房主殿には随分酷な真似をしてしまったからのう。さすがに謝罪なしでは気が済まんからと思って来てみたら、実に割り込みにくい状況になっておってな。まあ、おかげで、ずいぶんいいものを見せていただいた。若いというのは実にいい。そうは思わんか、ドル殿？」

「そうですな。儂も若い頃は、それはもう女房と熱烈に愛し合ったものですじゃ」

　宏と春菜の様子に調子に乗った女王が、ドーガを巻き込んで次々に追い打ちをかけてくる。

　因みに、ドーガは今でも奥さんとはラブラブである。

「愛されているではないか、工房主殿」

「いろんな意味で勘弁してください……」

「罰あたりな事を言うのう。男なら、全員俺のものになれ、ぐらい言ってみせてはどうじゃ？」

「うちらの故郷では複数の女囲うんは、法的にも社会的にも認められてへんのですわ」

「そうなのですか？」

　宏の言葉に不思議そうに反応したのは、なんとエアリスであった。この場で最年少の少女の反応に、日本人の視線が集まる。種族的に重婚という考え方がないアルチェムも同様である。

　もっともオルテム村の場合、一度子供を産んで育て終えたら、ばれない限りは浮気ＯＫ、などというとんでもない暗黙の了解がないわけでもないが。

「なんか、おかしな言葉を聞いた気がするんだが……？」

「おかしなもなにも、別にファーレーンでは複数の男女が婚姻を結ぶことを禁止していませんが？」

「そ、そうなんだ……」

「もちろん、当事者がちゃんと心の底から納得していることが前提ですし、貴族の当主は側室を持つことは許されても重婚は認められていませんが」

　ところ変われば価値観は変わるもので、どうやら国全体の雰囲気が緩いファーレーンは、そこのところも結構緩いようだ。

「そういうもんなん？」

「そうじゃのう。そもそも、重婚を一切認めておらん国の方が珍しいし、我がファーレーンは比較的要件が厳しいほうじゃな。少なくとも、男二人と女三人、などという組み合わせでの重婚は認めておらぬからのう」

「そんな組み合わせを認めてる国もあるんだ……」

「ウォルディスなんぞがそんな感じじゃな。もっとも、彼かの国の場合、そもそも結婚というシステム自体が名前だけのもの、という感じではあるがの」

　ドーガの解説に、世界の広さに感じ入ってしまう日本人一行。

「まあ、ドル殿やそちらの魔術師殿のように、一人の女房を徹底的に愛しぬく人間も珍しくはないし、庶民の大半は男女一対一の夫婦関係を築いておるがのう」

「それやったら、僕が文句言われる筋合いはあらへんのと違います？」

「いやいや。工房主殿のようにもてる男が、ある程度女を囲ってくれんと女が余る」

「は？」

「少なくとも我がダールでは、女の方が数が多いのじゃ。もっとも、こちらに入ってくる情報を見る限り、ほとんどの国が同じ傾向らしいがな。最近の出生数だと、六対四まではいかんが、六割に近い程度には女の数の方が優勢か？　そこに加えて男の方が体力を使う危険な仕事をこなすことが多いから、必然的に死にやすくなる、という事情もある」

　女王の解説に、なんとも難しい顔をしてしまう日本人一行。ウルスにいた時にはそれほど意識しなかったが、思い出してみれば子供は女の子の方が多かった気がする。屋台や店で働いている人間も、全体で見ればやや女性に比率が偏っていたかもしれない。

　男は店よりも力仕事や外に出ていく仕事が多いからかと思っていたが、単純に女性の方が数が多い、というのも納得できないわけではない。

　因みに当然のことながら、ファーレーンやダールでカウントしている出生数などの数字は、それほど正確なものではない。そもそも国が把握している人口自体、実際の総人口より二割から三割は少ないのだから当然だ。

　だが、その把握できていない二割から三割が、把握できている人口動向とは反対の性別に極端に偏っている、などということも普通はない。故に、国が把握している男女比は、基本的にそれほど大きく狂うことはないのである。

「そういうわけじゃから、妾わらわの体で女体の神秘を味わってみるのはどうじゃ？　歌姫殿や姫巫女殿、エルフ殿を相手にする時に大いに役に立つぞ？」

「そんな何重もの意味で怖い事できるかい!!」

「むう、残念じゃ。まあ、歌姫殿の目が怖いし、ワームの餌になるのも勘弁願いたい。先ほど無作法をしたところでもあるし、ここは大人しく諦あきらめるとしようかのう」

　冗談めかしてそんな事を言って、婀あ娜だっぽい視線を次は春菜に向ける。

「ならば、歌姫殿。妾のもとで、男を悦よろこばせる技を磨いてみぬか？」

「……遠慮しておきます」

「純潔を奪わぬことは保証するが？」

「それを胸を張って宣言できなくなりそうなので……」

「むう、頭が固いのう」

　いろんな意味でお堅い春菜の対応に、本気で残念そうにする女王。達也をロックオンしようとして本人に睨にらまれ、肩をすくめていろいろ諦める。

「とりあえず、女王陛下がアルヴァンや、っちゅうんはこれで確信しましたわ」

「そうそう。それについて聞こうと思っておったのじゃ」

　宏のコメントで、とりあえず本来するつもりであった方向に話を戻す女王。

「工房主殿、いつどこで妾がアルヴァンだと分かった？　そもそも、アルヴァンとしてそなたと顔を合わせたのは、一度だけだったはずじゃ」

「女王がアルヴァンやと分かったんは、さっきの顔合わせの時ですわ。ただ、アルヴァンが女やっちゅうんは、その最初の一回ではっきり分かっとりましたで」

「根拠は？」

「根拠、っちゅうんも難しんですけど、女かどうか自体は、見ればすぐ分かりますねん。なにせ、どんな格好しとってもどんな性格しとっても、女っちゅうんはそれだけでものすごい怖いわけでして」

「……ほんに、筋金入りじゃのう」

　宏の説明に、呆あきれたようにコメントする女王。

　そこに、今まで口を挟もうとして挟めなかったアルチェムが、素朴な疑問を口にする。

「あの、質問いいですか？」

「なんじゃ？」

「アルヴァンってなんですか？」

　アルチェムの基本的な質問に、場が妙に沈黙する。

　その様子に、聞いちゃいけなかったのかとおろおろするアルチェム。

　そんな場の空気を軟化させたのは、当のアルヴァンである女王であった。

「そういえば、エルフ殿は長らく南部大森林の中央あたりで暮らしておったと聞く。なれば、ダールの事情など知らぬのも無理はなかろうなあ」

「森から出て、まだ二カ月ぐらいやもんなあ……」

「ダールで暴れてる怪盗の事なんざ、知らなくても無理はねえか」

「怪盗、ですか？」

「主によろしくない事をやってる貴族や商人をターゲットにした泥棒、ってところだ」

　達也の身も蓋ふたもない解説に、当の本人が思わず苦笑を浮かべる。

「事実ではあるが、もう少し言い方というものを考えてほしいのう」

「と、言われましてもねえ」

「まあ、そういうわけじゃ。さすがに妾本人が見聞きした事柄で、直接入手した不正の証拠となれば、基本言い逃れはきかんからのう」

「また、無茶な事をしますね」

「なに、ミスをしても確実に逃げる手段は何重にも用意しておるよ」

　妙に自信満々の女王に、何を言っても無駄だと考えてとりあえずスルーしておくことにする一同。この女王が癖の強い人間であることは、これまでの流れではっきりしているのだ。突っ込んだところで話がループするだけだろう。

「それにしても、いつも思うのじゃが」

「……なんか、碌ろくでもない事を言い出しそうな気がするから聞きたくないけど、何でしょうか？」

「男が好む艶えん本ぽんの類では、妾のような怪盗がならずものに捕まって性的な意味で好き放題されて色に屈する展開が多いが、色に屈したところでいいなりになる理由もあるまいに、なぜ大抵いいなりになるんじゃろうなあ？」

「そんな事を聞かれても困るんだが……」

　やはり碌でもない事だった。そもそも、女王ともあろうものが、なぜ男性向けの成人指定の本の内容を知っているのだろうか？

「色に溺れたところで、別にその連中に依存する必要もあるまいに。第一、世の中は広い。探せば、ああいうことをする連中よりはるかに素晴らしい技を持った男も居おる。そもそも、あの手のどんな病気を持っておるか分からん男のナニなんぞ、好んで何回もくわえこみたがる女の気がしれん」

「女王、女王。一応子供がいるんで、そういう話はちょっと」

「む、すまん。確かに配慮に欠いた」

　まるで男子高校生あたりが教室で盛り上がるかのような猥わい談だんを始めようとした女王を、とりあえずどうにか黙らせることに成功する達也。

　達也に話を切り上げさせられ、思わず舌打ちした澪を真琴が睨みつける。

　微妙に具体的な表現が出てきたことで居心地悪そうに頬ほおを染めている春菜と、内容が分かっているのか分かっていないのか、普段どおりにこにこ微笑みながら超然とした態度を維持するエアリスが印象的だ。

　なお、アルチェムは確実に分かっていない。

「何にしても、ヒーローの彼もいっしょに食事でも、という約束は果たしたわけじゃ」

「あれ、約束だったんだ……」

「きっぱり断ってへんかった？」

「気にするな。さて、とりあえずこれからの事じゃが」

　妙に上機嫌に話を終わらせ、最後の議題を提示する女王。

「とりあえず、お主らの用件は、どちらもイグレオス神殿本殿に関わるものじゃろう？」

「ご存知やったんですね。てか、エル達もやったんか？」

「はい、私とアルチェム様も、本題はそちらになりますわ」

「こちらも少々気になる事がある。日程の調整が必要ゆえ少々待たせることになるが、早ければ二日後、遅くても五日以内にはダールを発たてるはずじゃ。勝手を申して済まんが、妾も同行させてもらおう」

　かなり大おお事ごとになりそうな事を言い放ち、勝手に予定を組んでいく女王。突っ込みを入れようにも、こんな時に限って一国の女王としての威厳と眼力をもって黙らせにかかるから、性た質ちが悪い。

「ついでと言っては何じゃが、工房主殿が地下で発見した古代遺跡、そちらに少々寄り道をしたい。到着がさらに遅れてしまうことになるが、構わぬか？」

「それはまあ、問題ありませんが、なぜに？」

「大地の民とやらと、接点を持つべきだと判断したからじゃ。お主らも、異論はあるまい？」

　ダールの女王として、間違いなく重要事項であろうことを力強く言い切る。

　領内に未知の、それもいろいろな面で自分達を上回っているであろう集団が存在する。その集団が基本的に友好的であるという報告がある以上、何らかの形でコンタクトを取ろうとするのは、当然といえば当然である。

　ただし、女王自らというのはどうかと思うが。

「重要なんは認めますけど、女王様が直接行くんは、なんぼなんでも不用心ちゃいます？」

「下手に使者なんぞ出して、そやつが粗相をした日には目も当てられん。どうせ通り道にあるのなら、妾が直接行ったほうが間違いが少ない。それに、その大地の民とやらは、基本友好的な連中なのじゃろう？」

「まあ、そらそうですけど……」

「フットワークが軽いにもほどがあるぞ、この女王……」

「女の身で国をまとめるのじゃ。あまり根を張っているわけにはいかんのでな」

　あきれ顔の宏と達也に、にやりと笑って見せる女王。本当に、いろんな意味で面倒な人である。腹心であるセルジオの気苦労がしのばれる。

「さて、そろそろいい時間じゃ。いい加減引き上げんとセルジオがうるさい」

「そうですね。決めるべき事も決まりましたし」

「うむ」

　まとめるべき話をまとめ終えたところで、いい加減立ち去ろうとしてもう一つ告げておくべき事を思い出す女王。

「そうそう、忘れておった。歌姫殿」

「なんですか？」

「デントリスが諦めておらぬ。いろいろ釘くぎは刺したが、余計に火をつけただけ、という状況になってしもうたようじゃ。すまぬ」

「あ～、あの人、諦めが悪そうですしね……」

「場合によっては、工房主殿に迷惑がかかることになるかもしれんが、どうにかうまく切り抜けてほしい」

　ありそうな展開に、思わず苦笑が漏れる宏、春菜、澪の三人。

　ダールでやるべき事が終わるまで、まだまだ先は長そうだと他ひ人と事ごとのように考えてしまう日本人達であった。








ダール編　第一二話






「どうしてこうなった……」

　女王との会談を済ませた翌日の午前中。

　訓練用の木製のポールアックスにもたれかかりながら、目の前の伊だ達て男を見つつ現実逃避的に呟つぶやく宏ひろし。周囲には、結構な数のギャラリーがいる。

「逃げずにちゃんと来たか」

「そもそも、何でこんなことせなあかんのかは、いまだに腑ふに落ちてへんけどなあ……」

　やけにやる気のデントリスに対して、非常に嫌そうに答える。

「きっぱり振られてんねんから、こんな仰々しい真似せんとさっくり諦あきらめたらええやん……」

「一度二度失敗した程度で引きさがっては、欲しいものを手に入れることはできないのでね」

　言いたい事は分かる。非常にまっとうな言い分だ。だが、男女の間柄においては、そのガッツは時にマイナス方向にしか働かない。

「それと、僕がデントリスさんと決闘なんぞせなあかんのとは、まったく因果関係あらへんで……」

「ここまで来たら、問答無用。さっさと構えたまえ」

「はいはい」

　どうにもテンションの上がらぬまま、もたれかかっていたポールアックスの刃先を地面に向けるように構える。

「では、約束どおり、この決闘に私が勝ったら、ハルナ君から手を引きたまえ」

「手ぇ引くも何も、そもそも付き合うてすらおらへん、っちゅうに……」

　ようやく多少はやる気を見せた宏を見て、上機嫌に口上を述べるデントリス。

　そんなデントリスの自分勝手な言い分に、とことんテンションも低く突っ込みを入れる宏。

「すまんのう、工房主殿」

「そう思うんやったら、あの人なんとかしたってください……」

「残念ながら、言って聞くなら、このような事態にはなっておらぬよ」

「さいでっか……」

　女王の申しわけなさそうな言葉に脱力しながら、どうにか目の前の事態に対処することに意識を集中させる。

　勝ったところで得るものはなく、かといって負けることも許されないという非常に割に合わない決闘。負けたところで当事者の同意を取らず無理やり決行しているため、ファーレーンが介入して国際問題化すればあっという間にチャラになる話ではあるが、そこまでの間が非常に面倒な上、仲間から何を言われるか分かったものではない。

「さて、最後にもう一度確認しておこうかのう」

　限りなくテンションは低いながらも、一応決闘に応じる構えになった宏を見て、女王が切り出す。

「勝負の方法は一対一、お互いの得意とする武器で、どちらかが戦闘不能になるか降参するまで戦うこととする。あまりに威力がありすぎる技、最初から殺す前提の技は使用禁止。これを破れば結果にかかわらず負けと認定する。敗者はトウドウハルナに対する今後一切のアプローチ禁止する。以上、異存はないな？」

「もちろん」

「もう、それでええです……」

　立会人である女王が述べた確認事項に同意する二人。それを聞いた女王が一つ頷うなずくと、腕を上げて決闘の開始を宣言する。

「グラムドーンを仕留めた実力は認めるが、それでも君はハルナ君にふさわしくない！」

「いや、それを僕に言われても……」

　気勢を上げながらいきなり殺傷力の高い大技を叩たたき込んでくるデントリスを、どこまでもテンションが上がらないままとりあえず迎撃する。

　十分後、考えなしに大技を連続で叩き込み続けたデントリスは、武器が壊れてスタミナが切れ、無防備になったところで宏のスマッシュ連打を浴びて何度も宙を舞う羽目になるのであった。




　　　　☆




　試合終了後、宏にいろいろと確認したい事ができた女王は、他のメンバーに断って宏一人を例の東あずま屋やに連れ込んだ。無論、周囲には隔離結界を展開済みである。

「ほんに、面倒をかけたのう」

「面倒やと思うんやったら、部下の手綱ぐらいきっちり握ったってください……」

「実にもっともではあるが、残念ながら客人というたところで国こく賓ひんというわけではなく、表向きは単なる冒険者の一人となると、たとえ妾わらわが肩入れしているという事実があったとしても、男女の間柄については個人の事情として処理せざるをえんのじゃ」

「そのくせ、女王様が肩入れしとるっちゅうだけでいろいろ言いたい放題言うてくる連中も多いとか、ほんまに権力の中枢とかと関わると碌ろくな事ありませんで……」

「耳の痛い言葉じゃ」

　宏の遠慮のないぼやきに、本当に耳が痛いという表情で同じようにぼやく女王。

「それにしても、妙な感じじゃのう」

「妙？」

「うむ。デントリスは下半身に忠実ではあるが、そこまで頭が悪いわけではない。あのようなやり方で歌姫殿がなびくはずがないことぐらい、当人も分かっているはずじゃが……」

「瘴しょう気きは感じへんかったし、春はる菜なさんの歌聞いても普通やったから、そっち方面でそんなにおかしなことにはなってへんはずや、とは思うんですけどねえ」

「とはいえど、普通ではないことも間違いではない。工房主殿も、戦っている最中におかしいと思わなんだか？」

「っちゅうか、あの決闘は、内容そのものがおかしい事だらけでっせ？」

　決闘に至るまでの流れも含めて、突っ込みどころが満載の内容について、どこから突っ込むべきか分からないといった体ていでどことなく面倒くさそうにコメントする宏。

「そもそも、何をどうすれば決闘っちゅう話に行き着くのかが理解できへん、ってのは置いとくとしても、あの人、あんな脳筋みたいな戦い方、せえへんでしょ？」

「うむ。そもそも根本的な話として、やつの剣術は工房主殿とは相性が最悪じゃ。先に何回有効打を与えるか、というタイプの勝負ならともかく、実戦形式では万に一つも勝ち目はない。グラムドーンとの戦闘を見ているのじゃ。あやつにもそれぐらいの判断はできよう」

「せやのにああいう勝負を持ちかけてきた、っちゅうんは、考えるまでもなくおかしいですやん」

「そうじゃな。あからさまなぐらいおかしい」

「なんか、その先の事、聞きたないんですけど……」

　ぐちぐちと鬱うっ陶とうしい宏に苦笑しながら、それでも容赦なく聞くべき事は聞くことにする女王。宏の心境も分からなくもないが、ここで手を緩めては重要な情報を逃してしまう。

「とりあえず、似たような事例について心当たりはないか？」

「まあ、あるんはありますわ。面倒くさい事に」

「ほう、やはりか。重ねて確認するが、バルドの絡みか？」

「以外、ありませんやん」

　二人とも、バルドは死んだはずだ、などというくだらない話はしない。

　ファーレーンで宏達が仕留め、ダールでは女王自身が始末し、そのくせ、灼熱砂漠でもバルドらしい生き物と遭遇しているのだから、何体仕留めたところで全滅したと考えることはできない。

「で、具体的には？」

「ファーレーンでの事件の時、一人、マインドコントロールされとった人が居おったらしいんですわ。瘴気に侵されて頭がおかしくなったんとは違うから、春菜さんの歌とか神官の浄化とかにも反応がのうて」

「なるほど。どんな感じでおかしくなっていた？」

「僕らに対する憎しみだけが、度を越してひどくなっとった感じでしたわ。それ以外はまったく普通やったから、いわゆる逆恨みみたいな状態になっとったと判断しまして」

「ふむ。確かに、今のデントリスと状態が似ているな」

　宏から受けた説明をもとにデントリスの行動を頭の中で検証し、あっさりそう結論を出す女王。特定の要素が関わらなければまともなところなど、まったく同じである。

「マインドコントロールの方法は分かっているのか？」

「残念ながら、よう分からんです。ただ、その人の場合、おかしな人間と接触しとった様子はなかったんで、恐らくぱっと見ても、それが原因やと分からんような道具とかでやったんちゃうか、っちゅう風には当たりつけとります」

「洗脳された人間を元に戻す手段は？」

「今ぐらいのレベルやと、まともな状態に戻すんは、ひたすらカウンセリングで自分の思考とか行動がおかしなってることを自覚させる以外無理ですわ。もっと進んで、遠隔操作で意識のっとられて、っちゅうレベルになると、遠隔操作自体は万能薬で一発です。ただ、それで洗脳が解けるわけやないんですけどね」

「不便よのう」

「洗脳の厄介なところは、いわゆる状態異常とは違う、っちゅうところですわ。話術とかでじわじわ考え方を捻ねじ曲げられた場合、いろんな経験して自然と考え方が変わったんと区別がつかんので、薬とか魔法ではどうにもならんのんですよ」

「本気で、不便よのう……」

　宏の説明を聞き、渋い顔をする女王。面倒事は一発で解決したいところだが、残念ながらそうは問屋がおろさないらしい。

「本当に、どうにもならんのか？」

「薬では、どうにもなりません」

「薬では、ということは、抜け道はあるんじゃな？」

「そらまあ、大概の事には抜け道はありますわ。ただ、正直褒められた方法やないんですよね」

「一応、大まかな方法だけでいいから教えてくれぬか？」

「理屈としては簡単です。精神系魔法使うて、洗脳し直せばええ」

　確かに簡単な理屈だが、褒められた方法ではないどころの騒ぎではない。下手をすれば後々人格崩壊につながりかねないし、洗脳の方向を間違えれば、今以上に手がつけられなくなる。

　捕まえた下っ端を使い潰つぶすならともかく、デントリスのような国の中枢近くにいる、それもまだ後継ぎがいない貴族にそれをやるのは問題が多すぎる。

　宏が最初にこの方法を提示しなかった理由に納得しつつ、聞いた瞬間に選択肢から除外する女王。

「なるほど、分かった。原因を排除した上で地道にやるしかない、ということじゃな？」

「そうなりますわ。しかし、なんちゅうか、ファーレーンの時に比べるとやり方が荒いっちゅうか、あんまり計画が練られてる感じがせえへんっちゅうか……」

「ファーレーンの事件については、さすがにそこまでの詳細を調べることはできなんだが、そんなに違うのか？」

「そらまあ、こんなすぐ発覚するようなやり方はしてませんでしたで。おかげでぎりぎりまで気がつかへんかって、一番やばいタイミングで春菜さんが刺されて、思いっきり冷や汗かきましたわ」

「お主らはともかく、向こうの王太子や国王がまったく気がつかなかったということは、余程だったようじゃのう」

「おかしかったんはおかしかったんやけど、理由が納得できへんわけでもなかったもんで。それに、普段は普通やったっちゅうんも殿下とかが対処しきれんかった理由やと思います。作戦中は隔離する予定やったんですけど、担当者のミスとかあって、かなりヤバい状況で春菜さんが刺される羽目になってもうたんですわ。ただ、今思えば多分、そのミスもバルドがそうなるように誘導しとったんでしょうね」

　そこまで地道に策を巡らせたファーレーンのバルドですら、宏達というファクターのせいで大失敗したのだ。やるのならこんな中途半端で荒っぽい稚ち拙せつなやり方ではなく、もっと大雑把に予測できない方向で物理的に暴れるか、不確定要素である宏達の存在を前提とした、突発事態に対応しやすく、対処されにくい策を練らないと話にならない。

「いろいろ参考になった。あとは妾の方で適当に調べてみることにしようかのう」

「もしかして……？」

「義賊向きの案件じゃと思わぬか？」

「……頼みますから、デントリスさんの二の舞にならんといてくださいよ……」

「分かっておるよ。まあ、それはそれとして」

　聞くべき事を聞き終えたと判断したからか、女王の雰囲気が為い政せい者しゃのそれから、女盛りの色を持ったものに変わる。

　そのゾクリとするほどの過剰な色気に青ざめ、元々大きく取っていた距離をさらに広げ、部屋の片隅でガタガタ震え始める宏。例のチョコレート事件のあと、宏を絞め殺そうとして殺人未遂で捕まった女子生徒が、ちょうどこんな感じの妙な色気を持っていたのを思い出したのだ。

　無論、その女子生徒には宏に対する恋愛感情はなく、自業自得による環境でいろんなところが壊れていたがゆえに、宏を殺した時の快感を想像して勝手に発情していただけなのだが。

「折角だからやらないか、と言おうと思うておったが、さすがにその反応は傷つくのう」

「女怖い女怖い女怖い女怖い……」

「いやいや、女体は怖くないぞ？」

「女怖い女怖い女怖い女怖い……」

「しまったのう。妾としたことが、完全に見切りを間違えてしもうた。これは、実に申しわけないことをしたのう……」

「女怖い女怖い女怖い女怖い……」

「しかし、やらかしてしまった妾が言っていい事ではないかもしれんが、これは歌姫殿も姫ひめ巫み女こ殿もエルフ殿も、実に大変な道を選んだものじゃ」

　宏の過剰な反応にちょっとやりすぎたと反省しつつ、一つ肩をすくめてその場を立ち去る女王。

　仮にこの場に第三者がいたならば、さりげなく澪みおをはぶっているあたりが無意識なのか意図的なのか気になったことだろう。

　もっとも、宏にはそんな余裕はないが。

「宏君、お話終わったんだよね……？」

　結局、宏が正常に戻ったのは十分後──女王に事の次第を謝られた春菜が様子を見に来た時の事であった。




　　　　☆




「とりあえずデントリスさんの方はまあ、片が付きそうやとして」

　用意された部屋への帰り道。最近では珍しく二人きりの状況にドキドキしている春菜に対して、彼女が期待しているのとはまったく正反対の方向で妙な緊張感を醸かもし出している宏が声をかける。

　宏から積極的に声をかけたのに二人の距離が普段より随分と開いているのは、先ほどの状態を考えれば仕方のないことだろう。

「本当に？」

「女王陛下が動くんやから、何らかの結果は出るやろう」

「そっか」

　デントリスの問題が片付く。そう聞いてあからさまにほっとした様子を見せる春菜。正直なところ、とにかく鬱うっ陶とうしかったのだ。

「とりあえずバタバタしてて渡しそびれとったもん、渡しとくわ」

「渡しそびれてたもの？」

「霊布で作った服がな、とりあえず一着完成してんねん。っちゅうてもブラウスだけで、ズボンとかはまだ作ってへんねんけど」

「私でいいの？」

「春菜さんは防御薄めやのに、割と前に出る機会も多いからな。その上補助魔法とか回復魔法とか、生命線になりがちなスキルようさん持っとるから、兄貴とセットで優先的に防御面を改善せんとやばいねん」

「あ～、なるほど」

　自分が優先される理由に納得し、鞄かばんから出された無地の白いシンプルなブラウスを受け取る。

　前が女合わせになっている事を除けば、性別に関係なく誰が着ても問題ないような、毒にも薬にもならないタイプのデザインである。もっとも、使っている生地が生地だけに、その毒にも薬にもならないデザインがかえってものすごい気品と高級感を醸し出す結果となっているが。

「一応、サイズ自動調整とかは縫った段階でかかっとるから、微調整とかはせんでええはずやで」

「了解。後でちょっと着替えてくるよ」

　一瞬、装備的な意味ですぐにこの場で着替えてしまいたい衝動にかられる春菜だが、さすがにいつ誰が通るか分からない場所なので自重する。

　春菜自身としては、見られても問題ないどころか、むしろお互いに堂々と見せあえる関係になりたいところではあるが、今の宏に着替えのシーンを見せるのは、余計なダメージを与えるだけで何の意味もない事ぐらいは理解している。そもそも、慎つつしみというやつを忘れては女として終わりだ。

　これがゲームだったらその手の問題は発生しないため、何のためらいもなく即座に装備を交換していたところである。

　頭の中でそんな事を考え、新装備に対する期待をどうにかなだめつつ、次の話題に話を切り替える春菜。

「それはそれとして、意思とは無関係に王室とのつながりができちゃったわけだけど、何か献上品とか、考えなくていいのかな？」

「せやなあ。何かあったほうがええかもなあ。何がええやろう？」

「ダールは水が貴重だから、水がらみ？」

　春菜のコメントに、いろいろと考える。

　確かに水がらみの何かがあれば、王室としては非常に助かるだろう。

　だが、直接的に水を扱うようなものを渡すのは、非常に危険な気がする。

「水を作るような魔道具は、さすがにまずいやろうなあ」

「私もそう思う。こういうところだと、水利権ってかなり大きいだろうし」

「渡すとしても、いざという時の伝家の宝刀、みたいな形にしとかんとやばいやろうなあ」

　酒より水が高いような場所だ。いざという時の渇水対策に、王家が水を作ることができる魔道具を持っておくのはいいことだろう。

　しかし、それがあまり簡単に使えると、国全体にとってはいい事なのは間違いないにしても、利権に絡む大きなトラブルが起こってかなりの混乱を起こしかねない。

「まあ、王家の人しか使えんようにした上で、一日一回とか貯水湖が空の時しか使われへんとか、貯水湖満タンにする量しか作られへんとか、あとは魔力の消費量を王族でも空になるぐらい大きいするとか、そこらへんの制限かければいけんことはないか」

「そだね。まあ、少なくとも、今の女王様とかはそこらへんもちゃんと分かってると思うから、制限かけておけばその意味も理解してくれると思う」

「せやな」

「ただ、それだけじゃなくて、大した影響はないけどちょっと便利なものとか、あってもなくても何も変わらないけど、あると嬉うれしいものとかも渡したいかも」

「となると、便利グッズか嗜し好こう品の類たぐいやなあ」

　春菜の提案に、頭の中で作れそうなものをリストアップして検討する宏。ちょっとしたもの、なので、材料はそれほどいいものにこだわる必要はないだろう。

「……王宮のトイレ、全部ウォッ○ュレットにするか？」

「……ありだとは思うけど、そこに貴重な水作成の魔道具を持ってくるのは、いろいろ騒ぎにならない？」

「反感買わんように、ウォッ○ュレットの設置とセットで、下水処理関係のシステム整備するか？」

「規模が大きすぎるって」

「ほなまあ、マッサージチェアぐらいにしとこか」

「それぐらいがちょうどいいんじゃない？」

　いきなり規模がグレードダウンした宏の提案に、内心でほっとしながらも軽い感じでＯＫを出す。

　春菜的には、別に王城の上下水工事を徹底的にやることになっても、それはそれでかまわないとは思っている。思ってはいるのだが、あまり派手に動くと、あとで面倒なことになるのが見えているので、避けたいのだ。

「ほな、いっぺん戻って用意してくるか」

「手伝えること、ある？」

「マッサージチェアの方は、いろいろあるで。何脚ぐらい用意したらええと思う？」

「五脚ぐらいでいいんじゃないかな？」

「了解や」

　大まかに必要な事を確認し終え、達たつ也や達との合流を急ぐ。

　話しているうちにいつの間にか、互いの距離が普段と同じになっている。そんな些さ細さいな事でも幸せを感じ、ますます二人きりの状況を意識する春菜。

（こっちに来た当初は、ずっと二人きりだったんだけどな……）

　ファーレーンに飛ばされたばかりの頃をどこか懐かしく思い出しながら、春菜は久しぶりの二人きりの時間をひそかに楽しむ。

　かつては、二人だけで行動するのが当たり前だった。その頃の春菜は、宏を恋愛対象になりうる相手として意識していなかったため、特に緊張することも幸せを感じることもなく、ごく自然にすべき事をこなしていた。

　もっとも、そもそも飛ばされた当初は、目先の事と宏の女性恐怖症に対する対応にいっぱいいっぱいで、恋愛なんて考えることもできなかったのだが。

（今から思えば、あの頃はずいぶんと贅ぜい沢たくな時間の使い方してた気がする……）

　後悔はしていないが、ちょっともったいないかもしれない、などと過去を思い出して内心でため息をつく春菜。宏という、自分をスペックだけで見るような真似をしない男がすぐ近くにいたのに、自分を好きになってもらえるよう努力する気がまったくなかったのだから。

　あの時間が今の距離を得るために必要だったのは間違いなく、また、春菜が宏を好きになるために必要なステップだったのも確かなのだから、時間を無駄にしていたわけではまったくない。

　故に、後悔はしていないが、あの頃の穏やかな時間とそれを当たり前のように享きょう受じゅしていた当時の自分が、今となっては羨うらやましくてたまらない。

（向こうに帰ったら、ああいうのはちょっと無理かな？）

　お互いに何も言わずに黙々と歩きながら、春菜はとりとめのない事を考え続ける。

　少なくとも、当時や今のように同居する、というのは無理だろう。

　そもそも、春菜が持つ恋愛感情は一方通行のもので、まだカップルにすらなっていないのだ。その上、余程改善したところで、宏の女性恐怖症が春菜と二人きりで生活するのに耐えられるところまで治るのは難しそうである。

　春菜自身、自分でもはしたないとは思うが、今の彼女は宏と同どう棲せいすることになったとして、まったく何もなしに日々を過ごすことに耐えられる気がしない。現在のように同居といっても複数の人間と一緒ならブレーキも利くが、邪魔が一切入らない環境で自分を律することができると思うほど、春菜は自身の自制心を評価していない。

　一緒にいれば触れ合いたくなる。触れ合うことができれば、いずれ口づけが欲しくなり、口づけを交わしてしまえば、その先に踏みこみたくなるのも時間の問題だろう。

　幸いにして、春菜の身内は真剣な恋愛ならそういうことにも理解を示してくれるが、宏の家族や宏本人は、恐らくそうではない。

（……なんでこんな先走ったこと、考えてるんだろう……）

　自分のあさましく都合のいい思考に、思わず大きなため息を漏らす春菜。その間も、視線はずっと宏をロックオンし続けていたのだから、自分の事ながら本気で呆あきれるしかない。

「どないしたん？」

「ん？　あ、何でもない。ちょっと考え事してて」

「さよか」

　どうやら、宏に心配をかけてしまったらしい。ちょっと反省しながらも、こんな些細な事でも気にしてくれる宏の態度に嬉しくなってしまう。

（とりあえず、当面の問題は、どうすれば宏君が怖がらずに私達の事を真剣に考えてくれるようになるか、かな？）

　先ほどまで恐ろしく先走ったことを考えていた思考を整理し直し、自身の感情に素直に従ってなすべき事を考える。

　まずは、少しでも宏の恐怖心が軽くなるように努力しなければいけない。恐らく、自分達の中の誰かが恋愛を成就させるには、最低でもあと三歩ほど宏が歩み寄れるようにならないと、話にもならないだろう。

（向こうに帰った時、こっちでの記憶もこの気持ちもそのまま残ってたらいいんだけど……）

　恋愛感情というやつが必ずしもいいものではない。

　しかし、宏への恋心を自覚してからこっち、毎日のようにその事実を思い知ってなお、春菜は恋をしなければよかった、などとは一度も思ってはいない。

　たとえどのような結果になったとしても、この気持ちは向こうに持って帰りたい。

　宏に向ける恋心と同じぐらい切実に願う春菜であった。




　　　　☆




「珍しいわね、達也。あんたがこんな真っ昼間から酒に走るなんて」

「ちょっとあいつらにあてられて、な……」

　同じ日の昼下がり。女王からあてがわれた部屋に引きこもっていた達也は、砂牡が蠣きの燻くん製せいをつまみに日本酒をあおっていた。どう見てもやけ酒である。

「ああもまっすぐに惚ほれたはれたをやられると、どうしても我が身の現状がなあ……」

「まあ、あんたの立場じゃしょうがないとは思うけどさ」

「惚れた女と結婚して、二人での生活がようやく軌道に乗った矢先に引き離されてみろ。一人寝の夜が堪こたえるぞ？」

　そんな風にぼやきながら、グラスに注いだ酒をグイッとあおる。

　日頃は年長者として無様な姿を見せまいと気を張っている達也だが、所しょ詮せんまだ三十路みそじにも届かない若造だ。新婚の嫁と引き離され、唯一まともな社会人経験がある人間として陰でいろいろな役割をこなし、あまり深刻な愚痴はこぼすことも難しいとなれば、誰も見ていないところで酒におぼれたくなってもしょうがないだろう。

「まったく、神様も意地が悪いわよねえ。なにも新婚の男を嫁から引き離さなくてもいいのに」

「本当に、何で俺だったんだろうな……」

　酒臭い吐息を漏らし、牡蠣を食いちぎって新たな酒を飲み干す。宏達三人が工房に戻ったからこそ、油断して酒におぼれることができる。そんな態度を隠そうともしない。

「達也、あんたいろいろ溜たまってるみたいだけどさ。嫁さん一筋とか言って意地張ってないで、娼しょう婦ふでも買って発散してきたらどうなの？　お金は十分あるんだからさ」

「前から思ってたんだが、真ま琴こと。お前、そういうところに妙に理解があるよな？」

「あたしはあんた達より三カ月も前からこっちにいるのよ？　しかも、面倒見てくれたのがドルおじさんだから、必然的に騎士連中や警備隊なんかと関わることも多かったし。さすがにこっちの男の方の事情にも詳しくなるし、理解も進むわよ？」

「そうか。たまに春菜をそっち方面でけしかけようとするのも、そういう事情か？」

「まあね。無理やりそういうことする連中を容認する気はないどころか、片っ端から見つけ出して切り刻んで魚の餌にでもしてやりたいけど、残念ながらいくら春菜だって、防げない時は防げない。だったら、初めては好きな男に、ね」

　マイグラスを取り出し、達也の対面に座って酒を注ぎながら、茶化すわけでもなく真剣な声色で思うところを告げる真琴。騎士団や警備隊などと行動を共にするということは、そういう過酷な現実を目の当たりにする機会が多いということでもある。

「で、まあ、話を戻すけど、あたしはあんたが我慢できなくなって女を抱きに行ったところで、絶対に軽蔑したりしない。我慢しておかしくなるぐらいだったら、お金で解決できる事は後腐れなくお金で解決してほしいぐらいよ」

「お前も春菜も、たまにものすごく男前だよな……」

「随分な言いようね」

「そう、むくれるな。が、まあ、そうもいかないんだよな、現実的に」

　新しい瓶びんを取り出しながら、苦笑交じりに話を続ける。

　夕食には宏達も戻ってくるのだが、そんな事を気にして飲むような心境ではない。

　とはいえ、酔った状態で夕食の席に行くのはさすがにまずいので、アルコールを抜くための万能薬も用意しておく。

「男ってのは、お前さんが思ってるよりデリケートなもんでな。残念ながら、詩し織おり以外じゃ反応しないんだよ」

「……そんなもんなの？」

「ああ、そんなもんだ」

「……あたし、男って頭と下半身は別物だと思ってたわ」

「まあ、実際のところそういう男が多いのは事実だが、こうと決めた一人にしか反応しないやつも結構いるもんだぞ？」

　子供には聞かせられない赤せき裸ら々らで生々しい話をしながら、コップに注いだ酒を一息にあおる。

　自分から振ったからか、それとも腐女子だからか、一歩間違えればセクハラになりかねないエロトークに顔色一つ変えずに付き合う真琴。適齢期の男女とは思えない会話である。

「その割には、遺跡の時は春菜のエロい空気にぐらついてたじゃない」

「あれにぐらつかない男なんて、それこそ精神的にどうかしてると思うんだが、どうだ？」

「まあ、そうだけどさ」

　ちょっと前にあった事件について真琴につつかれ、とりあえず開き直ったことを言う達也。

　あれは本気で修行僧でもノーダメージでは無理、そんな次元だ。普段が普段だけに、ああいう時の色気が度を越す。それについては真琴も同感らしく、むしろ達也がぐらついたという事実に安心している節が無きにしも非あらず、である。

「それで、反応しなかったってことは、試したことはあったんだ？」

「試したってほどの事じゃないんだがな。ユリウスに誘われて、一度だけ性的な出し物が売りの夜の劇場に行ったことがあるんだよ」

「あ～、どこだか大体分かった。あれでしょ？　金と交渉次第では、気に入った踊り子一人お持ち帰りできるところ。まあ、そう簡単にお持ち帰りできるほど甘い連中でもないけどさ」

「お前がそれを知ってること自体、かなり微妙な気分なんだがな。まあ、男同士の付き合いってことで、顔だけは出したんだが……」

「もしかして、あの店でも反応しなかったの？」

「そういうことだ」

　達也の嫁一筋は、どうやら筋金入りらしい。出し物の内容と、それに対する男達の反応を知っている真琴からすれば、宏とは別のベクトルで達也が病んでいるようにしか思えない。

「……あの店行って反応しないとか、ほとんど病気の域じゃないの？」

「残念ながら、詩織相手だったら、夢だろうが妄想だろうが反応するんだよ。だから、不能になったわけじゃない」

「や、多分それ普通に病気だから。あそこ、アルチェムぐらいのエロボディ持ったお姉さんとか、澪みたいな体つきなのにやたら妖よう艶えんでエロい娘とか、様々なニーズにばっちり応えてたと思うんだけど……」

「お前さん、今の自分の言動が澪の事を言えないって気がついてるか？」

「うっ」

　達也に痛いところを突かれ、思わず返事に詰まる真琴。

　とはいえ、こういう未成年の異性が一緒にいる場では口にしづらい話をすることができて、ずいぶん気分的には楽になった気がする達也。正直、真琴は達也的には性欲の対象には絶対にならない娘であるが、それゆえに友人としては得難い人物である。

「まあ、俺の話ばかりってのも不公平だし、そっちもちょっとつつかせてもらおうか」

「な、何よ？」

「いや、お前さん、宏と春菜の事をせっせと応援してるようだが、自分自身はどうなんだ、ってな？」

　真琴的にはうやむやのままごまかしたかったところを突っ込まれ、途端に目線が宙をさまよう。

「どうしても、言わなきゃだめ？」

「ヒロみたいな事情があって絶対無理だ、ってんだったら言わなくてもいいが、な」

「……そこまでじゃないのが困りものなのよね……」

　達也の示した条件に、本気で困った顔をするしかない真琴。

　こっちに来たのがきっかけで、そろそろ真琴の中では過去の事になりつつある話ではあるが、自分の恥部でもあって、あまり口にしたい類の内容ではない。もう少し時間が過ぎれば笑い話にできそうな感じではあるが、男が聞いて楽しい種類の話ではないのが問題である。

「ま、いっか。宏の女性恐怖症を何とかしようってのに、あたしが自分の失敗を笑い話にできないのはフェアじゃないしね」

「失敗、なあ。もしかして、引きこもってたのもそこが原因か？」

「そそ。まあ、半分自業自得な部分があるし、今にして思えば、甘ったれた話だって気もしてる」

「自業自得、ねえ」

　何やら存外重い話になりそうだと察して、牡蠣の燻製以外のつまみを取り出す。取り出したのはクラッカーと、ゴブリン達から貰もらったマルガ鳥の燻製卵である。

「で、何やらかしたんだ？」

「一言で言うと、大学時代にパンピーの彼氏と付き合ってて、うっかり彼とその友人掛け算した同人誌を見られたって話。それも下の名前は実名出しちゃってた。個人で楽しむために描いたやつで売り物にはしてないから、内容見てるのはあたしとそいつだけなんだけど、言い訳にはならないしね」

「……そらまた、ダメージの大きい話だな……」

「見られただけでもショックだったんだけど、それがいつの間にか大学中に広がっててさ。彼氏だけじゃなくていろんな人間から、もう無茶苦茶言われたわけよ」

「なるほど、引きこもるわけだ」

　半分自業自得、という真琴の言葉にひどく納得する達也。ＢＬというやつは、小ネタレベルならともかく、生々しい内容になると一般の男が受け入れるのは難しい。それが明らかに自分をモデルにした、どころか実名バリバリだとなると、引くか怒るかするのが当然である。

「腐女子であることを恥じる気は全然ないけど、さすがに自分の彼氏をその友達と掛け算するのは、人としての礼儀に欠けるどころの騒ぎじゃないわけじゃない。だけど、当時は結構ガキだったから、見つからなきゃいいじゃん、なんて軽いノリでやらかしちゃったのよ」

「……なんつうか、学校中に広まってる理由とかそのあたりの裏を考えると、お前さんとその彼氏、どっちも擁護できねえ種類の話だな、まったく」

「擁護してもらう必要もないわ。もっとも、こっちの趣味を黙認してくれるような男じゃなかったから、その事件がなくてもいずれやらかして破局してたとは思うけどね」

「なるほどな」

　真琴が腐女子的な意味以外で男に興味を示さない理由を、なんとなく納得してしまう達也。

　経験上、腐女子だからといって男を作らないわけではないことを知っていたため、ここまで無反応である理由が分からなかったのだ。

　なお、達也がどちらも擁護できないと言ったのは、自分が同じ立場だった場合、噂うわさが広まった時点でのうのうと大学に顔など出せない、という一点からだ。

　さらに言えば、真琴の話を聞く限り、そもそも存在を知っているのは真琴とその元彼だけのはずで、広まったとすれば本人が吹ふい聴ちょうする以外あり得ない、というのもある。

「そんな事があったから、正直当分の間は自分の恋愛はお腹一杯、って感じなのよ」

「まあ、その手のダメージって、結構抜けるまでに時間がかかるもんだしな」

「強制的に、みたいな感じだったけど、ようやく引きこもりから脱出した身の上だからね。まだまだ男が欲しいって気分にはなれないのよ」

「てか、初対面の頃からそんな感じはしてたんだが、その言い方だとやっぱり経験済みか？」

「経験済み」

　達也の、女性に対して正面から聞くのはハードルが高い質問に、あっさり端的に応える真琴。

「因ちなみに、それがあたしの唯一の恋愛経験ね」

「……ヒロもそうだが、お前さんも難儀な人生を歩んでるな……」

「達也だって、今現在、人の事は言えないじゃない」

「まあ、俺はこっちに飛ばされなきゃ、せいぜい澪の世話がある以外はそんなに難儀な事情は抱えてなかったがな」

　達也の自嘲気味の台詞に、澪も大概重たい人生を送っていたことを思い出す真琴。

　春菜にしても、勝ち組っぽい分普通とは言えない生活をしていた節があるため、ここに飛ばされる前に平凡な人生を送っていたのは達也だけ、ということになりそうだ。

「そういや、引きこもってたって話だが、生活費は親のすねか？」

「ん？　あたし、ちゃんと収入あったわよ？」

「ほう？　因みにどんな？」

「基本はいわゆるデイトレードとか投機的取引ってやつ。元手は引きこもる前までイベントとかで同人誌売って稼いだお金。引きこもる前二年ほどはちゃんと完売してたから、そこそこ蓄えはあったのよ」

「なるほどな。だが、何部ぐらい刷ってたかは知らねえけど、同人誌の売り上げぐらいじゃ、生活費をデイトレードで稼ぐ原資にするにゃ少なくねえか？」

「いくつか大穴当てたからね。とりあえず、税金払っても生涯の手取り分になるぐらいは稼いだわよ？」

　さらっととんでもない事を言い出した真琴に、思わず口に入れた酒を噴き出しそうになる達也。

「ちょ、ちょっと待て、お前。それはいくらなんでも稼ぎすぎだろう……」

「あたしも、そんなに当たり引くとは思わなかったのよ。値動きが分かりやすいやつ適当に買って十万ぐらい小銭儲もうけたあと、冗談半分で適当に選んだ屑くずに近い値段の安い株に、その十万の儲けを全部突っ込んで放置してたら、二カ月後に何かその会社が世紀の大発見をやったとかで一気に買い注文が入って、あっという間に百倍以上になったのよ。発行株数の割に元値が安かったから、上がり方も半端なかったわけ」

「それを三回か四回繰り返した、と？」

「そう。あの時のあたしは、冗談抜きで神がかってたわ……」

　当時の自分のツキ具合を、遠い目をしながらそんな風に述じゅっ懐かいする真琴。どうせあぶく銭だからと素人特有の大胆さで下調べもせずにそういうことをやり続けた結果、大胆なＭ＆Ａの対象となったために急騰した株だの、社員がノーベル賞レベルの商品開発に成功した会社の株だのを話題になる前に買い付け、ほぼ最高値で売り抜けることに成功し続けたのである。

　真琴のちゃっかりしているところは、元手となった同人誌の売り上げは、ほぼ満額そのまま残してあったところであろう。そっちの方は堅実な売買を繰り返し、これまた十倍程度には増やしていたりする。

「で、こっちに飛ばされる前も、デイトレードはやってたのか？」

「そっちはもう、手を引いたわよ。引きこもるには十分なお金をゲットしたんだから、欲かいてもしょうがないじゃない」

「なるほどな。堅実だ」

「博ばく打ちなんてものは、そう何度もするもんじゃないってことよ」

「道理だな」

　真琴の、元引きこもりとは思えない実に正しい意見に、思わず苦笑しつつグラスをあける。

「しかし、そんなに歳も変わらねえのに、そっちは億単位の金持ってて、こっちは住宅ローンにひいひい言ってるしがないサラリーマン、ってのもなあ」

「あたしとしては、そっちの方が人として魅力的だと思うわよ。あたしみたいなのは、いつか絶対痛い目見るって」

「そんなもんかねえ」

「そんなもんよ。正直、向こうにいた頃はあのお金のせいで、いろんな意味で疑心暗鬼にかられたもんだし」

「大金持つのも、いろいろあるんだな」

　真琴の意外な一面を教えられ、いろいろ感心しながら互いのグラスに酒をつぐ。そろそろ新しい瓶も空になりそうだから、いい加減酒盛りも終わりにすべきだろう。

「最後に一つ、前から思ってた疑問があるんだが」

「何よ？」

「引きこもりだってのに、よく『フェアクロ』を続ける気になったよな。さっきの話だと、普通に対人恐怖症に近い状態になってたと思うんだが？」

「ん？　ああ、それね」

　達也のもっともと言えばもっともな質問に、苦笑しながら酒に口をつける真琴。軽く喉を潤すと、ゲームを続けられた理由をあっさり告白する。

「そりゃ、あたしネナベだったし。アバターも筋骨隆々の巨漢だったから、誰もあたしが大学でやらかした腐女子だなんて思わないって」

「あ～、なるほどなるほど」

　筋骨隆々の巨漢が刀を使ってたのか、とか突っ込みたいところはいろいろあるが、そこを置いておけばいろいろ納得させられる話ではある。

「お前さん、本気で平凡なのは見た目だけだよな」

「あんたも、中身が普通とは言い難い部分があること、気がついてる？」

「俺ぐらいのねじれ方なら、そんなに珍しくもないだろう？」

「まあ、そうかもしれないけど……」

　達也の主張に微妙に釈然としない何かを感じつつ、最後の一杯をあける真琴。

「それにしても、この状況」

「ん？」

「ギャルゲ脳の澪だったら、あたし達の間にフラグが立った、とか言いそうよね」

「あ～、そうだよな。普通ならそうだろうなあ」

「まあ、恋愛不感症のあたしと嫁以外に対しては性的不能のあんたじゃ、フラグなんて立ちようがないわけだけど」

　身も蓋ふたもない真琴の言い様に、久しぶりに腹を抱えて笑う達也。

　お互い、どうあっても相手を恋愛対象としては見ることができない人種ではあるが、飲み友達としてはこの上ない人材だと認識している。

「さて、そろそろ酒を抜いとかねえと、いつヒロ達が戻ってくるか分かんねえからな」

「そうね」

　もう少しこの酔っぱらった状態を楽しんでいたいと思いつつ、大人としてさっさと万能薬で酒を抜いて、普段の自分に戻る二人であった。






ダール編　第一三話






　イグレオス神殿本殿との調整が付き、女王一行の出発が翌日に迫った日。

「アルヴァン！　貴様！」

「こんなものを眺めてにやにやしているのは、正直言って人として気持ち悪いことこの上ないよ、デントリス君」

　デントリスの別宅は真っ昼間から大騒ぎであった。

「なぜよりにもよって、それを持っていく!?」

「これが一番怪しいからに決まっているだろう？」

　理由は実に単純。白昼堂々とアルヴァンが押し入り、デントリスが妙に大事にしている趣味の悪い黒い像を持ち出したからだ。

　名状しがたい形状のそれは、ぱっと見た印象は邪神像、それも『窓に！　窓に！』という類たぐいのものにしか見えない代物で、アルヴァンの言葉ではないが、こんなものを見て嬉うれしそうににやにやしている人間など、気色悪くて仕方がない。

　正直なところ、アルヴァン自身こんなものを持って走るのは嫌でしょうがないのだが、見ただけでやばい事がありありと分かるような物体を、そうでなくても国際問題になりそうな行動を取っている男のもとに放置するのは絶対にまずい。間違って自分が虜とりこにならないように必死になって精神防御を続けながら、屋敷の家人を撒まいて外に出る。

「待て、アルヴァン！」

「待てと言われて待つ理由はないね」

　宏ひろしが下塗りをやり直した建物の屋根を飛び越え、並の人間では追いかけるどころか見失わないようにするのが精一杯という華麗な身のこなしで、屋根伝いに下町の方に消えていく。

「くそ！　アルヴァンを探せ！　あれだけは絶対に奪われるわけにはいかない!!」

　デントリスの絶叫を受け、下町の方へ駆け出していく家人達。正直なところ、あの正体不明の像に関してはアルヴァンの意見に大賛成で、彼が持ち去って処分してくれるならば大歓迎ではあるのだが、主あるじの言葉には逆らえない。

　日が暮れるまで全力で街を探しまわった彼らは、謎の少女の妨害もあって結局欠片かけらたりともアルヴァンの情報を仕入れることができず、すごすごと引き返して主の大目玉を食らうことになるのであった。




　　　　☆




「まったく、余計なところで難易度の高い仕事であったぞ……」

「わざわざ女王陛下直々に盗みに入らなくても……」

　その日の晩。見事にデントリスの手のものを振り切って城に戻り、宏から貰もらったマッサージチェアで癒いやされながらぼやく女王。そんな女王から霊布を使った封印具に包んだ不確定名・邪神像を受け取った真ま琴ことが、呆あきれ交じりに突っ込みを入れる。

　宏達はもろもろの準備のために貸し工房に戻っており、達たつ也やはプリムラに呼び出されていて身動きが取れず、代表で真琴が一人でこちらに来ている。

「正直なところ、他の者だと手に余ることが分かっておったからな。そうでなければ、わざわざ妾わらわ自らこんな趣味の悪いものを盗みに行ったりはせんよ」

　マッサージチェアの癒しを受け、とろけ切った声でそんな事を言いきる女王。

「手に余るって、警備体制が？」

「そちらもだが、むしろその像を持ち運ぶこと自体、非常にリスクが大きい」

「そんなに？」

「ああ。妾でも油断すれば取り込まれるところであったぞ。この種のものに対する耐性が低い人間が何の対策もなしに触れれば、あっという間にデントリスの二の舞じゃ」

　アンニュイな雰囲気を纏まといながら、厳しい現実を突きつける女王。

　実際、ただ持っているだけで何かがどんどん削り取られていくようなあの感覚は、余程の人間でなければ正気を保てないだろう。

「それにしても、この椅子は実にいいのう。たかが椅子だと侮っておったが、揉もみ具合も押しの強さも実に絶妙じゃ」

「ここにもマッサージチェアの餌え食じきになった人が一人……」

「そういえば、ファーレーン王の三人の妃きさきも、この椅子にはまっていると聞いたのう」

「余程あちらこちらのコリがひどいらしくて、暇があれば大体座ってマッサージを受けながらうたた寝してるみたいですよ」

　以前エアリスから聞いたロイヤルファミリーの日常を暴露する真琴。

「その話は妾も聞いておる。最初はたかが椅子ごときの虜になるとは、などと侮っておったが、さすがにこれは抵抗できぬ……」

　一見フリーダムにしているように見えても、この女王もまがりなりにも一国のトップ。マッサージチェアに癒される程度にはいろいろと疲れをため込んでいるらしい。

「お前達を敵に回すのがどれほど危険か、今心の底から実感しておるぞ……」

「そんな大げさな」

「大げさなものか。人間、苦痛には結構耐えられるものだが、一度味わった快適な生活を手放すのはなかなかに難しいものじゃ。快適な生活というのは麻薬と同じぞ」

「……まあ、心当たりはあるかな？」

　女王の言葉は、真琴としても否定しきれない要素である。

　真琴達とて、何らかの事情で宏が脱落してしまえば、おそらく旅を続けようという気にはならないだろう。それどころか、日常生活にすら支障が出てくる可能性もある。
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　澪みおがいればある程度は何とかなるにしても、宏ほど圧倒的な製造能力は持っていない。家具をはじめとして、いくつかどうにもできないポイントがあるのだ。

「はっきり言って、周りの人間をこのやり方で陥落させられてしまえば、いかな王家といえども対抗するのは難しい。ほんに工房主殿が協力的で助かる」

「普通、そっち方面で脅威を覚えるとかないですよねえ」

「そうよのう。真っ当な職人相手ならば、普通権力で抑え込めばどうとでもなるものじゃが、お主らはそうもいかぬからのう……」

「いやいやいや。あたし達だって、国家権力を敵に回すのは無理がありますって」

「何を言うか。その気になれば今この状況からでも脱出して夜逃げする手段ぐらいは持ち合わせておろう？」

　マッサージを受けて弛し緩かんしきっている声でありながら、女王の思考や突っ込みの鋭さは何一つ損なわれていない。宏達が常に持ち歩いているいくつかの脱走用アイテムについて、中身までは分かっていないにしても存在そのものは想定しているようだ。実にやりにくい相手である。

「それに、物量で押すと言うたところで、お主ら相手にそう簡単に押しきれるものでもない。最終的にはどうにかなるにしても、それまでに出る被害を思えば力押しなど下策もいいところよ」

「そこまで警戒されると、やりにくいを通り越していっそ開き直ってもいいかも、って気になってきます」

「ほどほどにしてもらえれば、妾がとても助かる」

「まあ、善処します」

　本音を隠すつもりが一切ない女王の言葉に、苦笑しながらそう答えるしかない真琴。

　善処するといっても、実際に自重する必要があるのは宏であり真琴達ではないのだが、彼女達が宏の暴走を抑えることができたことなど一度もない。せいぜいが突っ込みを入れまくって軌道修正するのが限界で、その気になっている宏に自重させることなどまず不可能だろう。

「うむ、善処してくれ。それで、その像の調査と処分は工房主殿に丸投げで大丈夫なのだな？」

「多分大丈夫だと思います。あいつで駄目だったら、おそらく誰にも対処できないでしょうし」

「違いない。では、くれぐれも頼んだぞ」

「分かりました。それでは失礼します」

　女王相手の雑談を終え、厄介事の種を抱えて部屋を出ていく。その場に残された女王は、心ゆくまでマッサージチェアを堪能するのであった。
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　一方その頃、王宮の片隅。ある種のデートスポットとなっているその場所に呼び出された達也は、無表情にプリムラを見下ろしていた。

「用ってのは？」

「タツヤ殿なら、推測はできているのではありませんか？」

「やっぱり、そっちか……」

　プリムラの言葉に、露骨に顔をしかめる達也。その態度がすでに、これ以上ないぐらいの返事になっている。

「やはり、私では駄目ですか……」

「女房以外の女には、興味なくてね」

　少しでもダメージを軽くするため、あえてきっぱりと言い切る達也。

　できるだけ気を持たせないように、同居している間も必要最低限の気遣いしかしてこなかったのだが、やはりそれでは不十分だったようだ。

「タツヤ殿がそこまで惚ほれこむのですから、私など足元にも及ばないほど素敵な方なのでしょうね……」

「さてな。俺にとっては最高の女房だが、理想的な女かっていうとそうでもないしな」

　ただ一度振られただけで自己評価を底辺まで落としそうなプリムラに対し、別に魅力がないから駄目だったわけではない事を伝えようとする達也。

　単に宏や達也が特殊なだけで、プリムラやジュディスに言い寄られたら普通、大多数の男はまったくぐらつかないというわけにはいかない。その程度には、彼女は魅力的な女性である。

「俺の女房はな、何というかふんわりした女なんだ。あれでよくクビにならずに仕事続けられるなって思うぐらい危なっかしいところがあって、時々びっくりするぐらいどんくさい事をする。料理とかはできるが、生活力って部分ではちょっと足りてない感じはある」

　達也の語る嫁の人物像。それは、プリムラとは正反対の位置にあった。

「だが、そんな女だが、お前さんと同じく自立した女でね。ちゃんと俺の事を心の底から好いてくれてはいるが、恐らく俺がいなくなっても、あいつは一人で何とかやっていけるだろう。むしろ、あいつがいないと駄目なのは俺の方だ」

　淡々とした口調で語られる達也ののろけ話を、できるだけ表情を変えずに聞き続けるプリムラ。ただ断られただけならともかく、ここまで嫁に対する想いを聞かされてしまって、まだチャンスがあるなどと思える人間は余程である。

　残念ながら、プリムラはそのあたりは普通の感性をした女性だ。それゆえに、表情だけでも平静を保とうと、掌てのひらを食い破らんばかりの強さで拳を握り締めることしかできなかった。

「だから、俺は絶対に向こうに帰らなきゃいけない。残してきた女房のためじゃない。俺が壊れないために、帰らなきゃいけないんだ」

　淡々と、だがそれゆえに大きな声を出すよりも強く相手の魂を揺さぶる達也の告白。

　その駄目押しに、プリムラの中で何かが吹っ切れる。

「そういうわけだ。プリムラに魅力がないわけじゃない。ただ、俺は、たとえ女神に言い寄られても、首を縦には振れないんだ。すまない」

「謝らないでください。奥様がいらっしゃることを知って、それでもなお、もしかしたらという願望を抑えきれなかった私があさましかっただけです」

　達也に頭を下げられて、泣き笑いのような表情でそう答えることしかできないプリムラ。

　実際、達也が謝る筋合いの事ではない。プリムラが横恋慕をした結果、きっぱり振られただけの事である。そもそも、達也は常に言葉でも態度でも妻以外は眼中にない事を示し続けてきた。それでも諦あきらめきれなかったのは、プリムラの勝手なのだ。

「ただ、私がこんな事を言える筋合いではありませんが、もしも私の事が人としてすら嫌いだというのでなければ、今後も一人の友人としてお付き合いさせてくださいませ」

「もちろん。プリムラに何か問題があったわけじゃない。お前さんの人間性は、俺にとっても好ましいものだ。ただ、女としてはどうしても見ることができなかっただけで、友人としては得難い人だと思っていた」

「それで十分です」

　そう言って、頭を一つ下げてその場を去っていくプリムラ。

　こういう時、男にできることはただ一つ。去っていく背中を最後まで見送ることだけである。

「何度やっても、きついよな……」

　プリムラの姿が完全に見えなくなったところで、ため息とともに心情を吐き出す達也。

　告白というのは、断られるほうだけでなく、断るほうだってしんどいのだ。

　達也にとって、宏とは別の意味で告白というやつは避けたい状況である。

「さて、俺も気分を切り替えねえとな」

　どうせ結果も含めて全て筒抜けだろうが、だからといって振ったほうが沈んだ顔をするのは筋が通らない。気分を切り替えるため、転移魔法ではなく歩いて仮拠点に戻ることにする達也であった。
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「こらまた、鬱うっ陶とうしいなあ……」

「ここまで露骨に邪神っぽい像って、逆に珍しいよね」

「普通の人だったら、ＳＡＮ値が危険領域に入りそう」

　真琴から受け取った包みを開き、中に入っていたものを見た宏達の最初の感想は、恐らくほとんどの人が思うであろう内容だった。

「で、宏はどう思う？」

「真琴さん、こんな怪しいもんを前に、その振りで答えろっちゅうんは結構なハードルやで」

「あ、ごめんごめん。その像、どの程度厄介そう？」

「壊すだけやったらどうとでもなるけど、下手に壊したらあとが大変そうや」

　とことんまで観察し倒した結論を、過程やら何やらをバッサリ切って単刀直入に告げる宏。

「結局、それってどんなものなのよ？」

「ターゲット、もしくは接触した相手の精神に干渉して、ちょっとずつ思考を狂わせる類のモンやな。感覚的には、ちょうど認知症が進んでいくようなステップでおかしなっていく感じや」

「本人はおかしくなっている自覚がなくて周りもそんなに違和感がなくて、気がついたら相当進んでる、と」

「そんな感じやな。ただ、認知症とは違うから、あった事を忘れるわけやないんが逆に面倒っちゅうたら面倒やわな」

　厄介なのは、瘴しょう気きを浸しん透とうさせて思考回路を狂わせているわけではない、という点である。具体的にどんな思考操作をしているかまでは不明だが、カウンセリング系統のやり方以外で元に戻せないのはかなり面倒だ。

「宏君、これ明日の朝までに何とかできるの？」

「まあ、なんとかするしかあらへんわな」

　ちょくちょく侵食しようとしてくる邪神像を鬱陶しそうに観察しながら、こともなげにそう答える宏。いかに認識や思考を変質させるタイプのやり方だといっても、そもそも外部からの精神干渉である時点で、相手の精神抵抗を超えられなければ効果を及ぼすことはできない。

　そして、宏の精神の値はゲームの時から大魔法すらほぼ無力にしてのけるレベルであり、しかもこれまでの生産活動でスキルが上がっている分、ファーレーンに飛ばされた直後と比べるとさらに磨きがかかっている。たかが邪神像ごときが侵食できるような相手ではない。

「とりあえずまずは、軽くお清めからいこか」

「お清めって、どうやって？」

「ウルス出る前にエルに聖水作ってもらっとるから、そのストック取り崩すわ。因ちなみに、純度の高い水に余ったソルマイセンの果汁と肥料にした残りの生命の海を混ぜた、実に効力の高い材料で作った聖水やから、バルドの分身ぐらいは多分浄化できんで」

「何そのチートくさいアイテム……」

「そもそも、ソルマイセンが植物として胡う散さん臭いからなあ」

　などと言いながら、邪神像に瓶びんの中身を半分ほどどばどばかける。露骨に苦しんでうねうね動き始める邪神像を見て、余計な悪戯いたずらを思いつく澪。

「春はる姉ねえ、聖歌とか歌える？」

「歌えなくはないけど、どうして？」

「ちょっと、実験してみたい」

　実験、という言葉で澪の意図するところを理解し、面白そうだからと代表的な聖歌を何曲か歌ってみる春はる菜な。

　春菜の歌に、さらに苦しそうにのたうちまわる邪神像。

　春菜自身は限りなく神道に近い無宗教で、唯一神様に対する信仰心など欠片かけらも持ち合わせてはいないが、そんな罰あたりな女が歌う聖歌でもきっちり効果が出ているようだ。

「効いてる効いてる」

「やっぱり、浄化系のスキルに弱いんだ」

「なんか、達也が戻ってきてから獄ごく炎えん聖せい波はで焼いてもらえばすぐ終わるんじゃないか、って気がするわね」

　邪神像のその反応に、好き勝手な事をさえずる女性陣。その間宏は何をしていたかというと……、

「よし、ちゃんと録音できとる」

「録音？　って、宏君、そのカセットレコーダーみたいのは何かな？」

「カセットレコーダーやで？」

　いつ作っていたのか、カセットレコーダーで春菜の歌を録音していた。もっとも、外観はカセットレコーダーでも、記録媒体はよく似た別の何かではあるが。

　因みに、春菜がカセットレコーダーを知っていた理由は単純で、芸能関係者の間では割と現役だからである。澪は辛うじて古い漫画で見た記憶はあるが、真琴は一度も見たことがないため、最初宏が取り出したものが何なのか分からなかった。

「カセットレコーダーはいいとして、それを何に使うの？　っていうか、録音できてるって、何を録とったの？」

「そら、今の春菜さんの歌に決まっとるやん」

「えっ？」

　あっさり言ってのけた宏に、予想できていたのに妙な声を上げて絶句してしまう春菜。異世界で自分の声を録音されてしまうという予想外の出来事に、どうにも思考がフリーズしてしまう。

「師匠、そのテレコいつ作ったの？」

「暇な時間なんざ、いくらでもあるやん」

「なるほど」

　固まっている春菜をよそに、のんきな会話を続けながら邪神像の方にカセットレコーダーを向ける宏。心なしか、邪神像がおびえているように見えなくもない。

「え、えっと、何をするの、かな？」

「そらもちろん、録音した春菜さんの歌聞かせたら、どんな反応するか実験するんやんか」

　再起動した春菜が宏に行動の意図を問いただし、返ってきた回答に再び固まる。歌っている時はともかく、終わってから自分の歌声を録音という形で聞かされるのは、本職ではない人間にとっては案外恥ずかしいものだ。

　春菜もその例に漏れず、どうやら自身の歌声をレコーダーなどで録音され、それを聞かされるのは恥ずかしいらしい。

　なお、日頃ワンボックスで移動中、カーオーディオで何を流しているのかというと、周波数があった植物の歌やら大地の語りやらを放送している。時折神が発する電波を受信して垂れ流したりしているが、聞いているほうは特に気にしていない。

「とりあえずぽちっと」

　そんな春菜の態度をきっちりスルーし、容赦なく再生を開始する。宏がスイッチを押してすぐ、先ほど春菜が歌っていた最初の曲が流れ始める。録音の限界か、先ほどの生歌に比べると魂を揺さぶる力というのはかなり落ちているが、それでも十分すぎるほどのインパクトを持って部屋の中を圧倒する。恐らくこれを流しておくだけでも、十分おひねりを稼げるであろう。

「お～、悶もだえとる悶えとる」

「春菜の歌なら、録音でもいいみたいね」

「でも、さっきの生歌に比べるとダメージはちょっと小さい」

　出来の悪いフラワーロックのようにわけの分からない動きでのたうちまわる邪神像を見て、観察結果を分析する宏達。そんな彼らを横目に、恥ずかしさで震え、悶えている春菜が哀れでならない。

「まあ、とりあえず方針は決まったで」

「どうするの？」

「適当なサイズに切り分けて聖水につけて封した上で、防音結界張った部屋に置いてさっきの歌をエンドレスで一晩ぐらい流してみたらええんちゃうかな？」

「なるほど、それなら確実ね」

「むしろ、バルド本体でも浄化できる？」

　とてつもなくえげつない結論を告げる宏。その容赦のなさに感心する真琴と澪。同じやるなら徹底的に、とは言うが、ここまで徹底的にやることはそうはないだろう。
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「な、なんか、私の歌が、まるで某リサイタルみたいな扱いされてる気がするよ……」

「僕らにとっては全財産突っ込んででも聞く価値ある歌でも、こいつらにとってはそんな感じかもしれへんで？」

「性質の違いとはいえ、結構ショックだよね、それ……」

　そういうものだと理解していても、あまりにあまりな扱いにどうにも悲しくなる春菜。

　母や妹のように歌手を目指しているわけではないので、自身の歌にそこまでのプライドは持っていないが、それでもそれなりの自負はあるのだ。その歌をここまでぞんざいに扱われて、悲しくないわけがない。

「しかし、さすがというかなんというか」

「録音だと効果がなくなるのが相場だと思ってた」

　なんだかんだ言って、威力が落ちるとはいえ録音でもきっちり浄化の効果がある春菜の歌を聞きながら、呆れとも感心ともつかないコメントを漏らす真琴と澪。

　実際、春菜以外が聖歌を歌ったところで、一番弱いゴーストを浄化できるかどうかというラインでしかない。

　とはいえ、そんな事実は今の春菜にとっては、何の慰めにもならない。そもそも、録音でも十分に効果が出るのであれば、別段真面目に聖歌を歌う必要などなかった可能性が高い。

「あ～、なんか腹が立ってきた……」

「春菜さん？」

「宏君、ちょっとその歌、一いっ旦たん止めて」

「あ、うん、了解や」

　微妙に据わった目の春菜に気け圧おされて、何度も何度も首を縦に振りながら再生を止める。

　数秒ごとにＳＡＮチェックが必要そうな感じでのたうちまわっていた邪神像が、歌が止まると同時にピタッと動きを止めて普通の像のふりをする。

「で、どないするん？」

「別に聖歌でなくてもいいんじゃないかな、って思ったから、ちょっと実験してみる」

　そう言って、腹に力を入れて朗々と歌い上げ始めたのが、般若心経。それも、普通にお経として唱えるのではなく、ロックな感じにアレンジしたものである。

「は、春姉？」

「あ～、なんか本気で怒ってるわねえ……」

　いきなりの春菜の行動に微妙に引いていると、像が録音を再生した時の数倍苦しんでのたうち始める。ロックバージョンの般若心経が終わったところで、次はゴスペルバージョンを歌う。変わらず苦しみつづける像。さらにデスメタルバージョン、ポップスバージョン、バラードバージョンなど思いつく限りのアレンジを歌い続ける。

「ふう。何かすっきりした」

　最後に般若心経演歌を歌い終えたところで、やたらすがすがしい表情で一息つく春菜。どれもこれも無駄にレベルが高く、部屋全体が妙に厳粛な空気になっているのがどうにも泣けてくる。

「春姉、結構むごい……」

「こういう失礼な観客に、真面目な歌を聞かせるのも腹が立つから」

　八つ当たりを終えてすっきりした春菜が、歌を歌う人間としてどうなのかといいたくなる事を言い放つ。

「とりあえず春菜さんの気が済んだみたいやし、さっさ解体してまうわ」

　春菜の怒気にビビっていた宏が、とりあえず生いけ贄にえの邪神像を手早く適当な大きさに解体していく。

　般若心経シリーズが妙に堪こたえたらしく、抵抗らしい抵抗もできずにバラバラにされてしまう邪神像。それをお神み酒きにしたドワーフ殺しを聖水で割った液に浸し、逃げられないように瓶に聖属性の封をする。

「なんかこう、邪神像が生贄にしか見えないのが変な感じよね」

「この場合、誰に対する生贄？」

「そりゃ、春菜の怒りを鎮めるためじゃない？」

「人を邪神みたいに言わない！」

「邪神じゃなくても、怒った神様を鎮めるのに生贄を捧ささげるっていうのは、いろんな意味で定番よ？」

　怒りで祟たたり神になった、みたいな扱いをされてふくれる春菜。真琴と澪の分の今日の夕食は悪戯してやる、などと地味ながらダメージの大きな報復を心に誓う。宏が無罪扱いなのは、言うまでもなく惚れた弱みである。

「とりあえず、これ鍛か冶じ場において、防音結界張ってさっきのエンドレスで流してくるわ」

　瓶の中で苦しんでのたうっている邪神像の破片を抱えて、そんな宣言をしてそそくさと出ていく宏。触らぬ神に何とやら、といったところだろう。

「さてと、晩ご飯の準備、してくるね」

　やけにいい笑顔で言い切った春菜に、無言で何度も首を縦に振る二人。その笑顔の迫力に、澪は手伝いを申し出ることすらできない。

　結局、その日の夕食はダール料理をアレンジしたものだったのだが、

「ヒィ、辛い!!」

「春姉、これはちょっときつい!!」

「食べられない味付けにはしてないけど？」

「食べられるけど、食べられるけど!!」

　真琴と澪のものは厳選したスパイスをこれでもかと使って限界まで辛さを極め、火を噴きそうなほど辛いくせに一口でも食べたが最後手を止められない麻薬のような中毒性を発揮する絶妙な味付けがなされた、とんでもない代物になっていた。

　それを飲み物も用意してもらえない状態で食べさせられた二人は、結局その妙な中毒性のために最後まで食べ切ってしまって翌朝まで地獄を見る羽目になるのであった。

　なお、例の邪神像だが、翌日の朝には黒かったはずの色が完全に白くなっており、

「これ、なんかの素材に使えるかもなあ」

「そうなの？」

「まあ、いろいろ実験してみんと分からへんけど」

　宏のそのコメントにより素材行きが決定。

　熟成したら何か変わるかもしれないとの理由で、イグレオス神殿に行っている間エンドレスで歌を聞かされ続ける羽目になるのはここだけの話である。
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　翌日の朝。

「えらい荷物ですやん」

「少々急を要する書類があってな。さすがに、執務を完全に止めるわけにもいかんのじゃ」

「移動しながら作業とか、女王っちゅうんも大変ですなあ」

「国を預かっているのだ。大変なのが普通であろう？」

「そらそうですわな」

　移動中の車内。そこに運び込まれた着替えだけとは思えない大荷物を前に、微妙にうんざりしながらも為い政せい者しゃとしての姿勢は崩さない女王。フリーダムに行動している彼女だが、ちゃんとやるべき事はやっているのだ。

　なお現在、女王が乗っているのは宏達のワンボックスカーである。これは女王たっての希望であり、その結果としてノートン姉妹とセルジオはエアリス達の馬車に乗車している。他に、親衛隊から数人、護衛のために王家所有のゴーレム馬車に乗ってついてきている。

　これ以上となるとゴーレム馬車の数が足りなくなるため、移動時間との兼ね合いで人数はこれだけに絞られた。

「それなら、毎日屋台に来るのはよくなかったんじゃ……」

「これは正真正銘、いきなり降ってわいた類の書類じゃ。そもそも、あの一週間ほどは謁えっ見けんの類もなく、急を要するような事態の兆候もなかったからの。普通の一日であれば、早朝と夕方からの仕事で十分一日分の仕事など終わる」

「この場合、それが可能な陛下の有能さに感心すればいいのか、それともそこまでして遊び歩きたい事に呆れればいいのか……」

　女王の台詞に、なんとも言いがたいコメントをもらすしかない春菜。

　もっとも、アルヴァンとして好き放題暴れていることを考えれば、この突っ込みも今更といえば今更なのだが。

「それで、例の像はどうなった？」

「ちゃんとある程度の処理はしましたで」

「あれでちゃんと処理できるってのも不思議だがな」

　ばらして水につけるというあく抜きか何かのようなやり方で処理されてしまった邪神像に対して、どうにも納得がいっていない様子で達也が突っ込む。

「僕に言わんといてえや」

　普通、邪神が絡んでそうな邪悪なアイテムの処理といえば、もっと大掛かりな儀式だとか特殊な封印具を使って何かするとか、そういう方向を期待するものだ。それが、蓋ふたを開けてみればいつもやっている食材の処理か、せいぜいいいところ標本のホルマリン漬けと変わらないとなれば、達也でなくても文句の一つも言いたくなって当然である。

「ふむ。具体的にどういう処理をしたのじゃ？」

「ばらして聖水につけて、浄化効果のある歌を延々聞かせ続けましてん。もしかしたら熟成したら素材になるかも思うて、そのままにして入口封印して放置してきました」

「……それで処理が済むとか、確かに違う意味で不安が残る話じゃのう」

　出発と同時に早速取り出したいくつかの書類に魔力印を押しながら、宏が行ったという処理について呆れたように突っ込みを入れる女王。やはり彼女も、もっと仰々しい手段を使っての封印か破棄を予想していたらしい。

「確認しておくが、本当に大丈夫なのだな？」

「誰かが余計なちょっかいを出さん限りはまあ、大丈夫やと思いますわ。入口もがっちり封印かけてきとりますし」

「まあ、お主がかけた封印ならば、問題ないのだろう」

　宏が本気を出した封印なら、並の人間の手には負えまい。

　そもそも、宏達の貸し工房に侵入するには、アルヴァンの能力をもってしてもほぼ不可能に近い難易度になる。一度だけこっそり外出して宏達の仮拠点を確認している女王はその事をしっかり認識しているので、誰かが余計なちょっかいを出す、ということに関してはまったく心配していない。

「そういえば、その書類は決裁してから、どうするんですか？」

「これか？　こうすれば、このあとの処理が勝手に進む」

　真琴の質問に対し、実際にこの後の処理を実演してみせる女王。決裁のために押した魔力印に再び多少の魔力を通すと書類全体が一瞬輝き、次の瞬間その場から消え去る。

「あとは勝手に担当者が話を進めていくはずじゃ」

「なるほど」

「この紙も結構コストがかかるからのう。さすがに値段が張りすぎるから、普段はこんなやり方はせんのじゃがな」

　などと言いながら、どんどんと決裁を進めていく女王。機械的に適当に決裁印を押しているのかと思えば、途中で何枚か魔力印を押さずに脇にどけているので、どうやらちゃんと内容を全て確認しているらしい。

「とりあえず、まず決裁すべき分は終わりじゃな。あとは不許可か保留じゃ」

「お疲れ様です」

「まったく、わざわざ外に行くタイミングを狙って決裁書類を大量に用意するなど、姑こ息そくな連中がいて困る」

「うわあ……」

　女王のぼやきに、思わず引いた声を出す一同。

　そんなやり方しかできない案件を、この女王が決裁を通すわけがない。その姑息さと頭の悪さに、どこの国もやることは大差ないんだと実感してしまう。

「なんにせよ、こういう小細工をするような連中など、先は見えておるがな」

「ってことは、もしかして……？」

「うむ。すでにいろいろ証拠を掴つかんでおる」

「さすがアルヴァン、自重しない……」

　やりたい放題の女王に、どことなく憧あこがれとか尊敬のまなざしを向けながら自重しないことを褒め称たたえる澪。どうやらそこに痺しびれて憧れているらしい。

「これが終わったら、連中に止とどめじゃな」

「ボク、アルヴァンがファーレーンにいたら、あそこまでバルドが好き放題できなかった気がする」

「そうもいかんのが政治というものじゃ、弟子殿」

「そうなの？」

「うむ。バルドが好き放題できたのは、ファーレーンの先王が長い時間かけて作り上げてしまったシステムの問題じゃ。あそこまで完璧に証拠を揃そろえることを求められてしまうと、妾がおったところで問題は解決せん」

　ファーレーンの問題の多くは、急激に特権階級の権利を制限しようとしたことと、潔癖なまでに冤えん罪ざいを防止しようとする極端な制度により起こされたものである。筆跡の一致程度では証拠として認められない以上、アルヴァンが悪事の証拠を集めたところで捏ねつ造ぞうではないことの証明ができない。

　アルヴァンが集めていたほど決定的なものではないとはいえ、ファーレーン王やレイオットも普通の国なら余裕でお家取り潰つぶしレベルの証拠ぐらいは集めていたのだ。

　それでも当時のファーレーンの法では有罪にするには足りなかったのだから、先代は先々代のやらかしたことに余程懲りていたに違いない。

「お主らのおかげでファーレーンがまともになったのは、我がダールにとってもありがたいことじゃ」

「普通、隣国が強くなるのは歓迎しないものだと思ってましたけど……」

「歌姫殿達の故郷ではそうかもしれんが、こちらでは隣国が弱くなるのを歓迎する国はない。隣国が弱くなれば、それだけこちらの負担が大きくなるからな」

　モンスターという常時発生している自然災害が存在するこの世界では、一つの国の衰退がその隣国の衰退につながるケースも少なくない。ミダス連邦に参加している国のような小規模国家ならまだフォローも効くが、ファーレーンほどの大国がおかしくなってしまえば、冗談抜きで世界規模の混乱に陥りかねない。

「さて、それはそれとして、だ」

「なんでしょう？」

　政治がらみの話はいい加減飽きてきていた女王が、話題転換を図る。

　このまま続けていけば、流れと勢いで聞かなくてもいい話まで聞くことになりそうだったこともあり、その話題転換にのることにする宏達。

「プリムラが明らかに無理をしておるようじゃったが、魔術師殿が振ったのか？」

「……やっぱり、分かりますか？」

「他に思い当たる理由もないからのう。それに、お主の普段の態度を見ておれば、プリムラに脈がないことなど考えるまでもない」

「我ながら、贅ぜい沢たくで罰当たりな話だとは分かっているんですがね」

「人の心ばかりは、どうにもならんよ。それに、贅沢で罰当たりというならば、工房主殿に勝てる男もそうはおるまいて」

「うわ、こっちに飛び火してきおった……」

　この手の話で達也がいじられるのも珍しいと静観の構えだった宏が、いきなり自分に飛び火してきた話題に恐れおののく。

「魔術師殿に関しては奥方の存在があるからまだ納得もできるが、工房主殿のそれはいささか頑かたくなに過ぎるぞな。どうせ歌姫殿の気持ちも、勘違いか何かだと無理やり思い込んでおる、というか思い込んでおったのだろう？」

「……」

「工房主殿、黙秘権を認めた覚えはないぞ？」

　話題を恋バナに切り替えた途端、妙につやつやした顔で情け容赦なく切り込んでいく女王。

　その追及の鋭さに、どう答えるべきか悩む宏。

「工房主殿が歌姫殿の気持ちを受け入れるかどうかなぞ、妾が、いや、他人が強要することではないがのう。どうしても受け入れられぬというのであれば、変に気を持たせるような態度を取るのはマナー違反じゃぞ？」

「そんな態度、取っとりますか？」

「別に歌姫殿に対してだけではないがのう。そこまで女おな子ごが怖いのであれば、いっそのこと女に気を使うような真似をするのはやめておいたほうが無難じゃぞ」

　女王の指摘というかアドバイスに、どう返事を返そうかと考え込み、そのまま口ごもる宏。どうにもこの件に関しては、女王をはじめとした大多数の人が納得するような説明をできる気がしない。

「……ふむ。それすらも怖くてできない、というところか。難儀な話よのう」

「それが分かるんだったら、あまり宏君を追い詰めるような真似は……」

「すまんすまん。工房主殿の態度や考え方が、あまりにも女というもの全体を信用しておらぬものだからのう。さすがに少々腹が立っておって、少しばかり考え方を変えさせたいなどと考えてしまったのじゃ。工房主殿がどんな目に遭ってきたかを知らぬ身が持つには、いくらなんでも少々どころではなく傲ごう慢まんな考え方であったな」

　春菜にたしなめられ、あっさり自分の非を認める女王。

　宏に対して少々どころではなくやりすぎている自覚はなくもないが、それでも春菜をはじめとした、この男に懸想している女達がどうにも哀れで、余計なお世話と知りつつついつい口を挟んでしまったのである。いわゆる世話焼きおばさんの思考と同じだ。

　女王の言い分も分からなくはないが、彼女が厳しく言ったところで逆効果にしかならない。

　いろいろなことからそのことが痛いほど分かってしまった春菜は、たとえ宏の女性に対するスタンスが本質的にどこまでも失礼だとしても、それを踏まえた上で辛抱強く気持ちを伝え続ける方針以外をとるつもりはない。

　女王の気持ちは嬉しいが、下手をするとこじらせかねないそのやり方は春菜にとってありがた迷惑でしかない。

「女王陛下のお気持ちはありがたく思いますが、私は私の方針で気持ちを伝え続けますので」

「……盛りを過ぎるかもしれんのにか？」

「そうなったらそうなったで、自分の選択ですから」

「……まあ、よかろう。工房主殿がまともになるのが先か、歌姫殿が折れて他の男になびくか、妾は高みの見物としゃれ込ませてもらおうかのう」

　もともと、他人の恋路に口を挟むなど無粋の極み。

　宏があまりにあまりで春菜達が哀れだから口を挟んだが、デントリスのように国際問題につながりかねなかったり、放置しておけば犯罪につながるケースでもない限り、本来女王は人の恋に関しては積極的に干渉するタイプではない。

　それこそ、ワームの餌になるのは勘弁願いたいのだ。

「とはいえ、工房主殿はともかく、魔術師殿についてはいろいろ興味深い話はある。たとえば、魔術師殿をそこまでとりこにしている女房殿がどのような女性か、実に気になる話である」

　再び達也の話題に戻ったことで、車の中の空気がどこか弛緩する。

　普通なら体ていのいい生贄にされているのに、そのことをありがたがるかのように、砂漠に到着するまで問われるままに嫁の詩し織おりの話を馴なれ初そめから何から何まで語り続ける達也であった。




　　　　☆




　その日の昼前には古代遺跡に到着した一行。

「ここが地底ですか……」

「確かに、珍しいものが多数あるのう」

「下手にちょっかい出さんといてくださいよ。大怪我するような仕掛けはあらへんけど、結構痛い目は見まっせ」

「分かっておる」

　好奇心に任せていろいろいじりそうなエアリスと女王に釘くぎを刺し、モグラと連絡を取る宏。

　トラップやアトラクション満載のフロアをこの人数で突破するのはいろいろな意味で勘弁してほしいので、秘密の直通通路を使わせてもらうことにしたのだ。

「そういえば、エルちゃん」

「はい、なんでしょう？」

「ダール城で会った時にお願いした冥界神様についてのことだけど、あれからアルフェミナ様から回答って返ってきた？」

「当時のことはご存知だそうですが、詳細を話す時間が取れないそうです」

　春菜の問いかけに済まなそうに答えるエアリス。

「ちょくちょくお告げとかする割に忙しいんだね？」

「私に対するお告げ程度なら片手間でできるそうですので」

　どうやら、アルフェミナはエアリスにお告げをするのが息抜きになっているようだ。それだけ忙しいというのはどういうことなのか、いろいろ気になるところである。

「向こうと連絡ついたから、直通通路で行くで」

「分かった。噂うわさのアトラクションとやらを確認できんのは残念だが、時間がないから仕方がない」

「あ、その件やけど、何人か各フロアのスタートから突破してほしいんやって」

「そういえば、大地の民は娯楽に飢えておるといったか。ならば、近衛を使えばよい」

　女王の言葉に、顔を引きつらせる近衛騎士達。女王の娯楽のために騎士になったわけではない、などと声を大にして言いたいところではあるが、かといって見知らぬ先住民の娯楽のために女王を汚れにするわけにもいかない。

　どうせ今日はここで一泊になり、その間は基本的に出番がないのだと忍の一文字で自身に言い聞かせ、隊を三つに分けてそれぞれのフロアを頑張って突破することに。

　不満を飲み込んで覚悟を決めた彼らをさっくり放置し、直通通路でモグラ達が居る場所に直接移動する女王一行。上下関係というのはそういうものだとはいえ、かなりひどい話である。

「娯楽の提供、感謝するのである」

「なに、こちらが勝手に踏み込んだのだ。この程度の協力は当然のことよ」

「地上の女王というのは、話が分かるのである」

「そういえば、近衛達の奮闘、妾達も見ることができるのかのう？」

「モニタールームに案内するのである。あと、ここを出る時までに、ダイジェスト映像を編集したものを進呈するのである」

「それはありがたい。内容によっては、定期的に生贄を差し出すこともやぶさかではないぞ？」

「本当に話が分かる女王なのである。そちらも娯楽に飢えておられるのであるか？」

　モグラの問いかけに、にやりと笑って頷うなずく女王。

　このあと、食事の時間まで近衛達の奮闘に釘付けになり、結局重要な話し合いは翌朝の出発直前になった挙句、エアリスからの提案で子供向けのアトラクションの企画会議にみんなで熱中するという何をしに来たのか分からない状況になるのであった。








ダール編　第一四話






「向こうにうっすらと見えてきたのが、イグレオス神殿かしら？」

「うむ。位置的にそろそろじゃのう」

　重要な話し合いを手早く済ませ、朝一番で地下遺跡を出てから時速六十キロで約一日。ようやく目的地のイグレオス神殿が見えてきた。

　時刻はそろそろ五時ごろ。いい加減日が落ち始めるといった時間帯だ。

　現時点では砂漠を貫いてただひたすらまっすぐの道が続いているだけ。途中一度岩石砂漠に入った以外はずっと砂砂漠が続き、時折襲ってくるモンスターと無秩序に生えているサボテン類以外は一切風景に変化がない。

　おかげでどれぐらい走ったか、あとどれぐらい走る必要があるのかがいまいちつかめないが、慣れているらしい女王達の口ぶりでは、もうそろそろゴールのようだ。

「それにしても、このゴーレム馬車は恐ろしい性能じゃのう」

「あんまり無茶はやってへんつもりやけど、そんなにおかしいですか？」

「あの妙な光線で砂すな鮫ざめを一撃で仕留めておったではないか」

「まあ、弱点撃ち抜けばそんなもんやと思いますわ」

　普段は使わないワンボックスの武装だが、今回は何度か使う機会があった。

　砂漠のモンスターは意外と速い速度で地下を動き回るものが多く、時速六十キロ程度では振りきれない相手も少なくないため、結局何度か魔導レーザーで攻撃して道を開けさせる必要があったのだ。無論、仕留めた獲物は達たつ也やができる範囲でアポートを使って回収している。

　因ちなみに、魔導レーザーの攻撃力では本来、砂鮫を一撃で仕留めることはできない。だが、魔導レーザーには照射時間に応じて多段ヒットするという特性があり、撫なで斬ぎりするように動かすことでダメージを稼ぐことができるのだ。

「普通、馬車そのものに攻撃能力があるものはほとんどないのだが、それは知っておるか？」

「普通の馬車に攻撃能力ないっちゅうんは知ってますけど、ゴーレム馬車やとそんなに珍しくないん違います？」

「いやいや」

　相変わらず意識がずれたところを見せる宏ひろしに、秒殺で突っ込みを入れる女王。

　少なくとも走行中に撃てる飛び道具を備え付けているゴーレム馬車など、ほとんどない。ゴーレム馬車の攻撃手段といったら体当たりぐらいで、それ以外の攻撃ができるものは大抵戦車と呼ばれている。

「工房主殿は、戦車の値段を知らんと見える」

「戦車？　ゴーレム馬車やなくて？」

「戦闘能力があるゴーレム馬車は、普通戦車と呼ばれるのじゃ」

「っちゅうことは、この車も戦車になるんですか？」

「そうなるのう」

　女王の言葉に、ものすごい違和感を覚える宏。

　言うまでもない事だが、彼にとって戦車というのはキャタピラがあって砲塔が旋回するあれである。某戦車発掘ＲＰＧならワンボックスも普通に戦車扱いだが、そのつもりで作ったわけではない宏にとっては、あくまでワンボックスは車なのだ。

「因みに、普通の戦車って攻撃力はどの程度ですか？」

「そうよのう。軍が購入しているのは機密ゆえに詳しい事は言えんが、妾わらわが知っている商人の戦車は、砂鮫やロックワームを仕留めるには少々火力が厳しかったはずじゃ」

「積んである武装は、飛び道具ですか？」

「うむ。といっても、火球を打ち出す程度のもので、ジャイアントホッパー程度ならともかく、砂鮫クラスになるとダメージは出るが十発ぐらい撃ち込まねば仕留められん」

「なるほど」

　どうやらこの世界で一般的な戦車というのは、中東などで使われている日本車を改造してマシンガンやロケットランチャーなどを据え付けた、いわゆるテクニカルと呼ばれているものと大差ないらしい。

「その程度のものでも、普通のゴーレム馬車の軽く二十倍の値段はする。しかも、速度は馬とそう変わらん」

「高！」

「火球をチャージ時間以外の代償なしで無限に撃ち出せるとなれば、普通はそんなもんじゃろう」

「そうは言っても……」

　普通のゴーレム馬車の最も安いものが十万クローネ、セネカもしくは円に換算して一億ぐらいの値段がする。

　ゲームの時もこの世界で見かけるようなゴーレム馬車は購入できた。チロル単位の通貨がないゲーム時代は十万という金は大金でも何でもなかったため珍しくもなかったが、こちらの通貨価値に馴な染じんできた今の宏達にとっては、その程度のちゃちな性能で最低でも二百万クローネはするというのは非常識な値段だと感じてしまう。

　無論、この場合は宏達の感覚がおかしい。

　そもそも、ゴーレム馬車の動力として使える性能を有した魔力結晶を作れる人間は、各国に十人いるかどうかである。しかもその性能に至れるだけの素材もそれほどの生産量はない。

　必然的に、最低ラインの魔力結晶ですら二週間に一つぐらいしか作られておらず、攻撃性能を持たせうるものとなるともっと生産量は少ない。

　動力の問題に加え、さらに攻撃するに耐えるフレームだの増えた重量の処理だのを考えれば、本体に使われる素材もどうしても高いものになってくるのだから、値段が指数関数的に跳ね上がるのも当然である。

「ワンボックスといったか？　この戦車を購入するとなると、冗談抜きで国が傾きかねん値段になるじゃろうなあ」

「んな大げさな」

「大げさでも何でもないぞ？」

　作った宏にとってはそこまでのものではないワンボックスだが、オンリーワンの機能がふんだんに詰まっている上に性能が桁違いであることを考えると、その価値は一級ポーションを超える。

　大規模な街を廃はい墟きょに変える火力とその余波に耐え抜く防御性能、どんな荒れ地でも平然と走ってのける走破性能に邪魔な時にはポケットに入るサイズにできる管理の容易さ。少々搭載能力が低いとはいえ、それは単に宏が荷台を大きくする必要を感じなかったというだけで、容積拡張を重ね掛けする余地はまだまだ十分に残っている。

　これだけの条件が揃そろっているのだ。もし売りに出せば、それこそどこの国も戦争も辞さない覚悟で手に入れようとするだろう。

　幸いにして、攻撃能力については女王とセルジオ、ノートン姉妹とファーレーン王家以外からは魔導レーザー程度しかないと認識されている上、他の国の人間はそもそも攻撃できることを知らない。

　それゆえにわざわざ宏達との関係を損ねてまで強引に入手しようという動きは出ていないが、各国の軍部に天てん地ち波は動どう砲ほうの存在を知られてしまえば状況は大きく変わるだろう。

「売りさばくものに関しては自重しておるようだが、普段使いするものも、もう少し自重しておいたほうがいいと思うぞ」

「それ言って聞くようなら、あんな潜地艇みたいなものを作ったりしませんって」

「まあ、そうよのう」

　達也の投げたような言葉に、苦笑を返すしかない女王。

　この手の職人というのが、暴走し始めると際限なく暴走することは女王にも覚えがあるらしい。

「それにしてもこの道、徒歩ではまず突破できませんよね」

「こんな過酷な道、よく整備したと思う」

「ダールという国が成立する前からある道じゃからな。もっとも、当時は砂漠ではなかったともいうが」

「ああ、なるほど」

　言われて納得する一同。普通に考えれば、余程の理由がない限りはこんな過酷な土地に神殿や街を造って道を通したりはしない。最初から道や町があったところが砂漠化した、と考えたほうが自然である。

「砂漠化した原因に、陽炎かげろうの塔が関係あるのかな？」

「あたしが知る限りでは確か、煉れん獄ごくのあたりにある毒沼が、あそこができた時に発生したって話だったし、似たようなものなんじゃないかしら？」

「恐らく、まったく無関係ではあるまい。もっとも、我が国にもそのあたりの正確な記録は残っておらんから、推測しかできんが、な」

「もし情報があるとしたら、ルーフェウスの大図書館あたりかな？」

「それか大地の民の連中やろうけど、陽炎の塔がいつできたかによっちゃあ、もうすでに眠りについたあとやったっちゅう可能性もあるからなあ」

　灼熱砂漠について、そんな考察を重ねていく一同。もっとも、砂漠の成立がいつだろうと、その原因が何であろうと、正直なところ今の彼らに役に立つわけではないのだが。

「それはそうと、そろそろ降りる準備をしておいたほうがいい。この馬車の速度なら、もう目と鼻の先じゃ」

　女王の言葉を受け、窓の外を確認する。

　いつの間にか目の前に巨大なオアシスが広がり、石造りの古代遺跡一歩手前という風情の建物と、それを囲むように広がった町並み、そして町を守る頑丈そうな市壁が見えてきた。

　あとはこのまま坂を一気に下れば、五分程度で到着するだろう。

「神殿行く前に、あのオアシス見てきたいんやけどええかな？」

「手続きの類たぐいがあるし、時間的にも今日は神殿には入れんから問題はなかろうが、どうしてじゃ？」

「ちっといろいろ気になりますねん」

「ふむ。何か作れそうなのか？」

「それを確認するために、見てきたいんですわ」

　宏の言葉に、顔を見合わせる一同。一人で放置すると高確率で碌ろくな事をしない宏だが、余計な事をするといっても、一番ひどくて前回の地下遺跡程度。自分達が振り回されること（それが一番厄介なのだが）を横に置いておくならば、大きな問題があるわけでもない。

　それに、碌でもない事をした結果、自分達の安全の確保につながったケースもないわけではないため、絶対駄目だというのも難しい。

「どうする？」

「あたしか達也が付いていけば、余計な事はしないんじゃないかしら？」

「師匠はものを作ってこそだから、行かせたほうがいい」

「ん～、単独行動はいろんな意味で心配だから、私と達也さんが付いていけばいいんじゃないかな？」

　さりげなく一緒に行動しようとする春はる菜なに、思わず生温かい視線を向けてしまう宏以外の一同。ハンドルを握っているために視線を向けることはできなかったが、真ま琴ことも内心では似たようなものだ。本当に、恋する乙女は一生懸命である。

「まあ、春菜はともかく、達也が一緒に行けば、ブレーキぐらいにはなるんじゃない？」

「完全に止めきれる自信はねえが、まあ行ってもいいんじゃねえか？　ヒロが何か引っかかってんだったら、また俺達に絡む話がありそうだしな」

「もう一回寄り道する時間的余裕は多分ないとは思うけどね」

「春菜、あんたそれが分かってても止めないでしょ？」

「状況によりけり」

　検問のために車を止めながらの真琴の突っ込みに、非常に当てにならない回答を返す春菜。

　それを聞いて、ここまで来てまたしても寄り道か、などとどことなく諦あきらめの境地に至る達也と真琴であった。




　　　　☆




「しかし、見れば見るほどでかいなあ」

「琵び琶わ湖ことかより、普通に大きいよね」

「で、何を調べるんだ？」

　関係者の許可を取り、神殿のそばにあるオアシスを見物に来た宏と達也、春菜。彼らがいる場所には人がいないが、神殿を挟んで反対側の湾のようになっているあたりは沐もく浴よくが許されていることもあってか、そろそろ日が落ちる時間帯だというのに、たくさんの人がいる。

「まあ、まずは水質のチェックやけど、こんだけ広いと……」

「潜もぐって遺跡探すとか言うなよ？」

「さすがに、水に入る許可も取らんとそれやる度胸はあらへん」

　達也の突っ込みに、即座にそう返す宏。裏を返すと、許可があれば堂々と潜って遺跡を探すということである。

「とはいえど、このオアシスはいろいろ気になるんは事実やで。何っちゅうか、ここだけ魔力の質とか空気とかが極端にちゃうねん」

「神殿があるからじゃないの？」

「そうかもしれへんねんけど、炎の神様の神殿の近くで、何でこんなに水の気が強いかっちゅうんはなあ」

　水の気が強いという言葉に、思わず顔を見合わせてしまう春菜と達也。

「オアシスがどういう原理で蒸発せんと存在できるんかは知らんけど、周りの地脈とか地質とか考えたら、この規模の湖が存在してるんは腑ふに落ちんとこや。それに……」

「それに？」

「これだけの水資源が確保できてるんやったら、もっと町が大きいてもおかしないやん。せやのに、この町はオルテムほど大きいない。周りが農業に向かん砂漠やっちゅうても、オルテム超えるぐらいの規模までは余裕で水も食料も賄える感じやのに」

　純粋に不思議に思ったことをつらつらと並べていきながら、水質調査のためにカップ一杯程度の水を汲くみ上げる。それをいろいろとチェックして、出した結論は、

「何一つ手ぇ加えんでも飲めるな。あと、神殿があるからか、ちょっとした聖水みたいな状態になっとる」

「えっ？」

「まあ、あくまでちょっとした、っちゅうレベルやから、エルに作ってもろうたスペシャル聖水ほどの性能はあらへんけど」

　さすがというかなんというか、かなりとんでもない話であった。

「なあ、一ついいか？」

「ん？」

「この中にバルドとか叩たたき込むとして、ダメージは出そうか？」

「そこまで強力やあらへん。せいぜいがちょっと皮膚がひりひりする程度やろう」

　何とも中途半端な結論である。

「他に、何か調べるのか？」

「調べたいことは山ほどあるけど、貰もらった許可やとあとはせいぜい……」

　足もとの草を根っこから掘りかえして観察し、そのまま埋め戻す。

「この辺の植生を確認する程度や」

「で、何か分かったことは？」

「胸張って絶対とは言いきれんネタやから、ちょっとノーコメントやな」

　いろいろとおかしなところを確認し、とりあえずノーコメントで誤魔化すことにする宏。

　一つ言えることは、大だい霊れい峰ほうの山頂付近に生えているような草がしれっと混ざっているのは、絶対何か妙な力が働いているということだろう。もっとも、絶対に大霊峰の山頂付近にしか生えていない、などと胸を張って言いきれないため、今のところはノーコメントにするしかないのだが。

「ほんまやったら宿かどっかであれこれ試したいとこやねんけど、一応神域になるやろうから勝手に持ち出すんもあれや。これぐらいにしてそろそろ戻ろっか」

「その草程度ならば、神殿もうるさい事は言わないけどね」

　チェックの終わった雑草を全て埋め戻し、さあ宿へ引き揚げるかと振った台詞に、性別不詳の涼やかな声色の声が返事を返す。見ると、二十歳前後と思われる宏と大差ない身長の中性的な容姿の人物が、いつの間にやら数メートルというところまで近づいていた。

「わざわざ気配消して忍び寄ってくるとか、大概悪戯いたずらが過ぎると思うで？」

「これは失礼。真剣に何やら吟味していたので、邪魔をするのもどうかと思ったのだが」

「普通に声かけてくれたらええやん」

　どちらの性別と言っても納得するであろう涼やかな美貌の人物に、どことなく警戒しながらも特に驚いた様子も見せずに突っ込みを入れる宏。

「そんで、エルとかアルチェムの同類さんが、何の用や？」

「それが分かるのかい？」

「最近、なんとなく分かるようになってん」

　じわじわと距離を離しながら、普通の感じを装ってそんな会話を続ける。そのあたりで、硬直が解けた春菜が声を上げる。

「ねえ、宏君」

「ん？」

「エルちゃんやアルチェムさんと同類ってことは、その人もしかして……」

「多分、イグレオス様の巫み女こさんやろうなあ。当然女やで」

「残念ながら、君ほど豊かな胸をしていなくてね。初対面の人にはよく間違えられるんだよ」

　思わず胸だけの問題じゃない、と突っ込みそうになったが、はっと考えて慌ててその言葉を飲み込む達也。考えなくてもセクハラである。

「そんでもっぺん聞くけど、巫女さんがわざわざ何の用や？」

「特に用があるわけじゃないが、女王陛下がご執心で二人の巫女に懸想されている人物というのに興味があってね。公の堅苦しい場ではなくて、普段どおりの行動をしているところが見たかったのさ」

「自分、大概悪趣味やなあ」

「なんのなんの。海洋神レーフィア様の巫女なんて、ある意味では悪趣味の極みだと聞いているよ。まだ普通に人間であるだけ、自分は難易度が低いほうさ」

「何の難易度やねん……」

　巫女の言い分に、思わず突っ込みを入れてしまう宏。そもそも、人間じゃないのが巫女をやっている、ということ自体、どういうことなのか小一時間ほど問い詰めたい。

「興味があった、っちゅうんは分かった。自分から見て、僕らはどういう判断になる？」

「実に面白いね。興味深い話もしていたようだし、権力だの利益だの抜きに仲よくしたいところだよ」

「そらどうも」

「それで、先ほどノーコメントだと言っていたことについて、少しだけ詳しい事を聞きたいのだが、駄目かな？」

「大した話はできへんで？」

「それで十分さ」

　その言葉に、何をどう言うべきか少し整理する。

「せやなあ。正直、絶対やとは言い切れん話やから話半分ぐらいで聞いといてほしいんやけど……」

「聞いてから判断するよ」

「さっき掘り返しとった草な、大霊峰の山頂付近で採れるやつやねん」

「……大霊峰の？」

「せやで。さっき胸張って絶対とは言い切れん、っちゅうたんは、大霊峰の山頂以外に生えてへんとか、胸張って言いきれんからや」

　興味深いを通り越して、判断に困る話をされて言葉に詰まる巫女。

「本当に、それは大霊峰の山頂で採れる草と同じなのかい？」

「少なくとも、ものとしては同じや。ただ、まったく同じかっちゅうんはこの場でははっきり言えん。大体の品質は分かるっちゅうても、成分とかは持って帰って機材使って処理せんと正確には判断できへん部分やし」

　宏の言葉を聞き、しばし考え込む巫女。

「そうだね。巫女としての権限を使ってこの一帯の草の持ち出しを許可するから、調査してくれないか？」

「せやなあ。できる限りは調べてみるわ」

「お願いするよ」

　イグレオスの巫女の要請に一つ頷うなずき、めぼしいものを一株ずつ掘り返して回収する。

「今更の話だけど、巫女さんの名前、聞いてなかったよね？」

「せやな。そもそも、自己紹介自体してへんやん」

「これは無作法だったね。自分はナザリア。名目上はイグレオス神殿の巫女をしている」

「名目上は？」

「お恥ずかしい話だが、自分はイグレオス様の巫女としては、歴代でも下から数えたほうが早いぐらいの資質しかなくてね。ファーレーンの姫巫女殿やエルフの巫女殿のように、神殿の外でイグレオス様と交信できるほどの能力はないのだよ」

　自嘲じちょうするようなナザリアの口調に、どう声をかけていいのか分からない一同。

　実際のところ、ナザリアぐらいの資質で巫女をやっているケースなど珍しくもないのだが、同時代に妙に強い資質を持つ連中が二人もいるとなると、さすがにまったく気にしないわけにもいかないのだろう。

「まあ、場所選べばイグレオス様と交信できんねんやったら、別段問題あらへんのちゃう？」

「そうだよね。エルちゃんの場合は割とどうでもいい話でアルフェミナ様が降りてきてることが多いし、アルチェムさんは交信できるっていってもほとんどそういう事はしないらしいし」
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「アルチェムの場合、アランウェン様の性格があれだからなあ。呼びかけが通じてる手ごたえはあっても、邪魔くさがってあまり回答が返ってこないらしい」

「っちゅうわけやから、基本神殿から出えへんねんやったら、イグレオス様がちゃんと毎回呼びかけに応えてくれれば全然問題ないと思うで」

　二人の巫女の現状をよく知っているがゆえに、慰めるというよりしみじみと語る感じになってしまう宏達。気まぐれで面倒くさがり屋のアランウェンはまだいい。神というのは基本、そういうものだからだ。アルフェミナは頻繁にエアリスにお告げだのなんだのをしているくせに、肝心な事を聞こうとすると多忙を理由に出てこないのである。

　気まぐれを起こして返事を返してくれたアランウェンによると、別にネタとして何かを狙っているわけではなく本当に多忙らしいのだが、だったらせめてお告げとして欲しい情報の断片でもいいからくれればいいのに、と思ってしまうのは人間として仕方のないことであろう。

　因みに、ザナフェルの家出の話は、いまだアルフェミナからの回答はない。

　遺跡でエアリスに確認したのを聞いていたのか、その日のうちにエアリスの体に降りてきてくれたものの、何やら神様サイドで問題が起こったらしく、

「なぜこのタイミングで……」

　などと険しい顔をして吐き捨て、イグレオス神殿で話すと言って戻っていってしまったのだ。あの忌いま々いましそうな表情は演技には見えなかったことを考えると、どうやら人間達の知らないところで、いろいろ抜き差しならない問題が発生しているらしい。

「まあ、話変えるとして、や」

「何かな？」

「自分、巫女やっちゅうんやったら、この神殿の成り立ちとかそういう話は詳しいんやろ？」

「さすがに、長老にはかなわない。所しょ詮せん自分は小娘だからね。歳を重ね、経験を自分のものとして熟成させた人達には、知識も知恵も経験も、どう逆立ちしても及ばないさ」

「でも、概略ぐらいは知っとるんやな？」

　宏に問われて、一つ頷くナザリア。さすがに略歴ぐらいはそらんじることができなければ、巫女などとは恥ずかしくて名乗れない。

「ほな、聞くけど、このオアシスの底に何か沈めたとか、そういう話はあらへん？」

「自分が知っている限りでは、その手の伝承はなかったと思う。ただ、この湖は神聖なる水をたたえているから、何か聖遺物の類が沈んでいてもおかしくはないかな」

「要するに、潜ってみんと分からへんっちゅうことか」

「もしくは、イグレオス様に直接聞くか、だね」

　宏の寄り道する気満々のコメントに、春菜が軌道修正するように意見を言う。さすがに聖地同然の場所にある湖に潜るとか、余計なトラブルを引き寄せるどころの騒ぎではない。

　基本的に宏のやりたい事をやめさせようとはしない春菜だが、公序良俗に反しそうだったり現地の人間の神経を逆なでしそうだったりする時には、一応ブレーキをかけようとはするらしい。

「自分としては、必要があるならいくらでも潜ってくれて結構だとは思うけどね」

「必要があるかどうかが分からねえのに、いくらなんでも勝手に潜るのは駄目だろう？」

「というか、そもそも許可が下りるかどうかが怪しいと思うんだ、私」

　達也と春菜の言葉に、反論の糸口を発見できずに苦笑する宏。

　宏自身、湖の底に何かありそうだとは思っていても、今すぐ調べなければいけない必要性が思いつかず、どうしても調べたいという衝動も湧いてこないため、地下遺跡の時のように強引にやろうという気が起こらない。

「まあ、一いっ旦たん戻ってこれ調べるわ。場合によっちゃあ、またこのあたりとか向こうに見えてる島とか調べに来ることになると思うけど……」

「その時には自分に言ってくれ。その程度の許可、必要ならいくらでも出すさ」

「了解。とりあえず明日の面会の時に一応の調査結果は報告するわ」

「楽しみにしているよ」

　ナザリアの言葉に軽く手を上げて、宿に戻っていく宏達。

　その後ろ姿を見送って、ついでだからと沐浴をしている人達の方へ歩いていくナザリア。

　この時、まっすぐ神殿へ引き上げれば、少なくとも彼女はこの後の騒動に巻き込まれずに済んだのだが、神ならぬ身の上で神殿以外ではまともにお告げを受けることも難しい巫女には、未来の事など知る由もないのであった。




　　　　☆




「やっと戻ってきた！」

「どうした、そんなに慌てて」

「そりゃ慌てもするわよ！」

「師匠、達たつ兄にい、春はる姉ねえ！　エル達がさらわれた!!」

「はあ!?」

　そんなこんなで六時ぐらい。宿に戻った宏達は、合流した澪みおと真琴からの思いがけない言葉を受け、思わず素すっ頓とん狂きょうな声を上げてしまう。展開的に、無茶があるにもほどがある。

「ちょっと待って、落ち着いて状況説明して」

「せやせや。エルとアルチェムにはいろいろ渡してあるからすぐになんかされることはあらへんはずやし、状況が分からへんかったら対応もできへん」

　真っ先に冷静さを取り戻した春菜の言葉に、宏が追従する。とりあえずは状況の把握からだ。

「まず確認やけど、どんな状況でさらわれた？」

「手続きを終わらせて帰る途中に、馬車ごと持っていかれたわ」

「っちゅうことは、ドーガのおっちゃんも一緒か？」

「ええ。セルジオさんと女王は神殿に残って別行動だったけど、プリムラとジュディスは一緒にさらわれてるわね」

　手続きを終えて帰る途中、ということは、それほど時間は経っていないのだろう。予定では、巫女との面会時間やら何やらの打ち合わせに加え、ちょっとした見学もしていたはずなのだから。

「なるほどなあ。持っていかれたっちゅうんはどういうやり方で？」

「巨大な竜みたいなのが、馬車を引っ掴つかんで飛んでいったのよ。あたし達も馬車の中だったから、対応できなかったわ」

「そら、いきなり来られたら防ぎようはないなあ」

　宏の言葉に頷くしかない真琴達。せめて澪が外に出ていれば、エクストラスキルで撃ち落とすという手段もとれたのだが。

「ちゅうか、それやったらすぐに通信で連絡くれたらよかったのに」

「通信が通らなかったのよ」

「準備周到やなあ……」

「むしろ、今までが大雑把すぎたんじゃねえか？」

　達也の指摘に、違いないと頷くしかない宏と春菜。ダールでの推定バルドの行動は、計画性という単語とは明らかに無縁だったのだから。

「とりあえず、これで状況は分かったな」

「この様子やと、下手したらナザリアもさらわれとるかもしれへんなあ」

「そうだな。その前提で動くか。女王達は？」

「まだ向こうよ」

　真琴の説明と同時に、騎士が宿にかけ込んでくる。

「伝令！　イグレオス様の巫女・ナザリア様が巨大な竜に連れ去られた！」

「やっぱりか」

「多分、外に出とったからやろうなあ……」

「とりあえず、このあとどうするにしても、問題は一つ」

　もう一度気持ちを落ち着かせるために、再び春菜が状況整理に話を持っていく。事が起こってしまった以上、慌てても騒いでも事態が好転することはない。

「どこに連れていかれたか、それが分からないと何もできないよ」

「せやな。まあ、そういうたところで、残念ながら位置を特定できるようなもんも渡してへんし、このあたりの地理に疎いからどう探してええか、皆目見当もつかんのやけど」

　必死になって冷静さを保ちながら、どうにもできない壁にぶち当たったことで内心歯は噛がみする宏と春菜。身近な人間がさらわれたという状況で、二人とも本当の意味で冷静でいられるほどには老成しているわけではない。

「とりあえず、連中が飛んでいった方向を地図と照らし合わせて、逃げ込みそうな場所を検討しましょう」

「それしかねえだろうな」

　真琴の提案を受け、この一帯の大まかな地図を広げる。それを見ながら、ああでもないこうでもないと検討しつつ、何かに微妙に引っかかっている感じが拭ぬぐえない一同。

　そう、何かを見落としているのだ。

「ちょっと待ってや！　考えてみたら、エルがおってさらわれたまんまっちゅうんは、おかしいやん！」

「えっ？　あ、そっか!!」

「ファーレーン王家の転移魔法！」

　宏の一言で引っかかっていたことが分かり、検討内容を変える。ファーレーン王家の特殊転移魔法で転移できないのなら、その場所は異界化しているはずだ。

「そうなってくると、一番確率高い場所は……」

「まず間違いなく、陽炎の塔しかないわね」

「分かりやすすぎて、ミスリードが心配なレベルやで」

「問題は二つ。どうやって行くかと、空振りだったらどうするか」

　澪の指摘に、思わず黙り込んでしまう一行。陽炎の塔には一度も行っていないため、転送石も転移魔法も使えない。車で行くにしても最短コースは道が分からず、街道を通るとなると結構な遠回りになる。

　しかも、どうにかして最速で陽炎の塔へ移動したとしても、空振りだった場合、次の候補地を絞り込んで突撃する時間があるかどうかは微妙なところだ。

　さらに大きな問題なのが、冒険者資格が足りないこと。特別許可を貰えるといっても、まだノートン姉妹の護衛期間が終わったわけではないため、現時点では彼らだけでは入ることができない。誰か通行許可証代わりになってくれる人が必要なのだ。

「せめて、絶対やって胸張って言える確証がなんかないと、無茶通すにゃ厳しいか……」

「あくまでも適当に分析した上での推測でしかないからなあ……」

　犯人からの要求もなく、連絡も取れない。その状態でなんだかんだですでに三十分以上は経過している。焦りは募るが、動くに動けない。そんな膠こう着ちゃく状態を、能天気な声が打ち破った。

「伝令～、伝令～」

「Ｑ２～、Ｑ２～」

「ツーショットダイヤル～」

「違法スレスレ～」

「高額請求～」

「やかましい！」

　突如転移してきたオクトガルの集団が、例によって例のごとくよく分からない伝言ゲームを続けながら宏達を取り囲んだのである。

「電報～、電報～」

「チチキトク、スグカエレ～」

「サクラチル～」

「そういうネタはいい、連絡事項をさっくり言う」

　あくまでも伝言ゲームを続けようとするオクトガルを、澪がバッサリ切り捨てる。ネタとヨゴレに存在意義を見出しつつある澪だが、さすがにこの状況でそっちに付き合う気は一切ないらしい。

「連絡事項～、連絡事項～」

「エルちゃんとチェムちゃんが、陽炎の塔に捕まっています～」

「現在敵はのたうちまわっていますので、救出作業をお急ぎください～」

「以上、オクトガルからの連絡でした～」

　澪にバッサリ切り捨てられて、正直に必要な連絡だけをさっさと済ませるオクトガル達。

　それを聞いて、推測が正しかったことを知る一行。

　こうなると、あとはやる事は一つだ。

「行き先が確定したなら、装備を整えて出撃よ！」

「通行手形はどうする？」

「塔のそばまで行けるんやったら、一応やりようがないわけやない」

「いや、その必要はない」

　出撃準備を整えながら陽炎の塔にどうやって入るかを検討していると、戻ってきた女王陛下が口を挟んできた。

「妾が通行手形になろう」

「ええんですか？」

「これでも女王だからのう。それぐらいの権限はある」

「ほな、あとの問題は一つだけや」

　ポールアックスとヘビーモールだけでなく、何を思ったのかツルハシまで準備した宏が、オクトガルの方を見ながら最後の問題を確認する。

「なあ。自分ら、この人数を連れて陽炎の塔まで転移できるか？」

「できるの～」

「でもお腹がすくの～」

「ほな、まずは先払いでロックワーム肉使うたミミズバーガー、全部終わったらたこ焼き食べ放題出すわ」

「了解～」

「商談成立なの～」

　鞄かばんから山盛り取り出したミミズバーガーを前に、嬉うれしそうに飛び回るオクトガル達。その動きが収まるまでの間に全員の準備状態を確認し、準備が整ったところで声をかける。

「ほな、こっちは準備完了みたいやし、悪いけど運んだって」

「りょうか～い」

「あ、連絡忘れ～」

「チェムちゃん達は最上階～」

「何とかは高いところが好き～」

「予想どおりやな」

　オクトガルからの追加情報を聞き、それだけのコメントで切り捨てる宏。この状況で十五階のうちの四階だの八階だの中途半端な階層に陣取られても困る。

「転移するの～」

「頼むで！　いざ、カチコミや!!」

　珍しくこういうことに対して妙にやる気、というよりむしろ殺やる気満々の宏に引きずられ、やけに気合いが入る春菜達。

　ダールでの大事件は、発生と同時に一気に佳境になだれ込むのであった。




　　　　☆




　一方その頃、陽炎の塔の最上階では、

「この忌々しい歌を止めろ!!」

　二人のバルドが部屋全体に響き渡る春菜の歌にのたうちまわりながら、エアリスが女神の力を借りて張った隔離結界を狂ったように叩き続けていた。

「あらあら、本当に効きますね」

「なんだか、見事に瘴しょう気きが薄くなっていっている気がします」

　安全圏からバルドの様子を見守っていたエアリスとアルチェムが、カセットレコーダーから流れる春菜の歌にのたうちまわるバルド達を興味深そうに観察する。

　現在流れている曲は般若心経・デスメタルアレンジ。春菜の声質では一見迫力不足を疑いそうになり、そのくせ実物は妙な迫力があるという何とも言い難いアレンジである。

「本当に不思議です」

「姫巫女殿は、何を不思議がっておられるのかな？」

「いえ、ファーレーンにいた時にこの人達の身内と戦いになったのですが」

「ふむ、それで？」

「あの時はハルナ様の生歌でも、ここまでの影響はなかったのです。なのに今回は確実にいろいろなものが数段落ちるこの魔道具を使った歌だというのに、以前より効果が大きいのが不思議だな、と」

　現在進行形で命の危機にさらされているというのに、ずいぶんと余裕を感じさせるコメントをナザリアに告げるエアリス。実際、エアリス自身には割と余裕がある。

　そもそもエアリスとアルチェムの合わせ技でこのフロア全体に聖属性攻撃増幅のフィールドを張っている上、ダンシングエッジの改良版に霊布を使ったミサンガで防御面は万全、攻撃に関しても最上階で果てた冒険者達の魂を味方につけ、数の暴力で拮きっ抗こうさせる準備は整っているのだ。

　さらにいざとなれば、アルフェミナをこの身に降臨させて、時空系の大技で最上階ごと連中を屠ほふるという選択肢もある。もっとも、アルフェミナの降臨は最後の手段だ。降臨している間アルフェミナ自身が身動きが取れなくなるだけでなく、エアリスもかなりの消耗を強いられるからである。

「エアリス様もアルチェム様も、実に余裕がおありですね……」

「救助の当てがありますし、切り札も何枚かありますもの。ねえ、アルチェム様」

「ですよね」

　妙に余裕がある巫女二人に、歯の根をカチカチ打ち合わせながら絞り出すように声をかけるジュディス。

　エアリス同様、アルチェムも結構余裕がある。アランウェンからの連絡があり、いざという時はこの塔で果てた冒険者達の魂に呼び掛ける、その手助けをしてくれることになっている。その程度の時間なら、ドーガの防御技術とエアリスのダンシングエッジ、そしてアルチェム自身が身につけた障害魔法も使えば余裕で稼げる。

「まったく、それだけの能力を身につけられた、というのは同じ巫女として素直に羨うらやましいよ」

「本当です。私など司祭だといったところで、大した魔法も使えません」

「自分など、巫女という名を貰っているというのに、神殿から出たら一般人と大差ない。まったく情けない話さ」

　やたらめったら余裕の二人を見て、同時にため息をつくダール出身の三人。もっとも、この余裕の源には、宏が作ってくれた各種アイテムがあることも大きい。

　ドーガなど、宏達がダールに出発する前に置き土産と称して、魔鉄製のプレートメイルと大槍やり、大盾の三点セットを用意してもらっていた。キーワード一つで装着できるそれは馬車が持ち上げられた時点ですでに展開されており、やたらいかつい存在感を持ってバルド達を牽けん制せいしている。

「まあ、嘆いていても仕方がないから話を戻すとして」

「歌の事ですか？」

「ああ。生歌を聞いたことがないから分からないが、正直これでも十分素晴らしい歌に聞こえる。だというのに、本物より劣るというのかい？」

「ええ。数段落ちます」

　般若心経ゴスペルを聞きながら、ナザリアの質問に胸を張ってきっぱりと言い切るエアリス。

　歌詞の意味はまったく分からないながらも、百人聞けば百人が素晴らしいと言うであろうその歌声。だが、本物を聞いたことがあるエアリスには、間違いなく生歌の方が数段素晴らしいと言い切れる。

　因みに、アルチェムやドーガ、果てはノートン姉妹まで同意見である。その様子に、何やら思いついたのかナザリアが口を開く。

「だというのに、生歌よりこちらの方が効果がある、というのであれば、歌の種類に違いがあるのかもしれないね」

「歌の種類、ですか？」

「ああ。歌そのものか、もしくは歌詞の内容が瘴気を祓はらうのに強い力を持っているものであれば、もしかしてそういう事もあるかもしれないさ」

「ああ、なるほど。そうですね」

　ナザリアの考察に、ひどく納得するエアリス。

　エアリス達は知らない事だが、ナザリアの考察は大正解だったりする。今流れている曲は全て、生歌だともっと強力な効果があった。いくつかの聖歌など、春菜が本気で歌った瞬間、音が届く範囲全ての瘴気が一瞬で根こそぎ浄化されてしまうぐらいである。

　浄化効果こそ聖歌に一歩譲るものの、般若心経ゴスペルはその分悪魔とかその類に対する浸しん透とう能力が非常に高い。実際に邪神像に聞かせた時、一番影響が大きかったのが般若心経ゴスペルだったのだ。

　宏達はわざわざ実験も考察もしていないが、どうやら西洋の神聖なるものと東洋の神聖なるものの合わせ技で、妙に効果が強くなっているらしい。

　般若心経シリーズを歌った時は春菜が自や棄けを起こして半ばふざけていたが、もし本気で歌っていたら、バルド達の苦しみ方はこの比ではなかったであろう。

「あら、そろそろ魔力のチャージが切れます」

「一旦そちらをオフにして、こっちを起動しましょうか」

「お願いします」

　アルチェムの提案に頷き、曲が終わったところを見計らってスイッチを切る。

　魔道具の魔力が切れたとみてにやりと笑い、今度はちゃんと力の入った一撃で結界を粉砕してやろうとバルドが拳を振り上げたところで、アカペラながら恐ろしく荘厳な聖歌があたりを圧倒する。

　再び流れた浄化作用の強い曲に、またまた地面をのたうちまわるバルド達。

「本当によく効きます」

「ハルナ様が来てくださったら、この場で生歌をリクエストするしかありません」

「実に楽しみだ」

　なかなか鬼畜な事をさえずる巫女三人に、憤怒の表情を向けながら唸うなり続けるしかない二人のバルド。いっそ命を削ってでも最終形態になって、さっさとこいつらを踏みつぶしてしまうべきかと考え始めたところで、塔全体を恐ろしい震動が襲う。

「きゃあ!!」

「な、何事ですか!?」

「あ～、救助が来た、そうです」

「宏ちゃん達到着～」

「ピッチャービビってるぅ～」

　ノートン姉妹の疑問に答えるように、タコ壺つぼの中で大人しくしていたオクトガルが能天気な声を上げる。大人しくしていたのは空気を読んでいたからとかそんな高尚な理由ではなく、単にオクトガル通信で助けを呼んでいたからにすぎない。

「思ったより早かったのう」

「私達が連れてきたの～」

「たこ焼き食べ放題～」

「なるほど、便利じゃのう」

　オクトガル達の回答に納得し、威圧しているだけでリラックスした姿勢を取っていたドーガが、臨戦態勢に入る。
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「さて、この分じゃと、ボス戦は前回よりはるかに拍子抜けしそうじゃのう」

　さらわれてダンジョンの最奥という悪条件のはずなのに、妙に漂いまくる楽勝ムード。その状況に微妙に呆あきれながらも、一切油断せずに大技の準備を整えるドーガであった。








ダール編　第一五話






「到着～」

「おう、ありがとう」

　バルド達が春はる菜なの般若心経ゴスペル（録音）によってのたうちまわっていたその頃、宏ひろし達はオクトガルの力を借りて陽炎かげろうの塔へと到着していた。

「さて、妾わらわは少しばかり、通行手形としての仕事をしてこよう」

「お願いします」

　唐突に現れた正体不明の集団に対して警戒する兵士を見て、まず最初にやっておく必要があることをさっさと済ませに行く女王。

　今の状況を冷静に考えると、仮にメンバー全員が五級以上になっていても、おそらく女王がいなければすんなりと中に入らせてはくれないだろう。

「女王陛下が話を通してくれとる間に、この子らにいろいろ食わせたらなあかんな」

「そうだね」

　何かを期待するように地面から見上げてくるオクトガル達に、約束どおりロックワームバーガーを振る舞う宏達。いつの間にか百ぐらいのオクトガルがいるが、一個ずつなら十分数は足りる。

「美お味いしいの～」

「ありがたいの～」

「三つ星の～、通～」

　一口かじったオクトガル達が、例によって例の如ごとく全身で美味しさを表現する。

「たこ焼きは、あの塔が終わってからや。かまへんな？」

「頑張れ～」

「チェムちゃん待ってる～」

「エルちゃん遊んでる～」

「遺体遺棄～」

「何の遺体を遺棄するねん……」

「バルド～？」

　宏の突っ込みに対して、非常に身も蓋ふたもない回答を返すオクトガル。個人的には、そもそも遺棄する遺体が残るのかどうかが疑問だ、などとは思っても口にしない宏。

「ほんで女王様、もう中には入っても？」

「少々待て。どうやら通行許可の有無に関係なく、今は陽炎の塔には入れんようじゃ」

　宏の問いかけに待ったをかけ、兵士に視線で説明を促す。

「陽炎の塔は、模様替えと呼ばれる現象があってな。最上階以外は、定期的に中の構造が変わる。今朝、ちょうどその模様替えが始まった。この時期は塔の入口が閉じられていて、外からは何をやっても開かん」

「扉だけの問題やったら、関係あらしません」

「工房主殿、扉をぶち抜く気かの？」

「いんや、そんなまどろっこしい真似は最初っから考えてませんで」

　そう言って鞄かばんから何やら取り出し、澪みおを手招きする。

「ここらあたりから異界化しとるけど、中の気配分かるか？」

「問題ない」

「人はおるか？」

「三層目まではいない」

「というか、本日より模様替えが始まるのは分かっていたので、誰も通してはいない」

「よっしゃ」

　澪と兵士の返事に頷うなずくと、手に持った道具で塔の外壁をいじり始める。

「えっと、宏君。何をしてるのかな？」

「実はな、陽炎の塔の壁ってな、レンガ抜けんねん」

　春菜の問いかけに応え、素晴らしい手際でレンガを一個、抜いてみせる。宏が作業を始めてからわずか三秒、驚きの早業である。

「宏君、今この状況で素材集めとか、さすがにどうかと思うんだけど……」

「素材として美味しく使わせてもらうんは確かやけど、それがメインの目的やあらへんで」

　春菜の非難するような声に平常運転で返事を返し、素人目にはよく分からない基準でレンガを抜いていく宏。三分ほどの作業で外周を一周し、虫食いのような状態になるようにレンガを抜く。その後数カ所につるはしで一撃入れて亀裂を作る。

「ゲームん時は人がようさんおったからやったことないんやけどな……」

　虫食いの配置を確認して頷きながら、何やら春菜に解説しつつヘビーモールを構える。

　もう一度陽炎の塔の状態を確認し、ポイントを決めて狙いを定め、大きく得物を振りかぶった。

「そおい!!」

　そのまま重量武器をフルスイングで振り抜いたとは思えない精密さで狙った一点を正確に殴りつけ、全力のスマッシュで吹っ飛ばす。次の瞬間……

「えっ？」

「なんと……」

「ちょっと待て、おい!!」

　凄すさまじい震動と轟ごう音おんを立てて、一階部分が完全に崩れ落ちる陽炎の塔。

　落ちた衝撃で三階まで砕け散る。

「澪、念のために確認。人間の気配ないんはどこまでや？」

「プラス九階まで問題なし。ただし、モンスターはびっちり」

「ほな、そこまで砕くで」

　取り残されている人間がいたらまずいという配慮で、一応気配を確認しながら塔をだるま落としのように砕いていく宏と澪。そのあまりにあまりな光景に唖あ然ぜんとしていた他のメンバーのうち、いち早く立ち直った春菜が一同を代表して質問を口にする。

「あの、宏君、澪ちゃん……」

「ん？」

「何、春はる姉ねえ」

「この塔、一応ダンジョンなのに、砕いたりできたの？」

「普通にやったら無理や。大工と土木、両方中級以上があったら能力値次第ではいけるけどな」

「ボクの能力値だと、どこをどう抜けばいいかは分かっても、砕くのはさすがに無理」

　作業の手を止めずに春菜の疑問に答え、さらに三層粉砕する。大工も土木も、建物の解体・粉砕は重要な仕事の一つなのだ。

「これで十二階まで潰つぶしたな」

「エル達の気配を確認。予想どおりてっぺんにいる」

「ほな、潰すんはあと二つか。今まで以上に慎重にやらんとな」

　今まで慎重にやっていたのか、と思わず突っ込みたくなる台詞を吐きながら、同じようにレンガを抜いていく。そうでなくても神業的な作業効率だというのに、さらに作業が速くなっていくところが洒落しゃれになっていない。澪もどこぞの建築物解体業者の社歌を歌いながら、宏に劣るとはいえ十分手際よくレンガを抜いていく。

「行くでえ！」

　モールで壁を殴り、きっちり残り二層だけを砕いて作業を完了する宏。問答無用で塔ごと叩たたき潰されたモンスター達の瘴しょう気きが、最上階から聞こえてきた歌で浄化されていく。

「助けに来たで！」

　最上階だけに存在する窓を覗のぞきこみ、中にいるエアリス達に声をかける。

「お待ちしておりました、ヒロシ様」

「えらい落ち着いてるやん」

「オクトガルさんが仲間に助けを求めた、と言っていましたので、そんなに時間はかからないと分かっていましたから」

　ゆったりと落ち着いた態度で微笑ほほえみを浮かべ、エアリスが立ち上がる。

「皆様、私達のためにありがとうございます。ご心配をおかけして、申しわけありません」

「エルちゃん、大丈夫だった!?」

「ええ。ヒロシ様が下さったレコーダーと、そこに記録されていたハルナ様の歌のおかげで」

「エルちゃんもあれをそういう風に使ったんだ……」

　歌が聞こえてきた時点で覚悟はしていたが、やはり攻撃兵器として使われるとへこむものだ。

「春菜、エル、とりあえず雑談はあとにして、バルドを仕留めるぞ！」

「せやな。ついでに、余計なことさせへんように、最上階におるボスも潰してまうか」

　塔の中にいるエアリス達に手を貸して、窓から外に引っ張り出しながら、このあとの予定をさっくり決める。バルドを放置するという選択肢がない以上、相手が弱っているうちに仕留めるのが上策である。

「ほな、ちょっくらやってくるわ。女王様、おっちゃん、巫み女こ様方の事はたのんますわ」

「分かっておる」

「儂わしの本領じゃ、任せておけ」

　全員を安全圏に避難させ終え、あとの事を女王とドーガに任せて窓から塔の中に入っていく。中では、いまだにバルドがのたうちまわっていた。
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「貴様ら……、どこまでも人をコケにして……！」

「いや、別に意図してコケにしとるわけやないけど」

　般若心経バラードが流れる中、気合いと根性で立ち上がりながら宏達を睨にらみつける二人のバルド。ここまでコケにされて、のたうち回ったまま止とどめを刺されるのはプライドが許さない。

「ここまで我らを怒らせたのだ！」

「さんざんコケにしたことを後悔しながら死ね!!」

「っちゅうか、うちらがコケにしたわけでもないやん」

　命を削る第三形態に躊ちゅう躇ちょなく変身していくバルドに、微妙に冷静に突っ込みを入れる宏。

　今回の場合、バルドをコケにしたのは主にエアリスで、それとて身を守ることが目的であった。バルドをおもちゃにして遊ぶ意図はそれほどなかったはずである。

　もっとも、そういう言い分に聞く耳を持つようでは、バルドとしては不完全なのだが。

「貴様ら相手に余裕を見せては碌ろくな事にならん！」

「最初から全力で行く！」

　二人がかりだというのに、やけに必死になっているバルド達。

　時間稼ぎのためか、陽炎の塔の最上階のボスであるイビルイフリートを囮おとりとして前面に出し、ヘルインフェルノとアブソリュートバニッシュのチャージに入る。どちらも、発動すれば洒落にならない魔法である。

「兄貴、イフリートなんとかできるか!?」

「やってみる！」

　春菜が般若心経シリーズを歌い始めたところで、ある意味一番面倒なイビルイフリートを達たつ也やに振る宏。

「ほな、僕のやる事は一つやな」

　達也が氷結系の高位魔法を多重起動させたのを受け、武器をヘビーモールからポールアックスに持ちかえながら基本の一手に入る。武器を持ちかえたのは、ヘビーモールは塔を崩していく過程で酷使したため、修復のための時間を置きたかったからである。

「来いやあ!!」

　もはや何とかの一つ覚えという感じで、アウトフェースによる威圧をかける。効果がない時はとことん効果がないとはいえ、これをやらないと安心して戦闘できないのだ。

「そいやあ!!」

　宏の威圧に見事に引っかかって、イビルイフリートが突っ込んでくる。

　それをバルドに叩きつけるようにスマッシュで弾き飛ばす。

　アブソリュートバニッシュを詠唱している側のバルドに直撃するが、その程度では揺るぎもしない。順調にチャージを続けていくバルド達。

「虚こ空くう閃せん！」

　通れば儲もうけもの、という考え方でバルド二人を巻き込むように虚空閃を放つ真ま琴こと。瘴気による物理防御力がかなり大きく、防御を貫通するために多大なコストを支払う羽目になる。

　思わず膝をつきそうになるのを必死にこらえ、スタミナポーションを取り出してあおる。

　中毒を考えるなら、この戦闘中に使えるスタミナポーションはあと一個。それ以降は、最低でも一時間はインターバルを置かなければ、ほぼ確実に中毒になる。

　もっとも、指一本動かせなくなりそうな疲労が一瞬でなくなるのだから、それぐらいのリスクはないとおかしいといわれてしまえば納得せざるを得ないのだが。

　いきなり回復リソースを食いつぶした真琴だが、その甲か斐いあってアブソリュートバニッシュのチャージは潰せたようだ。与えたダメージは大したことはないが、高威力技を一つでも阻止できただけでも初手からスタミナポーションの使用回数を食いつぶした意味はあったというものである。

「フリーザーストーム！」

　真琴の離脱を確認し、そのまま流れるように氷結系の高威力範囲魔法を二重起動する達也。バルドにこそダメージは通らなかったが、イビルイフリートにはそれなりのダメージを与えることに成功する。

　イビルイフリートとて、まがりなりにも陽炎の塔のボスである。

　いかに達也の持つ杖つえが増幅率に優れていようと、いかに弱点属性の高位魔法を二発同時に食らおうと、それだけで落とされるほど弱くはない。真琴の虚空閃と合わせて少なくないダメージを受けているとはいえ、その程度で仕留められるようではボスなどとは名乗れない。

　それぐらいは達也も分かっているため、流れるように次の手を準備している。

「オキサイドサークル！」

　もはや達也の代名詞ともなった特殊攻撃魔法。普通、ダンジョンのボスにはほとんど効果がない魔法ではあるが、イフリートやフレアスピリットなどの体が炎でできているモンスターや、ダークネスキャンドルなどのように炎を消されるとダメージを受けるモンスターにとっては、普通の攻撃魔法と同じ効果をもたらすのである。

「そおい!!」

　オキサイドサークルで動きが止まったイビルイフリートを放置し、まだしつこくヘルインフェルノの詠唱を続けているバルドをスマッシュで張り飛ばす宏。当然、ダメージなど出てはいないのだが、春菜の歌の影響か瘴気の壁が妙に薄く、吹っ飛ばす効果まではキャンセルできていない。

　結果として、弾き飛ばされたバルドはイフリートともう一人を巻き込む形で壁に叩きつけられ、一秒程度とはいえ詠唱を止められてしまう。

「隙すきあり」

　壁にひと固まりで叩きつけられて動きが止まったバルド達に、澪が貫通系の射撃技・ピアーシングスナイプを撃ち込む。

　ピアーシングの名のとおり防具の防御力を半分ほど無効化する射撃攻撃で、射線上にいる相手を全て攻撃できる種類の技である。防具の防御力限定でしかも半減でしかないため、バルド達のように防御力の高い相手を殴っても比較的コストは軽い技だ。これもバルドにはそれほどのダメージは与えられないものの、イビルイフリートにはきっちり効果がある。

　そのままの流れで達也からの聖せい天てん八はっ極きょく砲ほうが二発着弾し、さらにこっそり技の準備をしていた春菜が一足飛びで前線に出て、魔法剣技・アイシクルダンスでイビルイフリートにしっかり止めを刺して離脱する。この間も般若心経バラードを途切れさせないのだから、なかなかのものである。

　詰め将しょう棋ぎのように相手に行動を許さずにたたみこんだ宏達だが、さすがにいつまでも思いどおりにいくわけではない。

　さんざん邪魔はしたものの、最後までヘルインフェルノをキャンセルすることはできず、ついに敵の大技の発動を許してしまう。

「残念だったな！　これで終わりだ!!」

　大魔法・ヘルインフェルノ。普通なら絶望的なその魔法は、だがしかし、ただ一人の男の手によって完全に無効化する。

「アラウンドガードや！　そっちこそ残念やったな!!」

　宏が発動した広域防御スキルにより、本来ならこのあたり一帯を灰かい燼じんに変えるはずの魔法が完全に対個人用攻撃にまで引きずりおろされてしまう。そして、

「ファーレーンの時と同じ威力のヘルインフェルノなんざ、今更効くかい!!」

　宏の気合いの声により最下級魔法にすら届かないところまで威力をそぎ落とされたヘルインフェルノは、レザーアーマーの表面を焦がすことすらできずに消滅する。

　宏がファーレーンの時のままであれば、もう少しはダメージが通っただろう。だが、農業や土木などの生産スキルが上昇し、さらに延々とあれこれ作り続けたことによる地味な精神力の鍛錬効果が加わり、止めにイビルエントにひたすら殴られ続けた結果急上昇したフォートレスの性能もあって、もはやバルド程度からの単なる魔法攻撃では、それがたとえ大魔法であってもダメージになる確率が極端に低くなっているのである。

　しかも、これまた誰一人気がついていない事実ではあるが、先ほどの塔の破壊作業では、そのつもりもないのに大量にモンスターを始末しているため、ゲーム的に言うならば恐ろしい量の経験値が入っている。そのため、もともとそれほどレベルが高くなかった宏と春菜、澪の三人は、二桁近いレベル上昇が起こっている。

　結果として、元が強すぎた上に効果が地味すぎて本人にはまったく自覚はないが、東あずま宏は神の力ですら簡単には殺せない領域に片足を突っ込みつつあるのだ。今の宏には防御力無効の攻撃でも叩き込まない限りはダメージなど与えられず、ダメージが通る水準まで防御力を削るとなると、元々のバルドのスタミナや魔力では生命力を削り切ったところで少々足りない。

　攻撃力が全然足りていないため倒すことができないだけで、もはや宏にとってはこのままのバルドなど何の脅威にもなっていないのである。

「ほな、止めいくで!!」

「なめるな小僧!!」

　ヘルインフェルノを不発にされたほうのバルドにポールアックスを振り下ろそうとした宏が、もう一体のバルドのスマッシュに弾き飛ばされる。

「確かに、今のままでは貴様を殺すことはできない。それは認めよう」

「だが、伊だ達てに二人一組でここにいるわけではない!!」

　そう一声吠ほえると、実体化していた肉体を捨て、瘴気の塊となって交じりあう。

「なんかヤバい気がすんで」

「皆、一いっ旦たん撤収だ!!」

　なんとなく、ここにいるのはまずい気がする。

　理由は説明できないが、ここでまごまごしていれば致命的な結果になる。

　その直感に従い、大慌てで窓から脱出する宏達。

　そして数秒後、

「マジかい……」

「そりゃねえぞ……」

　目の前でいきなりにょきにょき再生した陽炎の塔が変形し、巨大なゴーレムになる。

　さすがにその光景には唖然とするしかない宏達。変形の最中に塔の最上階もわけの分からない形に変わったところを見ると、あのまま中にいては間違いなく無事では済まなかっただろう。

「工房主殿よ、あれはなんじゃ……？」

「僕に聞かれても困るんやけど、どうも二人おったバルドが合体して、妙な事したみたいですねん」

「それはまた、難儀な状況よのう……」

　本当に難儀な状況に顔を引きつらせている二人の前で、ついに巨大ゴーレムの変形が完了してしまうのであった。
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「そおい!!」

　周囲が徐々に暗くなっていく中、宏がゴーレムの攻撃をスマッシュで潰す。予想とは裏腹に、巨大ゴーレムは思ったほどの脅威ではなかった。

「予想以上に動きが鈍いわね」

「その代わり、予想以上に硬くて頑丈」

　数発攻撃を入れた真琴と澪のコメントが、このバルドゴーレムの特徴の全てであろう。

　あとはせいぜい、巨体から繰り出される攻撃が、宏以外はかすっただけでも大惨事になりそうだという事ぐらいか。

「ヒロ！　何か来るぞ!!」

「了解や！」

　達也の警告から二呼吸ほど置いて、目に当たるところからビームが飛んでくる。どうやら魔法攻撃らしいそれは、宏の体に当たると同時に消滅する。

「どっせい!!」

　ゴーレムのパンチをかいくぐり、ひたすらローキックをする要領で左足首にヘビーモールに持ちかえてのスマッシュを入れ続ける宏。単純に攻撃が届く場所がそこしかない、というだけなのだが、やられるほうからすればひどく鬱うっ陶とうしいらしい。大した火力で殴っているわけでもないのに、やたらと宏を狙いに来る。

「あかんなあ……」

「何がだ？」

「どうにも火力が足らん。何発殴ってもダメージ出てる気がせえへん」

「あのサイズだからなあ……」

　ゴーレムの蹴りから大慌てで逃げながらの宏の言葉に、同じように手ごたえを感じていなかった達也が同意する。

「もう一発八極砲いくが、あんまり効いてる感じがしねえんだよなあ……」

　ぼやきつつも聖天八極砲を左足首に叩き込む達也。

　戦闘開始直後に牽けん制せいも兼ねて叩き込んだ時と同様、多少表面のレンガを削り取るも、これといってダメージになっているようには見えない。

「まいったな、何か手はねえか……」

「宏君にオーバー・アクセラレートかけたら、少しぐらいはダメージ出るのかな？」

「そりゃまあ出るには出るだろうが、そこまで劇的な効果はなさそうだぞ？」

「だよね……」

　どうしようもない膠こう着ちゃく状態に、少しでも効果がありそうな手を提案する春菜だが、言った本人ですらリスクの割に効果が薄い事は認めざるを得ない。

　宏が鈍器系の大技を持っていればもう少し状況はマシだったのだろうが、残念ながら、基本宏は鈍器に限らず、攻撃スキルの大技は発動条件不明のタイタニックロアしか持っていない。

　それに、そもそも技を習得しようにも、その手の心得がある知り合いがいないのだ。宏が戦闘スキルの習得に消極的なこと以上に、むしろそちら側の問題の方が厳しいがゆえに、宏の攻撃まわりの改善が一向に進んでいないのである。

「いっそ、今回だけでいいからヒロがあれを使えりゃあなあ……」

　聖天八極砲のクールタイム完了を待ちながら、ぼやくように最適とも言える解決策を呟つぶやく達也。

　タイタニックロア──宏が持つ、チーム最大の破壊力を誇る近接物理攻撃。重量武器であれば鈍器でも撃てるという、ゴーレム相手にならおそらく最も効果が大きいであろう必殺技。ファーレーンでバルド相手に一回使ったきりで、いまだにどうやれば発動するのかが分からないその技が、これほど恋しくなる時が来るとは思わなかった。

「そういえば澪ちゃん、アランウェン様からエクストラスキル貰もらってたよね？」

「コアの位置が分からないと、ゴーレム相手には効果が薄いと思う」

「効くには効くのか？」

「効くには効くはず」

　春菜と達也の問いかけに答えながら、完全に陽が落ちて暗くなった中で観測射撃を続ける澪。

　貫通系の技ならばとりあえず突き刺さるぐらいの威力は出せるらしく、刺さり方の差を見て少しでも脆もろい場所を探しているのだ。

「ヒロ、あのデカブツの脆い場所に心当たりはあるか？」

「残念ながら、断言できるほどの心当たりはあらへん」

　踏まれそうになりながらも果敢にゴーレムの足に挑みながら、宏が答える。

　さっきからどうにか攻撃をかいくぐってはいるが、先ほどからちょっとずつ動きがよくなってくるゴーレムに、正直冷や汗が止まらない。

「ただまあ、やるんやったら胸のあたり撃ち抜いたらええんちゃうかな？」

「根拠は？」

「コアがあるかどうかはともかく、脚一本吹っ飛ばすだけっちゅうんのにエクストラスキル使うんは勿もっ体たいないやろ？」

「なるほどな」

　宏のコメントに納得する達也。クールタイムが終わり、彼は再度、聖天八極砲を撃とうと構える。

　その時、突如ゴーレムがジャンプした。

「なんだ!?」

「こらやばい!!」

　ゴーレムの意図を察した宏が離脱をはかるも、所しょ詮せん軽くジャンプしただけゆえに着地までそれほどの時間はない。

　十五階建ての塔と同じサイズ、同じ重量のものが、戦闘可能な距離で三メートルほどジャンプすればどうなるか。着地の衝撃で、立っていられないほど地面が揺れるのである。

　造りの甘い建物なら一瞬で崩落するほどの揺れ。戦闘空間が本来塔があった場所、つまり異界化している空間ゆえに、幸運にも宿や冒険者協会の出張所といった冒険者達が利用する施設には影響が出ていないようだが、建物の一部がぎりぎり範囲内だった警備兵の詰め所は、その部分が完全に崩落した上に他の場所にも被害が出ている。

「があ!!」

　ゴーレムの踏みつけは転倒しながらもどうにか転がってよけた宏だが、その後、間髪いれずに振り抜かれた蹴りの直撃を受け、春菜達のいるところまで吹っ飛ばされてしまう。

「宏君!!」

「大丈夫や、一応……」

　悲鳴を上げる春菜に健在を主張し、痛む背中をこらえてどうにか立ち上がる。

　恐らく春菜か達也が受けたらミンチになっていたであろう一撃は、さすがの宏でもまったくの無傷では済まなかった。サイズが大きいというのは、やはりそれだけで脅威になるのである。

　正直、女王がオクトガルを使ってエアリス達を避難させてくれたことに感謝するしかない。はっきり言って、彼女達を気にしながら戦える相手ではない。

「澪、多分もう猶予はねえ！」

「了解！」

　達也の号令を受け、澪がついにエクストラスキルの準備に入る。

　『巨竜落とし』という名のその技は、莫ばく大だいなエネルギーの乗った矢を撃ち出すことで、相性による減衰を完全に無視して射線上にいる相手を貫き、その衝撃で内部からズタズタにする必殺技だ。

　名前の由来はアランウェンの加護を受けたある狩人が、城ほどもある邪悪な竜を一矢で撃ち殺したことから名付けられたものである。名前とは裏腹に別段ドラゴン系のモンスターに特別な効果があるわけではないが、その威力は特別な効果などなくてもまったく問題のないものだ。

「撃つ！」

　澪にしては珍しく、気合いの声とともに矢を放つ。

　弓がきしむほどのエネルギーを乗せて放たれた矢は、放物線を描くことなくまっすぐにゴーレムの胸部を撃ち貫く。

　穿うがたれた穴から胴体全体に亀裂が広がるも、ゴーレムを完全に砕くには至らない。

「ねえ、澪。もう一発は……」

「さすがに弓がもたない」

　澪の言葉に視線を向けると、確かに先ほどの一撃で弓がかなりひずんでいた。恐らく今ならまだ修理もできるのだろうが、もう一発撃ってしまえば完全に砕け散りかねない。

「さすがエクストラスキル。練習が足りないと武器がいくつあっても足りない……」

　澪のぼやきに内心で頷きながら、それだけのダメージを受けてまだ健在を主張するゴーレムに視線を向ける一同。自己修復の可能性を考えるなら、弓を壊してでももう一撃入れるべきなのだろう。

　だが、澪の弓の状態を見る限り、二発目のエクストラスキルを発射できるかどうか、それ自体が大博打ばくちになりそうだ。

「あれだけ亀裂が入ってるんだったら、あたしの切り札も通じるかも」

「真琴？」

「今まで黙ってたんだけど、あたしも持ってるのよね、エクストラスキル」

　唐突な真琴のカミングアウトに声を上げそうになり、その正体と黙っていた理由に思い当たって驚きの声をどうにかを飲み込む達也。どうにか口をついて出たのは、言わずもがなの確認であった。

「今まで黙ってたのは、刀の技だったからか？」

「そ。とはいっても、ゲームの時でも使ったことはなかったんだけどね」

「……そうか、武器か……」

　いろいろ納得できる理由。それを聞いてしまえば、ここまで隠していたことに文句を言う気が完全に失うせる。そもそも達也達が文句を言う筋合いもないので、最初からそれほど何かを言おうとは思っていなかったのだが。

「宏、もう一振り打てる？」

「全員分の武器、作りなおすぐらいの在庫は残ってんで」

「だったら、もう一度よろしく」

　そう言って刀を鞘さやにおさめて軽く手を上げると、何の気負いもなくゴーレムと対たい峙じする。

　そのままでは亀裂にそって斬きるには射程が足りないので、相手がパンチを空振りするのを待つ。

　踏みつけ、蹴り、ときて三発目の攻撃。待ちに待ったパンチ。それをやや余裕を持った距離で回避して腕に飛び乗り、そのまま一気に駆け上がる。

「奥義の入口ってやつを、見せてあげるわ!!」

　抜刀術の構えのまま胴体に攻撃が届く距離まで駆け抜け、蓄えに蓄えたエネルギーを一気に解放、己の速度を限界を超えたところまで加速する。

「疾しっ風ぷう斬ざん・地ち！」

　いくつかの型に派生する奥義。その最も基本とも呼べる型を解き放つ真琴。

　ただただひたすら速く何度も斬りつける、ただそれだけの奥義。

　だが、その速さが一秒間に二十を超える斬撃を放つに至れば、ただ速いだけなどとは口が裂けても言えなくなる。一方向に突き抜けるほど特化したシンプルな技というのは、難しい事をするよりはるかに強くなるのである。

　もっとも、

「やっぱ、足りないか……」

　これで仕留めきれない事は、放った瞬間に真琴自身がはっきり理解していたのだが。

「あれでも足りねえのかよ……」

「ゲーム時代から宏と知り合いだったら、今ので終わらせられた自信はあったんだけどね」

　最後の一いっ閃せんを放ち終えると同時に折れた刀を見せながら、苦笑交じりに応える真琴。

　彼女の言うとおり、仮に宏とゲームの時に知り合いであったら神鋼製の刀を使うことができていたはずであり、その刀で修練ができる分、奥義の熟練度ももっと高かっただろう。

　結果として刀が折れることもなく、同じ技でもさらに高威力、高精度で放つことができ、ゴーレムをきっちり粉砕できたはずなのだ。実際、足りないといっても、あと一割か二割技の威力が高ければ、それだけで勝負が決まっていた。

　もう一つもしもを言うのであれば、真琴が使っていた刀が魔鉄とミスリルの合金ではなく、オリハルコンかアダマンタイトを使ったものであれば、もう一段威力が高い型を使えたであろうから、やはり今ので終わっていただろう。

　だが、そのたらればは言うだけ無駄な話だ。

　それに、発動できるかどうかはともかく、彼らにはもう一発、エクストラスキルによる攻撃が残っている。相手の防御力が常識外れの水準ゆえに、残り体力が数ドットといえども普通の大技では削り切れないが、エクストラスキルさえ使えれば普通にオーバーキルできる。

「まあ、そういうわけだから、あとはあんたの出番よ」

「しっかり決めてこい、ヒーロー」

「っちゅうても、発動できる気せえへんねんけど」

「ぶっ放せるまで暴れてこい！」

　いまいち消極的な宏に発破をかけて送り出す年長組。

　実際、宏がタイタニックロアを使えなければ、ここから逆転される可能性すらある。特大ポメという手がないわけではないが、残念ながら一番大きなポメを使っても威力的にはエクストラスキルには届かず、その上破壊力が拡散する傾向があるため仕留めきれるかどうかに不安が残る。

　結局、宏がヒーローにならなければ終わらないのである。

「まあ、やるだけはやってみるわ」

　そう言いつつ、ヘビーモールを頭の上で振り回しながら突撃する。

　その宏を迎え撃とうとするように見えたゴーレムが、唐突におかしな挙動を見せる。

「何だ？」

「あたし、ものすごくやばいんじゃないか、って予感がしてるんだけど」

「というか、腕を自分でもぐとか、この後の展開は一つしかない」

　澪の言葉に青ざめながら頷き、大慌てで散開しようとする真琴達四人。だが、無情にも相手の行動の方がはるかに速く、達也達が逃げ終わる前に、ゴーレムが全力で左腕を投げつけてくる。

「させるかい!!」

　ものすごい勢いで放り投げられたゴーレムの左腕。それを必死になって迎撃する宏。

　洒落にならない質量の直撃でこれまでにないほどのダメージを受けるも、どうにか後ろの四人が完全に巻き込まれることだけは防ぐ。だが、アラウンドガードの限界を超えたその一撃は、本体を受け止めきっても全ての攻撃力をなかったことにまではできず……

「春菜!?」

「春姉!!」

　宏が受け止めた時に砕けた腕、その破片があろうことか春菜に直撃する。

　宏というクッションで勢いをそがれ、さらに地面に当たって跳ね返ることでほとんどのエネルギーが失われてはいるが、それでも春菜本人を余裕で覆うほどの大きさの破片である。

　直撃を受けた春菜は、悲鳴を上げることすらできずに下敷きになってしまう。

「春菜さん！」

　さすがに放置しておくことができず、ボスを無視して瓦が礫れきをどけに行こうとした宏を挑発するように、ゴーレムが大きく飛び上がる。

　それを見た瞬間、宏の中で何かが切り替わった。

「邪魔……、すんなや!!」

　ゴーレムの着地地点にダッシュで回り込み、着地のタイミングに合わせて全身を使ったスマッシュを叩き込む。

　そのまま着地させてしまえば宏と春菜は共倒れになっていたであろうことを考えると、無茶を通り越して無謀としか言いようがないその行動は、だが見事にゴーレムを遠くに弾き飛ばして転倒させることに成功する。
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　無茶をした代償で、先ほど受けた傷から結構な量の血が噴き出すが、今の宏にはそんなこと、まったく知ったことではなかった。

「素材とかどうでもええ！　往生、せいやあ!!」

　弾き飛ばされた時に足がもげ、立ち上がれずにもがいていたゴーレムに持てる最強の技を容赦なく叩き込む。

　今まで何度試しても発動しなかったエクストラスキルが、何事もなかったかのように普通に最大の威力を発揮し、ゴーレムとヘビーモールを粉々に粉砕する。当然、宏本人にもノックバックは来るが、それでどうなるほどやわな体はしていない。

　辛うじて残った柄を使ってコアらしきものを叩き割ると、宏は何もかも放置して春菜の方に駆け寄った。

「春菜さん、大丈夫か!?」

「さすがに……、大丈夫とは……、言えない、かな……」

　春菜に直撃した瓦礫は、宏以外の三人が全力で持ち上げようとしても動かない重さであった。

　その瓦礫をあっさりと持ち上げて、宏は心配そうに春菜の様子を確認する。真琴の倍近い筋力値は伊だ達てではない。

「とりあえず……、リターンヒール……」

　瓦礫が直撃する前の状態に戻すやり方で傷を治療し、ふらつきながらも立ち上がる春菜。ついでに、地味になかなかの重傷を負っている宏を、女神の癒いやしと加速系回復エクストラスキル・ハイパーリジェネートで完治させる。

「多分だけど、このカッターシャツを着てなかったら危なかったかもしれない」

「そのブローチとかも？」

「そうかも」

　真琴の指摘に、ちょっと嬉うれしそうに頷く春菜。好きになった男に、何重もの形で守ってもらえたのだ。嬉しくないわけがない。

「それにしても、ヒロがあそこまでキレるとは予想外だったぞ」

「そら、いくら僕がヘタレやっちゅうても、仲間殺されかけてキレんですむほど冷血漢やないつもりやで」

　仲間という言葉に、微妙に持っていた期待を完全に叩き潰されて、思わず内心で苦笑するしかない春菜。宏の性格上、たとえ先ほどの攻撃で死にかけたのが達也や真琴であっても、本気でキレてゴーレムを叩き潰しただろう。

　そういう意味では、このメンバーの中で自分が特別ではないことぐらいよく知っている。

　だが、それでも、自分のために素材すら放り出してくれたことは、春菜にとっては人生でも五本の指に入るほど嬉しい事である。素材の事を考えずにゴーレムを粉砕する程度には、宏にとって春菜は重要な位置にいるということなのだから。

「春菜さん、すまんかった……」

「何が？」

「あの時、ちゃんと防いどったら、あんな事にはならんかった。申しわけない……」

「あれはしょうがないよ。砕けた破片まで完全にコントロールするなんて、多分ドルおじさんとかでも無理じゃないかな」

「せやけど、僕はタンクや。タンクがあんなでかい攻撃後ろに通したらあかんやん」

　春菜が死にかけた、その事が随分ショックだったらしい。へこんでいるという表現では足りないぐらいにしおれる宏。

「タンクが全部攻撃防げるんだったら、そもそもあたし達が防具にこだわる理由ないじゃない」

「師匠の壁一枚でどうにかなるほど、この世界のモンスターは甘くない」

　真琴と澪が、厳然たる事実をもって宏をなだめに入る。

　正直、今まで宏がいた時の戦闘が安定しすぎだったのだ。普通は、壁役以外の人間もそれなりの頻度で攻撃を受けるものである。ゲームでも、バックアタックで後衛に大技を叩き込まれて全滅した事など、枚挙に暇いとまがない。

「あのね、宏君。タンクが後ろに攻撃を通さないのが仕事だとしたら、タンク以外の人間は不測の事態でも即死しないようにするのが義務なんだよ」

「そういうこった。反省会は終わりにして、素材漁あさるぞ」

　そもそもあのサイズのゴーレムを相手にして、最終的に全員致命的な負傷をせずに終わらせられたこと自体、誇っていい事なのだ。そんな思いを込めて、素材を回収するよう話を振る達也。

　春菜が死にかけたのは、宏だけでなく本人を含めた全員の反省事項だ。宏一人が過剰に背負う必要はない。

「師匠、コアのあたりの瓦礫、上う手まく精製したらオリハルコン採れるかも」

「ほんまか？　……せやな。上手いことやったら、真琴さんの刀ぐらいはどうにかできるかもしれへん」

「宏君。このコア、何かに使える？」

「使い道はいろいろあるけど、今んところは保留やな」

　などと話し合いながら、建材として使える大きさを保った石材を相当量確保し、それ以外にも無事だったレンガを含めてあれこれ回収していく。

　石材やレンガ、砂などが中心ではあるが、そう簡単に手に入らないランクの素材を多数手に入れ、思わずほくほくした顔になる宏。

「そういや、思ったんだが」

「ん？　なんや？」

「このゴーレムって、もしかして調理したら食えるのか？」

「多分食えると思うで」

「やっぱり食えるのかよ……」

　回収している時にふと思い出したことを確認し、げんなりした顔になる達也。

　機材が足りないと言っていたから、恐らくこれを食うことになる日は来ないだろうが、それを絶対とは言えないこともよく知っている。ゲテモノはミミズぐらいまでにしてほしいというのが、日本の都会に住んでいた男の切実なる願いだ。

「そういえば、陽炎の塔ってこのあとどうなるのかな？」

「この辺異界化したまんまやし、また生えてくるんちゃう？」

「生えてくるって……」

　素すっ頓とん狂きょうな事を言い出す宏に苦笑しつつ、なんとなく陽炎の塔が立っていたあたりに視線を向け、思わず絶句する春菜。もっとも、誰でもその光景を見れば、絶句するしかないだろう。

「本当に、生えてきた……」

「冗談で言うたんやけど、本気で生えてくるとは奥が深いなあ」

　なぜなら、ちょうど春菜が視線を向けたタイミングを見計らったかのように、まるでタケノコか何かを彷ほう彿ふつとさせる形で陽炎の塔が生えてきたのだから。

　擬音をつけるなら、にょきにょき以外ない。そんな感じである。

「何がトリガーで生えてきたんやら」

「『フェアクロ』と同じように、ラスボスのドロップアイテム回収で、中の状態がリセットされたんじゃねえか？」

「ああ、なるほど」

　達也が持ち出してきた、大抵のダンジョンに共通するゲーム上の仕様。それを聞いてひどく納得する宏達。

　この陽炎の塔でも、誰かがフロアごとにいるボスを倒せば、そのフロアのモンスターや宝箱がリセットされるという仕様は存在していた。今回はそれのもっと極端な形なのだろうと言われれば、それなりに納得はできる。

　因ちなみに陽炎の塔の各フロアのボスは、一度倒されたあと三十分から八時間の間でランダムに決定されたインターバルを置くか、十五階のイビルイフリートを倒すことで再度復活する。イビルイフリートの復活時間も他のフロアのボスと同じく三十分から八時間の間でランダムで、こちらは他のフロアのボスと違って時間経過以外で復活することはない。

　これは、一つのグループがボスを占有することを避ける目的のほかに、ボスを乱獲することでフロアを何度もリセットして荒稼ぎする、というやり方を防ぐ目的もある。ボスが倒されてから再生するまでの時間が毎回違うため、一つのフロアに粘着している暇があったら、他のインスタントダンジョンにでも入ったほうが効率がいいのである。

「どうやら、無事に終わったようじゃの」

　陽炎の塔が生えてきたのを確認したのか、女王が宏達のもとへ歩いてくる。

「そっちは、怪我人とかはどないです？」

「それなりにスムーズに避難が終わったからのう。大して問題は起こってはおらんよ」

「そらよかった」

　そう言うと、再生した陽炎の塔へと近寄り、壁をぺたぺた触って何やら確認を始める宏。

「何をしておるのじゃ？」

「全部終わったことやし、もうちょっとレンガパチっておこうかなあ、思いまして」

「崩れそうじゃから、できればやめてほしいが」

「大丈夫です。崩れるほどパチらんし、たぶん八時間ぐらいでパチったところも復活する思うし」

「まあ、駄目とは言わんが、ほどほどにのう」

　最終的にはやはり素材に執着する宏を見て、思わず呆あきれのこもった笑みを浮かべる女王。

　結局、宏はどこまでいっても宏であった。








ダール編　エピローグ






「しかし、よくよく考えてみると、俺らよくあれに勝てたよなあ……」

　妙に長かった一日の最後、宿でかなり遅くなった夕食──というより、もはや夜食と呼んだほうが正しい食事を食べながら、つい先ほど始末したタワーゴーレムについてしみじみと語る達たつ也や。

　すでにオクトガル達にはたこ焼きを振る舞い終え、何も食っていないのは宏ひろし達だけという状況である。エアリス達はあの後イグレオス神殿に移動し、明日の予定だった話し合いを今日の夜に前倒しにしたらしい。

「あれ、どう考えてもレイドボスだよなあ……」

「それも、タンクだけでも二十～三十は欲しい、人数だけで言うなら二百人規模の集団が必要な、ってところね。状況的にしょうがなかったのは確かだけど、普通は五人パーティで挑むような相手じゃないわね」

　達也の言葉に同意し、さらに条件を上乗せする真ま琴こと。戦闘廃人として幾多の前線を駆け抜けた彼女をしても、タワーゴーレムの強さは別格だったと認識せざるを得ない。『フェアクロ』であれ以上となると、真琴ですらドラゴンロード・バルシェムぐらいしか知らない。

　なお、そのバルシェムはフィールドボスではあるが、まだ一度も討伐されていない。トップレベルの廃人達ですら火力が足りない、というのもあるが、それ以上に薙なぎ払いやブレスの一撃で前衛が消し飛ぶため、まともな戦闘にならないのである。

「高火力系のエクストラが三つあったからどうにかなったが、普通にボス戦のセオリーどおりにやってたら火力不足で詰みかねん相手だよなあ……」

「そうね。バルシェムほどの火力はなかったけど、それでもゲームで組んでたあたし達のタンクだと、三発も食らえば普通に消し飛ぶぐらいだし、防御力に至ってはさすがゴーレム、としか言えない感じよ。あんなのに防御貫通技なんて入れたら、それだけでスタミナか魔力が枯渇するわね」

「お前、向こうにいた時にあれを倒せる自信は？」

「五分五分ってところね。攻撃エクストラを使える人間は五人集められるけど、残念ながらあの手のと相性がいい鈍器系のは、まだ発見されてないのよ。それに、あたしも向こうにいる時はエクストラは武器がなくて使えなかったし」

「なるほどな。勝てたのはやっぱり、奇跡の範はん疇ちゅうってことか」

　達也の結論に、真顔で頷うなずく真琴。

　はっきり言って、宏がいなければ、そして宏と澪みおがエクストラスキルを覚えていなければ、恐らく自分達はここにはいない、どころかダールという国自体が怪しい。

「澪が使った技がアーマークラッシュを発生させてなかったら、恐らくあたしの技はそんなにダメージ出てなかったと思うわ。もっとも、宏のタイタニックロアは、あの手のゴーレムには減衰なしでダメージ出そうだから、多分何とかはなったと思うけど」

「その話したら、真琴さんの刀もう一振り作っといたら、あの時点で終わっとったんちゃうん？」

「スタミナ的にはともかく、クールタイムがあるから即座にってのは無理だったわよ？　熟練度初期値の攻撃系エクストラスキルなんて、スタミナの問題がなくても一回の戦闘で一回使えるかどうかってレベルのクールタイムがあるし。それに、あたしの技って大型相手には大きく減衰するから、もう一撃でいけるかといわれると怪しいわよ」

「まあ、そらそうか」

　宏の出した疑問に、真琴がノータイムでどうにもならない問題を列挙する。

　真琴の疾しっ風ぷう斬ざんは発生時間と攻撃回数の問題で事実上必中ではあるが、スキル効果には必中も防御貫通もない技だ。そういったスタミナ消費が変動する特性を持たない技であるため、刀に付与されたスキル発動コスト75％カットのエンチャントの効果で、とりあえず四発以上の発動は可能ではある。

　だが、クールタイムだけはどうにもならない。

　たとえば真琴の疾風斬の場合、熟練度が初期値で千五百秒のクールタイムがある。熟練度が最大まで伸びれば五秒程度と劇的に減るが、連発ができないという点は変わらない。

　澪の巨竜落としはかなりクールタイムが短いが、それでも三百秒、約五分は使えない時間がある。

　春はる菜なの各種エクストラはそこらへんの制約は小さいが、それ以外の問題が大きく、現状あまり使いどころがない。

　なお、余談ながら、真琴が口にしたアーマークラッシュとは、硬い外骨格を持っている相手やゴーレム、鎧よろいを身につけている相手にのみ発生する状態異常で、ボスだろうがなんだろうが関係なく発生する。

　ただし、鎧といってもソフトレザーアーマーのような硬さより弾力で防御力を稼いでいる装備では発生しないため、クラーケンをはじめとした防御力の高い軟体動物などが相手の時には狙えない状態異常である。

　しかも、一部の金属防具にはアーマークラッシュ無効の特性が存在し、そうでなくても自動修復のエンチャントが付いていれば割とすぐ治ってしまうという、意外と不遇な状態異常だ。

「とりあえず、今回の事であたしの心配事が的中してそうだって分かったのがねえ……」

「心配事？」

「ええ。宏の防御力見てて、ずっと気になってたのよ。もしかしたら、宏が神鋼製のフル装備で防御を固めても、防ぎきれなくてダメージ受けるような攻撃力を持ってるやつがいるんじゃないかって」

　真琴の言葉に、さらに真剣な表情を浮かべる一同。その心配事は、いろんな意味で死活問題になりかねないからだ。

「こっちの世界って、ゲームとは違うところがたくさんあるけど、戦闘パターンはともかくスペック的な意味でのモンスターの強さは、ゲームとそんなに変わらないわよね？」

「まあ、そうだよな」

「で、ゲームってことはね、想定される一番極端なラインに合わせたボスとか雑魚が、必ず一種類か二種類は用意されてるのよ」

「その、一番極端なやつってのが、ドラゴンロード・バルシェムじゃねえのか？」

「言っちゃあなんだけど、今までのバルシェムとの戦闘経験を踏まえるなら、宏がフォートレスをＭＡＸまで鍛えるか上がりにくくなるまでレベル上げるだけで、普通に戦闘が成立する範囲に落ち着くと思うわよ？　即死しなかったってだけだけど、かすりダメージなら前衛アタッカーが生き延びたことがあったし」

　そんな物騒な事を断言する真琴に、返事に詰まる達也。

　宏が能力値の割にレベルが低いことは事実であり、割と簡単に上がるレベル三百ぐらいまで鍛えれば、その結果伸びる体力だけでも今回のタワーゴーレムぐらいの火力は脅威にはならなくなる。

　それに、今までのボス戦その他の事を考えても恐らくまだ二百には届いていないであろうことを考えれば、三百までいけば百レベル以上上がる。

　それだけあればいくら上がりにくくなっているといっても、普通に耐久が一か二は上がるだろうから、その分の防御力や体力も馬鹿にできなくなる。

「そう考えると、確かにもっと火力があるやつがいる可能性は高いな」

「でしょ？　そうなってくると、事故が怖いから対策は考えないといけないわけよ」

「……全員、フォートレスぐらいは鍛えておいたほうがよさそうだな」

「そこは最低ラインね」

　そんな物騒な事を断言する真琴にため息をつき、達也が宏に視線を向ける。スキルまわりでどうにかするにしても、一朝一夕ではどうにもならない。ある程度は道具に頼るのもありだろう。

　なお、壁役以外があまりフォートレスを鍛えない理由は簡単で、攻撃力増幅など他の自己増幅系スキルと干渉し、上書きしあうからである。

　その上、他の自己増幅系スキルと違い、被弾しまくる必要があるという地味に鍛えにくい特性があるため、特に有利な装備が大抵布系で物理防御が上がらない魔法系アタッカーやヒーラーは、効率とリスクの問題でどうしてもフォートレスを鍛えて頼ろうという発想にはなりにくい。

　補足しておくと、これまで特に描写はしていないが、春菜以外は毎回何がしかの自己増幅スキルを使っている。春菜が特に使っていないのは、状況によって有効な自己増幅スキルが変わる上に、最近はボス戦では安全圏で歌いながら必要に応じて補助魔法を発動する以外のことをしていないため、わざわざ自己増幅スキルを使う必要がなかったのである。

「なあ、ヒロ。ボス戦で事故った時に即死防ぐ方法とか、心当たりはねえか？」

「何個かはあるで。すぐに用意できへん手段ばっかりやけどな」

「具体的には？」

「使い捨ての身代わりアイテムで一回、クールタイム制の防御エンチャントで一回、あとは神酒の類たぐいやな」

　神酒、という言葉にピクリと眉を動かす真琴。廃人達の間でも貴重な、それゆえにスペックを検証できるほどの数がなく詳細が分からないアイテムである。情報があるなら、あるだけ欲しい。

「神酒の類って、神酒はソーマ以外にもあるの？」

「神酒に分類される酒は、ソーマとアムリタやな。まず共通する機能として、効果時間五分、使用後再使用可能まで十分、効果時間の間、ありとあらゆるマイナスの状態異常および死亡を防ぐ効果がある」

「……ありとあらゆる？　即死の特殊効果だけじゃなくて？」

「ダメージとかもやな。効果時間の間はどんだけダメージ食らっても、残りＨＰ１で止まんねん。もっとも、品質によってはダメージでの死亡がキャンセルできへん事もあるみたいやけど」

「ああ、なるほど。あたし達の手持ちはドロップアイテムだったから、品質が低かったわけね」

　宏の解説に納得する真琴。ドロップアイテムに共通する要素として、品質の極端なばらつきがあげられる。時折職人が作るものを鼻で笑うほどの高品質アイテムが産出されるかと思えば、一つ下のランクの高品質品と競るような粗悪品が量産されたりと、とにかく安定しないのである。

　しかも、言うまでもないことだが、ランクの高いアイテムほど粗悪品のドロップ率が高いわけで、ソーマのような最高ランクの消耗品が低品質なのも、ある意味当然ではある。

　余談ながら、ドロップアイテムの消耗品の場合、品質はそのアイテムを製作可能なスキルを持っていない限り、使ってみなければ正確な数値は分からない。真琴が自分達の持っていたソーマの品質を知らない風な発言をしているのも、これが原因である。

　これが装備の場合だと、キャラクターレベルがある程度高ければ装備や鑑定をしなくても、大まかな性能やエンチャント、特殊効果などは見て分かる。

「で、ソーマは回復系やから、効果時間の間、毎秒ＨＰ、ＭＰ、スタミナが最大まで回復しおる。アムリタは強化系やから、効果時間の間、全部の能力が最低五倍になる。アムリタとソーマはバフとしての枠が別やから両方の効果は同時適用できるけど、どっちかっちゅうたらクールタイムの間の即死予防として使うたほうがええやろうな」

「……極悪ね、どっちも」

「そらまあ、製造にエクストラスキルがいるんやから、極悪な性能にもなるやろうな。あと、能力強化に関しては『神薬』っちゅうやつがあって、こっちは最高品質で三時間の間、装備を抜いた能力値を五倍や。時間とともに効果が減衰するタイプやから、完全に効果が切れるまで十二時間かかる代わりに、クールタイムがあらへん。中毒副作用の類を気にせえへんねんやったら効果が落ち始めてから再使用、っちゅう真似もできるし、最初の服用から五時間ぐらい経てば副作用なしでもう一遍飲める」

「さすがに、製造エクストラ使うだけあって、それも極悪ね」

「他には、今回の問題解決には役に立たん上に作ったことはあらへんけど、品質依存で最大で三ポイント、能力値を永久に上昇させる薬、っちゅうんもあるで。材料のほとんどが見たことも聞いたこともあらへんシロモンやから、作れ、言われても困るんやけどな」

　能力値永久上昇の薬と聞いて、さらに表情が変わる真琴。五年で四つしかドロップしていない、レアもの中のレアものだ。そんなものまで作れるとは、自分に限らず戦闘廃人全体、本当に『フェアクロ』の生産スキルというやつを甘く見ていたらしい。生産廃人達が情報を秘ひ匿とくして隠れてしまったのも、実に正しい判断だったのではないかと思ってしまうぐらいである。

　正直なところ、宏と一緒に行動し続けた今、春菜も真琴も、生産スキルが異常に育てにくい理由を心底納得している。

　これだけいろいろえげつないものを作ることができるのだから、初級の時点でプレイヤーの心を折りに来るぐらいでないとゲームバランスがおかしくなりそうだ。恐らく、中級程度でも十分にインパクトがあるだろう。

「……能力値上昇に関してはいずれ考えるとして、すぐに手を打てそうなのってどれ？」

「副作用を考えへんねんやったら、身代わりアイテムがほんのちょっと追加の材料を集めるだけでいける。副作用のない身代わりとエンチャントに関しては、ローレンか大だい霊れい窟くつあたりで採れる素材が必要になってくる」

「なら、当座は副作用ありのやつを人数分、ってところかしら。あと、霊糸を使った服って、今作れるやつが最高性能？」

「まさか。機材をもっとええやつにアップグレードしていろいろモンスター素材使えば三倍以上の性能も狙えるし、何から採れるかまだ分かってへん特殊素材があれば、神衣なんちゅうチート服も作れんで」

「間に合わせの服を人数分作った上で、そっちに回す糸は残る？」

「余裕や」

　宏の断言に一つ頷くと、真琴は話をまとめることにする。

「だったらまずは、その身代わりアイテムを人数分揃そろえるところから、ね。宏、足りない材料って、どこで手に入るの？」

「フォーレで揃う」

「なら、ダールで事の後始末済ましたら、次はフォーレを目指しましょ。あと、春菜達はフォートレスの練習ね」

　真琴の宣言に頷く一同。こんな感じで今後の方針が決まり、それぞれに今の時点ですぐにできることをやっているうちに、長い一日が終わるのであった。




　　　　☆




「吾わが輩はいが炎の神・イグレオスである！」

　翌日、朝一番にほぼ力技でイグレオス神殿まで連れてこられた宏達一行は、何の前置きもなく神殿最奥にある聖域に連れ込まれ、神殿の主あるじである炎神・イグレオスと対面させられていた。

　しかも、本来同席すべきはずの巫み女こや女王もいない。どうやら、女王やイグレオスの巫女にすら聞かせたくない事柄の話があるようだ。

　イグレオスは炎の神だけあってか、非常に暑苦しい外見をしていた。

　鬱うっ陶とうしいほど発達した筋肉で覆われた体にトーガを纏まとい、燃え上がるような赤毛を角刈りにしたその顔は、マッスルという単語を体現するようなこれまた男くさい暑苦しい顔つきである。石造りの荘厳な神殿の、それも最も厳粛な雰囲気が漂うその一室には、ミスマッチなことこの上ない。

「このたびは、本当に世話になった！」

　もっとも、何よりも暑苦しいのは、一言何か言うたびにいちいちポージングを決めることなのは、誰も異論がないところではあろうが。

「今回の件に関してはこっちの身内も巻き込まれていましたので、わざわざ感謝をいただくようなことではありません」

　暑苦しいイグレオスの存在感に内心辟へき易えきとしながらも、とりあえず表面を取り繕ってそれっぽい言葉を言い切る達也。油断すると派手に突っ込みを入れたくなってしまうのは、この神様も同じらしい。つくづく、こちらの世界には碌ろくな神様がいない。

「事情がどうであれ、吾輩の巫女達がお主らに世話になったのは事実！　なれば、吾輩がお主らに礼をするのが道理！」

「だったら、そのポージングをやめていただけると助かるんですが……」

「むう！　やはり不評か!!」

　さりげなくサイドチェストからオリバーポーズに変わったところで達也に苦情を言われ、ショック、と言わんばかりの表情でポージングをやめるイグレオス。

　どうやら神殿関係者からも不評だったようだが、そもそもどういう思考回路でボディビルダーのポージングが好評を得られると思っていたのか、小一時間ほど問い詰めたいところではある。

「とりあえず、礼はいいのでノートン姉妹がなぜ狙われたのかと、冥界神ザナフェル様がなぜ地底を出ていったのか、そして、今どういう状況なのか、そこのところを教えていただけませんか？」

「それを教えるのは、元々吾輩の義務である。故に、こちらの礼とは別枠になる。が、その二つは微妙に関連しておるのでな。どこから話したものか、なかなか難儀ではある」

　関連している、というイグレオスの言葉に、またややこしい話かと内心頭を抱えるしかない達也。

「とりあえず、経緯とかそういうのは全部省いて、結論だけを教えていただけませんか？」

「そうだな。では、まず、姉妹が狙われた理由からだが、あの二人は先々代のダール王、つまり現女王の夫の父親に当たる男の隠し子で、吾輩とザナフェル、双方の巫女になれる資質を持っているからだ。邪神をあがめる連中にとっては、今のアルフェミナの姫巫女と同じぐらい邪魔な存在であろう」

　イグレオスの回答を聞き、思わず顔が引きつるのを止められない一同。王宮に行くことにあまりいい顔をしなかったことをはじめとしたいくつかの情報から、プリムラとジュディスが王家の血筋である可能性には気がついていた。

　そして、王家の血をひく人間が巫女の資質を持ちやすいらしい事もうすうす察していたため、イグレオスの巫女の資質を持つことも想像の範囲内ではあった。だが、そこに冥界神まで絡むとなると、さすがに予想外では済まない話である。

「姉妹が吾輩の巫女をやっていない理由は簡単である。政治的なあれこれが絡んで、そういう立場に持ってくることができないという、ありきたりな話だ。発現こそしてはいないが、ダール王家の血統魔法の資質を持っていることもネックになっている」

「それはまた、面倒な……」

「そういう意味では、あの二人が恋の炎を燃え上がらせた相手が、傍はたから見ていてまったく脈がないことが分かるお主らでよかった、とも言えるのである。現時点であの二人が孕はらみ、その子供が血統魔法を発現させたりした日には、大混乱必至である」

　神様にまで恋が実らなくてよかった、などと言われてしまうプリムラとジュディスに対し、心の中で思わずそっと涙をぬぐう真琴。

　恋が実らぬ元凶とも言える宏と達也は、どうにも気まずそうである。正面切ってこれ以上ないぐらい明快に相手を振っている達也は特にそうだ。

「だがしかし、恋の炎が燃え盛ることは、炎の神としては実に喜ばしい事である。たとえそれが実らぬ恋でも、強く燃え上がらせることはいい事なのである」

「いや、それで泥沼になった日には、いろいろと洒落しゃれにならんのですが……」

「嫉妬の炎も炎である。が、さすがにそういう健全でない炎を燃やしすぎると、それこそ核の炎で地上を焼き払うことになりかねないのである」

「さすがにそこまで大層な事にはならないと思う、というか、思いたい……」

　イグレオスのいろいろとまずいだろう発言を半ばスルーしながら、思わずうめくように呟つぶやく達也。あれこれ思い当たる節が無きにしも非あらず、なのがつらいところである。

「むしろ、そこまで大層な事にならぬよう、邪よこしまな気持ちを糧に燃え上がる炎をスポォツで浄化するべきだろう。というわけで歌姫よ、スポォツするのだ！」

「ど、どうして私!?」

　いきなりイグレオスに指名されて、大いに慌てふためく春菜。思い当たる節がないでもないが、自分だけ指名されるいわれはないのでは、と、声を大にして言いたいところだ。

「お主の心に嫉妬の心が燃え上がっているからに決まっている！　嫉妬の心は父心とはいうが、度を過ぎれば建設的な方向には向かなくなるのである。だから、スポォツするのだ!!」

「言ってる内容には部分的に同意しなくもないけど、それとスポーツとは全然関連性がない気がするよ!!」

「スポォツで健全な汗を流せば、恋人でもない相手が他の女に優しいから、などという筋違いなやきもちを焼く気など起こらなくなるのだ！」

「この神様、無茶苦茶言ってる!?」

　あまりに飛躍しているイグレオスの論理に、言葉遣いに気を使う余裕もなく絶叫する春菜。

　確かに時々やきもちを焼いてきつい態度を取ってしまう自覚はあるが、その手の感情はスポーツとか一切関係ない。というよりもスポーツで体を鍛えようと、元から邪よこしまな人間はどこまでも邪なものなのである。

「話がそれてるというか、今現在重要なのは春菜のやきもちがどうとか、それをスポーツで洗い流せるかどうかじゃなくて、ノートン姉妹の背景と冥界神ザナフェル様の事なんじゃないかと思うんですけど」

　このまま春菜をいじり続けると話が進まなくなる、そう考えた真琴が軌道修正に入る。

　その突っ込みを受けて、少々残念そうにしながらも、話を戻すことにするイグレオス。

「そうであったな。この話は後ほどするとして、ノートン姉妹とザナフェルの事だな」

「ええ。立場上イグレオス様の巫女になるのは難しいとはっきりしている割に、バルド達があの二人を絶対に殺さなければ、みたいな覚悟を持って攻めてきていたのが気になりまして。ザナフェル様の巫女といっても、肝心のザナフェル様が現在行方不明である以上、巫女としての資質はほとんど意味がないはずですよね？」

「基本的にはそのとおりである。そこは、現在ザナフェルが置かれている状況が鍵なのである」

「ということは、ザナフェル様の所在を知っている、ということですか？」

「知っているも何も、このオアシスの底にある湖底のピラミッド、そのなかで眠っているのである」

　なんじゃそら、と言いたくなるイグレオスの回答に、思わず顔を見合わせるしかない一同。どうにも、いろいろと込み入った事情がありそうである。

「これは大地の民の連中は知らぬことだが、三千年とちょっと前、地底の街に突如巨大な瘴しょう気きだまりが発生してな。そこを足掛かりに違う世界から邪神が顕けん現げんしようとして、ザナフェルと相討ちになったのである」

「って、もしかして!?」

「うむ。相討ち、であるからして、邪神も完全に滅んだわけではなくてな。残った破片のうちの一部、といってもアルフェミナやザナフェルのような五大神以外には少々手に余る大きさではあるが、それが残っておる。そやつは復活のためにこの世界の瘴気を増やそうとせっせと策動しておる。それが各地にバルドを送り込んでいる一派であるが、ここでは置いておこう」

「アルフェミナ様が忙しいって言っているのは……」

「邪神の欠片かけらが余計な事をしないよう、あれこれ動き回っておる。が、我らは舞台装置ゆえ、巫女を通してか試練を乗り越えたという形以外で、直接的に人間達の世界に干渉する能力も機能も権限も持ち合わせてはおらん。そのため、少々厄介な事にはなっている。もっとも、それもザナフェルの話には関係がないし、吾輩ではなく知の神・ダルジャンあたりに聞いたほうが正確な話が聞けるであろう。吾輩もザナフェルの封印と浄化で手いっぱいでな」

　これまた、なかなか重大な話がぽろっと出てきて、いろいろと頭を抱えたくなる宏達。

　ファーレーンの時点でいろいろ巻き込まれることに対して覚悟はできていたが、ここまで深みにはまるとさすがに泣きたくはなる。

「で、ザナフェルだが、ここまでの話で予想はついておるだろうが、相討ちになった際に邪神の破片が深く食い込んでおってな。半ば邪神化しかけておったため、当時の自身の巫女を連れ出して、ファーレーンの建国王や当時のアルフェミナをはじめとしたザナフェル以外の四大神の巫女、吾輩や水の神の巫女などの助けを借りて自身を封印したのである。その際、できるだけ周囲に被害を出さぬようにと封印効果を高める構造であるピラミッドを用意したのだが、邪神の破片の方が一枚上手でな。封印を終えた後には、きっちりこの一帯が砂漠化しておった」

　なかなか壮大でファンタジーな話に圧倒され、何も言えずに沈黙する宏達。聞いてしまえば納得できる話とはいえ、よもや灼熱砂漠誕生の理由が邪神を封印するためとは、さすがに予想外だった。

　なお余談ながら、陽炎かげろうの塔は灼熱砂漠ができた時に発生した、処理しきれなかった瘴気を邪神教団が根城にしていた塔に押し込めたものである。

　十五階建ての塔などという立派なものを根城にしていて、なぜ殲せん滅めつされずにいたのかとかいろいろな話はあるが、当時の情勢をはじめとした込み入った事情があるためここでは省く。

　湖がやけに清浄なのも、塩湖になったり富栄養化が進んだりしなかった理由も、結局はザナフェルの封印に絡んでいる。ザナフェルを封印する時に、特に浄化にたけた海洋神とその部下である水の神が、湖そのものに浄化機能を持たせた上で砂漠化の影響を受けないように地下水の循環ラインを構築したのだ。

「封印のための人柱にならざるを得ない。その事を悟っていたザナフェルの巫女は、建国王やその恋人であるアルフェミナの巫女の同意を得て、ザナフェルの秘術を使って建国王との間に子をなし、吾輩の巫女に託してザナフェルとともに封印されてピラミッドの中で眠っておる。もっとも、すでに魂は摩耗しておるから、封印を解いたところで言葉を交わすこともできんとは思うがな」

　恐らくいろいろな情報を省いたであろうイグレオスの説明だが、それでも問題となっている姉妹の事について、大体察することはできた。

「つまり、ノートン姉妹はザナフェル様の復活の鍵になる、と」

「うむ。アルフェミナの姫巫女が歴代でも屈指、というよりは最高の能力を持っている今、邪神一派にとっては、さぞかし邪魔であろうな。ザナフェルの復活、それは邪神の破片の消滅に即つながる、それだけの状況だと言い切れるのであるから」

「ってことは、あの二人はまだ狙われるってことですか……」

「それについては心配無用である。二人をアルフェミナ神殿の本殿に出向させることに決まったのである。さすがの邪神一派といえども、今のアルフェミナ神殿本殿を狙って行動を起こすのは難しい。ウルスにテロ行為を働きに行くにしても、浄化の力が強すぎて、連中では出入り自体が厳しいからな」

　アルフェミナが隙すき間まを見てはエアリスの体に降臨していたのは、息抜きだの安い神託を下すだの以外にも、そういう理由があったようだ。さすがに、腐っても五大神といったところか。

「そういうわけだから、できればではあるが、お主らにはザナフェルの浄化と復活を手伝ってほしいのである」

「多分、それをやらないと元の世界には帰れないんですよね？」

「生きて帰るのは不可能であろうな。本来ザナフェルがやるべき仕事を他の四柱で回している現状、死した魂をリセットして向こうに戻すことはできても、生きたまま向こうとのゲートをつなぐのは厳しいはずである」

「……どっちにしても俺達に降りかかってきそうですし、引き受けること自体はやぶさかではありません。というか、恐らく自動的に関わりあいになることになるので、改めて頼まれなくてもそのつもりで動きますよ」

「感謝する。先ほどの礼とあわせて、ささやかながら、お主達に吾輩から力を与えよう」

　イグレオスのその言葉が終わると同時に、一行の体を炎が包み込む。驚く暇もなく、まったく熱さを感じぬ炎が日本人一同の体に吸いこまれ、体の中を熱が走り抜ける。

「お主らに、炎を扱う術すべを教えた。炎を使う系統の術や技は、今までより扱いやすくなろう。また、製造過程に炎が関わる物品は、気持ち程度であるがその完成品の品質がよくなる。それと、刀を使う娘。真琴といったか？」

「え、ええ、そうですけど」

「お主には、吾輩の秘術、その一端を授けておいた。歌姫が扱うアルフェミナの秘術同様、使いこなすにはかなり肉体を鍛える必要があるが、使いこなせればお主の身体能力はこれまでとは比較にならない領域に踏み込むであろう」

　体内に宿る炎の要素。それを限界まで活性化することで人の身では持ち得ないほどの身体能力を得るエクストラスキル。自身がそれを得たことを察し、真剣な顔で一つ頷く。

　言われるまでもなく、この技は生半可なことでは使いこなせない。いや、そもそもが、エクストラスキルと名が付いているもので、容易たやすく使いこなせるものなど一つもない。

「さて、あと一つ。工房主よ、これを持っていけ」

「……もしかして、こいつは!?」

「うむ。真なる炎を起こすための『神の火種』だ。お主なら使いこなせよう」

「ありがたく使わせてもらいますわ。ちょうど陽炎の塔を粉砕したところやから、溶鉱炉の素材は十分やし」

　渡された宝玉を手にマッドな笑みを浮かべる宏を、妙に頼もしそうに眺めるイグレオス。どうやら、彼らにとって宏の暴走は好ましいものらしい。

「さて、渡すものを渡し終えたところで、スポォツするぞ!!」

「結局、そこに戻るんですか……」

　やたらスポーツしたがるイグレオスに、力なく突っ込みを入れる達也であった。




　　　　☆




「それでは、私達は一足先にウルスへ帰らせていただきます」

「うむ。申しわけないが、姉妹の事、よろしく頼む」

「お任せくださいませ、女王陛下」

　宏達がイグレオス神殿から出てくるのを待って、一度ファーレーンへ戻ることを告げるエアリス。その、どうにも忙しい日程に、何とも言い難い顔をしてしまう宏。

「えらい忙しいんやなあ」

「元々、イグレオス神殿での用事が終われば、一度はウルスに戻らなければいけなかったんです。お忍びの上、忙せわしない日程で申しわけないとは思いますが、近々またこちらに来ることになると思いますので、今回できなかったことはその時に回します」

「なるほど。でも、また馬車での旅か？　自分らのゴーレム馬車、完全に壊れとったやん？」

「私達の使う転移魔法は、一度場所を記憶すれば大陸の端から端でも問題なく移動できます。馬車については……、あれはもうどうにもならないので、作りなおすことになりました。私のわがままでいろんな方を振り回した挙句、国庫にまでいらぬ負担をかけてしまうのは本当に心苦しいのですが……」

「まあ、あれはしゃあないと思うわ。なんやったら、注文出してくれたら、もっと頑丈で持ち運びに便利で防衛機能も付いたやつ、身内価格で作るで？」

「本当ですか!?」

　宏の言葉に、顔を輝かせて食いついてくるエアリス。口には出さないが、宏達のワンボックスを羨うらやましいと思っていたのだ。

「まあ、僕らも一いっ旦たんウルスに戻るから、作るとなったらその時やけどな」

「はい。それでお願いします」

　口約束とはいえ、何やら聞き捨てならない契約が成立する。それを聞いていた女王が、便乗するように横から口を挟む。

「それならば、妾わらわにも一台、といいたいところではあるが、工房主殿と妾の関係では、そう簡単にはいかんのだろうなあ」

「そうですね。さすがに、ダールにいろいろ便宜図るには、お互い信頼関係っちゅうやつが足りませんで」

「であろうなあ。とはいえ、こちらとしては工房主殿との伝つ手てを手放したくないのでな。お主らが仮拠点としているあの工房、今回の件の報酬として王家から贈ろう。そこにオルテム村と同じ条件でウルスの本拠との転移陣をつないでほしい。昨日のうちにレグナス王と連絡を取り、許可は取ってある」

「それやってもええんやったらこっちも助かるんは助かるけど、ほんまにええんですか？」

「無論、必要に応じてダール王家にも転移陣を使わせること、というのが条件ではあるがな。こちらも、いざという時に隣国に逃げ込むルートは欲しい。それに、他にもいくつか頼みたいことがある。その頼みごとを考えると、ウルスの工房とこちらの工房がつながっているのは都合がいいはずじゃ」

　他にも頼みごとがあると聞き、非常に嫌な予感がする一行。王家とのコネはそれなりにありがたいが、あまり深入りすると面倒事に向かって一直線だ。

「頼みごと、っちゅうやつの内容にもよります」

「現時点でどうしても、というのは二つ。一つはこちらが指定したポイントと地底の古代遺跡をつなぐ転移陣をいくつか設置。もう一つ、これは国と神殿の共同依頼になるのじゃが、神殿の見習いに、水を作る魔道具の作り方を指導してほしい」

　かなり厄介な依頼に、顔が引きつるのを止められない宏。頼みごとの内容自体はそれほど難しくない。地底とつながる転移陣も、別段問題はない。問題になるのは、水を作る魔道具の方である。

「……そろそろウルスにおる職員達にも魔道具作りは教えなあかん頃やったんで、それ自体はええんですけど……」

「いくら国と神殿の共同依頼といっても、末端の零細業者が引き受けるには、水利権がかなり怖い話ですよね、それ」

　宏が口ごもった言葉を、あえて恐れを知らない様子を装って突きつける春菜。

　その言葉に、小さく苦笑を浮かべる女王。

「やはり、心配はそこか」

「他に心配することって、特にないですよね？」

　春菜の身も蓋ふたもない言い分に、今度ははっきりと苦笑を浮かべる女王。

　王室御用達、などという看板を上げたところで、今回女王が頼む事柄はかなり特殊なもので、水利権以外に特に競合する相手はいない。転移陣など、元々そう何度も作るようなものではないので、それで生計を立てている人間、というもの自体がいないのだ。

「参考までに聞くが、見習いを鍛えたとして、水を作る魔道具を作れるようになるまでどれぐらいかかる？　また、材料が十分にあると仮定して、一個作るのにどれぐらいの作業時間になる？」

「エンチャントの基礎から始めることになると思うんで、最低限の魔道具が作れるようになるまで一カ月か二カ月。水の魔道具っちゅうと一番簡単なやつで半年ぐらいかかって、最初のうちは一個作るんに一カ月ぐらいかかるかも、っちゅうところです」

「その魔道具で一日に作れる水の量は？」

「一番簡単なんやと、普通の人の魔力でだいたい水がめ二杯分ぐらいやと思いますわ」

「だったら、それほど問題にはなるまいよ。仮に十人が作れるようになって、腕が上がって作るのが早くなったとしても月に二十個。作れる水の量を考えても、ダールの水需要を満たして水の値段を下げるまでには至らん。第一、仮にそこで庶民の水需要をまかなえたとして、余った分が砂漠に運ばれるだけじゃ」

「なるほど……」

　さすがに女王も、今すぐ真っ向から水利権を敵に回すつもりはないらしい。ちょっとずつ楔くさびを打ち込んで、徐々に相手を弱体化させながら水問題を解決させたい、というところなのだろう。

「まあ、それやったら引き受けますわ。どうせ、ノーっちゅうんは難しそうですし」

「すまぬ。いずれ何がしかの形で礼はしよう」

　宏達の会話を聞いていたエアリスが、どうやら落ち着くところに落ち着いたらしいと判断して、中断していた会話を復活させる。

「とりあえず話を戻させていただきます。先ほどのゴーレム馬車の件、戻ったらすぐに注文書を用意しますので、よろしくお願いします」

「了解や。ただ、転移陣とかいろいろやらんとあかんことがあるから、戻るまでちょい時間かかるわ」

「はい。それまでにどんな馬車がいいか、ということをドルお爺じい様と話し合って決めておきます。それとミシェイラ陛下」

「なんじゃ？」

「地下遺跡への出入り、今後は特にダールの許可を取らなくてもよろしいでしょうか？」

「姫巫女殿とエルフ殿だけなら、問題はない。オクトガルは……、そもそも禁止する手段がないな」

　偉い人同士の会話ゆえに口を挟めなかったアルチェムが、実に申しわけなさそうにうつむく。その様子に噴き出す女王とエアリス。

「それでは、今度こそ私達は失礼します」

「うむ。此こ度たびの事、誠にすまなんだ」

「いえいえ。では」

　にこやかに一つ会釈し、転移魔法で一気にウルスへ帰るエアリス一行。

　転移の瞬間に宏をじっと見て、何かを吹っ切るように一つ頭を下げたジュディス。

　その姿を脳裏に刻み込みながら見届けたあと、どこに転移陣を設置するのかの打ち合わせのため、転送石を使ってさっくりダールへ戻る女王達と日本人一行。

　こうして、ダールを騒がせた一連の事件は終わりを告げるのであった。






ダール編　後日談その一






「春はる姉ねえ、どうする？」

「どうしよっか……」

　エアリスがウルスへ帰り、アズマ工房がいろいろと請け負ったその翌日。可能であればという形で告げられた女王からの頼まれごとを前に、春はる菜なと澪みおは非常に悩んでいた。

　宏ひろしは転移陣設置の下準備のため、現在ダールの方の工房には不在である。ついでにウルスの工房でいろいろ作業するとの事で、その作業の兼ね合いで真ま琴ことも連れていっている。

「何悩んでるんだ？」

「女王様から、チョコレートの製法と食べ方について、いろいろと考えてほしいって言われたんだ」

「……ああ、なるほど、そういう事か」

「チョコレートって、結構匂においが強い食材だから……」

　春菜の言葉に、ひどく納得する達たつ也や。

　宏がほんの小さな欠片かけらからの匂いだけでも恐慌状態になりかけたことを考えると、全身にばっちりに移り香が残りそうなチョコレート菓子の加工はかなり危険そうである。

「普通なら断るべきだって分かってるんだけど……」

「まあ、お前さん達も食いたいだろうしなあ……」

　どこか気まずそうに答える春菜に、苦笑とも何ともつかない表情で悩みの本質を指摘する達也。結局のところ、全てそこに尽きるのである。

「これが単なる好き嫌いだったら、お前さん達がチョコを食ってきたところで文句を言われる筋合いもないんだがなあ」

「本能のレベルで拒絶反応を起こしてるしね……」

　不意打ちでチョコレートが出てきた時の事を思い出し、苦い顔で頷うなずき合う春菜達。

　さすがに三日三晩生死の境をさまよう羽目になった原因ともなると、どうしても本能の段階で恐怖心を覚えてしまうのだろう。本当の原因は腐った生肉だといっても、体が覚えているのはチョコレートを食べたという事実なのだから、こればかりはしょうがない。

　さらに厄介なことに、チョコレートに比べれば大概のものは怖くない、などと言っている宏だが、実のところチョコレートが嫌いなわけではない。少なくとも映像や写真などでチョコレートを見ても、特にフラッシュバックを起こしたりといった事はないのだ。写真などを見ておいしそうだと思っても、実物を見ると恐怖しか湧かないところが哀れである。

　これでも女性恐怖症と同じく、チョコレートに対する恐怖症も昔に比べて随分とマシにはなっているのだ。入院していた当初は、女性の写真や絵どころかシルエットを見るだけでパニックを起こし、場合によっては気絶すらしていたのだし、チョコレートも話題にちらりと出ただけで鎮静剤が必要になるような状況だった。それから考えれば、今の状況は奇跡的な回復を見せていると言っても過言ではない。

「で、ヒロに話してるんだろう？　本人は何て言ってるんだ？」

「匂いがするって最初から分かってたら対応はできるから、気にせず行ってきたらいいって」

「師匠はそう言ってたけど、達たつ兄にいだったらそう言われて気にせずに行ける？」

「……きついな、確かに」

　信頼関係を築き上げたために当初よりは随分マシになっているとはいえ、すでに女性が三人も一緒に行動している事で負担をかけているのだ。これ以上致命的な弱点に関する負担をかけるのは、いくらなんでもためらわれる。ためらわれるのだが……。

「それでもやっぱりチョコレートは食べたいわけで……」

「そこを我慢するのは、それはそれで健全とはいえない、か」

「達兄だって、誰かがコーヒー恐怖症だからって、手元にあるコーヒーを我慢するのはきついはず」

「まあ、なあ……」

　単にチョコレートを食べたい、というだけの話なのに、思った以上に厄介な状況である。

　さらに難儀な話なのは、女性恐怖症と違って、チョコレート恐怖症は無理に克服させる理由に乏しいところであろう。

　チョコレートなんて、基本的に単なる嗜し好こう品である。災害時や雪山で遭難した時など、カロリーと栄養価の兼ね合いでチョコレートが食べられないことが不利になるケースもあるが、少なくとも現状においては、宏だけはそこを心配しなくてもどうとでもなってしまう。

　その程度のものを、自分達が食べたいからという理由で無理に克服させるのは、いくらなんでも人としてどうかという部分があるし、無理に克服させようとした日には、どうこじらせるか分かったものではない。

　それゆえに、基本スパルタな傾向がある澪ですら、チョコレートに関しては無理強いしようと思っていない。

「一回ぐらいなら、悪いけど我慢してもらってもいいかも、とは思うんだけど……」

「一回で済まねえんだよなあ、こういうのは」

「一回食べたら、また食べたくなるのが目に見えてる。少なくとも、ボクはそういう面での自分の自制心を信用できない」

「私も、かな」

　恐らく、この点に関しては真琴もそうであろう。

　彼女も女性らしく、チョコレートは普通に大好物である。目の前にあれば絶対食べてしまうだろうし、一度食べたらまず間違いなく、またそのうち食べたくなって我慢できなくなる。それが分かっているから、宏の手伝いを文句も言わずに引き受けたのだろう。

「あの女王様の事だから、無理って言って断っても何も言わないとは思うけど、だからって断るのも悩ましいところだよね」

　そこまで未練があるのであれば、もうきっぱり宏に割を食ってもらったほうがいいのではないか。正直達也はそう思わざるを得ない。

　さっきの話ではないが、ここで我慢して自分達が負担を受け入れてしまえば、それこそ後々までしこりが残りかねない。

「なあ、思ったんだが」

「何？」

「いっそ、ヒロが一緒にいる場所で食っても大丈夫なレベルのチョコを作る、ってのはどうだ？」

「えっ？」

「ヒロだって我慢ってほど我慢する必要のないラインはあるだろうし、そこを見つけてはみ出さないやつを作ればいいんじゃねえか？」

　達也の提案に、考えたこともなかったという顔をする春菜と澪。

　確かに写真やイラストが大丈夫なのだから、実物にしたって気にならないラインというのはあるはずだ。本人に食べさせるのは不可能にしても、一緒にいる人間が口にしても問題がないものが作れないとは限らない。

「でもそれ、完成までに相当負担かけそうだけど……」

「長期的にはそのほうがマイナスが少ないんだから、ちょっとの間だけ我慢してもらおう。恐らく、そのほうがお互いトータルで我慢しなきゃいかん時間が短くなるだろうしな」

　説得力があるんだかないんだか分からない達也の言葉に、真剣に考え込む春菜と澪。ありかなしかで言えば、かなりありのような気がしているのだ。

「……そうだね。食べるのは無理にしても、もしかしたらそこを足掛かりにして、実物を見ただけで駄目、って状態よりはマシになるかもしれないし」

「多分ないとは思うけど、師匠がチョコレートのせいで戦闘不能とか洒落しゃれにならないから、無理しない範囲で克服できるところまではしておくのもありだと思う」

　結局欲望に負けて、達也の言葉にさらに理論武装を重ねて、チョコレート試作の仕事を引き受けることにする春菜と澪。やはり、食べたいものは食べたいのだ。

　もっとも、別段ただ食欲に負けただけでもない。恐らく無理だとは思っていても、宏が食べられるチョコレートが作れるなら、ぜひとも作って食べさせてあげたい、という想いもある。

　恐怖症のせいで好きだったものが食べられない、というのはかなり寂しい話だから、解決できるのであれば解決してあげたいという乙女心である。

　春菜の場合、カカオ関係が使えるようになることで他の料理に応用できて料理の幅が広がるんじゃないか、という色気もあったりするので、純粋に食べたいだけの澪と、どちらが業が深いかは微妙なところではあるが。

「で、どうでもいいネタだけど、参考までに。達也さんはきのことタケノコ、どっちが好き？」

「強いて言やあ、きのこだな」

「澪ちゃんは？」

「断然タケノコ」

「なるほど」

　某メーカーの国民的なチョコレート菓子について軽く話題を振り、なるほどなるほどと何か納得してみせながら計画を練っていく。因ちなみに春菜はどっちも平等に愛している。きのこにはきのこの、タケノコにはタケノコのよさがある、というスタンスだ。

「とはいっても、まず一番先に目指すのは、百円ぐらいで買える板チョコの一番スタンダードな味だと思ってるけど」

「まあ、チョコレートって、結局あの三種類が基本で究極だっていうからなあ」

　恐らく、日本のチョコレート文化が遅れているといわれてしまう最大の原因であろう、スタンダードな味の板チョコをネタにする春菜。

　値段的にも手頃なチョコの代表格とも言えるものが、一番味のバランスがよく取れていて海外からも評価が高いところが、日本という国の業の深さをよく表しているのではなかろうか。

　余談ながら、これらの百円の板チョコ、日本だとワンコインで簡単に買えるという感覚になっているが、海外だと同じ品質の材料を使って同じぐらいの値段感覚で買えるものを作るのはかなり難しいらしい。主にミルクチョコレートに使われているミルクの品質が、たかが百円程度のものに使うとは思えないほど高品質のものを使っているのが原因だとのことである。

　結果として、凝ったチョコを作らなくても百円程度のものでも十分満足してしまうため、日本はヨーロッパに比べると、いまいちチョコレートの文化は未発達な傾向があるのだ。

　火縄銃の性能や精度が初期のライフル銃といい勝負だったために銃器の発展が止まり、結果として幕末に火器の性能で後れを取ったという逸話を彷ほう彿ふつとさせる話である。

「まずはそこから、ってのは分からんでもないが、その類たぐいはヒロに対するダメージが拡大しねえか？」

「そこから調整するつもり。まずは匂いからかな？」

「なるほどなあ」

「折角だから、達也さんの好きなチョコとかも教えて」

「そうだなあ……」

　春菜に振られて、少し考え込む達也。別にチョコレートが嫌いなわけではないが、積極的に食べるわけでもない。あれば普通に食べるが、これが食べたいというほど好みのものもない。強いて言えば、甘すぎるものは避けてほしいところだが、ならビターチョコが好きかというとそうでもない。

　要するに、普通の範囲に入るなら何でもいいのである。

「なるほど。男の人って大体そんな感じだよね」

「まあな。っつうか、女だってそんな極端に甘いやつが好きなわけでもないだろう？」

「ごく少数の例外はいるけど、やっぱり女の子だって甘さに対して限度ってものはあるよ、当然」

　達也の当たり前の指摘に対して、苦笑しながら同意する春菜。

　女性だって甘いものが苦手な人間は結構いるのだから、そこまで男女間で甘さの度合いの好みに極端な違いなどないのだろう。男が難儀して食べた甘かん味みをぺろりといっておきながら、男好みの甘さ控えめのスイーツを『あまり甘くなくて美お味いしい』などということも普通にあるくらいだ。

「あと、個人的な好みなら、フィンガーチョコなんかがいいな」

「あ～、うん。確かにあれも美味しいよね」

「チープだけど、お酒のつまみにもいい」

「というか、むしろお酒のつまみだから？」

「否定はしない」

　達也の好みを聞き、頭の片隅の試作品リストに軽くメモする春菜。優先順位は下がるが、バリエーションはあるに越したことはない。

「まあ、とりあえずいろいろ作るだろうから、一週間はチョコの匂いが付くことになるかも」

「だろうな。まあ、頑張れ」

「ん」

　とりあえず方針を決めて、さっさと準備を進める春菜。鼻歌交じりに材料の吟味を始めるあたり、やはりなんだかんだと言ってチョコレートを食べられるのは嬉うれしいのだろう。

　こうして、自分に対する言い訳も兼ねた宏の弱点克服プロジェクトは、本人が知らぬところでひそかに始まったのであった。




　　　　☆




　その日、ダール宮殿の離宮にある厨ちゅう房ぼうは、チョコの匂いに包まれていた。

「ダールヤギのミルクだと、これが限界かなあ……」

「普通に手に入る品質だと、これが限界だと思う」

　いくつかの試作品を試食し、首をかしげながらもそう結論を出す春菜と澪。

　それなりにいい線はいっているのだが、あと少し何かが足りない、もしくは多すぎる感じなのだ。

「やっぱり、日本のミルクチョコレートを目指すのは、ハードルが高い感じだよね」

「そもそも、根本的に牛乳とダールヤギのミルクじゃ、味が違いすぎる」

　春菜の吐いた弱音に、自身の感じている問題点を告げることで同意する澪。口当たりのまろやかさを目指せばやたら味がくどくなり、甘さと苦みのバランスや後味のよさを優先すれば、口どけの滑らかさや口当たりのよさが失われる。

　いろいろ足したり引いたりして試してみたのだが、日本の板チョコの黄金バランスにはどうやっても到達しない雰囲気である。

「それに、ふと思ったんだけど、ダールの人達って、日本の板チョコ食べておいしいって感じるのかな？」

「……今更の疑問だけど、言われてみれば」

　気候や風土が違えば、好みとなる味も変わる。ワイバーンガラのスープのような例外を除けば、ファーレーンで受けたダシの利いた薄味は恐らくあまり好まれないだろう。

　そういうところから推測すると、自分達が作ったチョコレートが、ダールでは一番美味しいチョコレートである可能性もないわけではない。

「となると、ちょっと他の人に試食してもらったほうがいいかも」

「誰に試食してもらう？」

　とりあえず換気してチョコの匂いを薄れさせながら、試食の候補を模索する。あまりダール人に知り合いがいないため、食べてもらえそうな相手というとイグレオス神殿の幾人かと女王、セルジオ、デントリス、あとはここに滞在していた時に世話になった使用人ぐらいである。

　因みにノートン姉妹はすでにファーレーンのアルフェミナ神殿本殿に出向しているため、候補からは除外されている。

　女王の依頼とはいえ、ダールで一番偉い人に試作のための試作レベルのものを試食させるのはためらわれ、自動的にその側近であるセルジオも候補から外れる。いろんな意味で後が面倒くさそうなデントリスは却下で、イグレオス神殿は本殿も分殿も少々遠すぎる。

　そうなってくると使用人の皆様が一番いいのだが、仕事時間中にとなると迷惑がかかりそうでなんとなく気が引ける。

　では料理人は、というと、今使わせてもらっている離宮の厨房は、手入れこそ隅々まできっちり行きわたっているものの、普段はほとんど使われていない。そのためここには常駐の料理人はおらず、意見を聴ける相手がいないのである。

　本来は本宮にあるメインの厨房で作業する予定だったのだが、今日は急きゅう遽きょ何やらちょっとした規模の晩ばん餐さんを行わなければならなくなったとの事で、二人がチョコを試作するスペースを確保できなくなったのだ。

　この離宮の厨房に通された時の関係者の申しわけなさそうな顔は、むしろ春菜達の方が恐縮してしまうほどであった。

「まずはプロの舌、ってことで、メインの厨房」

「今、夕食戦争の下準備中みたいだけど、大丈夫かな？」

「一口かじるぐらいは大丈夫なはず」

　澪のイケイケな判断に少々気が引けるものを感じ、だが基本的に朝晩の掃除やメンテナンス以外では人がいないこの離宮では試食相手を探すこともできず、他に妙案も思いつかないこともあって、ほんの少しだけおじゃまするか、と覚悟を決める春菜。

　とりあえず候補として絞ったものを三つと、あえて材料の配合を極端に振ったもの二つを適量包み準備し終えたところで、厨房に誰かが入ってくる気配を感じる。

「今日はもう、作業はおしまいなのかしら？」

　春菜と澪が気配に振り返るより先に、上品な口調で一人の女性が声をかけてきた。

「マグダレナ様？」

「また女王陛下があなた達に無理なお願いをしたと聞いて、こっそり様子を見に来たのだけど……」

　無理なお願い、というところでどことなく呆あきれたような雰囲気を漂わせながら、上品におっとりと言葉を続ける女性。エアリスの紹介で一度だけ顔を合わせたことがある、元ファーレーン第一王女・マグダレナ王太子妃である。

「折角お願いして来てもらったというのに、急な割り込みでこんな不便な場所で作業してもらうことになってしまって、本当に申しわけない限りね」

「それは問題ないんですけど、お一人でこんなところに来て大丈夫なんですか？」

「二年前ならともかく、今は私が王宮内を一人で歩き回ったからといって、何か問題が起こる状況ではないわ」

　マグダレナが五つも年下の王太子、それも当時まだ十三の子供に嫁ぐ必要があった事情。それについてちらりと匂わせながらも、口調に似合わぬ剛ごう毅きな発言をする。七年前の先代国王の暗殺とその後の混乱。それを抑えて女王の王権を確固たるものにするために、どうしても彼女が王太子妃となる必要があったのである。

　そのややこしい事情に加え、嫁いだ人間が嫁ぎ先で下手な事を言うと碌ろくな事にならないという事情から、王太子妃としての必要最低限の仕事をする時以外、マグダレナは基本空気に徹している。そのため、王宮内では彼女について、容姿を褒め称たたえる言葉以外には、特にいい話題も悪い話題も聞かない。

「えっと、ご用件はそれだけですか？」

「そうね。折角だから、カコラを使った新しいお菓子、あなた達の国ではチョコレートと言うのだったかしら？　それを一ついただけないかと思ったのだけど」

「まだ試作品で、これから意見を聞いて調整してみようかな、ってところなんですけど……」

「ならば、私の意見も参考にしてくれればいいわ」

　無体な事を言われ、どうしようかと少し悩む春菜と澪。悩ましいのはマグダレナの味覚が、おそらくダールの人間とは違うであろうというところである。

「本音を言わせてもらうとすれば……」

「はい」

「この国に来てから、とがった味付けのものが多い上に砂糖の産地の割に甘いものが少なくて、ね。適度な甘さのお菓子に飢えているのよ」

　かなり真に迫った表情で、王族特有の眼力を伴って切々と訴えてくるマグダレナ。これでも一児の母である。

「は、はあ……」

「それは、分かる気がする……」

　言いたいことはよく分かるのだが、そのためにまだ一歳になっていない娘を放置するのはいかがなものか。そう思わなくもない春菜達。

　現実には、マグダレナがあまりにも一生懸命娘の世話をしすぎるため、見かねた周囲がすやすや眠っている姫様を預かった上で、気晴らしも兼ねて春菜と澪のところに行ってくるよう、かなり強引に勧めたのだが。

「そういうわけだから、試作品というのを一つ、いただけないかしら？」

「……分かりました」

　マグダレナに強く促されて、とりあえず本命の三種をどれがどれだか分かるように並べて、味を消すためのお茶を添えて渡す。

「ちょっとずつ配合を変えたものです。どれが好みにあうか、意見を頂けたらと思います」

　春菜の言葉に一つ頷き、ミルクの配合割合によってほんの少し色が違うそれを、黒っぽいものから順に口に運んでいくマグダレナ。

「……どれも美味しいけれど、私の好みは真ん中のものかしら」

「あ、やっぱり」

　マグダレナの返事を聞き、そうだろうなあという感じの呟つぶやきを漏らす春菜。ファーレーン人の味覚は、比較的日本人に近い。マグダレナの好みが春菜達が一番美味しいと思うものと、それほど大きく離れるとは思っておらず、結果も予想どおりであった。

「欲を言えば、もう少しこの妙なくどさが抑えられればいいのだけど」

「多分、ダールヤギのミルクじゃなくて牛乳、それも品質のいいものを使って調整すれば、もう少し後味がさっぱりするとは思うんですけどね」

「ああ、なるほど。そういう問題、ね」

「そういう問題なんです」

　春菜の回答で、問題の本質を理解するマグダレナ。ダールの名産品にするのだから、ダールで安く簡単に手に入る食材を使わなければ意味がない。

「あと、ダールの人達の味覚がよく分かってないので、私達の好みがこの国で受け入れられるのかどうか、っていうのもはっきりしてないんですよね」

「つまり、ダール人の試食係が必要、と？」

「はい。大量生産に関しては、効率よくカコラの実を加工する道具の当てはあるので、そっちはどうにかできるかと思います。だよね、澪ちゃん？」

「ん」

　春菜に振られて、特に問題ないという態度で頷いて見せる澪。

　事実、カコラの実をいわゆるカカオ99％のチョコレートやチョコレートドリンクなどに加工する手段については、高価な魔道具など用意せず、実物さえ見れば誰でも作れるような簡単な道具の組み合わせで、あっさり生産効率を飛躍的に向上できることが判明している。

　加工前のカコラの実がいわゆるカカオとはかなり性質が違うものだったから可能だったことであり、これがカカオとまったく同じだった場合、そう簡単にはいかなかった事は言うまでもない。

「となると、適当に試食させて感想を聞くしかないわね」

「できれば、あまりお仕事の邪魔をしない範囲で、と思っているんですけど」

「だったら、私と娘の身の回りの世話をしてくれている人達に頼めばいいわ。私が頼めばそれが仕事になるのだから」

　ダールの産業発展に関わる要素である以上、王太子妃が自身の身の回りの者に命令を出しても問題にはならないだろう。そもそも、単に味見して感想を言うだけの簡単なお仕事だ。国の中枢に対してくちばしを突っ込むわけではないのだから、文句を言われる筋合いはない。

「そろそろ娘が目を覚ます頃だと思うし、向こうへ行きましょう。試作品の数は十分かしら？」

「はい」

「問題ない、です」

「では、ついてきて」

　王太子妃の先導に従い、もう一つの離宮に歩を進める春菜と澪。行き先で休憩中の王太子と顔を合わせる羽目になり、しかも毒見も済んでいないチョコレートに誰よりも先に手をつけて周囲を慌てさせることになるのはここだけの話である。

　なお、甘味に対する好みはファーレーンもダールもそれほど大差はないようで、一番美味しいチョコレートは満場一致でマグダレナが好みだと言ったものに決まったのであった。
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　その日、アズマ工房・ウルス本店はなかなか大騒ぎになっていた。

「宏、こっちはこれでいい？」

「そんでええ」

「ヒロシさ、セメントが足りねえべ」

「ああ、ちょい待って。今練っとるから」

　新たな溶鉱炉増設のために隣接している倉庫を三つほど買い取り、現在その中で今までにないほど巨大な溶鉱炉を作り始めていた。

　と、説明すると溶鉱炉作りの作業しかしていないように聞こえるが、実際には違う。宏が行っている作業は、倉庫の仕切りを全部取り除いて壁を耐熱仕様にした一つの建物に作り直すところから始めている。

　さらに溶鉱炉のサイズと建物の高さの関係で、内部の地面を三メートル半ほど掘り込んでから溶鉱炉そのものの製造にかかっており、凄すさまじいほどに手間がかかっている。

　その作業全てを五時間ほどで完結させた手際のよさは、正直恐ろしいとしか言いようがない。

　言いようがないのだが、もはやファンタジーな鍛か冶じ屋ではなく重工業という規模の巨大な溶鉱炉が本当に必要なのかというのは、関係者一同首をかしげるばかりである。

　作業の規模が規模だけに、真琴や職員達だけでなく、土木や左官仕事が得意なフォレストジャイアントが総動員されてこき使われているが、オルテム村にとって恩人である宏の頼みである上、これだけの規模の工事に関わることなど村ではあり得ないこともあって、お祭り感覚でワイワイと作業している。

「で、こんな大きな溶鉱炉作るのに、春菜と澪が向こうでいいの？」

「この規模になると、澪でも腕が全然足らんでほとんど勉強にならんからな。それやったらチョコ食うてるほうがええやろ」

「それについてもいろいろ思うところはあるけど、まあ、そっちは置いとくことにするとして」

　練り上げた超耐熱セメントをフォレダンに渡し、焼き上がった超耐熱レンガをどんどん冷却していく宏。

　そろそろ作業の出番はなくなりつつあるので、休憩がてら宏を観察しつつ、いろいろある聞きたい事の優先順位を頭の中で整理する真琴。とりあえず順番に突っ込んでいくことにして、一番最初の突っ込みどころをほじくり返す。

「この土地、よくもまあそんなにすぐに売買契約が結べたわねえ」

「イグレオス様から火種もろた時点でレイっちとメリザさんに連絡入れてな、さっくり押さえといてもろてん」

「二人とも、フットワークが軽いわね……」

「ゴーレム馬車作る素材もこの溶鉱炉で、っちゅうたら、レイっちがものすごい食いつきやってん」

「ああ、なるほど」

　アズマ工房一行が使うワンボックスカー。今回の一連の出来事の過程にて、過剰な攻撃力を持つことが一部王族に知れ渡ってしまったのだが、その情報がなかった頃からファーレーン王家の面々は、マイカーとして欲しいとずっとラブコールを送っていた。

　『兵器としての機能の抑える代わりにもっと防御力を高める』などと言われ、『そのために大きな溶鉱炉を作る必要があるから土地が欲しい』と持ちかけられれば、迷うことなく前金代わりに倉庫三つぐらいは購入するだろう。

　兵器がどうとか防御性能がどうとかいう部分がなければ、ワンボックスごときに大層な、という話になるだろう。

　だが、ヘルインフェルノに耐える防御性能とポケットに収められる収納性を持つ、最高時速百八十キロの自家用乗用車などという代物は、この世界ではたかが倉庫三つ分程度で買えるほど安いものではないのだ。

　宏達とファーレーン王家の関係がきわめて良好だからこその話である。

「で、こんな大きな溶鉱炉、本当にいるの？」

　足場を組んでレンガを積み上げていくフォレストジャイアント達を見上げながら、一番大きな突っ込みどころについて質問をする。

　宏が五時間で作り上げた建物は、外から見れば高さ六メートルほど。だが、内部は三メートル半ほど地下に掘りこまれており、空間自体は九メートル以上の高さがある。溶鉱炉全体の高さは七メートル強、屋根との隙すき間まは二メートルほどというかなりの規模になっている。占有している面積も倉庫約二棟分と、下手をしなくても最初にメリザから譲り受けた頃の工房より広い。形自体も直方体なので、容積もなかなかのものである。

　高さが高さだからか、炉の肉厚もなかなかのものであり、超耐熱レンガ七枚分、厚さ約一メートル半という個人が所有する溶鉱炉としては破格の分厚さを見せている。ダールで使っていたものがせいぜいレンガ二枚分の厚みだったことを考えると、その差は笑い話にしかできない。

　因みに、建屋の中の地面を掘りこんだ際に出た大量の土砂は、あとでいろいろな処理をした上で旧スラムの農園地区やオルテム村の新しい畑に持っていって使う予定だ。

　宏いわく、出たものを無駄にしないのが大規模な工事で最も重要だとのことである。

「神鋼の精製まで視野に入れるんやったら、これぐらいの炉がいんねんわ。それに、いずれ神の船とかも作ることなるんやったら、これぐらいの炉使って鉄骨とか作ることなるし」

「あ～、なるほどね……」

　どうやらクレーンでもつけるのか、といいたくなるようなレールが天井付近に張り巡らされているのも、本当にクレーンをつけるためなのだろう。この建物の中の構造は、現代日本の工場とほとんど変わらないものになっている。

　いつもの事とはいえ、どんどんファンタジーの気配が薄れていく。いくらクレーン自体は港などで似たようなものが使われているとはいえ、恐らく宏がつけようとしているであろうものほどメカニカルで現代文明っぽい便利で高性能なものではないのだ。

「というかさ、それだったら、作ったものの運び出し考えたら、地面掘りこまないほうがよかったんじゃないの？　船作る時はここじゃないんでしょ？」

「周りの建てもんの大きさとかから言うて、外から見た建てもんの大きさはこれぐらいに抑えとかんといろいろ文句がきそうやったし」

「……確かに、そうね」

　大方組み上がった溶鉱炉を見上げながら、日本でもあちらこちらで訴訟になっていた景観だの日照権だのの問題を思い出して頷く真琴。このあたりは工房や倉庫が並んでいるため、高さ六メートルぐらいの建物ならそれほど問題はない。

「てか、環境がどうのこうのって言い出すんだったら、排気ガスとか排熱とかどうするのよ？」

「そこら辺は考えとる。日本の最先端環境技術を模倣した完全循環型処理システム組み込むから、炉の外部には有害物質は一切漏れへん。排気ガスも排水も、下手したら外の空気や水より綺き麗れいにできんで」

「それはそれでやりすぎじゃないの？」

「こういうんは、やりすぎぐらいがええねん。それに、排気はともかく排水に関しては、循環させて別の用途に使うから一切外に出えへんし、使用後のやつも再処理して炉の方に回すしな」

「……無駄に高度ねえ……」

「うちらがおるから環境悪なった、っちゅう文句が出たら元も子もあらへんからな。転ばぬ先の杖つえ、っちゅうやつや」

　なんだかんだ言っても、自分達がどこまでいっても異邦人である自覚は持っているらしい宏。他よ所そ者ものが受け入れてもらうには、先住者をとことんまで尊重しなければいけないのである。

「で、これが最後なんだけど、あたしこっちに来る意味あったの？」

「もうちょいしたら炉に火入れれるから、最初に真琴さんの刀作るつもりやねん」

「ああ、そういうことね」

「とりあえず、今残っとる魔鉄は全部刀にするつもりやから、いろいろ注文つけてほしいねん」

「ちょっと待ちなさい」

　さらっと聞き捨てならない事を言ってのけた宏。その内容を聞き逃すことなく、宏をじろりと睨にらみつけて問い詰めに入る真琴。

「魔鉄全部って、どういうことよ？　潜地艇作った時、まだ十分余ってるって言ってたわよね？」

「十分余っとるけど、ゴーレム馬車の分横によけたら、刀五振りほど作れば使いきる感じや」

「そんなに作って、どうするつもりよ？」

「念のため、っちゅうとこかな？」

　なんとなく言いたいことを察しながらも、とりあえず突っ込みだけは入れておく真琴。

　恐らく宏は、疾しっ風ぷう斬ざんで刀を潰つぶしてしまうことを想定しているのだろう。それは分かる。分かるのだが、そのために五振りもというのはやりすぎではないか？

「あたしの刀は予備含めて二振りもあれば十分だから、自分のモールを作りなおしたらどうなの？」

「モールなくてもポールアックスがあるし、僕の場合、真琴さんとちごてもっとええ素材で作らんと効果薄いしな」

　基本的に攻撃力計算に乗算の部分がないスキルしか使えない宏の場合、武器の性能が二割や三割変わったところでほとんど効果がない。タイタニックロアでまた武器を壊すんじゃないか、という話もあるにはあるが、真琴と違っていまだに正確な発動条件が分からない。

　当てにできない技のために効果が薄い武器を大量に作って持ち歩くのは、宏の立場としてはあまり気乗りしない部分である。

　なお、タワーゴーレムから回収したオリハルコンは、というと、新しい工具を作ると刀にまで回せそうにない、ということで、今回は諦あきらめて金敷きと鍛冶用ハンマーに回すことにしたのだ。

「ヒロシさ、レンガ積み終わったから確認してけれ」

　真琴がさらに何かを言い募ろうとしたところで、フォレストジャイアントから作業完了のコールが届く。

「了解や。ちょっと待ってな」

　手を上げて返事を返し、セメントをはじめとしたいろいろなものを用意して炉の確認に入る。ところどころセメントのつきが悪いところを埋め、配置を微調整し、打音検査などをしては修正すべきところを修正していく。

　文章で書くとかなり時間がかかっていそうな作業だが、実際には十五分程度で必要な作業は全て完了している。

「よっしゃ、こんなもんやな。あとは、仕上げや」

　巨大溶鉱炉の表面に文字を書き綴つづり、魔石を配置して儀式の準備を整えていく。

「ほな、器を仕上げんで！」

　宏が持つ膨大な魔力が、その掛け声と同時に魔法陣に注ぎ込まれる。複雑なエネルギーが溶鉱炉を変化させ鍛え上げ、神の炎を内部に宿せるだけの器に仕上げていく。

　三十分ほど複数の属性による魔力の共演が続き、全てのエネルギーが飲みこまれて消えたあとには、武骨なレンガの塊であった溶鉱炉は、神々しいまでに荘厳な何かに変化していた。

「よし、成功や」

「これが……？」

「おう。神の設備の一つ、真火炉っちゅうやつや。もっとも、素材的にぎりぎりのランクやから、最高級の神鋼が作れるかどうかは微妙な線やけどな」

　どことなく呆ぼう然ぜんと見上げる真琴に対して、かなり剛ごう毅きな事を言ってのける宏。言うまでもない事ながら、神鋼未満の素材は頑張れば最高品質を作ることができる。

　因みに、他の神の設備としては、代表例として神の厨房と霊帝織機が存在する。どちらも現時点では素材が欠片も手元に揃そろっていないため、作ろうにもとっかかりすら無理なのだが。

「さて、火ぃ入れて、一発刀打とか」

　神話の世界の一端を再現したその設備に言葉を失う真琴達を放置し、平常運転で試運転に入る宏。この後、チョコレートの匂いでやや苦しむ羽目になると分かっているためか、その日の鍛冶作業は普段より長く続くのであった。
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「ん～、こんなもんかな？」

　ダール王宮から戻ってきた春菜は、厨房に匂いが残らないようにとことんまで換気に注意しながら、いまだにチョコレートの調整を続けていた。このあと匂いを洗い流さなければならないため、澪は風呂の準備中である。

「達也さん、ちょっといいかな？」

「ん？」

　春菜に呼ばれて、食堂に下りていく達也。そこには、自信作を持ってスタンバイしている春菜の姿があった。

「ちょっと意見貰もらいたいけど、いい？」

「おう。で、そいつか？」

「うん。いろいろ工夫して、味を落とさずに匂いが漏れるのを限界まで抑えてみたんだ」

「ほほう？」

　言われて一つ手に取り、しげしげと観察する達也。

　確かに至近距離まで鼻を近づけても、チョコレートの匂いはほとんどしない。

「ほとんど匂いがしねえな」

「でしょ？」

「だが、食いもんの味ってのは匂いも結構重要な要素だと思うんだが、そいつはどうなんだ？」

「そこは食べてみて、かな？」

「了解」

　春菜に言われて、一口サイズの四角いそれを一つ口に放り込む。軽く噛かみ砕いたところで、口の中にチョコレートの芳香と風味が一気に広がる。

「ほう、なるほどなあ」

「あとは口臭さえ何とかなれば、最初のステップは完了だと思うんだけど、どうかな？」

「そうだな。あとはそれだけだな」

　このチームでのチョコレート問題における、改善の最初の一歩。宏がチョコを認識せずに済むものを作る、という目的に関しては、どうやら初日にして大方の解決の目め処どがついたようである。

「で、味の方はどうかな？」

「ちょっとくどいのが気になるが、海外のだともっと変なのもあるし。まあ、許容範囲だろう」

「やっぱり、みんなそこが気になるんだ」

「みんなってことは、他も同じ意見だったのか？」

「ん。気にしなければ気にならない程度だけど、って前置きした上で、あえて言うならば、って感じでそこを突っ込まれたんだ」

　やはり消費者は厳しいなどとこぼす春菜に苦笑を浮かべ、折角だからともう一つ口に入れる達也。

　くどいとはいうが、これはこれで妙に癖になりそうな感じではある。恐らく使っている乳製品の性質によるものだろうが、春菜でなければとても食えたものではない味に仕上がってしまう可能性の方が圧倒的に高いのだ。

　これで文句を言うのは、ダール王宮というある程度高級品の味に慣れた連中の味覚だからではないのか、などとうがったことを考える達也。

　この達也の予想は実に正しく、後日、屋台関係の知りあいに試食させたところ皆して大絶賛で、欠点なんざ思いつかねえとばかりに奪い合いに発展したのはここだけの話である。

「とりあえず、あとは宏君の反応次第だけど、私達が食べるチョコレートはこれをベースにしようかな、って思うんだ」

「いいんじゃねえか？　で、これをベースにってことは、いろいろ作る気か？」

「フィンガーチョコぐらいは作るよ。他にもチョコプリンとかそういうのも」

「お前さんも、そういうところは割と普通の女だよなあ。なんだかんだ言って、甘いものには全力投球だし」

「いいじゃない。交渉とかでも武器になるんだし」

　自分が食べたいから、という理由がベースとはいえ、交渉での武器に使うという発想に行くあたり、やはり春菜はしたたかな方面でどこかずれている。

「春姉、お風呂沸いたよ」

「ありがとう、今行く」

　大体の結論が出たところで、澪に呼ばれてチョコレートの匂いを落としに向かう春菜。

　念のために厨房の方を確認しに行った達也は、見事なまでにチョコの匂いがしない状況に思わず呆れながらも感心してしまう。

「恋する乙女ってやつは、すげえもんだなあ……」

「相手が宏ってのが、いろいろもったいないとは思うんだけどね」

　口臭消しのミントを噛みながらの呆れと感心の詰まった達也の呟きに、後ろからコメントが飛んでくる。どうやら真琴が帰ってきたようだ。

「戻ったか、おつかれ。用事ってのは終わったのか？」

「滞りなく、ね。ちょっとばかしいろいろ突っ込みきれなかった感じはするけど」

　真琴が突っ込みきれなかった、というところに一抹の不安を感じながら、もう一人戻ってこなければならないはずの男について質問を振る。

「ヒロは？」

「向こうの後始末。そろそろ戻ってくるわよ」

「そうか。だったら、戻ってきたらちょっと確認事項だな」

「確認って、ダイニングのテーブルの上に残ってたチョコの事？」

「ああ。てか、置き去りにしちまったから、片付けておかないとな」

　宏が戻ってきて、万一間違って手をつけたらまずい。そう考えて大急ぎでダイニングに戻る達也と真琴。さすがに毎度毎度そういうトラブルが起こるわけもなく、戻ってきて真琴が試食をしたところで宏が帰ってくる。

「ただいま、って、それ何や？」

「匂いで分からねえか？」

「今日の春菜さんらの行動予定とその質問で大体の予想はついたけど、全然匂いせえへんわ」

「念のため、もうちっと近くに来てみてくれ」

　いろいろ察するところがあった宏が、達也に呼ばれてチョコの皿に接近する。その距離約三十センチ。

「そこなら耐えられそうな範囲か？」

「せやな。不意打ちで出てきても取り乱さんですむぐらいには、大丈夫や」

「そうか。だったら、残る問題は口臭だけだな」

「あたしの息の匂い、どんな感じ？」

「チョコ食うた割には、そんなに派手に匂わんで」

　質問を受けて匂いを嗅かぎ、割と平気そうにそう答える宏。まったく平気ではないようだが、これまた取り乱すほどでもないらしい。

　こちらの世界に来て強化された上、いろいろあってさらに鍛え上げられた精神力の賜たま物ものである。

「これぐらいなら、それなりの頻度で食っても大丈夫そうか？」

「多分大丈夫やと思う。もしかしたら、そのうち慣れるかもしれへん」

「ならよかった。あとで春菜にそう言ってやってくれ。絶対喜ぶから」

「了解。いろいろ苦労かけてもうた感じやな」

「まあ、大元は春菜達が食いたかった、ってのがあるんだから、これぐらいは努力しねえとな」

　達也の偉そうなコメントに、微妙にむっとするものを感じる真琴。

　とはいえ、この件に関しては一方的に恩恵を受けながら何の努力もしていない真琴が何かを言うのは、それはそれで微妙な気がしなくもない。

　何しろ、達也はチョコがなくても生きていけるが、春菜達はチョコがあっても食べられないという状況を我慢できる人種ではないのだから。

「お前も、そのうち食えるようになるといいな」

「せやな。僕が食えるようになったら、みんな気兼ねせんと食えるもんなあ」

　そんな風にしみじみと語りあいながら、春菜の努力と情熱に心の中で頭を下げる男二人。

　ここで終わればいい話だったのだが、

「きのこが最強に決まっていようが！」

「タケノコこそ至高！　なぜそれが分からん！」

「おい、どうするんだよこれ……」

「あはははは……」

　宏に感謝されて舞い上がった春菜は、調子に乗っていろいろ作った挙句にダール王宮できのこタケノコ戦争を勃ぼっ発ぱつさせてしまい、このあと料理がらみで何かするたびにいろいろ釘くぎを刺される羽目になるのであった。








ダール編　後日談その二






　その日、ウルスの工房からは、普段の槌つち音おととは違う音が漏れていた。

「宏ひろし君」

「ん？　なんや？」

「お昼できたから呼びに来たんだけど、何やってたの？」

　なかなかに派手な音が響き渡り、外にまで青白い光が漏れていた真火炉棟。

　その中で作業中の宏に声をかけにきた春はる菜なは、宏の作業に首をかしげながら用件を告げた。宏がやっている作業が何かはなんとなく分かっていたが、何を作っているかまでは分からなかったのだ。

「これ見たら分かるんちゃう？」

　春菜の質問に応えるように、先ほどまでいじっていたものを上げて見せる。

　いくつかの鉄板と鉄パイプを組み合わせて溶接したそれは、地球の先進主要国家に住んでいる人間なら、必ず一度は見たことがあるものであった。

「……もしかして、自転車？」

「うん。ちょっと思うところがあってな。ウルスとかダールやったら、あったら便利ちゃうかなあ、って」

　そう。宏が作っていたものは、自転車のフレームであった。素材が無む垢くの丸い鉄の棒ではなく鉄パイプなのは、おそらく重量を軽くするためだろう。

　まだ組み合わせてはいないが、ハンドルと前輪が付くであろうフレーム（フロントフォークと言うが、春菜は名称を知らない）も、すでに作り終わっている。

　因ちなみに、思うところがあってというが、実際には溶鉱炉の性能試験のついでに思いつきで作っただけである。あったら便利、というのも当然後付けの理由だ。

「これって、普通の鉄？」

「普通の鉄やな。あっちこっちから修理もきかんなったクズ鉄貰もらってきてな、その炉で再生してん」

　ちりも積もればというやつで、この工房には知りあいや冒険者協会から融通してもらった、ゴミとして処理するか二束三文で叩たたき売るしかないクズ鉄がかなりの量集まっていた。職員達の訓練に使う予定だったそれらのうち、三割程度の量で自転車一台分の材料を捻ねん出しゅつできたと言えば、その量がどれだけか分かるだろう。

「とはいえ、ライン設備の類たぐいでも作らんと、量産はさすがに無理やなあ」

「それはさすがに見れば分かるよ」

「溶接ぐらいはまあ、どうとでもなるねん。問題はチェーンとかベアリングとかチェーンホイルの類やな」

「チェーンホイル？」

「チェーンで動力伝達するための歯車をな、スプロケットとかチェーンホイルとか言うねん」

　そう言って、ほぼ完成品だという歯車を見せる宏。

　どうやら手作業で作ったらしく、歯の端面にはやすりの跡が残っている。軸が入るであろう穴には一カ所溝が掘りこまれているが、春菜にはこの溝の用途はよく分からない。

「ギアとチェーンホイルって、何か違うの？」

「基本的にはギアは総称みたいなもんやねんけどな。多分、素人が単品で見ても違いは分からへんと思うけど、並べて比べたら一発で分かるぐらいには、歯型とかもろもろ違うとこがあんで」

　実際、どちらも歯車である以上、作り方という点ではそれほど変わらない。

　だが、歯車同士が噛かみ合うギアとチェーンが引っ掛かるチェーンホイルでは、やはり歯型をはじめとしていろんなところが違う。

「気になってたんだけど、この溝は？」

「キー溝っちゅうてな。軸にも同じ幅の溝掘って、空回りせえへんようにそこに棒みたいなやつかますねん」

「ああ、なるほど。このパチンコ玉みたいなのは？」

「ベアリングに使う玉や。まだ簡単に成型して焼き入れただけやから、真球も重心も出てへんねん。フレーム作り終わったらええ具合に冷めてねじれも出切っとるはずやから、それから研磨剤使うて百分の一ミクロンぐらいの公差で揃そろえたる予定や」

　などと、工業については素人の春菜に、問われるままにいろいろ答える宏。

　言うまでもない事だが、いかに高精度で表面の仕上がりが美しい事が売りの研磨といえども、百分の一ミクロンの公差など機械を使ってもそう簡単には出ない。むしろ、一ミクロン未満の公差に安定して収めることができるのならば、普通に腕がいいほうに分類される。

　何しろ、製品のサイズによるとはいえ、百分の一ミリぐらいまでは温度変化などによる膨張収縮で割と容易たやすく変化する数値である。それは品物だけではなく削るための工具や磨くための砥と石いしにも言えることであり、その熱膨張などの変化を見切った上で寸法を揃えるというのは、それなりの腕と経験と勘のよさがないとできることではない。

　もっとも、仮にこの場に春菜以外がいても、その数値について突っ込みを入れることはできなかっただろう。何しろ、現代の金属加工について少しでも知識があるのは、このチームでは宏だけなのだから。

　この後もしばらく、研磨関係以外にもいろいろととんでもない発言を織り交ぜながら、次々と春菜の質問に応えていく宏。

　打てば響くようなテンポのよい回答に引きこまれ、知的好奇心の赴くままに時間を忘れて次々と質問を飛ばしていく春菜。

　そのやり取りは、あまりに戻ってくるのが遅いのを気にして、澪みおが様子を見に来るまで続いた。

「師匠、春はる姉ねえ、遅い」

「あ、ごめん」

「何やってたの？」

「宏君が自転車作ってたから、ついついいろいろ質問しちゃって」

「気持ちは分かるけど、そういうのはご飯食べてから」

「そうだね」

　澪に言われて、素直に謝る春菜。

　実際、あとでもできる話で無駄に盛り上がってしまったのは事実である。

「あんまり遅いから、春姉が思いあまって師匠を襲って押し倒してるんじゃないか、みたいな話も出てた」

「ええ!?」

「そんな物騒な……」

　澪から告げられたその言葉に、目を白黒させながら思わず絶叫する春菜と、あまりにあり得ない内容に呆あきれたコメントを漏らす宏。

　最近春菜がいろいろ思いあまった行動を取ることがあるのはしっかり認識しているが、それでもこの色気も何もない環境で押し倒しにくるほど末期かどうかぐらいはなんとなく分かる。

　正直に言うならば、そもそも春菜が自分を押し倒しにくる可能性があること自体を否定したいところではあるが、ダールでの一連の出来事に加え、女王やマグダレナ王太子妃、果てはエレーナやレラにゴヴェジョンやフォレダンにまで釘くぎを刺されれば、いい加減勘違いだのなんだのと言って目を背けるのは不可能である。

「春姉、二人っきりだってこと、気がついてなかった？」

「自転車がらみの話が面白くて、全然意識してなかった」

「春姉……」

　恋する乙女とは思えない春菜の言動に、呆れたように呟つぶやく澪。相手が宏でなければ、恐らく本気のアプローチをかけて三日もあれば陥落させうるだけのスペックを持つくせに、どうにも妙なところで残念な女である。

「というかさ、澪ちゃん」

「何？」

「恋してるからっていって、一緒にいても別に四六時中その事ばかり考えてるわけじゃないと思うんだ」

「……まあ、そうだけど……」

　春菜の反論に、覚えがある澪は言葉に詰まるしかない。とはいえ、だ。

「滅多にない二人きりのチャンスでそっちに走ってまったく意識しないとか、かなり残念な思考だと思う」

「……言われてみれば、ものすごくそんな気がしてきたよ……」

　澪に指摘されて、自分でも非常に残念な事をした気がする春菜。

「そろそろ、その会話やめてくれんかなあ……」

「あ、ごめん」

　そんな本人の前でするのはどうかと思う会話は、宏の非常に居心地の悪そうな言葉によって中断されることになる。

「そういえば、昼は何用意したん？」

「旬の野菜の天ぷら定食、かな？」

「そら美う味まそうや」

　居心地の悪い話題は、さっくり昼のメニューの内容に変わるのであった。




　　　　☆




「とりあえず、現時点で自転車量産するんは厳しそうや」

「理由は？」

「歯切り盤とかあのへんの機械用意せんと、精度のええ部品を数作るんがきついと思う」

「……いきなり一足飛びに近代工業に足を踏み入れてる気がするが、どうなんだ？」

「そこら辺は、気にしたら負けや」

　昼食後、食後のお茶を飲みながら、先ほどまでの作業についてそんな会話をする宏と達たつ也や。

　真ま琴ことは久しぶりに顔を出していたレイナに誘われて、騎士団の訓練に交ざりに行っている。

　最初期に挫折したもの以外生産系のスキルを持たず、積極的にものづくりに関わる理由もない真琴は、こういう時はどうしても暇になりがちである。結果として、単独もしくは同じように暇になりがちな達也とともに、結構自由にあれこれ行動していることが多くなる。

　春菜達は午後からの講義や昼食の後片付け、子供だから昼寝、などの理由で席を外しており、この場にいるのは男二人だけである。

「で、何がそんなにネックになるんだ？」

「一番厄介なんは、ベアリングやな。あれは中の玉の精度をきっちり出しとかんと、ものすごい重なって回らへんからなあ」

「重くなるっつっても、適当に軸差して回すよりは軽く回るだろう？」

「試してみんと分からへんけど、さすがにそこまでは重くはならんとは思う」

　求める基準がいちいち現代の工業製品になりがちな宏に対し、とりあえず突っ込みを入れて意識を変えさせようとする達也。

　意外と技術が発達しているこの世界だが、魔法のせいで割といびつな発達の仕方をしているものも多いため、宏が考えているはるか手前のラインでも、十分革新的な技術として広まるものは多い。

　今回の場合、ベアリングがその代表である。高速回転するようなものはゴーレム技術である程度代用が利くことに加え、馬車や荷車程度だと軸にガタがあろうが遊びが少なすぎて重かろうが、ほとんどの人が気にしない。

　故に、軽く手でも回せるようにするベアリングの技術はほとんど重要視されず、困った時は魔法で何とかするという感じで技術開発が止まっているのである。

　なので、現代の工業で使われているような高精度なものでなくても、普通にベアリングという概念と構造が分かるものを作れば十分なのだ。

「それに、自転車にしても、そこまで難しいものを作る必要はあるのか？」

「というと？」

「博物館にあるような、ものすごく初期の簡単な構造のやつでもいいと思うんだが、そこら辺はどうなんだ？」

「足蹴り式のはともかく、さすがにタイヤにペダルが直結しとるようなやつは、いろいろ不便すぎるからあかんと思う」

　廃れる技術というのは、廃れるだけの理由がある。最初期の足蹴り式のものはともかく、系譜としては現在のものにつながるであろう前輪にペダルが直結しているタイプの自転車も、操作性の悪さをはじめとしたいろいろなところに問題があって、現在では街中ではまず見かけない程度には廃れてしまったのだ。

「基本的な構造は現代主流のものでいいとしても、この工房にいる連中でも作れる程度には簡略化しないと庶民の足にはならねえと思うぞ」

「せやなあ。いっそ、そこから重工業化してもええかも、とか思わんでもないけど、そこまでするんもあれやし」

「まあ、インスタントラーメンの製造ラインこしらえようとしてる時点で、すでにある面では手遅れって気もしなくはないがね」

　達也の突っ込みに、小さく苦笑するしかない宏。

　インスタントラーメンの製造ラインに関しては、王族や騎士団の猛烈なプッシュもあって、結局それなりに大規模なラインを作る流れになってしまったのだ。

　現時点ではどこにラインを作るのかを話し合っている最中だが、それ以外にどんなラーメンを作るのか、カップめんと袋めんの比率はどうするのか、どれぐらいの生産量が必要なのか、一般人にも卸すのか、などの部分でも話し合いが進んでいる。

　なお、一番のネックになっているのがメリザ商会だけに任せていいのか、という点である。最近王室御用達の商会の一つになりつつあるメリザ商会だが、一つの商会が握るには、インスタントラーメンの利権はさすがに大きすぎる。

　腐敗防止のエンチャントの弊害で簡単に食べられる携行食やインスタント食品の発達が遅れ気味のこの世界において、鍋と水と火種があれば即座に食べられるインスタントラーメンはかなりのインパクトがある。

　そのインパクトの大きさを十分理解しているだけに、メリザ商会だけがこの商売に関わることには当のメリザ自身が及び腰である。カレー粉や醤油しょうゆ、味み噌そなどの製法を独占しなかったのも、商売としての発展性だけでなく、利権として大きくなりすぎると自分の手に負えなくなると分かっていたという理由も大きいのだ。

「何にしても、まずは自分らが使う試作品作って、そこからどのぐらい簡略化しても大丈夫かと、どのぐらい簡略化すればテレスらでも作れるかを確認するところからやな」

「そうだな。とりあえず、一台目はともかく、二台目はファムとライムが乗る子供用を優先だろうな」

「そらまた何で？」

「子供の足でここから東門とか、結構大変だぞ？」

「ああ、なるほど」

　達也の言わんとしているところを理解し、納得して頷うなずく宏。

「どっちにしても、今回は手作業で部品全部用意したけど、いちいちヤスリで塊から歯車削るんは大変やから、たくさん作るんやったら簡単な歯切り盤ぐらいはあったほうがええやろうし、穴も綺き麗れいな穴開いてへんと軸との兼ね合いがあれやから、旋盤もあったほうがええか。軸の先端角に切る必要もあるから、フライス盤も欲しいとこやな」

「いやだからやりすぎだって」

「歯切り盤はともかく、旋盤はこの世界でも近いやつがあるで」

「……そうなのか？」

「水車とか利用したやつでな。自然エネルギー使うてそのまま回しとるから、回転安定せえへん上に回転速度も遅くてそんな精度の出る加工はできへんねんけど、軸に穴くるぐらいやったら十分使えるやつや」

　宏の言葉に、なんとなく納得する達也。因みに、元の世界でも行われていた加工方法である。

「ただ、俺はあんまり詳しくないんだが、旋盤ってやつは危ないんだろう？　たまに営業で行く取引先でえぐい死亡事故の話聞くぞ？」

「旋盤に限らず、工作機械は基本的に危ないで」

「だったら、下手に作らねえほうがいいんじゃねえか？　ここには子供もいるんだしさ」

　心配そうな達也の言葉に、思わず苦笑が漏れる宏。

　確かに旋盤はプレス機などと並んで、年間の死亡事故が多い機械ではある。だが、そのほとんどが手順を守って作業をしていれば発生しないものであり、そもそも動いている機械のそばで油断すること自体がもってのほかだ。

　それに、自転車の部品を加工するだけならば、それほど大きなサイズの機械は必要ない。自作するのだから地球の規格にこだわる必要はなく、全身巻き込まれるようなサイズの機械を作らない、という選択肢もある。

　とはいえ、どんなに安全に気を配っても、事故というやつは起きる時は起きる。つまるところ、どれだけ徹底的に安全教育を叩き込むか、それだけである。

「心配なんは分かるけどな。危険っちゅうたら製薬も錬金術も危ない作業は山ほどあんねんし、今度教える精錬とか鍛か冶じなんかは、それこそ一瞬の油断が命取りや。もの作る作業で、まったく物理的な危険がない作業はそうそうあらへんよ」

「そりゃそうなのかもしれねえけどなあ……」

　あくまでも釈然としない様子の達也にどう説明すればいいか分からず、もう一つ苦笑を漏らして茶を飲み干す宏。

　詳しくは知らないジャンルのことゆえ、どうしても過剰に心配してしまうのだろう。こういう種類の心配性には、どれだけ説明しても、そう簡単には理解を得られない。

「まあ、とりあえずは一台完成させるわ」

「了解」

　結局最後まで釈然としないまま、達也は一人食堂に残されるのであった。
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　それから時間は流れて、そろそろ夕方という時間帯。

「とりあえず、試作品は完成したで」

　結局ほとんど一日真火炉棟にこもっていた宏が、大人用と子供用の自転車をかついで工房の庭先に現れた。

「部品作りから全部手作業でやったとしたら無茶苦茶早いんだが、普段のお前からするとやけに時間がかかったな」

「まあ、ついでにいろいろ試作しとったし」

「いろいろ？」

「おもちゃみたいなもんや。具体的にはこれとかこれとか」

　達也の問いかけに応えながら宏が工房の倉庫から引っ張り出したのは、ホッピングや一輪車といった、ある種の運動器具だった。他にも余った鉄パイプで作った竹馬にベアリングまわりの試作ついでに作ったらしいスケートボードやローラースケート、インラインスケートなどもある。特に竹馬は、見た目を竹っぽくしてあるところが心憎い演出である。

「うわあ、ホッピングとか懐かしい」

「なるほど、そんなもんまで作ってたのか」

「微妙な端材が結構出てな。折角やから、子供が体使うて遊べる道具作ってみてん」

　そんな宏のコメントに頷き、自転車より先に竹馬に手を伸ばす春菜。親戚の家ではいまだ現役の遊具だが、実家近くではあまり見かけなくなったものである。

「春菜さん、まずはそこから行くか」

「小さい頃、親戚の家でよく遊んだんだ。久しぶりに見て、まだ乗れるかな、って思って」

　そう言いながら、器用にバランスを取ってそこらを軽く一周し、宏達の前でそのまま立ち止まってみせる春菜。こんなことまで危なげなくこなすあたり、相変わらず妙なところまでスペックが高い女である。

「師匠、春姉、これどうやって乗るの？」

　小さい頃あまり触らせてもらえなかったあれこれに目を輝かせ、春菜が手を出さなかったホッピングを持ってどことなく期待に満ちた顔で質問してくる澪。基本無表情なのに、こういう時はやけに分かりやすい。

「澪の世代は、こういうんはほとんど触ってへん？」

「世代っつうか、澪は体が弱かったからな。あんまりこういう体力使う遊びは経験がないんだよ」

「ああ、なるほどなあ」

　達也の解説を聞いて納得し、とりあえず乗り方を説明しようと考えてから、ふと余計な事を思い出す宏。

「庭でホッピングは、ちっとまずいかもしれへんで」

「ん？　何でだ？」

「確か、ライムがソルマイセン植えとったはずやし、他にもこまごまと実験栽培してる植物があるし」

「……ライムが夜中こそこそしてたのって、そのせいか？」

「せやで。別に悪いことしとるわけでもないし、内緒にしときたいんやったら大人が口はさむことでもあらへん、思って黙っとったけどな」

「まあ、そうだな」

　宏の言い分に賛同する達也。これが夜更かしをして何か悪さをしているのなら注意もするところだが、植物の世話を夜中にこっそりやっているだけだとなると、昼間に堂々とやれという以外に文句をつける理由もない。

　それに、夜更かしと言ってもせいぜい十時過ぎぐらい。午前様になることもある真琴に比べればどうということもない時間だし、トイレで目が覚めた、と言われれば別段おかしな時間でもない。

　因みに、その時間に工房が寝静まっている理由は簡単で、この世界の人間は基本的に早寝早起きだからである。ごく一部の例外を除き、特別な理由がない限りは大体午後六時から七時に夕食を済ませ、九時頃には大人も子供も眠りについているのが一般的だ。飲食店も大半は遅くとも八時には店じまいで、飲み屋を除いて深夜営業をしている店などない。

「そういや、真琴さんはまだやとして、ファムらは？」

「ファムちゃんとライムちゃんは友達と遊びに行ってる。テレスさんとノーラさんは配達ついでにスパイス類の仕入れしてくるって。レラさんはダールの工房の掃除」

「なるほどな」

　春菜から告げられた工房職員の行動に納得し、とりあえずいろいろと遊ぶために場所を変える宏。

「で、ホッピングやったっけ？」

「ん」

「っちゅうても、そんな乗り方とか説明するほどのもんでもあれへんねんけどなあ」

　そう言いながら、ハンドルを握ってステップに足を乗せ、意外と軽快な動作で飛び跳ねる宏。最初の一回目にバランスをとるにはコツがいるが、そこを超えればあとは特に難しいものではない。ただ、長く続けるにもそれなりにコツは必要で、だんだん疲れてバランスが取れなくなってくるのだが。

「まあ、こんな感じで飛び跳ねるわけや」

「微妙に説明になってねえぞ」

「こんなもん、口で説明できるかい」

　達也の厳しい突っ込みに対して、開き直るように宣言する宏。

　実際のところ、この手の遊びに関して口で説明するのは難しい。説明書も文章ではなくイラストがメインのようなもので、それすら実際に乗っているところを見るほどは分かりやすくもない。

「っちゅうわけやから、やってみ」

「ん」

　宏から渡されたホッピングを受け取り、目を輝かせながらジャンプしようと頑張ってみる澪。

　どうにもこういうものは能力値やスキルではなく本人のセンスがものを言うようで、しばらくは乗るのに失敗したり、一回二回飛び跳ねてバランスを崩して足をついたり、といった感じの少々どんくさい光景が続く。

「……意外と難しい」

「地味にセンスいるんやなあ、この手の遊びって」

「運動センスが絶望的な自覚はある」

　そもそも、外で遊んだ経験自体がほとんどなく、体育の授業は九割方が見学だった澪。運動神経や運動センスというものが鍛えられる時期にそうだった影響は大きいようで、運動スキルを持っていても、こういう事のコツをつかむのは苦手なようだ。

　逆に、生産関係のコツをつかむのが割と早いのは、恐らく室内で一人遊びを続けざるを得なかったことが影響しているのだろう。

「あっ」

「できた」

　その後も何度かトライし、ようやく普通にジャンプできるようになる澪。

　コツさえつかめば能力値自体は高い澪のこと、自分がつかんだコツが確かなものかを確認するためにわざと足をついた時を除き、かなり長い時間無表情ながら実に楽しそうに跳び続ける。

　そして十分後、

「……堪能した」

「そっか。楽しかった？」

「うん」

　妙につやつやした表情で春菜に頷くと、次は一輪車をロックオンする。

「あれはどうやって乗るの？」

「あ～、すまんけど、僕は作っただけでよう乗らんねん。兄貴は」

「俺も一輪車は無理だな」

「私乗れるよ」

　地味に難易度が高い一輪車の実演。それをできないと正直に宣言した男性陣に代わり、またも春菜が余計なスペックの高さを見せつける。

　さっさとサドルの高さを調整すると、誰かの肩を借りたり壁に手をついたりせずに一輪車にまたがってバランスを取り、すいすいと直進やバック、八の字走行などをやってのける。

「こんな感じだけど、初めてだったら乗る時は誰かに手伝ってもらうほうがいいかな」

「手伝ってもらっても、乗れるようにならないやつが結構いるんだがな」

「せやなあ。僕とかどんくさいほうやから、結局乗れんままやったし」

　春菜のコメントに、余計な補足を入れる達也と宏。実際、一輪車はホッピングとはずいぶん最初の難易度が違う。

「春姉、手伝って」

「はーい」

　澪に頼まれ、バランスをとるために支える春菜。とはいえ、ホッピングに苦戦した澪がすぐに乗りこなせるわけもなく……。

「……難しい」

「どうも澪ちゃん、こういうのを使って何かするの、ちょっと向いてないみたいだよね」

「ん」

　最初のペダルの踏み込みがどうしても上う手まくできず、すぐに足をついてしまう。ロープワークとか壁のぼりとかは器用にこなす澪の、意外な弱点である。

「とりあえず、そろそろ休憩せえへん？」

「そうだね」

「賛成」

　春菜に支えられながら漕こぎ方のコツを覚えようと練習すること十五分。他のおもちゃの調子を確認し終えた宏のその提案に、そろそろ気分転換が必要だと思っていた春菜と澪は、特に抵抗することなく従う。

「とりあえず、すごく楽しかった」

「そらよかった」

　結局上手く乗りこなせなかった一輪車を宏に渡しながら、充実した顔でそうコメントをする澪。

　とはいえ、他にもまだまだ試していないおもちゃは一杯あるわけで、明日も時間が許せばとことんチャレンジする気満々ではあるが。

「とりあえず、明日はまず、自転車の練習やな」

「そうだね」

「そっちも楽しみ」

　そんな感じで明日の予定を立てていると、微妙に恨みがましい視線が一同を突き刺す。

「皆様だけ、ずるいです……」

　微妙に恨めしそうな視線とともにかけられたその声に慌てて振り向くと、工房の玄関から、エアリスが恨めしそうに宏達を見ながら、心底寂しそうにそんなコメントを漏らしていた。

「エルちゃん？」

「ゴーレム馬車の要求仕様が決まって、打ち合わせのためにこちらを訪ねてみれば……」

「な、なにかな？」

「皆さんだけで、そんな楽しそうな事をしているとか、ずるいです……」

　自分だけ仲間はずれはひどいと、切々と訴えてくるエアリスに、どうにもこうにも反応に困る宏達。仲間はずれもなにも、そもそも宏が突発的に思いついて作ったものばかりなので、誰かを呼ぼうとかそういう発想自体が出てこなかったのだ。

「ずるい、っちゅうてもなあ……」

「さっき完成してテスト始めたばっかりだしね」

「エルに連絡取れるような時間はなかったしなあ……」

「わがままなのは分かっていますが、それでもずるいと思ってしまうのです……」

　最近のエアリスは、こういう自己主張には一切の遠慮がない。これぐらいの自己主張があったほうが付き合いはやりやすいが、今回のような突発事態に対してずるいと言われても困るのも事実だ。

「とりあえず、明日もこの辺のおもちゃで遊ぶ予定やし、その時一緒に遊べばええやん。それとも、明日はまずいか？」

「……少々お待ちください」

　宏の提案を受け、通信具で何やら相談を始めるエアリス。小声で二言三言言葉を交わし、その表情を輝かせる。

「お休みがいただけました！」

「そらよかった。ほな、今日はこっちに泊まっていくか？」

「はい！　一度戻って、泊まりの準備をしてきます！」

　そう言って、慌ただしく転移魔法で神殿に戻っていくエアリス。

　そのエアリスを見送り、とりあえずおもちゃ類を片付ける宏達。

「さて、晩飯何にするか、やな」

「砂すな鮫ざめのふかひれが結構残ってるから、一品はそれでふかひれスープかな？」

「っちゅうことは、餃子ぎょうざとシュウマイあたりは鉄板か」

「じゃあ、ロックボアで酢豚作って、あとは青菜の炒め物と麻婆マーボー豆腐あたり？」

「そんなとこやな。白ご飯とチャーハン、どっちにする？」

「味の濃い料理が多いから、白ご飯でいいんじゃないかな？」

　などと、わずかたりとも口を挟む隙すきを与えずにメニューを確定させる宏と春菜。毎日毎日食事のメニューを決めるのに苦労している一般家庭の主婦からすれば、その決定能力の高さとレパートリーの豊富さは羨うらやましいところだろう。

「というわけで、今日は中華だけど、別にいいよね？」

「おう」

「師匠、春姉、餃子は皆で包んだらいいと思う」

「せやな。エルもライムも喜びそうや」

　餃子を包むというのは、家族の団らんの定番だろう。不格好だったり作りすぎたりするのもまた一興である。

「ほな、皮と餃子の餡あん仕込んでくるわ」

「だったら、私はシュウマイ先に用意しておくね」

　皆で餃子を包むのであれば、餃子の皮は大量に必要になる。餡もそれなりの量がないとすぐ終わってしまうため、作業する人数を考えるならば、商売でもするのかという分量を仕込む必要があるのだ。

「師匠、皮仕込むの手伝う」

「頼むわ」

「私も下ごしらえ済ませたらそっちに回るから」

　などと、料理の時は普段以上に息の合ったところを見せる宏達を、なんとなくほのぼのと見守る達也。こういう時、料理ができない年長者の自分は、下手に口を挟まないのが一番だと心得ている。

「さて、俺はここで、エルが戻ってくるのを待つとするか」

　そうやって待つこと三十分。戻ってきた工房職員達を迎え入れ、レイナを伴って帰ってきた真琴と軽く雑談し、それも終わって手持無ぶ沙さ汰たになりかけたところで、エアリスが戻ってくる。

「お待たせしました」

「遊びに来たの～」

「お前らも一緒か。まあ、別にかまわないが」

　エアリスの頭の上にいるオクトガルを見て苦笑しながら、エアリスをいつも使っている部屋に案内する。もはや勝手知ったるなんとやら、ではあるが、さすがに案内も待たずに勝手に部屋に入るような真似はしない。

「今日は皆で作る料理があるから、手を洗って下で待ってるといい」

「はい」

「私達もいい～？」

「元々大人数でやる前提だからな。ただ、材料に限界があるから、もう一匹ぐらいにしとけよ」

「は～い」

　その言葉と同時に、ポンという音を立ててもう一匹のオクトガルが現れる。そのままふよふよ飛んで階下に下り、テレスやノーラに軽くセクハラしてから手（？）を洗いに行く。

「相変わらずだな、あいつら」

「楽しそうなので、いいのではないかと思います」

　呆れた様子の達也のコメントに、実に楽しそうににこにこと答えるエアリス。

「さて、俺達も行くか」

「はい」

　下ではどうやら、餃子の準備ができたようだ。あまりのんびりしていると、自分達の分がなくなりかねない。二人は速やかに手洗いを済ませて食堂に向かうのであった。
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「これ、意外と難しいのです」

「まあ、慣れもあるからね」

「ちょっとその餡、多すぎんで」

「あ、そうなんだ」

　いろんな種族が入り混じるファンタジーな光景の中、餃子作りは和やかな空気の中で進んだ。

「ぺったんぺったん～」

「ぺったんこ～、ぺったんこ～」

「おっぱいじゃなくて大胸筋～」

「レイナちゃん大胸筋～」

「悪かったな！」

　相変わらずおかしな連想ゲームで失礼な事を言いながら、実に器用に餃子を包んでいくオクトガル達。タコもどきが餃子を包むというのは、見ようによっては悪夢を見そうな光景である。

「そもそも、大胸筋だというのであれば、マコトも大差ないだろうが……」

「喧けん嘩か売ってるんなら買うわよ。っていうか、少なくともあたしはあんたよりは女子力あるわよ」

「ほほう？　どこが女子力を主張しているのか、少しばかりはっきりさせてもらえるか？」

「少なくとも、あんたよりは餃子上手に包めてるし？」

「……騎士に、こんなものを包む技は必要ない」

「いや、女子力の話だから。てか、そもそもあんた今見習いでしょうに」

　憎まれ口を叩きあいながら、せっせと餃子を包む真琴とレイナ。それなりに餡の量を均等に盛り、綺麗に包んでいく真琴に対し、レイナの方は割と悲惨な状態になっている。

　料理など野営の時の丸焼きぐらいしか経験がないレイナと、最近屋台で鯛たい焼きを焼いていて恐らく料理スキルを習得してしまったであろう真琴との差が、ダイレクトに出た形である。

「おら、こういう作業は苦手だべ……」

「フォレダンさは手がでけえからなあ。こんなちまちました作業ができねえのも仕方ねえだ」

　掌てのひらの大きさに対してかなり小さい皮に苦戦するフォレダンを慰めながら、こちらは妙に器用に包んでいくゴヴェジョン。料理が苦手なテレスより綺麗に包んでいるところが皮肉である。

「親方～、上手に包めたの～」

「お、ライム、上手やん」

「えっへん」

　会心の出来の餃子を掲げて見せて、得意げに胸を張るライム。

　テレスやレイナはおろか、ノーラあたりよりもはるかに綺麗に包めているあたり、できない連中になんと声をかけていいか分からない感じだ。

「うう、ライムに抜かれてる……」

「テレスも、できないわけではないのですが……」

「何で、私は料理の腕がいまいちなんだろう……」

「テレスちゃん、量産型エルフ～」

「多分、それは関係ないのです」

　料理となると途端に不器用になるテレスを、同期のよしみでよしよしと慰めるノーラ。いろんな意味で可もなく不可もなしという彼女の場合、餃子の出来も可もなく不可もなしという感じである。

「こうやって、こうかな？」

「アルチェム、ちょっと中身が多すぎるんじゃないかな」

「あ、うん。確かに。ファムちゃん、ここの折り方、先にこうしたほうがやりやすいみたい」

「あ、本当だ」

　ライムの作業を見ながら、互いに気がついたことを教え合うファムとアルチェム。外見年齢がやや近いこともあり、実の姉妹のように見える。その様子を慈愛のこもった瞳ひとみで見守りながら、自分の担当を着実にこなしていくレラ。

「これ、楽しいですね」

　和わ気き藹あい々あいと餃子を包んでいるその光景をにこにこと眺めながら手を動かしていたエアリスが、心の底から楽しそうに呟く。この国では頂点に近い立場にいる自分と、身分的には平民でも立ち位置としては最下位にいたレラ達。ヒューマン種であるエアリス達とゴブリン、エルフ、フォレストジャイアント、モーラ族、さらにはオクトガルという神の眷けん族ぞくが揃い、身分や立場の上下に関係なく同じテーブルで同じ作業をし、同じものを食べる。

　宏達はまったく意識していないが、これは実際のところ、かなり奇跡的な光景なのである。

　種族による差別がほとんどないファーレーンといえども、やはり生活習慣などの問題で地元の住民達と軋あつ轢れきを起こしているケースは珍しくない。結果として行動範囲がきっちり線引きされ、お互いに必要最低限しか関わりあわないのが普通になっている。

　人の出入りが激しいウルスではそれほどでもないが、そもそもヒューマン種以外の滞在・居住人口が少ないため、やはりどうしても複数の種族が同じテーブルで作業するケースは少なくなる。

　故に、この光景はこの国が平和であることの証左であると同時に、エアリスにとっては未来に対する大きな希望として映るのである。

「ご家庭で餃子作る、っちゅうたら、これが一番の醍だい醐ご味みやからなあ」

「綺麗に作れなくても、それはそれで楽しいんだよね」

「餃子作るの、小学校に上がって以来」

　そんなエアリスの気持ちを知ってか知らずか、この状況を当たり前のように堪能している宏達。異世界から来た彼らにとって、言葉が通じる相手であれば、種族はほとんど関係がない。そもそも常識や生活習慣の違いを言い出せば、ヒューマン種だろうがエルフだろうが、宏達にとってはまったく同じなのである。














　故に、差別意識も忌避する感情もなく、何の疑問も持たずにただひたすら駄だ弁べりながら和気藹々と餃子を包む。

「エルちゃん。あとでレシピ教えるから、時間があったら陛下やエレーナ様達も巻き込んで一緒に作ったらどうかな？」

「それは素敵ですね」

「マー君とか、包むんにものすごい苦労しそうやな」

「アヴィン殿下が地味にこういうの得意そう」

　宏達が語るその光景を想像して、嬉うれしそうに頷くエアリス。王族というのは窮屈なものだが、神殿で厳選した食材を使ってさらに宏謹製の万能薬を用意しておけば、毒見だのなんだのと無粋な事を言ってくる輩やからをはねのけることぐらいはできるだろう。あとは予定のすり合わせぐらいか。

「さて、そろそろ餡も皮もなくなってきたことやし、焼く準備に入ろうか」

「宏君、焼くのは台所でやる？」

「ここまでやっといて、それはさすがに興きょう醒ざめやろう。やるんやったら焼くとこまでや」

「だよね。だったら、他の料理を仕上げてくるよ」

「頼むわ。僕はここで鉄板使うて焼いてまうわ」

　残りの料理を準備しに行く春菜を見送り、鉄板を加熱して油を引く。その様子を見ていた澪が厨ちゅう房ぼうへ走り、全員分の箸と餃子の皿、そしてタレを入れる小皿を準備する。

「ほな、一気に行くで」

　鉄板がいい具合に熱くなったのを確認し、片っ端から鉄板の上に餃子を並べていく。景気よく音を立てながら焼けていく餃子、その音と匂においが否いや応おうなしに食欲を高めていく。

「さて、そろそろ焼けんで」

　水をさして蓋ふたをし、蒸し焼きにしながらそう宣言する宏に、もう辛抱たまらんという顔を浮かべる一同。エアリスも上品にすました顔をしながら、その視線は鉄板をロックオンして離さない。

「よし、ええ感じや」

　焼き上がった第一陣をフライ返しでがさっとさらい、次々に皿に盛って配っていく。それと同時に、厨房から最初の料理一品目として青菜の炒め物が運ばれてくる。

「まだまだ焼くから、熱いうちにいってや」

　宏に促されて、もう辛抱たまらなかった一同が、食前の祈りもそこそこに次々と餃子を口に運ぶ。

「熱っ！」

「うめえ……」

「これでよく冷えたビールがあれば最高なのにねえ」

「だよなあ」

　本気でアツアツの餃子に目を白黒させているアルチェムをよそに、ある意味黄金コンビとも言えるビールの不在を嘆く達也と真琴。そんな酒飲みコンビの声が聞こえたのか、レラの手により厨房から酢豚と一緒にビールが運び込まれる。

「おっ！」

「ハルナさんから、お二人は多分これが欲しいだろうから、と」

「さすが春菜！　愛してる!!」

　渡されたよく冷えたビールを前に、歓声を上げる達也と真琴。餃子を口に入れたあとぐっと一気にあおり、何ともいえぬ幸せそうな顔を浮かべる。

「か～っ、きくなあ！」

「やっぱり、基本はビールよねぇ！」

　美味い酒と美味い料理に箸が進むのか、餃子だけでなく酢豚や青菜の炒め物も次々と平らげていく達也と真琴。見ると、同じようにビールをあてがわれたゴヴェジョンとフォレダンも似たような表情をしている。

「ここの飯はいつもうめえだよ」

「酒との相性も最高だでな」

　現在、この工房で酒を飲むのは達也と真琴以外はゴヴェジョンとフォレダンだけ。テレスとノーラは嫌いではないが進んで飲むほどではなく、それ以外は酒を飲むほどの年はとっていない。

「テレス姉さん、お酒ってそんなに美お味いしいのかな？」

「好き好きかな？　私は今日はあんまり飲もうって気分じゃないけど、この料理だとお酒が進みそうだっていうのも分かるし」

「アルチェムは飲まないのですか？」

「飲んでも怒られないとは思うんだけど、飲んだことがないからちょっと怖いっていうか」

　などと異種族女性組で酒についてトークしていると、

「チェムちゃん多分酒乱～」

「泣き上戸～」

「絡み酒～」

「脱ぎ癖～」

「遺体遺棄～」

「なんかひどい言いがかりを聞いた気がする!!」

　オクトガル達に速攻でいじられてしまう。

「ママ～、おね～ちゃん、これ美味しいの～」

「ほら、ライム、落ち着いて食べる！」

「ファムも人の事は言えないですよ」

　美味しそうに食べ散らかすライムを注意するファムと、ファムも大差ない事を指摘してたしなめるレラ。何ともほのぼのとする親子の時間である。

「……なんか、こういうにぎやかな食卓って、いいよね」

　和気藹々と食事を続けるメンバーを見ながら、残りの料理であるふかひれスープとシュウマイ、麻婆豆腐、そして白いご飯をカートに載せて運んできた春菜が、給仕をしながらしみじみと呟く。

「楽しい雰囲気と空腹は、最強の調味料やからな」

「そうですね。私も、ここでお兄様達と食べる食事が一番美味しいと思います」

「エルちゃんは、こういうリラックスした空気でご飯食べる機会、少なそうだよね」

「はい。ですので、お父様も皆さんがいるときはここに逃げてくるのだと思います」

「あまり避難所にされるのは勘弁してほしいかな」

　エアリスのそれはどうなんだという言葉に、苦笑しながらぼやいて見せる春菜。

　ここに来ている時は無礼講といえど、やっぱり身分のある人達を相手にするのはそれなりに気を使うのだ。

「……ねえ、春姉」

「何？」

「こっちにいる間は、こういうにぎやかな食卓ができるといいかも」

「……ん、そうだね」

　にぎやかに美味しそうに食事を続ける一同を見ていて、自然にぽろっとこぼれた澪の言葉。

　その言葉に何か感じいるように頷くと、まだまだアツアツの自分の分に箸をつける春菜であった。




　なお、余談ながら翌日の自転車の練習だが……。

「これ速～い！」

「ライム、ちゃんと前見て走る!!」

「この自転車という乗り物、魔力も何も使わずにこれだけのスピードが出るんですね」

「便利だけど、自分達で作るとなると結構大変そう」

　交代で自転車を乗り回しながらそんな感想を言い合う工房組やエアリスを横目に、

「うう……、自分のどんくささが恨めしい……」

「なんか結構屈辱……」

　こけてなんぼという言葉に従って、何度も転倒しながら必死に練習を重ねる澪とアルチェムの姿があったそうな。








ダール編　後日談その三






　それは、餃子ぎょうざパーティの二日後、イグレオス神殿からの出向者も決まり、ようやく魔道具作りの訓練が始まる日の事であった。

「あの、ヒロシ殿、少々よろしいでしょうか？」

「どないしましたん？」

「この建物の地下から音が聞こえてくるのですが、何かあるのでしょうか？」

「音……？」

　神殿から出向してきた男性にそう問いただされ、少し考え込む宏ひろし。

　ダールの工房の地下には、収納庫と作業部屋が二つある。収納庫はエンチャントで容量を拡張した上に容積を共有してあるため除外するとして、二つある作業部屋のうちどちらかから音が漏れていることになる。

「地下室から音、なあ……。何かあったかなあ……？」

　とはいえ、ウルスの工房とつながった今、ダールの地下作業室はほとんど使う必要がない。今現在も誰も使っていないはずで、音が漏れることなどないはずである。そう考えながら、何か引っかかるものがある宏。引っかかるものはあるのだが、それが何か思い出せない。

「ちょっと思い出せんから、地下室確認してくるわ」

　結局思い出せず、地下を確認したほうが早いと結論を出す宏。男性をその場に残して地下に下りた瞬間に、忘れていた事を思い出す。

「せやせや。邪神像の浄化やっとったん、忘れとったわ」

　厳重に封印した扉の奥から漏れて聞こえてくる春はる菜なの歌を前に、そんな風に独り言を呟つぶやく宏。

　地下遺跡に行く前に聖水に漬け込んで、春菜の歌を聞かせっぱなしにしたまますっかり忘れ去っていた邪神像。恐らく春菜であれば、地下室と聞いた瞬間に思い出していたであろうが、宏はそんな記憶力は持ち合わせていない。結果、直接見るまでは思い出せなかったのだ。

　厳重に封印してあるといっても、元々そんな長期間放置する予定はなかったため、そろそろ効果が弱まってきている。結果として防音結界も効果が薄れてきており、ついに人によっては音漏れが聞こえてくるような状態になってしまったのだ。

「そろそろ熟成も進んでるやろうし、ええ加減処分したほうがええやろなあ」

　熟成という単語が正しいかどうかはともかくとして、漬け込んでからかなり時間が経っている。もしかしたら消滅している可能性もないではないが、そこまでヤワだとも思えない以上は確認して処分すべきであろう。そう考えて春菜と澪みおに連絡を取ることにする宏。

『春菜さん、澪、ちょっとええか？』

『何？　どうしたの？』

『師匠、何か作業？』

　声をかけてすぐに、春菜と澪が応じる。二人とも今日は何やらやりたい事ができたとかで、別々に行動している。といっても大した事をしているわけではない。春菜は宏と真ま琴ことの誕生日に向けて、今の時期しか確保できない食材をチェックして回っているだけだし、澪は最近ようやくきつくなってきたブラを新調するため、オルテム村の近くでジャイアントスパイダーを狩っているだけである。

　ジャイアントスパイダー狩りに関しては、霊糸が腐るほど余っているのになぜに今更スパイダーシルク、と思わないでもない澪だが、宏が女物の下着、それも体に合わせたブラジャーなど作った日には半日は使い物にならなくなるし、澪が霊糸や霊布を扱うにはまったく技量が足りていない。

　かなり不格好なレースのパンティぐらいは作れるかもしれないが、それ一つ作る間にどれだけの道具を駄目にするか分かったものではない。故に、技量を伸ばす意味も兼ねて、かなり手の込んだやり方でスパイダーシルクを作ることにしたのだ。

『邪神像の事、覚えとるか？』

『あ～！　そういえばあれ、歌聴かせっぱなしじゃなかった!?』

『……ボク、すっかり忘れてた』

　宏が切り出した用件を聞き、思わず大声を出す春菜と思い出すのにワンテンポ遅れる澪。

　どうやら、二人ともきっちり忘れていたらしい。優先順位が低い上にあれこれあったため、ある意味では仕方がないことだろう。もっとも、春菜の場合は思い出したくなかったために、あえて記憶の底に沈めていた可能性が高いが。

『さっき、神殿から修行に来た兄ちゃんに地下から音が聞こえる、っちゅう話聞いてな。地下室に下りた時に思い出したんやけど、さすがにそろそろ処分せんとあかん、思うねんわ』

『それは当然、そうだよ』

『で、な。モノがモノだけに一人でやるんもちょっと危ないやろうから、急ぎの用がないんやったら、悪いけど手伝ってくれへん？』

　宏からの要請に、迷うことなく承諾する春菜と澪。二人とも、現在やっていることはこれといって特に緊急性がある内容ではない。春菜の用件は明日でも明後日あさってでも問題ないし、澪の方も繭玉は十分に確保できている。あとは夜なべしてちまちま作っていけばいいだけだ。

『ほな、こっちである程度の準備はしとくから、悪いけど早めに戻ってきてな』

『了解』

『すぐ行く』

　春菜達の返事を聞いて通信を終えると、とりあえず後処理のための準備の前に、弟子達に指示を与えることにする宏。

　内容は、触媒の採取。今日からの授業でエンチャントの練習に使わせる予定だったものを、自分達で確保させるのである。あまり危険のある場所に生えているものを使う予定はないが、念のために達たつ也やと真琴に連絡を入れ、護衛をしてもらうことにする。

「さて、どうなっとることやら」

　念のための結界具やら何やらを準備しながら、微妙にため息交じりにこぼす宏。どうにも熟成のしすぎで、変な方向に進化してるような気がしてならない。

　こうして、余計なトラブルを巻き起こしそうな危険物の処理は、着々と準備が整えられていくのであった。




　　　　☆




「で、師匠。どうなってる？」

　ダールの工房に戻ってきてすぐに、澪が状況を確認する。

「中見んのは今からやけど、恐らく碌ろくな事にはなってへんやろうなあ、思うわ」

　宏の言葉に一つ頷うなずき、その先を促す澪。澪に促されて、封印を解除して少し扉を開く宏。

　扉の向こうは、妙に清浄な空間になっていた。

「……瘴しょう気きの欠片かけらもあらへんなあ……」

「地脈まで浄化されてる？」

「みたいな感じや」

　どうやら、神の歌の性能を甘く見すぎていたらしい。いくら一週間ほどエンドレスで流し続けたといっても、単に録音しただけのものにここまでの浄化能力があるとは思いもしなかった。

　とはいえ、エアリスが本気を出せば儀式なしで同じ結果を出せるのだから、所しょ詮せんは劣化コピーということなのだろう。

「で、肝心のブツは、っと」

　一通り部屋の観察を済ませ、肝心の邪神像はどうなっているのかと確認すると、すっかり最終解脱を済ませ、妙に恍こう惚こつとした様子でピクリとも動かなくなっていた。すでに瘴気など、欠片も漏れてはこない。

「なんかこう、極めて不気味や」

「うん、不気味」

「不気味だよね～」

　後ろからかけられた第三の声に宏と澪が振り返ると、いつ来たのか春菜が二人の肩越しに邪神像を覗のぞいていた。

「春はる姉ねえ、いつ来たの？」

「今さっき。それにしても、録音した歌を流し続けただけで、ここまで行くんだね」

「みたいやな。浄化系の装備作る時は、二週間ぐらい鍛か冶じ場と溶鉱炉を封鎖して、エンドレスで歌流しといたほうがええかもしれへんなあ」

「なんか、だんだん歌っていう要素から外れてきてる気がするんだけど……」

　ジト目で放たれた春菜の突っ込みに苦笑しつつ、とりあえず邪神像を詰め込んだ瓶びんを回収する宏。

　どう処分するにしても、まずは解析してからだ。

　このまま砕いて捨てればＯＫ、というわけにはいかないのは間違いないのだから。

「さて、こいつはどないな事になっとるのやら」

「素材にはなる？」

「なるとは思うけど、どういう素材になるかははっきり言えんわ」

　春菜の質問にそう答え、とりあえず同じ地下にあるもう一つの部屋に移る。上の階の作業場は今後も神官達の訓練に使うため、妙な影響が出ては困るからだ。

「で、師匠。何から調べる？」

「まずは簡単なところで、瓶の聖水がどうなっとるからか、やな」

　そう言いながら水質チェッカーを取り出す宏を見守る春菜と澪。このあたりの作業では、まだまだ彼女達に出番はない。

「……物理的な意味では、このまま飲んでも特に問題ない感じや。魔法とか神秘とかそっち方面やとどうか、っちゅうと……」

　続いて取り出した魔石やその他もろもろの機材にスポイトで瓶の聖水をたらし、色の変化をはじめとしたもろもろの反応を確認する。

　見た感じ、害のある反応は見せてはいないが、少なくとも単なる聖水ではなくなっているのは間違いない。

「害はないけど、ただの聖水でもなくなっとるなあ。非常に嫌な予感がするわ」

「嫌な予感？」

「なんちゅうかこう、僕にとっては致命的な事になりそうな、そんな予感？」

「何でそうなるのかは分からないけど、何を心配してるのかは分かったよ」

「とりあえず、害はないはずやけど直接触るんはなしの方向で」

　宏の言わずもがなな注意に、真剣な顔で頷く二人。はっきり言って、触りたくもない。

　だが、世の中、トラブルというのは起こる時は起こるもので、

「くしゅん！」

　特に原因になりそうなものがあったわけでもないのに、急に鼻の奥がむずむずしてこらえきれず、思わず小さくくしゃみをする春菜。その挙動で作業机を揺らしてしまい、瓶の中から聖水がこぼれる。

「あっ」

「ご、ごめん！」

　いろいろ慎重に扱わなければいけない危険物をこぼしてしまったことに対し、大いに慌てながら布巾を取り出す春菜。

　慌てると碌な事がないのはどんな時でも共通で、この時も慌てて素手で布巾を使って作業机を拭くという、危険物を扱う上であるまじき行動を取ってしまう。

　そのため、宏と澪が止める暇もなく、布巾にしみ込んだ聖水を直接触ってしまった。

「春菜さん、そらなんぼなんでもまずいで……」

「春姉、まずはゴム手か何かを用意してからだと思う……」

「あっ……」

　二人に指摘されて、思わずしまったという顔をする春菜だがあとの祭り。触れて湿り気が分かる程度には滲にじみ出ていた聖水が、ばっちり春菜の掌てのひらを湿らせる。

「とりあえず、触ったところ見せて」

「う、うん……」

　自分でもやばい、と思いながらも、宏の指示に従って掌を見せる。

　見た感じ、若干湿った感じがする以外には特に変化はない。肌が妙につやつやしているように見えなくもないが、聖水を肌に塗ると一時的にこうなるので特におかしなことはない。現時点で聖水としての特性は失われていないので、春菜の肌が普段以上につやつやになったのは問題ない。

「……とりあえず、見た感じ問題はあらへんけど……」

「師匠、この手のアイテムでの状態異常は、すぐに出てこない」

「せやなあ。しばらく経過観察やな」

　これといって特に変化があるでもない春菜を見て、とりあえずしばらくは様子を見ることに決める宏と澪。実際、変化が出てこなければ対処のしようがない。

「うう……、ごめんなさい……」

「まあ、生理現象ばっかりはどうにもならんしなあ」

「なんだか私、ダールに来てからやらかしてばかりのような気がする……」

「まあ、人間、そんな時期もあるんちゃう？」

　どうにも普段やらかさない種類の迂う闊かつと言っていいミスが続いていることに、心の底から落ち込む春菜。いい加減そろそろ、もう少し冷静に行動できるように切り替えなければまずいだろう。

　そんな感じでどっぷり落ち込んでいる春菜を、割と適当な言い方で慰める宏。実際のところ、やらかしている度合いで言えば、春菜達を巻き込んで勝手に地底に潜もぐった宏に勝てる人間は今のところいないのだが。

「そういえば、やらかしたと言えば……」

「ん？　澪、なんかあるんか？」

「えっと、この像がここに来るきっかけになったデントリスさん、その後話題に上がってない」

「あ～、そう言われてみればそうやなあ」

　すっかりこちらにちょっかいをかけてくることもなくなったデントリス。おかげで、全員存在そのものを完全に忘れ去っていた。

「別にどうでもええからスルーしとったけど、また変なちょっかいかけられても鬱うっ陶とうしいし、折ぃ見て女王様か神官長に話聞いてみるわ」

「そうだね」

　久しぶりに話題に上ったデントリスだが、基本的にどうでもいい事だからか、それだけで即座に話が終わってしまう。

　恐らく宏が地下遺跡に行くという暴挙をしなければ、洗脳される前に噛かませぐらいにはなれるだけの活躍をする機会もあったのだろうが、今更もしもの話をしても無意味である。

「さて、気分変えて、もうちょいこいつらの特性をチェックしよか」

　宏の言葉に頷き、魔力パターンから何から何まで、調べられることを徹底的に調べる春菜と澪。

　終わる頃にはすっかり、デントリスの事も聖水に触ってしまったことも意識の表層から消え去っている三人であった。
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　一方、弟子達の採取に付き合わされた達也と真琴は、というと。

「こっちの手伝いなんかしてていいのか？」

「大丈夫。もう、ダールでの調べごとは全部終わった。殿下からも許可は出てる」

「そうか、ならいいんだが……」

　唐突に現れたレイニーを交えて、とりあえず周辺のモンスターを適当に排除していた。宏に指定された場所がダールの街からも街道からもやや離れていることもあり、攻撃性は皆無だが放置するのも少々危ないタイプのモンスターが結構いるのである。

　無論、所詮は街の近くのモンスターなので、間違って噛まれたりしてもそれほど大きな怪我はしない。

　それに、ゲームと違い、一度噛まれたからといって仕留めるまでずっと攻撃を食らい続けるわけでもなく、慌てず騒がず相手のテリトリーから少し離れれば戦闘にすらならない。つまり、基本的にそれほど危険はないのである。

　それほど危険はないのだが、それでも怪我は怪我。しかも、今回は採取にも戦闘にも不慣れな神官達が三人もいる。それゆえに、過保護だと分かりつつも達也と真琴を護衛につけたのだ。

　これがファム達だけならば、わざわざ護衛などつけない。いざという時の逃走用転送石を持たせて終わりである。

「それにしても、どういう風の吹きまわし？」

「明日ぐらいから、フォーレに向かう。向こうでの先行調査がある程度終わるまで、またしばらく顔を見せられない」

「それで？」

「ここでお手伝いしてポイント稼いでおけば、ハニーから少しぐらいご褒美貰もらえないかと思った」

「……まあ、いいけどね……」

　凄すさまじく下心満載のレイニーの回答に、結局そこかという表情を隠しもしない真琴。この分では、宏がレイニーのおっぱいを揉もまざるを得なくなる日も近そうだ。

　普通なら揉まされるほうにとってもご褒美じゃないのか、と、春菜には遠く及ばないまでも普通にそれなり以上には豊かなレイニーの胸元をチラ見しながら思う真琴だが、まだまだ宏にとっては拷問以外の何物でもない。揉んでくれと言って喜んで揉めるようならば、そもそも遺跡の地下の時みたいに状況的に不可避で、かつ恋愛感情が絡んでいなくても普通は文句を言われることはないような状況で女体と密着して、ああもダメージを受けることなどあり得ない。

「宏も難儀な状況よねえ……」

「まったくなあ」

「何が難儀って、事情を知っててなお、いまいち同情しきれないところかしら」

　普通の男ならば羨うらやましいと思うであろう要求でいらぬダメージを受けることになりそうな宏。その事にいまいち同情できなくて困りつつ、素材としての状態も考慮しながらちょっと大型の芋虫を仕留める達也と真琴。

　滅多に噛みついてきたりはしないモンスターだが、こいつの歯は皮の手袋ぐらいは貫通してくる。運が悪いと指の一本ぐらいは普通に無くなるため、念のために先手を打って仕留めておく。

「とりあえず、この程度の協力だと、おっぱい揉んでっていう要求は通らないと思うけど、それでもいいの？」

「問題ない。それは第一段階目標だから」

「第一段階ってことは、やっぱり最終目標って……」

「もちろん、体の隅々まで揉んでなめて吸って噛んで蹂じゅう躙りんしてもらった上で、たっぷり子……」

「はいストップ。子供がいるところでそういう露骨な発言は無し」

　どこまでも目標が明確でぶれないレイニーに、呆あきれてため息をつく真琴。

　何が厄介かって、こいつの場合恐らくではあるが、宏の行動であれば、鞭むちか何かで叩たたかれたところで普通に喜びそうなところであろう。

「非常にどうでもいい事なんだが……」

「何よ？」

「こいつの目標って、ある意味春菜や澪の目標と同じなんじゃないかって気がするんだが、どう思う？」

「……まあ、着地点はもうちょっとノーマルだとは思うけどねえ……」

　宏と男女の関係になる、というのは、別にレイニーだけの目標ではないのは事実だ。いろんな意味でもう少し慎つつしみというものがあり、もう少し内容がソフトなものなのは間違いないが、それでもある種の通過点として肉体関係を持つというのは存在する。

　ただし、本来通過点、それも倫理・道徳的には結婚してから通過すべきポイントであるはずの事柄なのに、宏の場合は先にここを通過できないと結婚とかあり得ないぐらいにこじれているところが、いろいろな意味で非常に厄介なのだが。

「……これぐらいなら、素材採れる？」

「まあ、問題ないだろう」

　どうやら神官の一人がうっかりテリトリーに入って派手に刺激してしまったらしい蛇を一撃で仕留め、確認を取ってくるレイニー。

　基本的に大人しい上に特に毒とかを持ち合わせている種類ではないが、とぐろを巻いてからの体当たりは当たりどころが悪いと骨ぐらいはやられてしまう。こういう生き物を不注意で結構な数刺激しているあたり、宏がわざわざ護衛をつける理由もよく分かる。

「とりあえず神殿から来た皆様に関しちゃ、戻ったらちっとばかし反省会が必要そうだな」

「そうね。不慣れなうちは仕方がないとはいっても、もうちょっと落ち着いて慎重に行動してもらわないと」

　女性神官の背中を狙っていたバッタを追っ払いながら、戻ってからの予定を話し合う達也と真琴。

　今後も素材を自分達で集める必要がある事を考えるなら、採取すべき素材に全神経を集中させるのではなく、周囲に注意を配りながら素材を見つけ、丁寧に摘み取るという芸を身につける必要がある。

　一見して無茶苦茶な事を言っているように聞こえるかもしれないが、それぐらいの事はファムやライムでも普通にやっているのだ。神官達は大人なんだから、子供にできることぐらいはちゃんとやってもらわなければ困る。採取まわりは門外漢の真琴ですら、このあたりで採れるランクの素材なら周囲に意識を向けながら採集できることを考えれば、それほど無茶な言い分でもないはずである。

　もっとも、真琴の採取技能は最初にボーナスが入る十で止まっているため、ここらで取れるもののうち半分ぐらいは識別できなかったりするが。

「……お仕置き？」

「目を輝かせてるところ悪いが、お前さんはするほうでもされるほうでも関係ないからな」

「……しょんぼり」

「……分かっていたこととはいえ、本当に子供の教育に悪い娘ね……」

「真琴、お前さんもジャンルによっては人の事は言えないって自覚あるか？」

　反省会という単語から勝手にお仕置きという言葉を連想したレイニーに、微妙に引いた視線を向けながら何とも言い難い会話を続ける達也と真琴。実際のところ、子供の前で教育に悪くない言動をしているのは、現時点では地味に春菜だけだったりするのが業が深いところかもしれない。

「それはそれとして、まだ続ける？」

　自分で振っておきながら、自分が関係ないとなるとあっさりなかったことにしたレイニーが、現在の作業についてそう質問をぶつけてくる。

「ん？　ああ、そうだな。もうすぐ昼飯時だし、そろそろ切り上げてもいいかもしれんな。ちょっと確認するわ」

　レイニーの質問を受け、とりあえず達也が採取組の進しん捗ちょく度合いを確認することにする。

「ノーラ、どんな感じだ？」

「そうですね。ノーラの籠かごの分量から考えるに、今日はそろそろ切り上げてもいいかと思うのです」

「分かった。ならそろそろ昼飯時だし、切り上げて戻るぞ」

「はいなのです」

　達也の言葉に従い、テレスやファム、神官達に声をかけて回るノーラ。疲労で足元がおぼつかない神官達を見守りながら、とりあえず達也と真琴のそばに集合するアズマ工房職員三人娘。

「それにしても……」

「神殿組の御三方には、いろいろと教育的指導が必要なのです」

「そっちの目から見てもひどいのか？」

「今日初めてこの手の作業をしているので、分量集まらないのはしょうがないんですけどねえ」

「それにしてもいろいろとひどすぎるのです。ライムを連れて初めて採集に行った時の方が、いろんな意味でもっとましだったのです」

　テレスとノーラの手厳しい言葉に、そっちの目から見てもそうなのか、などと思わず遠い目をしてしまう。

「そっちの目から見ても、ってことは、タツヤさん達も見ててひどいと思ったんだよね？」

「まあなあ」

「宏達と比べるのは間違ってるとしても、普通はもうちょっと周囲を見るわよねえ……」

「……隙すきだらけ」

　達也達からもなかなか容赦なく駄目出しが飛んでくる。正直なところ、素材集めは外注に任せたほうがいいのではないか、と思うほどである。

「何にしても、戻ったら愛の説教部屋なのです」

「……微妙にネタっぽい発言が聞こえた気がしなくもないけど、とりあえずまずは徹底的に説教なのは同意するところね」

　深夜番組にありそうな単語を言い出したノーラに苦笑しながら、ダールの工房に戻ってからの予定を心のメモ帳にぎっちり書き込む真琴。その手の予定が予定どおりに進まないのはいつもの事だが、さすがに毎回ノープランでフリーダムに突っ走るつもりもない。

「それで、私、役に立った？」

「ん？　ああ。結構助かった」

「神殿組が分散してたからね。二人だけだと忙しかったかもしれないわね」

　唐突にそう質問してきたレイニーに正直に答えを返すと、どことなく嬉うれしそうにわずかに顔をほころばせる。自我を得てからの日が浅いがゆえに澪とは違った方向で無表情なレイニーだが、日々着実に人格は形成されているようだ。

「ご褒美ねだっても大丈夫そう？」

「……内容によるな、多分」

「ハニーの汗をたっぷり吸ったタオルとか、駄目？」

「……本当に、いろんな意味でゆがみないわね、あんた……」

　もっとも、形成されている人格は、かなり駄目な香りが漂っているようではあるが。

「まあ、そこは要交渉ってところじゃない？」

「頑張る」

「明らかに頑張りどころを間違えてるとノーラは思うのです」

　などと緩い会話を続けながら、神殿組がまともに歩けるようになるのを待つ一同。

　この後工房では微妙に困った事態が発生するのだが、神ならぬ身の上の彼らには、この時点ではそんな事はまったく予想できないのであった。
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「さて、昼飯何にするかやな」

　達也達から今から引き上げると連絡を受け、ならばと昼飯の準備に入ることにした宏達三人。とはいえ、毎度の食事内容を考えるのは、これで地味に大変なのだ。

　因ちなみに宏達は、昼飯のためウルスの工房に戻ってきている。

「師匠、春姉。ノーラ達に神殿の人もいるから、品数勝負は厳しいと思う」

「そうだね。それを踏まえた上で、澪ちゃんは何か食べたいもの、ある？」

「辛くなくて涼しい感じのもの」

　アバウトながら地味に厳しい澪のリクエストに、少しばかり渋い顔で頭をひねる宏と春菜。涼しいということは冷やして食べる類たぐいのものになるだろうが……。

「この場合、選択肢として成立するんは……」

「ざるそばとか冷やしうどん、そうめんに冷やし中華、冷製パスタあたり？」

「せやな。で、神殿の皆さんは箸が使えんやろうと考えると、冷製パスタが無難やろうな」

　宏の提案に一つ頷くと、とりあえず材料を確認して並べていく。

「で、冷たいパスタはええとして、普通のパスタを冷やしたタイプにするか、冷たいスープで食べるやつにするか、どっちにする？」

「根菜類が結構多いから、冷たいスープのパスタがいいかも」

「了解。ほなその方針で」

　そう言って、冷たいクリームスープ、というより具が少なめの冷たいクリームシチューの仕込みに入る宏。地味に材料にロックワームの肉が混ざっているあたり、相も変わらず油断できない食卓である。

「なあ、澪。折角やから、アイスかなんか作っとくか？」

「ん。了解」

　材料を切り終えたところで宏にそう声をかけられ、微妙にウキウキした様子でアイス作りの準備に入る澪。アイス自体は作ろうと思えば作れるだけの機材も技量も持っているが、生産能力の問題で特にダールでは屋台で売ることはできないという悩ましいおやつである。

　その絡みに加え、作れるフレーバーがバニラと抹茶、あと一部の果物系ぐらいだったこともあって、なんとなくこれまでそんなに積極的に作らずに来た女子御用達のデザートを、全身全霊を込めて自身の腕の限界に挑んで作り始める澪。

　まずはオーソドックスなバニラと抹茶だが、宏が厨ちゅう房ぼうを明け渡してくれたら、春菜と協力してチョコレートやチョコミントも作るつもりである。

「あっと、そうや。忘れとった」

「どうしたの、宏君？」

「デザートっちゅうたら、こんなんも作っとってんけど、さっくり忘れとってん」

　そう言って宏が取り出したのは、まごうことなきナタデココ。ダールには熱帯雨林の地域もあるのだから、この手のものを作る材料も普通に流通しているのである。

「天てん草ぐさも結構確保しとるから、寒天作ったらフルーツポンチがいけんな」

「できたら、杏あん仁にん豆腐も入れたいかも」

「それもありやな」

　地味に充実する気配を見せるスイーツに、思わず顔をほころばせる春菜。これで小豆類が確保できれば、フルーツみつまめやあんみつなどもいける。となると、ますます小豆が恋しくなるわけで……。

「ここまで出揃そろって、なんで小豆の類が見つからないんだろうね？」

「せやなあ」

「ボクそろそろ、ぜんざいとか恋しくなってきた」

「水ようかんとかも忘れたらあかんで」

　チョコレートにコーヒーにナタデココと、いろいろな意味で食生活の幅を大きく広げるものが出揃ったというのに、なぜかいまだに発見できない小豆。ここまでくると、嫌がらせとしか思えない。

「まあ、ないもんはないからしゃあない。ここまで焦じらされてんねんから、発見した時はとことんまでいじり倒さなあかんな」

「うん、そうだね」

　などと言いながら、パスタに添えるちょっとした前菜を次々に仕上げていく春菜。内容は砂牡が蠣きのカルパッチョとダール野菜のパテ、砂漠ウニ添え。なかなかに贅ぜい沢たくな前菜である。

「さて、あとは兄貴らが帰ってきてからパスタ茹ゆでれば終わりやな」

「そうだね」

　などと言いあっているうちに、玄関先に結構な人数の気配。ちょうどいいところだったので出迎えるために入口に移動すると……。

「……師匠、春姉。なんか変なのが増えてる気がする」

「……まあ、兄貴と真琴さんが連れてきてＯＫやって判断したんやったら、多分問題はないんやろうけど……」

「……物量的にも問題ないのがちょっと悲しいかも……」

　宏の姿を見て今にも飛びついて変態チックな愛情表現をしようとしているレイニーと、そのレイニーを必死になって押しとどめている達也と真琴の姿があった。

「で、連絡なかったんだけど、どういうこと？」

「向こうで合流して、な」

「かなり手伝ってもらっちゃったから、ご飯ぐらいはいいかな、って思ったのよ……」

　予想以上のレイニーの反応に、ちょっと失敗したかも、という表情を浮かべる達也と真琴。吊つるしあげを食らっていたからとはいえ、前回が意外と大人しかったために油断した部分があったのは間違いない。

「ハニー！　ハニー！」

「あ、こら、暴れるな!!」

「大人しくしないと、放り出すわよ!!」

　とにかく宏に飛びついてぺろぺろしようと必死になっているレイニーを、根性でステイさせようとする達也と真琴。まるで、しつけのなっていない大型犬の飼い主のようだ。

「ハニー!!」

　達也と真琴の奮闘もむなしく、暗殺者としての体術まで駆使して、とうとう拘束を抜け宏に飛びつくレイニー。だが、

「駄目」

　何と春菜が宏を抱き寄せて、レイニーの突撃を完全に空振りさせたのだ。そのまま、誰にも渡さないとばかりに宏の頭を自身の胸に抱え込んで、庇かばうような姿勢でレイニーを睨にらみつける。

「うう、ハニー……」

「一緒にご飯食べるぐらいはいいけど、それ以上は駄目」

「うう、ひどい……」

　達也と真琴に加えて澪にまで押さえこまれて、完全に涙目になるレイニー。だが、様子見することで合意しているだけで基本的には敵認定をしている春菜が、その様子にほだされるわけもなく……。

「達也さん達を手伝ってくれたみたいだから、ご飯を出すのはいい。だけど、それ以上を求めるんだったら、ご褒美は一切なしだよ？」

「……分かった、我慢する……」

　さらに力強く宏を抱きしめながら、厳しい口調で条件を突きつける春菜。

　最低限のご褒美も取り上げられそうになり、しぶしぶ春菜の出した条件を受け入れるレイニー。

　どうやらこれ以上暴れることはなさそうだと判断し、レイニーを解放する達也達。

　その様子を見て、春菜の雰囲気が一気に柔らかくなる。

「さ、ご飯にしよ」

「それはいいんだが春菜、いい加減ヒロを解放してやったらどうだ？」

「えっ？　あっ！　ご、ごめんなさい!!」

　達也に指摘されて、完全に自分の胸の谷間に顔をうずめる形になっていた宏を慌てて解放する春菜。見ると、宏の顔は完全に土気色になっている。

「……柔らかい、……怖い、……柔らかい、……怖い」

　解放されたところで、そんなうわごとをぶつぶつ呟く宏。

　彼が女体に対して一番密着したのは地下遺跡の時。あの時は春菜や澪は革製のものとはいえきっちり鎧よろいを着こんでおり、ジュディスも普段着の神官衣（通気性はともかく、生地自体は意外と厚め）を着こんでいたため、そこまで女体の柔らかさを意識させるほどではなかった。

　そのレベルですら結構なダメージを受けていたというのに、今回は薄手の普段着の上にエプロンを纏まとっただけという軽装で、しかも春菜の豊かな胸にダイレクトに顔面を抱え込まれるという、どう頑張っても女体を意識せずにはすまない状態であった。

　抱え込んだ時の角度の問題で窒息するような抱きしめられ方はしていないが、そんなものは何の慰めにもならない。

　結果、服とブラジャー越しとはいえ、まだややかたさが残るものの十分すぎるほど柔らかい若い乳房の感触を顔の半分に押しあてられ、宏は性欲とは違う理由で正気を失う羽目になってしまったのである。

「てか、春菜。あんたちょっとおかしいわよ」

「そうだよな。いくらとっさのこととはいえ、普段ならガードするにしてももうちょっとうまくやるよな」

　不審そうな態度を隠しもせずに指摘する真琴に乗っかり、とりあえず前回と同じように鍛冶用ハンマーを取り出しながら、春菜の態度についてそんな追及をする達也。

「というか、春姉。なんで師匠の腕を抱え込もうとしてるの？」

「えっ？」

　さらに澪にまで突っ込みを受け、自分が無意識に宏の腕を抱え込もうとしていることに気がつく。

「春菜、お前本当におかしいぞ」

「絶対、何かあったでしょう」

「……心当たりは、あるかな……」

　これ以上おかしな真似をしないように宏からできるだけ距離を置きつつ、明後日あさっての方向に視線をさまよわせながら達也と真琴の追及に対してそう答えるしかない春菜。

「というか澪ちゃん、多分原因があるとすれば、あれしかないよね……」

「うん。多分あれのせいだと思う」

「あの聖水、こんな面倒な効果があるんだ……」

　春菜と澪の会話に、怪け訝げんな顔をする達也と真琴。

　騒ぎを聞きつけて集まってきて、春菜の大胆な行動を目の当たりにし、ひそひそと何かを話し合うノーラをはじめとしたその他大勢。

　状況としては、なかなかカオスな事になっている。そこへ、

「どうやら、少し遅かったみたいですね」

「エルちゃん？」

「アルフェミナ様からお言葉を賜たまわりまして、急いでこちらに来たのですが……」

　さらに場をややこしくするように、エアリスが乱入してくる。どうやら、何らかの情報を持っているようだ。

「ハルナ様、お昼前に邪神像を漬け込んだ聖水に触れましたよね？」

「うん。多分、私が無意識に宏君に触れようとするの、それのせいだと思うんだけど、どう？」

「正解です。アルフェミナ様によると、あの聖水、触れた者が普段抑圧している感情や欲求を、問題にならない程度に解放する作用があります」

「……あれで問題にならない程度なんだ……」

　自分がやらかした大胆な行動、それを思い出してどうにも釈然としない春菜。痴女じゃあるまいし、人前で男の頭を胸元に抱え込むとか、問題にならない程度とは到底思えない。

「今来たばかりなので先ほど何をなさったのかは分かりませんが、余程一方的に嫌われているのでもない限り、普通は腕を組むぐらいは問題になりませんし」

「あ～……、そういうことね……」

　問題にならない範囲、というものについて春菜が理解したところで、話を続けるエアリス。

「普通なら問題にならない程度なのですが、ヒロシ様の場合は……」

「……うん……」

「あと、もう一つ厄介な話がありまして」

「厄介な話？」

「はい。その効果はいわゆる毒や状態異常ではありませんので、万能薬で消すことはできません」

　どことなく警戒するような態度を見せる春菜にほんの少し憐れん憫びんの情を抱きながら、恐らく一番厄介であろう話を切り出すエアリス。

　エアリスの言葉を聞き、さっと顔を青ざめさせる春菜。

「一時的に多少衝動が抑えられなくなる程度ですので、三日もすれば収まるとは思います。ですが、ヒロシ様のためにもハルナ様のためにも、効果が切れるまでは距離を置いたほうがいいのではないか、と考えます」

「……そうだよね。でも、状態異常じゃないのにこんなことになるって、どういうことなんだろう？」

「不思議に思うかもしれませんが、それはある種の祝福なのです」

「……祝福？　どういう理屈で？」

「なぜその内容になったかまでは分かりかねますが、祝福扱いなのは聖水としての機能が強く残っているからだと思います」

　エアリスの言葉に、傍はた迷惑なという感想で一致する一同。

　実際のところは春菜の歌を聞かせ続けた結果、想いを募らせそれなり以上にアピールしつつも最後の部分では踏み込み切れない乙女達の後押しをするために、理性による衝動に対する抑圧をほんの少しだけ緩めるという機能を持ってしまったのだが、さすがにそこまではアルフェミナも分からないらしい。

　結果として、この世界の誰にも因果関係が分からないまま、祝福として疑問符がつく性質を持った聖水が誕生してしまったのである。

「まあ、話は分かったが、距離を置くって、実際どうするんだ？」

「そうですね。私と一緒に地底のアトラクションをたっぷり堪能するというのはどうでしょう？」

「二泊三日で、か？　許可が下りるのか？」

「大地の民の皆様とは、姫ひめ巫み女ことしていろいろと話をする必要もありますし、それを口実にどうとでもできます」

　聖女のような顔で、なかなかしたたかにわがままを通すようになったエアリス。その妙な頼もしさに苦笑しつつも、とりあえず最初から話は決まっていたことを悟る一行。

「とりあえず、師匠も復活したことだし、お昼にしよう。エルも食べていく？」

「問題ないのであれば、いただいて帰ります」

「分量的には十分」

　とりあえず話がまとまったことを察し、とっとと昼食を済ませようと主張する澪。

　その話を遮るように、

「ハルナだけハニーといちゃいちゃしてずるい……」

　などとレイニーが文句を言うが、

「そこはもう実績の差だ、諦あきらめろ」

「春菜であれじゃあ、あんただとどうなるか分かったもんじゃないしねえ」

　年長者二人にあっさり主張を叩き潰つぶされる。

　そのまま力技で昼食になだれ込み、

「地底って、前に話に出ていた古代遺跡の事なのですか？」

「せやで。ノーラも興味あるか？」

「ないはずがないのです」

　話に出てきた地底のアトラクションについて質問攻めが起こる。

「まあ、ここから直通の転移陣もあるし、地底でゲットできる素材とかもあるから、仕事に問題あらへんねんやったら、行ってきてもかまへんで」

「だったら、今日の講義が終わったあと、皆で気合いを入れて仕事を追い込んでくるのです」

「ライムも連れていっていいんだよね？」

「アトラクションのサンプルっちゅう観点やったら、ライムも居おったほうがええかもなあ」

　などと、ちょうどいい機会だからということで、アズマ工房職員達の研修旅行という名の地底リゾート体験が急きゅう遽きょ決定する。

「それで、今回のあれこれの原因になった邪神像、どうなんだ？」

「無害、とは言えんけど、デントリスさんとかみたいな方向性でおかしなことにはならへんで」

「素材としては？」

「なかなかいかついもんが作れるけど、他の素材の絡みがあるからすぐには無理や」

　達也の質問にそう断言して、パスタの替え玉をシチューに入れる宏。

　それを見て、もう少しだけ貰ってもいい？　という感じの視線を向けてくるエアリス。

　育ち盛りで体格的にも一人前ぐらいでは足りなくなってきているのだ。

「とりあえず、春菜さん、エル、引率頼むわ。僕はまあ、神殿から派遣されてきた皆様方の指導とフォーレ行きの準備とを適当に進めとくから」

「了解」

「お任せください」

　エアリスのスープボウルに三分の一玉ほどの替え玉を入れてやりながら宏が告げた言葉に、ごく普通に了承の返事を返す春菜とエアリス。

　こうして、にぎやかな昼食とその後の神殿組への愛の説教部屋も終わり、この日は春菜が無意識に宏の手を握ったりといった若干の接触以外は特にトラブルもなく終了する。




　翌日、研修旅行組が向かった地下遺跡では、

「ハルナさん、暴れすぎなのです……」

「ハルナ様、素敵です」

「むう、もうちょっと難易度を上げたほうがよかったのであるか？」

「いや、あれを基準にされても……」

　聖水の影響で衝動が強まっている時に宏との接触を断たれた春菜が、その禁断症状を体を動かすことで発散しようとしてアトラクションを軽く二回ほど全制覇。

　五歳児としては規格外の運動神経を持つライムとセットで難易度調整にいろいろと問題提示をする形となり、モグラ達を悩ませることになるのであった。








ダール編　真エピローグ






　春はる菜なが地底から戻ってきた日の昼。

「春菜さんも落ち着いたことやし、そろそろフォーレ行きやな」

　三日ぶりに全員が揃そろった昼飯の席で、宏ひろしがそう宣言した。

「親方、もう行くの？」

　春菜と一緒に戻ってきたファムが、その慌ただしい話に眉をひそめる。オルテム村に行った時と比べて不在だった時間は短いが、戻ってきて一緒にいた時間も短い。さらに研修旅行もあったので、ただでさえ長くはない一緒の時間が、短くなってしまっている。

　正直、できればもうちょっと一緒にいてほしい。自分も寂しいが、ライムがなんとなくかわいそうだと感じていたのだ。

　そんなライムはというと、地底ではしゃぎすぎたためか、現在はベッドでぐっすりと眠っている。

「別に明日すぐにいかなあかん、っちゅうこともないんやけどな。折角真火炉作ったんやから、早いとこええ鉄を収集したいんよ」

　宏の職人魂あふれる言い分に、思わず全力で納得するファム。周りを見ると、ファムだけではなくテレスにノーラ、レラまで納得している。

　あれだけのものを作ったのだ。相応の素材を収集して新しいものを作りたがるのは、職人として当たり前のことである。そういった思いを放棄して工房のメンバーをかまい倒すなど、ファム達が親方と慕う東あずま宏の姿ではない。

「でまあ、フォーレ行きの動機が素材集めやから、ある程度鉱石とか収集したら普通にここ戻ってきていろいろやるやろうしな」

「まあ、そうなるよね」

　宏の宣言に、春菜が同意する。本来ならフォーレ行きの理由最上位に置かれていなければならないはずの、神殿訪問という用事がものの見事に忘れ去られていそうなのが、宏らしいといえば宏らしい。因ちなみにフォーレ王国にあるのは大地母神エルザの神殿である。

「師匠、そろそろ春はる姉ねえも鍛か冶じと精錬鍛える？」

「せやな。まあ、向こうで拠点用意したりとかがある程度落ち着いて、鉄掘るあてとか作れたら、っちゅうとこやけどな」

　フォーレという土地柄から、やはり春菜の鍛錬内容も鍛冶がらみとなるようだ。最高級の生地で自分の下着を作る、という目標のためとはいえ、いろいろとご苦労な事ではある。

　ダールに続いてフォーレでも拠点を用意しようと考えている点については、もはや誰も何も言わなくなっている。

「まあ、実際のところ、いい金属を手に入れるのは、急務って言ってもいいのよね」

「そうだな。正直、タワーゴーレムはかなりヤバかったからなあ」

　攻防ともにいろいろぎりぎりだったタワーゴーレム戦。それを思い出しながら、真ま琴ことと達たつ也やがフォーレ行きを急ぎたい理由を告げる。

「正直想像もつかないのですが、そんなに危険だったのですか？」

「おう。春菜は死にかけるし、攻撃はほとんど通用しないしで、今考えてもよく勝てたよな、って思うぐらいだ」

「相手の動きがもうちょっと速かったら、宏以外は全滅しててもおかしくなかったわよね」

　ノーラの質問に、達也と真琴が真剣な顔で答える。

　実際、エクストラスキルが三つ揃っていなければ、とか、宏のスマッシュの使い方がもう少し下手だったら、とかそういった部分で極めてシビアな戦闘であった。

　もっとも、ゲームの時であれば、宏の倉庫の中にある神鋼製の装備が使えるため、恐らくそこまでシビアな戦闘にはなっていなかった可能性が高い。

　それが分かっているだけに、今後の事も考えて早めに装備の充実はしておきたいのだ。

「だから、早いところ装備を強化してえんだわ。最近の傾向考えると、いつ何なん時どき厄介な事に巻き込まれるか分かったもんじゃねえし」

「そういう理由だったら、仕方ないですよね」

　達也の言葉に、テレスが納得したように頷うなずく。

　自分から首を突っ込みにいく部分もあるとはいえ、それを差し引いても宏達はよく面倒事に巻き込まれる。その結果、すでに何度か命の危機にさらされているのだから、対策を立てないのはただの愚か者である。

　春菜が死にかけたという話を聞かされた以上、慌ただしくフォーレへ向かおうとすることに反対できない、ファムを含めた工房職員達。

　むしろ、その情報から出先で何か変な事に巻き込まれて、致命的な事態に発展するのではないかという不安が彼女達の間で共有されているのだが、口にして現実になっても怖いので、沈黙を守る形となってしまう。

「でまあ、そういうわけやから、道中の寄り道は基本的になしっちゅう感じやな」

「そうだね。それに、ダールとフォーレの間って、これといって珍しいものはないって言ってたし」

「あのあたりで寄り道せえへんかったら、距離的に二日あればフォーレの端っこの方には着く感じや。問題なんはフォーレのどの辺を目指すか、やな。候補としては首都のスティレンにダイレクトに行くか、一番でかい鉱山があるクレストケイブを目指すか。あとはあっちこっちにある小規模な鉱山に寄り道して、そこで鉱石掘らせてもらう、っちゅうんもありやな」

　ファム達の不安に気づくことなく、フォーレ行きの日程その他を話し合う宏と春菜。意識が半ば物見遊山になっているのはご愛あい嬌きょうであろう。

「あと、フォーレの料理も堪能したいよね。確か、ソーセージ類が特産なんだっけ？」

「そうそう。ガブッて豪快にいって、エールをぐっと一気にやると最高なのよ。さすがドワーフって感じよね」

「そういえば、フォーレってドワーフも多いんだよね。どんな人達なんだろうね？」

　真琴の一言、その中のドワーフという単語に春菜が反応し、ソーセージの話題からあっという間にドワーフの話題に移る。

　なお、真琴の酒とソーセージに関するコメントは、言うまでもなくゲーム時代の話だ。こっちのフォーレにはまだ一度も足を踏み入れていないのだから、当然ではある。

　この世界でもドワーフはものづくり、それも特に鍛冶や製鉄で生計を立てることが多い、大酒飲みの種族だ。そのあたりの基本は、世間一般のファンタジーと何一つ変わっていない。

　だがしかし、基本が同じだからといって、イメージどおりのドワーフだとは限らない。少なくとも、エルフという前例がある以上油断はできないだろう。

　何しろこの世界のエルフは、森を住みかとする耳のとがった美形しかいない長寿の種族、という基本要素こそ世間一般のファンタジーと共通ながら、その実態は寿命が長くて美形の田舎者の農民、という何とも言えない存在だったのだ。

　そうでなくても、エルフとドワーフは和製ファンタジーで定番の種族だけに、ベースとなる設定が同じでありながら、様々なバリエーションが存在する。そのイメージのどれと一致するかで結構な違いが出てくるのである。

　別に、だからどうということもなく、普通のエルフとこの世界のエルフぐらい乖かい離りしていても特に困らないのだが、初対面の時の心構えにはやや影響してくる。

「ドワーフでありがちな設定っつうと、どんなのがあった？」

「原典だと、男女ともに酒さか樽だる体型で髭ひげ面だったわよね」

「そっからの派生で、丸っこいおっちゃんおばちゃんってのも多いで」

「ん、男はビア樽、女はエターナルロリ」

「澪みお、それあんたの願望でしょう？」

　などと、達也の一言に反応してドワーフについて勝手な予想を並べ立てていく日本人達。

　ウルスにもドワーフはいるが、比率ではかなり少数派のエルフと比較してすらさらに数が少なく、意識して探してもなかなか出会う機会がない。

　ウルスにドワーフが少ない理由は単純で、近くに鉱山がなく、水深の深い水路があちらこちらに張り巡らされているからだ。

　ドワーフは種族特性上、泳ぎが苦手である。そのため、海辺や深い川がある場所にはあまりよりつかない。ウルスはそのどちらも備えている上に、彼らの存在意義とも言える鉱山が近場にないのだから、ドワーフが好き好んで住み着く理由が薄いのだ。

　そういう理由なので、宏達はもちろんのこと、生まれも育ちもウルスのファムやライム、レラも、オルテム村出身のテレスも、出身地不詳のノーラですらドワーフとは会ったことがない。

　なお、余談ながら、ゲームの時のドワーフは、エルフ同様無難な設定だった。先ほど並べたてられたよくある設定のなかで言うなら、男女ともに酒樽体型で、女性には髭がないというやつだ。

「そーいや、親方。ダールとフォーレの間にこれといって珍しいものないって、どういうこと？」

「行ってみんとほんまかどうかは分からんねんけどな、あのあたりはファーレーンとあんまり植生とか変わらんねんて。で、その割に農地に向いとる土地も少ないし、育つ作物も大した質やあらへんし、っちゅう感じで、基本的にダールとフォーレの間で交易しとる商人とかから税金とって生計立てとるんやって。せやから、わざわざ寄り道せんでもええんちゃうかな、っちゅう感じやねん」

「へえ、そうなんだ。変わったモンスターとかもいないの？」

「おらんでもないけど、フォーレで拠点作ってから狩りに行ってもええかな、っちゅう程度やし」

　ファムの素朴な疑問に、宏が方針も含めて丁寧に答えていく。

　ダールとフォーレの間にあるミダス連邦と呼ばれる地域は、全部で十七の小国家が存在し、それら全てが大国に対抗するためにまとまっている……と書けば聞こえはいいが、域内にこれといって目立つ産業もなく、食料も鉄も塩も外部に頼りきっている貧弱な国ばかりであり、単独ではやっていけないので結託してダールやフォーレにたかっている、というのが実態である。

　だったら最初から統合して一つの国になればいいのに、とは外部の人間が皆思うことなのだが、二つ三つの国が統合して一つになっては内輪もめして崩壊し、というのを何度も繰り返しているため、当事国は一つの国になるなど願い下げ、という意識が強い。

　そんな地域だからか、それで生計を立てているくせに他よ所そ者ものに対して実に態度が悪い。

　なので、どうしても通り道として利用せねばならない人間も、絶対に長期滞在などはしないのだ。フォーレの三分の一ぐらいの広さがある地域なのに、実に残念な話といえる。

「なあ、ヒロ」

「なんや？」

「あの辺で狩っておきたいやつって何だ？」

「アドラシアサウルスやけど、知っとる？」

「ああ、あのでかくて近接だとやりづらい割にいろんな意味で微妙なやつか」

「せやで」

「なら、生息地も微妙だから拠点作ってからで問題なさそうだな」

「そういうこっちゃ」

　宏の要求するモンスターを聞き、後回しでいいと判断する達也。

　それもそのはずで、アドラシアサウルスは、ミダス連邦領内のかなり僻へき地ちの方に生息する、全長十メートルほどの俊敏な肉食恐竜である。

　そのサイズから分かるように、生半可な近接攻撃では皮膚を貫くことすらできず、巨体のくせに俊敏な動きは時にツバメ型の高速飛行モンスターを一方的に蹂じゅう躙りんするほどという、まともな冒険者はちょっかいを出すどころか生息域の半径百キロ以内に近寄ることすら忌避するモンスターだ。

　達也ならオキサイドサークルで一発だが、生息域がかなりの僻地なので、そこまで移動するのが非常に面倒なのである。拠点など転移魔法で戻る基点があればまだいいが、移動中に寄り道して狩るとなると、それはすでに寄り道とは言えなくなる位置だ。

　基本達也と真琴だけで用が済む相手なので、全員で行く必要など皆無だが。

「まあ、そういうわけやから、ミダス連邦は基本スルーやな」

「そうだな。冒険者仲間とかの話だと、あの辺は飯もまずい上に工夫もしてないって話だし、通り道の近辺にこれといったモンスターもいねえんだったら、時間かけて寄り道する理由もない」

「最短ルートで問題ないわね、その話だと」

「そういうわけだから春姉、グルメとかはフォーレに入ってから」

「分かってるよ」

　流れるように言葉をつないで、春菜に釘くぎを刺す日本人一同。オルテム村に行くのにやたら時間がかかった最大の原因が、立ち寄った町ごとに春菜が寄り道してショッピングしたことだったのだから、釘を刺されるのもしょうがない。

　ただ、その時に南部大街道沿いの土地で手に入るものをほぼコンプリートしたため、オルテム村での用件を済ませてからあと、ダールまでの移動でほぼ寄り道せずに到着できた側面はあるのだが。

「とりあえず、フォーレに着いたら美お味いしいソーセージをいっぱい堪能しないとね」

「あとはエールっていうかビールね」

　ミダス連邦では自炊以外で美味しいものにありつけるかは微妙。そう考えてフォーレのソーセージと酒に全てを託すことにした春菜と真琴。結局食い気である。

「なんか、親方達の評価基準って、どこまでも素材とご飯だよね」

「それが親方達なのだからしょうがないのです」

「それにしても、ここまでこき下ろされるミダス連邦って、逆の意味で興味があるような……」

　春菜と真琴の結論を聞き、そんな感想を述べ合う工房職員三人娘。

　実のところ、宏達がフォーレから戻ってきたら、向こうで仕入れた美味しいソーセージを食べさせてくれるかもと内心で期待しているのはここだけの話である。

「ほな、鉄とソーセージのために、明日から目指せフォーレ、でええな？」

「異議なし」

　宏の宣言に、真っ先に春菜が答える。

　その後、昼寝から起きてきたライムが翌日に出発すると聞かされ、それならばと徹底的に宏達と遊んで、フォーレ出発前の最後の日は過ぎていくのであった。
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